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			序章　灼熱竜対暴風竜

			


			　ヴェルドラにとって、その日はまさしく厄日となる。

			


			　何もない平原。

			　対帝国軍に備えて、都市部は迷宮内に隔離したままだった。だからこそ、天空より飛来したその美女は、映像の中でひと際目立っていた。

			「あ、姉上……」

			　思わずといった様子でヴェルドラが呟く。

			　その声に力はない。

			　それは、普段のヴェルドラを知る者からすれば考えられぬ事態である。

			　そんなヴェルドラに、カリスが尋ねる。

			「も、もしかして、あれが噂の姉君……ヴェルグリンド様なのですか？」

			「う、うむ……その通りよ。あの者こそが我が姉にして最強たる〝竜種〟の一体、〝灼熱竜〟ヴェルグリンドであるぞ……」

			　それを聞き、〝管制室〟に残っていた者達が一斉に動き出した。迷宮内に緊急警報を鳴らし、外敵に対する最大限の警戒態勢を促したのだ。

			「ちょ、ちょっと師匠!?　リムルもいないのに、どうするのよさ？」

			　慌てるラミリス。

			　普段もそれほど役に立たないが、こういう時には騒ぐ事しか出来ない。研究ならばいざ知らず、こと戦闘においてラミリスの出番などないのだ。

			　しかし、ラミリスには頼れる仲間達がいる。

			　今もテキパキと動く迷宮管理者──トレイニーの姉妹や、その配下たる樹妖精ドライアド達だ。

			　ベレッタもいる。

			　迷宮十傑の座は退いたが、迷宮統括者ダンジョンマスターの地位はそのままだ。

			　まして今は、その頼りにすべき十傑の半数が進化の眠りについている。旧筆頭たるベレッタとしては、ラミリスを守る為にも頑張り時なのだ。

			「どうやら、友好的な雰囲気ではありませんね。迷宮内で迎え撃ちましょう」

			　トレイニー達が各階層の状況を把握し、それを確認したベレッタが言う。

			　迷宮十傑の内、健在なのは四大竜王だけである。ガドラも起きていたが、魔王の守護巨像デモンコロッサスを持ち出して武装国家ドワルゴンへの援軍に向かってしまっていた。

			　ヴェルグリンドに対しては心許ないが、迷宮という完全無欠の要塞を駆使すれば、これだけの戦力でも時間が稼げるはず。ベレッタはそう考え、具申したのである。

			　それに対し、うむ、と頷くヴェルドラ。

			「何をしに来たのかは知らぬが、一人で来るとは笑止千万。皆でかかれば、恐れるに足らずというものよ！　クアーーーハッハッハ!!」

			　強気に笑ってそう言うが、その表情は引き攣っている。

			　ビビッているのだ。

			　一昨日前にもヴェルドラは、上の姉であるヴェルザードに扱かれていた。その記憶も新しい内に、今度は下の姉たるヴェルグリンドが、ジュラ・テンペスト連邦国の首都たる中央都市〝リムル〟に単身で攻め込んで来てしまった。

			　ヴェルドラからすればとんでもない話であり、どうにかしてこの場をやり過ごしたいと、必死になって頭を回転させていたのである。

			　だからこそ、ベレッタの提案に飛び付いたのだ。

			　その時。

			『ヴェルドラ、いい子だから大人しく出て来なさいな』

			　と、画面に映るヴェルグリンドが口を開いた。

			　その視線は不思議な事に、画面を通してヴェルドラに固定されている。そしてその声は、思念となってヴェルドラへと届いていた。

			「ヴェルドラ様……？」

			「カリスよ、うろたえるでないぞ！　これは罠だ。のこのこと出て行ったら、我が酷い目に遭うに違いないぞ！」

			「は、はあ……」

			　堂々と情けない発言をするヴェルドラに、カリスも困惑を隠せない。

			「え？　狙いが師匠なんだったら、アタシ達には関係ない──もがっ!?」

			　華麗に危機回避しようとしたラミリスも、ヴェルドラの手で口を塞がれ、不本意ながらも巻き込まれる形となってしまった。

			　こうして、徹底抗戦の構えとなった──のだが。

			『そう、出て来ないつもり？　お馬鹿さんなのは、昔と変わっていないみたいね。いいでしょう。それでは一度だけ、優しく警告してあげるわ』

			　映像からは、ヴェルグリンドが何を言っているのかわからない。しかし、その雰囲気が変化したのは、その場にいる皆が理解した。

			　声が聞こえているヴェルドラからすれば、ヴェルグリンドが何か仕出かすつもりなのだと察せられる。

			　だが、しかし──

			（だ、大丈夫だ。ラミリスの迷宮は、次元をも隔絶する優れた権能によって成り立っておる。これを破るなど、我にとっても難しい御み業わざよ。如何いかに姉上とて、この中にいれば手出し出来まいて──）

			　そう。

			　迷宮の中にいさえすれば、ヴェルグリンドから逃げ続ける事が可能だ。一つ二つの階層は破られるかも知れないが、ラミリスの修復力の方が上回る。ヴェルドラが力を貸せば、ヴェルグリンドを隔離し続ける事も不可能ではないはずだ。

			「案ずるでないぞ。我とお前が組めば、どんな相手だろうと──」

			　ヴェルドラはそう説明しようとしたのだが、その言葉を最後まで発する事は出来なかった。

			　ヴェルグリンドがその手に真紅の槍を生み出すのを、目撃したからだ。

			「し、師匠！　アレはマズいって。下手をすると、アタシの『迷宮創造チイサナセカイ』でも防げないかも知れないのよさッ!!」

			　言われるまでもない──と、ヴェルドラも思った。

			「わかっておる！　全員、衝撃に備えるがよいぞ!!」

			　ヴェルドラの言葉を疑う者などいない。

			　誰もが素直に、その場にて防御体勢を取った。

			　その直後、苛烈なる衝撃が迷宮を襲う。

			「う、嘘でしょ……」

			「ご、五十階層まで被害を確認……上層階は、壊滅的な状況です」

			　アルファやベータ達が、次々と被害状況を知らせてくる。それは事実上、迷宮の安全神話が崩壊した瞬間であった。

			　その時だ。

			　どうしようと慌てふためくヴェルドラに、リムルからの『思念伝達』が届いたのは。

			『おーい、元気してる？』

			　という能天気な声に、ヴェルドラは憤ふん慨がいして言い返す。

			『馬鹿め、それどころではないわッ!!　た、大変な事
になっておる。姉上が、姉上が我を狙っておる。今は迷宮の外だが、このままでは攻め込まれるぞ!!』

			　リムルなら、リムルならば何とかしてくれる。

			　そう信じて、ヴェルドラは答えを待つ。

			　ところが、返ってきたのは『大丈夫そうか？』という心配そうな問いだった。

			　これを聞いて、ヴェルドラは悟った。

			　リムルにも余裕がないのだ、と。

			　余裕があれば、直ぐにでも戻って来てくれていただろうから。そうでない以上、リムルの助けは当てにならないという事になる。

			　だからだろうか？

			　ヴェルドラから甘えが消えた。

			　リムルに頼れないのならば、自分が出るしかないと自覚したのだ。

			『我が出るしかあるまい。このまま迷宮に攻め込まれるよりはマシであろうさ』

			　いける気がする──と、ヴェルドラは根拠もなく思った。

			　忘れがちだが、リムルによる修行も大概だったのだ。それを耐えた自分ならば、姉たるヴェルグリンドが相手でも負けないのではないかと、ヴェルドラは考えたのである。

			『全責任は俺が持つから、ヴェルグリンドを何とかして欲しい。頼めるか？』

			　リムルもまた、ヴェルドラが負けるとは思っていないようだ。

			　全責任をリムルが持つという事は、どれだけ破壊行為をしても怒らないという意味になる。それを踏まえて考えるならば、今までの修行の成果を見せてみろと言われたに等しい。

			　それに──

			　頼めるかと聞かれたならば、答えは一つなのだ。

			『ほほう？　そういう事であれば、我に任せるがいいぞ！　クアッハッハッハ!!』

			　そう伝えて、ヴェルグリンドへと視線を向ける。

			　リムルと会話して、平常心を取り戻した。その途端、急に落ち着いた気分になったヴェルドラである。

			「我が出るしかあるまいな」

			　余裕の態度でヴェルドラは言う。

			「師匠？」

			「ヴェルドラ様!?」

			　ラミリスやベレッタが、驚きながらヴェルドラを見る。

			　ヴェルドラは、吹っ切れたように爽やかな表情だった。

			「クアハハハ！　我とて、姉と戦うのは気が進まぬ。しかし、だ。迷宮を利用した時間稼ぎが通用せぬ以上、他の手立てはあるまいよ」

			「ですが──」

			「よいのだ、カリスよ。迷宮内での不死性は、隔離された空間だからこそ成り立っておる。我が姉の前では通用せぬと知れた今、もっとも被害を少なくするには我が出るしかないのだ」

			　ヴェルドラならば、リムルが健在である限り不滅なのだ。犠牲を出さないようにするならば、ヴェルドラが出るしかないのである。

			「それでは、私も御供致します」

			「いや、止めておけ。貴様も強くなったが、それでも我に比するほどではない。ゼギオンならばともかく、他の者では足手まといにしかなるまいよ」

			　厳しい言い方だが、それが事実である。

			　そしてヴェルドラは、既に覚悟を完了させていた。

			　先程までの情けない姿など思い出せぬほどに、凛り々りしい表情で前を向く。

			「大丈夫なの、師匠？」

			「大丈夫なわけがあるかァ！　我は姉二人に、思い出すのもおぞましき仕打ちを……いや、言うまい。我とて強くなったのだ。リムルと出会って、成長した。弟子も取り、自分の未熟さにも気付けた。昔とは違うのだよ。クアーーーハッハッハ!!」

			　ヴェルドラは無理やり笑う。そうして気分を高揚させて、普段の調子を取り戻した。

			「安心せよ。貴様達はそこで、我の勇姿を眺めているがいいぞ！」

			　そう告げて、一人で迷宮を後にするのだった。

			


			　ヴェルドラは、ヴェルザードとの戦いを思い出していた。

			　久しぶりに会った上の姉は、昔よりも遥かに強大で隙がないように感じた。

			　それは、昔のヴェルドラでは感じ取れなかった気配だ。ヴェルドラもリムルと出会って、見違えるほどに成長しているのだった。

			　その最たる成果が、究極能力アルティメットスキルの獲得である。

			　封印されていた際に『胃袋』の中からリムルを観察し、色々な事を学んだ。

			　そして気付いた。

			　力とは、使いこなしてこそ意味があるのだと。

			　ヴェルドラの魔素エネルギー量は強大であり、現存する〝竜種〟の中では最大を誇る。姉二人よりも大きかった事から、苦労せずとも最強の一角でいられたのだ。

			　しかし、それは甘えだった。

			　ヴェルドラは知った。

			　弱者でありながらも、最後まで勝利を諦めずに足あ掻がく者達の存在を。

			　リムルがそうであるように、敵対した者達の中にもそういう存在は多い。

			　ヒナタやグランベル、魔王ルミナスもそうだろう。

			　そういう者達は力に頼るだけでなく、ありとあらゆる手段を用いて勝利を目指す。決して油断してはならぬ者達なのだ。

			　それを理解した今、ヴェルドラは以前とは違っていた。

			　その証拠にヴェルザードとの手合わせでも、一方的にやられる事はなく反撃も出来たのである。

			　ヴェルザードは、ヴェルドラにとって天敵とも呼べる存在だった。

			　力の相性的に、非常に分の悪い相手なのである。

			　相手が先に生まれており、その力量の上限は読めない。魔素エネルギー量だけは上回れたものの、ほぼ拮抗しており優位性はまるでなかった。

			　まともに戦っても、勝利は望めない。

			　ヴェルドラが発生しうまれてから数回、勝負を挑んだ経験があるが、全て返り討ちに遭っている。

			　ヴェルザードの〝凍れる世界エターナルワールド〟は鉄壁の防御でもあり、ヴェルドラの動きを封じる武器ともなる。

			　暴風、破壊、腐食、滅び。

			　全ての効果は、絶対的停止の前に効果を散らされるばかりだったのだ。

			　そんな恐るべき姉との手合わせだったのだが、少しは相手になった事にヴェルドラ自身が驚いていた。

			　我、やるじゃん！

			　という気分になったものである。

			　何しろ、ヴェルドラ自身が魔力制御を出来るようになったから気付いたのだが、姉であるヴェルザードは、完璧なまでに魔力放出を抑えていた。

			　技量レベルが違い過ぎて、話にならない。

			　ヴェルザードの力の性質が、〝運動エネルギーの停止〟に特化しているのも理由として挙げられるだろうが、それでも隔絶した実力差があったのは間違いない。

			　そんな相手だったヴェルザードは、驚くほど素直にヴェルドラの成長を褒めてくれた。

			『うーん、驚いたわ。暴れるしか出来なかったヴェルドラちゃんが、ちゃんと考えて戦えるようになったのね。この調子なら、もう破壊しなくても良さそうね』

			　ちょっと不穏な言葉も交ざっていたものの、それは紛れもなく誉め言葉だった。今まで恐れの感情しか抱いて来なかっただけに、ヴェルドラも嬉しく思ったものである。

			　とは言え、勝てなかったという事実に変わりはなかったのだが……。

			


			　では、ヴェルグリンドはどうなのか？

			　ヴェルザードとヴェルグリンドでは、その実力はほぼ互角。ヴェルドラ的にはどちらも苦手な姉であり、出来るならば相手にしたくないというのが本音であった。

			　しかし、そうも言っていられない以上、自分が出るしかないのだ。

			「ヴェルグリンド姉上は相変わらず凄まじいな。我とて迷宮の階層を貫くような攻撃など、そう簡単には出来ぬというのに……」

			　一層や二層ならば、力任せに次元を歪めて破壊出来なくはない。しかし複数階層を一気に貫通させるとなると、今のヴェルドラの魔素エネルギー量を最大限でぶつけたとしても不可能であった。

			「鍵は、究極能力アルティメットスキルにある。姉上とまともに戦うには、我も『究明之王ファウスト』を使いこなすしかあるまい」

			　そう。魔素エネルギー量だけを比較するならば、ヴェルグリンドよりもヴェルドラの方が上なのだ。

			　ヴェルザードを相手にするよりも多少はマシ──そう思い込み、ヴェルドラは心的外傷トラウマを乗り越えようとした。

			　勝利の鍵は、如何に力を使いこなせるかにある。

			　お互いに本気で戦った事はないのだが、実力は間違いなくヴェルグリンドが上であろう。

			　だがしかし、それは昔の話である。

			　ヴェルザードは相性的にも勝利は難しかったが、ヴェルグリンドはそうでもないのだ。まして今のヴェルドラは、リムルのお陰で究極能力アルティメットスキル『究明之王ファウスト』を獲得しているのである。

			　ヴェルザードにも通じたその力ならば、たとえヴェルグリンドが相手でも恐れる事はないと思わせてくれる。

			　ヴェルドラはそう考えると、急にやる気が出てきた。

			（クアハハハハ！　負けると決まった訳ではない、か。どうせなら我が姉で、この力を存分に試してみるとしようぞ!!）

			　ヴェルドラはそう判断し、覚悟を決めてヴェルグリンドの前に出たのだった。

			


			＊

			


			　人の姿のままに、両者は空中で睨にらみ合う。

			　空にピタリと静止しているのだが、〝竜種〟である彼等にとっては自然な事であった。

			「お利口さんね、警告の意味を正しく理解するとは。私に協力してくれる気になったのよね？」

			　ヴェルドラを目にするなり、ヴェルグリンドは嬉しそうにそう問いかけた。しかし、ヴェルドラの答えは否である。

			「お断りしますぞ、姉上。我は姉上方の道具ではない。姉妹喧嘩に巻き込むのは止めて頂きたいものだ」

			「巻き込むという言い方は心外だわ。お前が自ら進んで協力してくれるなら、仲間として歓迎してあげるって話なのよ。そうすれば、力の使い方も教えてあげるし、好きなだけ暴れさせてあげる。もっとも、場所は指定させてもらうけど」

			「クアハハハ！　お断りだと申し上げましたぞ、姉上。我も昔のままではないのだ。力の使い方など既に完璧なのだよ。それに、暴れるだけが楽しみでもなくなった。大人になったのだよ、大人に！」

			「──生意気な口を。少し甘やかし過ぎたかしら？　良いでしょう。それならば私が、お前がどれだけ成長したのか試してあげましょう！」

			　軽く口答えしただけで、ヴェルグリンドは戦う気になってしまった。だからヴェルドラも、自然と戦闘態勢に移行したのである。

			　ヴェルグリンドは最初から、言葉による交渉だけでヴェルドラが言いなりになるとは思っていなかった。

			　力を示し、従える。

			　それが無理なら、弱らせたところをルドラに支配してもらうだけのこと。

			　説得を試みたのは、ヴェルグリンドなりの優しさだったのだ。

			　なのでヴェルグリンドは、交渉決裂に軽い苛いら立だちを感じながら、迷いのない突きをヴェルドラへと放つ。さっさとヴェルドラを弱らせて、ルドラが来るのを待つつもりだった。

			　しかし、その右手での手刀は、ヴェルドラによって軽く受け流された。それどころか、お返しとばかりに蹴りが飛んでくる。

			　ヴェルグリンドは苛立ちを募つのらせながらも、左手で蹴りを受け止めるが──

			（馬鹿なッ!?　この威力、とても弱体化しているとは思えない!!）

			　ヴェルグリンドは、ヴェルドラが三百年間の封印で受けたダメージから回復しきってはいないと考えていた。自分の力を常に全力で振りまいていたヴェルドラしか知らなかったので、今の弱弱しい姿が封印の影響によるものだろうと思い込んでいたのだ。

			　今の攻防で、それが誤りだったと悟る。

			「少しは腕を上げたのかしら？　豪語するだけの事はあるようね」

			「我が〝ヴェルドラ流闘殺法〟は無敵不敗！　姉上とて、我が拳の前には無力と知る──ちょ、ちょちょっとぉ──ッ!?」

			　ドヤ顔で力説しようとしたヴェルドラだったが、それを大人しく聞く理由などヴェルグリンドにはなかった。むしろイラッとしたので、より激しい攻撃を開始する。

			　紅蓮の炎がヴェルグリンドの両拳と、ドレスの裾から伸びるしなやかな両足に宿る。舞うような連続攻撃は、かするだけでも敵を焼き殺す猛威となるのだ。

			　だが流石さすがに、ヴェルドラは耐え抜いた。

			「アチッ、アチチチチ！」

			　と、情けなくも逃げ惑いはしたが、大したダメージは受けていない。

			「今まで散々躾しつけてあげたのに、その残念なオツムは改善されなかったようね。私を前にして無敵無敗などと、大言壮語も甚はなはだしいわよ！」

			　烈火の如く怒りながらも、ヴェルグリンドは冷静だ。ヴェルドラが完全回復しているどころか、予想以上に強くなっていると見抜いている。

			（厄介ね。この姿では本気を出せないし、大したダメージも与えられない。それでは、ルドラが来ても支配するのは不可能ね……）

			　本来の目的はお仕置きではなく、ヴェルドラを支配する事である。

			　ギィとの勝負にルドラが勝利を収めた暁には、ちゃんと解放してあげる予定だ。しかし今は、重要な手駒としての役割を期待したいのだ。

			　そんなヴェルグリンドからすれば、チマチマとした戦いなど無意味であった。

			　そしてまた、ヴェルドラの方も。

			「グワーッ!?　ふ、服が……リムルからもらった大切な服が、姉上のせいで燃えてしまったではないかッ!!」

			　今ヴェルドラが着ていた服は、リムルから感謝の気持ちとしてもらったプレゼントだった。その大事な服が、ヴェルグリンドの攻撃で燃えてしまっていた。

			　時間をかければ、その服もヴェルドラの妖気に染まって身体の一部になっていただろう。だがしかし、たった数日でその変化を期待するのは無理があった。

			　ヴェルドラ自身に大したダメージはないが、その心には手痛いダメージを受けてしまったのだった。

			　これは完全にヴェルドラの落ち度である。それなのに、八つ当たりしても許されるとヴェルドラは思った。

			　そしてそれは、ヴェルドラにとって幸いであった。

			　怒りで恐怖心が薄れたのだ。

			　どれだけやる気があっても、長年に渡って染み付いた恐怖心からは逃れられない。

			　ヴェルドラにとって、二人の姉は恐怖の象徴であった。そんな相手に対しては、全力で挑むなど無茶な相談だったのである。

			　しかし今、その枷かせが外された。

			「もはや姉上とて容赦せぬ。我が怒り、その身をもって知るが良かろう！」

			　そう叫ぶなり、ヴェルドラは力を解放した。

			　出現するのは、強大で威厳のある漆黒の竜だ。

			　ヴェルグリンドはそれを見て、好都合だと鼻で笑う。

			「はあ？　意味不明な事を言うなんて、お馬鹿さんにも程があるわよ。どうやら忘れているみたいだし、お前では私に勝てないと教育し直してあげる」

			　そう言って、ヴェルグリンドも変身する。

			　しなやかで美しき、真紅の竜の姿へと。

			　かくして、怪獣大決戦が始まったのだ。

		

	
		
			

			


			第一章　絶望の時

			


			　リムルが帝都に乗り込もうとしていたその時、ドワーフ王ガゼル・ドワルゴは絶望の戦場にいた。

			　遠く見据えるのは、死を撒き散らす美の化身だ。

			「〝重力崩壊グラビティーコラプス〟であったか、理論上はどこまでも威力を高められるとの話だが、軍団魔法レギオンマジックで防げると思うか？」

			「無茶を言うぜ。魔法支援部隊だけじゃなく魔法打撃部隊までも防御に回したって、アレを防ぐのは不可能だな。ヤバイなんてもんじゃねーぞ、〝竜種〟ってのはな」

			　ガゼルの問いに答えたのは、軍部の最高司令官アドミラルパラディンであるバーンだ。

			　バーンはこの地にドワーフ軍を展開させたまま、ガゼルの到着を待っていた。そのせいで、目と鼻の先に展開していた帝国の混成軍団の末路を、その目に焼き付ける事となったのだ。

			　兵士達は皆、あまりの惨劇に言葉を失っている。戦意も挫くじけているだろうに、それでも逃げ出さないのは流石さすがの一言だ。

			　誰もが皆、ここで逃げても先がないと理解していた。

			　自分の死で家族が少しでも生き永らえるなら、それだけでここに残る意味がある。そう考えて、戦列を維持していたのである。

			　英雄たるガゼル王ならば、自分達の命を無駄に使う事はない。そう信じられるからこそ、兵士達は忠誠を誓っているのだ。

			　そんな兵士達の想いを十分に受け止めつつも、ガゼルは苦悩する。表には一切見せないものの、その心は千々に乱れていた。

			（勝てぬ。それどころか、皆の命を無駄に散らす結果に終わろう。降伏するか？　しかし、帝国はそれを許さぬ。少なくとも、ある程度は我等の力を見せ付けねばなるまい……）

			　自分達と戦うよりも、取り込んだ方が得。そう思わせる事が出来ねば、帝国は恭順を許さない。

			　ならば、徹底抗戦するしか生き延びる方法はないのである。

			　たとえどれだけの犠牲が出ようとも、それは決して無駄死にではないと信じて。

			「量より質とは言うが、あれは反則だな。我等だけで挑み、倒すしかあるまい」

			「おいおい、王としての責任はいいのかよ？」

			「馬鹿め、敵はたった一人ではないか。この状況で、責任を問うても仕方ないであろう？」

			　バーンの質問に対し、苦笑するガゼル。

			　敵はヴェルグリンド一人。戦略も戦術も意味を成さず、ガゼル達が活路を開く他ない。それを十分に承知しているであろうバーンは、ガゼルの心労を少しでも軽くしようと軽口を叩いたのだ。

			　それに気付いて、ガゼルの迷いも晴れる。

			　そんなガゼルに、アンリエッタが報告する。

			「王よ、敵は〝灼熱竜〟だけではなさそうです。後方に複数の気配が出現し、何やら儀式を行っている模様。あの極大魔法も、その儀式の一環だろうとジェーン様が──」

			　ガゼルは頷く。

			　六万の軍勢を犠牲にした極大魔法が、何らかの儀式に利用されている。それを聞くだけで、想像したくもない邪悪な企みが進行していると知れた。

			　だが、その中心となっているヴェルグリンドを倒すのは至難であり、だとすれば、残る手立ては後方にいる者達を倒すしかない。

			「兵を動かしますか？」

			　ドルフが問うが、ガゼルは首を横に振った。

			　重装打撃部隊は機動力に弱く、下手に動かせば魔法の的になってしまう。本来なら手厚い防御力を盾にして力押しするのだが、ヴェルグリンドが相手では意味がない。

			　ならば、残る手立ては天翔騎士団ペガサスナイツ五百名による特攻だが──

			「ここの守りが手薄になるのは感心しねーな。やっぱガゼルの言う通り、俺達だけで行くしかないだろ。なあ、ドルフ？」

			　バーンが笑いながら言う。

			　それに対しドルフは、頭をかきつつ真面目に応じる。

			「不敬だぞ、バーンよ。王を呼び捨てにするなど、言語道断にもほどがある！　もっと立場というものを考えてだな……」

			　延々と説教が続くが、最後には吹っ切れたように笑顔で賛成した。

			「だが今回は、お前の言にも一理ある。少しでも時間を稼ぐなら、戦力の分散は避けるべきだろうな。それに、我等だけなら身軽であるし、敵の意表を突けるやも知れん」

			　アンリエッタも否やはない。

			「ジェーン様も、長老方の説得を終えたら参戦すると申しておりました。後顧の憂いはあの方にお任せするとして、昔のようにひと暴れするとしましょう！」

			　と、意気揚々とガゼルの返事を待つ。

			　古き仲間達は、昔と何一つ変わっていなかった。

			　ガゼルと心を一つにし、この困難な局面を共に乗り切ろうと寄り添ってくれていた。

			　ガゼルは笑う。

			「フフッ、馬鹿な奴等よ。お目付け役のジェーンが聞いたら何と言うか……」

			　昔からジェーンは、ガゼル達のパーティに付き添い、色々と苦言や提言をしてくれていた。ドワーフ王国最強の魔導師ウィザードにして、ガゼルにとって信頼すべき相談役だったのだ。

			（ジェーンは怒るであろうな）

			　そう思いつつも、ガゼルは決断を下そうとした。

			　しかし、それは少しばかり遅かったようだ。

			「やれやれだわえ。ちょいと目を離すとこれだから、ガゼル王にも困ったものだわえ」

			　ガゼル達が出陣する直前、ジェーンが転移魔法で到着したのだった。

			「ジェーンか。聞いていたか？」

			　気まずそうなガゼルを一瞥し、ジェーンは首を横に振る。

			「偉大な王らしくなったかと思い、わたしゃも安心しておったというに。じゃが、今回ばかりは責めはせぬよ。あのような者が相手では、他に手立てはないからねえ。そもそも、国家の手に余るからこそ、〝竜種〟は天災級カタストロフと定められておるのじゃ」

			「ま、そうだな」

			　人類が行使するような魔法では、〝竜種〟に届かない。現に、今ヴェルグリンドが行使しているのは、人の手に余るほどの極大魔法なのだ。

			　人類国家の中で英雄と呼ばれる者達が結集しても、〝竜種〟に勝てるかどうかは未知数なのである。

			　だがしかし、希望がない訳ではなかった。

			　ジェーンがそれを口にする。

			「つい先程、連絡があったぞえ」

			「む？」

			「リムル陛下が、援軍を派遣して下さるそうじゃ。それを待ち、対策を立てるとしようじゃないか」

			「私が連絡してから、まだそれほど時間が経っていませんよ!?」

			「まあ、わたしゃも理解に苦しむが、嘘は言っておるまいよ。ベスター殿からの報告じゃし、あの国の者共は、リムル陛下の一言で動くからのう……」

			　疲労感の滲むジェーンの呆れたような言葉に、その場にいた者達は誰もが頷いた。

			　そうだったな、と納得したのだ。

			　そして、そんな彼等が気持ちを切り替えるよりも早く、頼もしい援軍が到着したのだった。

			


			＊

			


			　突如、空間に歪みが発生した。

			　そして巨大な繭に包まれたように、少数精鋭の軍勢がその姿を出現させる。

			　ガビル率いる〝飛竜衆ヒリュウ〟が百名と、ゴブアが指揮する〝紅炎衆クレナイ〟が三百名。合計して四百名。個々人がＡランクオーバーという、天翔騎士団ペガサスナイツに匹敵しそうな戦闘集団であった。

			　そして更に、衆目を集めるのは巨大な兵器だ。

			「完成させたとは聞いていたが、それを惜しげもなく投入するか。流石はリムルだな」

			「あれが、魔装兵の完成形ですか？」

			「そうだ。魔王の守護巨像デモンコロッサスと名付けたらしいが、味方となると頼もしいものよ」

			　ヴェルグリンドには勝てないだろうと、ガゼルも当然ながら理解している。しかしながらその威容は、存在するだけで兵士達の心に安寧をもたらすのだ。

			「頼もしいな。アレを量産出来てたら、少しはマシな戦いが出来たろうによ」

			「残念ながら、ヴェルグリンドが相手では無意味であろうさ。災禍級ディザスターならば、どうにか出来そうではあるがな」

			　そんなふうに会話するガゼル達の下に、近付く者達がいた。

			　軍団長であるガビルと、テスタロッサを筆頭とする悪魔三人娘だ。その後ろには、ゴブアやハクロウが続いた。

			「お久しぶりで御座いますわ、ガゼル陛下」

			　何故かガビルではなく、テスタロッサが挨拶を行う。

			　適材適所。テスタロッサは外交権限を有しているので経験も多く、こういう場に慣れているのである。

			「久しいな、テスタロッサ殿。援軍、感謝する」

			　本来ならば、ガゼルが返答するのは色々と問題があった。格式や儀礼などを考慮しなければならず、間に代弁者を立てるのが常道なのである。

			　しかし、今はそんな事を言っている場合ではない。

			　皆もそれを理解し、形式を無視して作戦会議を行う事となったのだった。

			


			　場所を指揮所へと移し、本題へと入った。

			　テスタロッサが代表して、リムル達の方針を伝える。その上で、この地で行うべき作戦を提案した。

			「ふむん。リムルが直接皇帝を叩く、か」

			「特攻よりも現実的だな」

			「そうでしょうか？　それはそれで無茶な作戦に思えますがね……」

			　思案するように唸るガゼル。

			　状況は改善したと賛同するバーン。

			　他に手立てはないかと苦悩するドルフ。

			　悠長に考え込む時間はない。

			　誰もが代案を出せぬ中、テスタロッサは強引に話を進める。

			「ヴェルグリンド様の相手は、わたくし達が行いますわ。ですので他の皆様は、後方で行われている儀式の阻止に動いて下さいな」

			「異論はない」

			　願ってもない申し出に、ガゼルは同意する。

			　代案がない以上、一番危険な役目を任せられるのは彼女達しかいない──そう判断しての事だった。

			　それに待ったをかけたのは、ジェーンだ。

			「待たれよ。テスタロッサ殿に問うが、〝原初〟たるアナタ方ならば、〝灼熱竜〟に勝てるのかえ？」

			　その質問は、今後の作戦に影響する重要なものだ。

			　ジェーンは、テスタロッサ達では勝てないと踏んでいた。それほどまでに、ヴェルグリンドが圧倒的だからである。

			　〝原初〟三名が最大戦力なのは間違いないが、だからこそ逆に確認しておかねばならない。ここでテスタロッサ達が敗北したならば、残る者達の命運も尽きてしまうのだから。

			「正直に申しまして、勝てませんわね」

			「ならば！　打って出ずに、守りに徹するべきであろう。下手に刺激せず、リムル陛下の作戦が成功するのをここで待つのも手ではないかえ？」

			　勝算がないのならば、時間稼ぎに徹するべき。そうしたジェーンの発言は正論に聞こえるが、これはリムル陣営にとっては受け入れがたいものだった。

			「残念ながら、それは出来ない。ヴェルグリンド様を放置すると、我が君の邪魔をする為に帝都へ戻ってしまうかも知れないからね」

			　カレラが断固たる態度で、そう言い放つ。

			　リムルからは放置しても構わないと言われているが、注意を引きつけておく必要はあるとの判断であった。

			「それ以前の話として、ワシらはここに作戦を相談しに来た訳ではないのじゃ。リムル様からの勅令を承っておるからして、それを伝えに来たまでの事。協力出来る点については相談に乗るが、邪魔立ては許さぬと知って欲しいの」

			　普段はあまり口を出さぬハクロウまでも、厳しい意見を述べた。時間がないからこそ、礼を失してでも意思統一に動いたのである。

			　ガゼルは、その意図を正確に読み取った。

			　気色ばむ仲間達を制して、口を開く。

			「余の師匠であるハクロウ殿にそう言われては、退くしかあるまい。それともお前達、他に代案はあるか？」

			　そう問いかけるガゼルに、彼の仲間達は重々しく首を横に振る。

			「帝国情報局が動いている以上、儀式の邪魔立ても簡単にはいきますまい。ここは足並みを揃えるのが最善でしょうな」

			　ドルフの発言が決定打となった。

			　後は、細かい確認を行うのみ。そして速やかに、作戦が決行される運びとなったのである。

			


			＊

			


			　ヴェルグリンドを刺激するのは、虎の尾を踏むような行為である。

			　それを十分に理解しながらも、テスタロッサ達は臆する事なく進む。

			「ボク達が相手をしていれば、儀式の邪魔になるよね？」

			「どうでしょうね」

			「〝重力崩壊グラビティーコラプス〟をあの状態のまま維持し続けるなんて、私にも無理だ。その上で我等三名を相手にするなんて、それは流石に不可能というものだろう？」

			「あの方にはそれが可能だと思うから、わたくしは警戒しているのよ」

			「嘘でしょ？」

			「あら、本気よ」

			「まあいいさ。悩まなくても、戦ってみればわかる」

			　気負いもせず、そんな会話を繰り広げるテスタロッサ達。そのまま堂々と隠れもせずに、正面切ってヴェルグリンドの前まで辿り着く。

			　当然、ヴェルグリンドもそんな三人に気付いている。

			　しかし警戒するでもなく、むしろ楽し気に、悪魔三人娘の接近を許していた。

			「ごきげんよう。戦うには、良い御日柄ですわね」

			　テスタロッサが挨拶すると、ヴェルグリンドも笑顔で応じる。

			「そうね。でも、戦う前に一応聞いておくわ。私達の陣営に降くだりなさいな。〝原初〟たるアナタ達なら、強さも申し分ないもの。厚遇すると約束するわ」

			　悪魔三人娘を前にして、余裕の態度を崩さずに。ヴェルグリンドはそう申し出た。

			　言うまでもなく、テスタロッサ達の返事はＮＯだ。

			「帝国とは因縁もあるし、その申し出はお断りするわ」

			「ボクも同じく。初めて主を得たんだけど、これが案外心地いいんだよね。もう手放す気なんてないんだよ」

			「その通りだとも。それよりも、だ。話はもう終わりにして、さっさと戦おうじゃないか。一対三が嫌なら、後ろにいる者達を呼び寄せるといい」

			　検討の余地もないとばかりに、一刀両断に断りの言葉を告げる。

			　カレラに至っては、交渉などどうでもいいとばかりに、戦いに向けての高ぶりを見せている。ヴェルグリンドの魔法を間近に見て、その闘争本能に火が付いたのだった。

			　ヴェルグリンドは嗤わらう。

			「それが返事なのね。いいわ。それじゃあ少しだけ、アナタ達と遊んであげましょう！」

			　それが戦闘開始の合図となった。

			　ゆらり、と。

			　テスタロッサ達の目の前で、ヴェルグリンドが割れる。

			　否。

			　鏡合わせのように、ヴェルグリンドが二人に増えたのだ。

			　その現象に、テスタロッサは心当たりがあった。

			「厄介な気配だこと。これは、単なる『分身体』とは違うわね。どちらかと言えば、レインの『遍在ミスト』に似ているかしら？」

			　テスタロッサには、レインと戦った記憶がある。諍いさかいの理由など忘れてしまったが、その時の戦闘経験は蓄積されていた。

			　レインの『遍在ミスト』とは、事前に自分の身体を分割しておく事で、どちらの部位からでも再生可能となる能力スキルなのだ。ただし『別べつ身しん体たい』とは異なり、意思を宿すのは片方だけとなる。

			　それでも、使い方によっては凶悪な運用が可能であり、敵の油断を誘うにはもってこいである。慎重な相手には通用しにくいものの、保険的な意味合いの強い能力なのだった。

			　だが、比較相手が悪すぎた。

			　ヴェルグリンドの『並列存在』が『別身体』を生み出せる点を考慮すれば、全ての面で劣っていると見られるのは否めないのだ。

			　そこまでは知らぬテスタロッサだが、その美貌に陰りが生じてしまう。

			「何それ？」

			「レインはね、自分の身体を分散させて、そのどれか一つの肉片からでも『再生』出来るのよ」

			「なるほど。つまりは、どちらも本体であると考えるべきなのかな？」

			「そういう事になるわ」

			　と、慌てもせずに現状分析するテスタロッサ達。既に戦いは始まっているというのに、その態度は優雅に語らう時と変わりなかった。

			　ヴェルグリンドは愉たのしそうに告げる。

			「原初の白ブランはお利巧ね、正解よ。これは私の持つ権能の一つ、『並列存在』というのよ。儀式の邪魔はされたくないし、こっちの私が相手をしてあげるわ」

			　優雅に羽扇をあおぎながら、ヴェルグリンドが宣言した。

			


			

			


			　その発言が面白くないのは、テスタロッサだ。

			　眦まなじりを決し、ヴェルグリンドを睨む。

			「わたくしには、主たるリムル様から賜った〝テスタロッサ〟という名前があるのよ。原初の白ブラン呼びは止めて欲しいものね」

			　そう言いながら無造作に、いつの間にか創り出していた炎の鞭をしならせるテスタロッサ。鞭は蛇のようにうねりながら、ヴェルグリンドへと襲いかかる。

			「そうだったわね。あのスライムが〝原初〟に名前を授けたというのは、本当の話だったのね」

			　不確かな情報が確定し、流石に驚きを隠せないヴェルグリンド。しかしその身体は乱れもせず、テスタロッサの鞭をひらりとかわす。

			「我が主君を、スライム呼びは無礼だぞ」

			　そう憤ふん慨がいしたように叫ぶなり、カレラが魔法をぶっ放す。

			　初手から奥の手、〝重力崩壊グラビティーコラプス〟を。

			　規模は可能な限り小規模にしつつ、その分、威力はマシマシだ。現状取れるカレラの最大攻撃が、テスタロッサへと意識を向けていたヴェルグリンドに直撃した。

			　天と地を繋ぐような漆黒の柱に、ヴェルグリンドが包まれる。ひと一人がすっぽりと入るような円柱は、逃れる事の出来ぬ牢獄のようだ。

			　が、しかし。

			　不敵な笑みを浮かべたヴェルグリンドは、超重力の檻の中で平然とした様子を崩さない。

			「流石は悪魔族デーモンを統べる者。魔法の威力は申し分ないわ。でもね、世界の法則に則ったままでは、〝竜種〟に通用しないわよ」

			　その言葉を証明するように、ヴェルグリンドは漆黒の柱を内部から砕く。自身の魔力を高めてカレラの魔法に干渉し、無力化して見せたのだった。

			「ハハハ！　流石はヴェルドラ様の姉君、冗談みたいな真似をする。魔法が通用しないのなら、私としては打つ手ナシかな？　いや、アゲーラから習っている剣技があったか。無駄かも知れないが、これを試させてもらうとしよう！」

			　自分の奥の手が破られたというのに、カレラは楽しそうだ。心が折れる様子もなく、魔法で創り出した刀を構えた。

			　美麗な太刀には、悪魔にそぐわないような凄烈な気配がある。カレラの妖気がそのまま刀身へと流れ込み、輝きを放っているのだ。

			「それが正解でしょうね。単純な魔法や能力スキルではなく、自らが編み出して高めた技量ならば、世界の根源たる〝竜種〟にも届くでしょう。ヴェルドラ様が言うには、ヒナタという女性がそれを証明して見せたそうよ」

			　試すまでもなくテスタロッサは、ヴェルグリンドには魔法が通じないと考えていた。故に、最初から魔法で具現化した鞭を使用していたのである。

			　鞭の色は白。〝凍てつく白炎〟という矛盾する性質を備えた、テスタロッサが考案した禁呪であった。

			「ふーん。やっぱり人間は面白いよね。だったらボクも、コレを使っちゃおうかな」

			　そう言ってウルティマは、二本のナイフを具現化させて両手に持つ。ナイフの刃は毒々しい紫色であり、ただならぬ妖気を纏まとわせていた。

			「ウルも初手から出し惜しみなしだな。それはこの前、ゼギオンに傷をつけたヤツだろ？」

			「まあね。正直言ってさ、ボク達が身体を動かすのなんて無意味だって思ってたけどね」

			「意外なものよね。ゼギオン殿との戦闘経験が、まさかこのような形で役立つなんて」

			　魔法を得意とする彼女達は、近接戦闘に重きを置いていなかった。しかしゼギオンとの戦いでは、それ以外の攻撃手段がまるで通用しなかったのだ。

			　その理由は、ゼギオンの鉄壁の防御と、魔法に対する絶対的な優位性にある。ゼギオンには、ほぼ全ての魔法が通じなかった。その結果として、他の手段を模索する必要に迫られた。

			　そして、彼女達が辿り着いた答えがこれだ。

			　精神生命体としての存在をかけた〝強固な意思の力による一撃〟にて、ようやくゼギオンへダメージを与える事に成功したのだった。

			　精神生命体にとって、意思の力は何者にも勝る。

			　能力スキルもまた、個々人の願望によって生み出された意思の力の一つの形に過ぎない。その最終到達地点こそが、究極能力アルティメットスキルと称されるのである。

			　であれば、自分達の意思がどこまでそれに迫れるのか。それを試すだけだと彼女達は結論を下した。

			　そして、その意思を具現化する事で、各々の得意とする武器を創出したのだった。

			　ゼギオンの防御は、究極能力アルティメットスキルに劣るものではなかった。にもかかわらず、ウルティマのナイフはゼギオンの身体に傷を負わせたのである。

			　つまりは、悪魔三人娘の攻撃は、究極能力アルティメットスキルにも届くのだ。

			「ウルの武器を真似てみたよ。私の剣技は戯たわむれの御遊びだったが、アゲーラからは免許皆伝をもらっててね。一手お相手願うとしよう！」

			　そう言うなり、カレラは疾駆する。

			　防御をまるで考えず、全身全霊でヴェルグリンドへと斬り込んだのだ。

			　その斬撃を、ヴェルグリンドは羽扇で受け流していく。

			　高級羽毛を用いた扇で、とても武器と呼べる代物ではない。しかしその強度は、ヴェルグリンドの妖気によって変質しており金剛石よりも硬い。

			　薄くて軽く、しなやかで硬い。カレラの太刀と比較しても何ら劣らぬ、ヴェルグリンド愛用の武具なのだった。

			「驚いたわ。原初たるアナタ達が、こうもアッサリと魔法を捨てるなんて」

			「それほど驚く事かしら？　我等の主に捧げる勝利の為には、わたくし達の誇りなど些さ末まつなものよ？」

			　カレラの猛攻に守りに転じたヴェルグリンドへと、テスタロッサの操る鞭が襲う。無数にわかれた白蛇の如く、変幻自在に獲物を追い詰めていく。

			「チッ」

			　苛いら立だたし気にヴェルグリンドが舌打ちした。

			　ドレスの裾が、鞭によって破られたのだ。

			　綺麗な足がチラリとのぞく。そこにはクッキリと、真っ赤なミミズ腫れが浮かんでいた。

			　テスタロッサの攻撃が通った証拠である。

			「やるじゃないか、テスタ。このまま私が前衛を務めるから、この調子で頼むとするよ」

			「まぐれ当たりに喜ぶなんて」

			　軽い怪我を負わされても、ヴェルグリンドには余裕があった。だからこそ、テスタロッサ達を相手にしながら、重大な失態を演じてしまう。

			　即ち、油断。

			「まぐれじゃないもんね！」

			　勝ち誇るようなウルティマの声が響いたのは、ヴェルグリンドが自身の脇腹に痛烈な痛みを感じた瞬間だった。

			（──何ッ!?）

			　一瞬の戸惑い。

			　その瞬間を狙い撃つように、テスタロッサの鞭とカレラの剣撃が次々と浴びせられた。

			　膝をつくヴェルグリンド。

			　自身に何が起きたのか、咄嗟には理解出来なかった。

			　いや、出来なかったのではない。

			　理解したくない、と思ったのだ。

			「大金星よ、ウルティマ。後でリムル様から褒めてもらいましょうね」

			「見事なものだな。だが、油断は禁物だぞ。このまま一気にたたみかけるとしようじゃないか！」

			「うんうん！　まだ他にも『並列存在』が残っているんだし、あっちも倒して儀式の邪魔をしちゃおうよ！」

			　その声を遠くに聞きながら、ヴェルグリンドは立ち上がった。

			「あら、わたくし達の攻撃をあれだけ喰らって、それほどダメージにならなかったのかしら？」

			「ウルの『呪毒』など私でも解呪には時間がかかるだろうに、〝竜種〟というのは凄まじいな」

			「でもでも、倒せないって感じじゃないよね？　ダメージは蓄積するし、このまま──」

			　ウルティマが最後まで喋しゃべるよりも早く、ヴェルグリンドが動く。

			　超感覚を有する悪魔三人娘にも感知出来ぬほどの速度で、ウルティマの首を掴み地面へと叩きつけたのだ。

			「グハッ！」

			　思わずうめくウルティマへ踏みつけるように蹴りを入れ、ヴェルグリンドはその場から離脱する。直後、ヴェルグリンドがいた空間をカレラの斬撃が通り過ぎた。

			　カレラの間合いから逃れたヴェルグリンドは、脇腹にささるナイフを抜いて投げ捨てた。

			　服は破れたままだったが、白い肌には傷跡など残らない。今の一連の攻撃によるダメージなど、ヴェルグリンドにとっては大したものではないと言わんばかりに。

			「やはり、化け物だな」

			　そう呟くカレラに、ヴェルグリンドは軽く自嘲しつつ応じる。

			「そうでもないわよ。私もまだまだね。油断したというのは、本当に久しぶりの感覚だわ。いいえ。普段からしていたのでしょうけど、それを自覚する事もなく、何も問題が起きなかったものね。最強たる者の宿命みたいなものだけど、アナタ達ならば理解出来るのではなくて？」

			　そう言って苦笑するヴェルグリンドだが、その眼光は鋭い。テスタロッサ達を睨にらみ据え、どんな些細な動きも見逃さぬ構えだ。

			　二度目の油断など望むべくもなし。故にこの瞬間、テスタロッサ達が勝利する可能性も潰ついえたのである。

			「〝原初〟とは、本当に厄介な存在だわ。でもそれは、脅威という意味ではないの。相手をするのが面倒だ、という意味なのよ。でも、その認識を改めるわ。受肉し、名前を得て、アナタ達は私の想像を超えて強くなっていた。それを認めてあげる」

			　ヴェルグリンドとしても、〝原初〟の悪魔達を舐めてはいない。その戦力は自分に及ばずとも、協力する事で有益となる。姉たるヴェルザードに挑む際には、十分に戦力となり得るのだ。

			　現に今、ヴェルグリンドも不意討ちを受けた。

			　これが姉との戦いの際の出来事だったならば、ヴェルグリンドの敗北は決定的なものとなっていただろう。

			　その証拠に今のテスタロッサ達の攻撃は、ヴェルグリンドの『別身体』をダメにする事に成功していたのである。

			　無論、時間が経てば回復するだろう。しかし、カレラも口にした通り、ウルティマの『呪毒』を解呪するには、ヴェルグリンドとしても骨が折れる作業だったのだ。

			　そこでヴェルグリンドは、ダメージを受けた『別身体』を解除して、新たな『別身体』を生み出した。これにより、全てのダメージをなかった事にしたのだった。

			　こうした使い方こそが、『並列存在』の真骨頂である。どんな初見殺しの技があろうとも、ヴェルグリンドの権能の前では意味を成さないのだ。

			　しかし、その権能も何でもアリという訳ではない。

			　一応ながら、使用には制限が設けられていた。

			　最大の制限は、一体の『別身体』を生み出すごとに、最大魔素エネルギー量の一割が担保になってしまう事だ。これは消費されるのではなく、維持費である。担保と説明した事からもわかるように、『別身体』を消せば戻ってくる。

			　ただし、生み出せる『別身体』の数に限界があるというのも、覆せぬ事実なのである。

			　ヴェルグリンドが生み出せる『別身体』の数は、最大で十体。もっとも、十体も生み出してしまえば魔素エネルギー量がゼロとなり、戦闘能力はかえって減少してしまうだろう。

			　魔素エネルギー量はどの『別身体』とも共有して利用出来るので、少なくとも五割程度は残しておくのが効率的だとヴェルグリンドは考えていた。故に、多くても三、四体までに留めているのだった。

			　制限はもう一つある。

			　それは、『別身体』が受けるダメージについてだ。

			　瑕か疵しなく解除したならば、一割の魔素エネルギーが返還される。しかしダメージを負っていた場合、それに比例して返還される魔素エネルギー量は少なくなってしまうのだ。リムルが想定していた攻略方法だが、それはある意味で正解だったのである。

			　今回の場合、五パーセントも消耗していた。

			　ちなみに、カレラが全力を出してようやく発動可能な核撃魔法：重力崩壊グラビティーコラプスだが、ヴェルグリンドにとっては魔素消費一パーセント未満である。

			　それほどまでに、〝竜種〟の魔素エネルギー量は膨大なのだった。

			　このように、一見すると無敵に見えるヴェルグリンドだったが、それでも不死身という訳ではない。肉体的なダメージは無視されるものの、チマチマとエネルギーを消耗させていけば、その内には倒せるだろう。

			　極小確率ではあるものの、ヴェルグリンドはその可能性に思い至っていた。この世界でも最強の一角たる彼女達ならば、自分を倒せるかも知れない、と。

			　脅威ではないと口にしたのは、心を折る為のハッタリだったのだ。

			　ヴェルグリンドは確信する。

			　ヴェルザードに対する切り札として、悪魔三人娘が有用であると。

			　姉との戦いにテスタロッサ達を参戦させる事が出来れば、勝利は約束されたようなものだった。

			　だからこそ、ヴェルグリンドはもう一度だけ勧誘の言葉を口にした。

			「アナタ達も理解したでしょう？　どう足あ掻がこうとも、アナタ達では私に勝てないのよ。これ以上の戦いは無意味だと思わない？　私に少しだけ協力してくれれば、その後の自由は保障してあげるわ。だからね、ここらで私に降りなさいな」

			　その申し出は、誇り高きヴェルグリンドからすれば最大限の譲歩であった。

			　それなのに、テスタロッサ達の反応は拒絶。

			「わたくしにリムル様を裏切れと？　面白い冗談ですこと」

			「あのさあ、ホントにボク達の事を舐めてるよね。悪魔は契約を破らないって、コレ、常識なんだよ？　負けそうだからって、寝返る訳ないじゃん」

			「まったくだ。確かに、悪魔にも交渉可能な者はいるだろう。利害だけで動く者だって、探せばいるかも知れないな。だけどね、私が我が君を裏切るなど有り得ないと知るがいい!!」

			　三者三様に心情を吐露しつつ、その不愉快な気分を思い知らせるべく、ヴェルグリンドへの一斉攻撃を放った。

			　最大の力が込められたそれらの攻撃は、一瞬にしてヴェルグリンドの『別身体』を破壊する。それによって、ヴェルグリンドはまたも九パーセントもの魔素を消費する羽目になった。

			　交渉は、決裂したのだ。

			「……そう。残念だわ。とても、ね」

			　新たな『別身体』を生み出したヴェルグリンドは、そう呟いて凄惨な笑みを浮かべた。

			　そして──

			　蹂じゅう躙りんの時間が始まった。

			


			[image: ]

			


			　ガゼル達は、上空から血の雨を降らせている真紅の柱──〝重力崩壊グラビティーコラプス〟を迂回するようにして、カガリが儀式を行っている現場を強襲する作戦に出た。

			　近付き過ぎれば、天翔騎士団ペガサスナイツであろうとも重力波に捕とらわれてしまう。それを警戒して、先導するのは団長であるドルフの役目であった。

			　もっとも、それは杞憂であった。

			　ヴェルグリンドが維持している〝重力崩壊グラビティーコラプス〟は、周囲への影響を完璧に遮断していたからである。

			　地上では、テスタロッサ達とヴェルグリンドの戦いが始まったようだ。それなのに、真紅の柱は健在である。

			　そうした事実を把握し、ガゼルは背の凍るような思いであった。しかし、それをおくびにも出さず、大音声で叫ぶ。

			「信じられんが、あれがヴェルグリンドなのだ。本体と同レベルの分身を出すなど、悪夢以外の何物でもないと思うであろう？　だが、恐れるな。我等にも、常識を打ち破るような強力な援軍がいると知れ！」

			　騎士達の耳に、ガゼルの声が届く。それは堂々としたものであり、皆の心から恐怖感を消し去るものだった。

			　ガゼルとて、本当は恐怖している。

			　ここまで圧倒的な存在を前にしては、聖せい人じんといえども打てる手立ては少ない。抵抗しようにも、力の差があり過ぎるのだ。

			　だが、ガゼルは諦めなかった。

			　王としての責任感が、ガゼルの心を強くする。

			　そして何より、可愛がっている弟弟子リムルからの援軍が、まだ絶望するには早いと教えてくれていた。

			　今戦っている悪魔三人娘も、魔素エネルギー量だけを見ればガゼルに劣る。にもかかわらず、力の差にして百倍近い相手に向かって、果敢に勝負を挑んでいるのだ。

			（クックック、あのような姿を見せられては、王たる俺が泣き言など口に出来まいよ）

			　と、ガゼルは心に強く誓った。

			　そしてその覚悟は、ガゼルの仲間達や、配下の騎士達にも伝播する。目的地に着く頃には、皆の心から恐怖心は消えていたのだった。

			


			　真紅の柱を回り込んだ先に、目的地となる戦場があった。

			　大軍が展開出来るほどの、大きく開けた草原である。

			　地面は血の色で真紅に染まっている。

			　裏取引をしていた混成軍団の、変わり果てた姿であろう。

			　そんな大地に、百名近い者達の姿があった。

			　ひと際目立つのは、一人だけ違った軍服を着こなす男──近こん藤どう中尉だ。

			　圧倒的な存在感を放ちながら、ガゼルへと視線を投げかけていた。

			　他にも、フットマンやティア、三十数名のユウキの仲間だった者達が集っている。

			　それに加え、帝国皇帝近衛騎士団インペリアルガーディアンも五十名近くいる。儀式の邪魔はさせないとばかりに、カガリを守るように展開していた。

			　近藤の側には、制服組の姿も見える。情報局の職員だが、その数名も帝国皇帝近衛騎士団インペリアルガーディアンだ。つまり、今この場には、帝国の最高戦力がそろい踏みとなっていたのである。

			　位置的には、真紅の柱の外縁にカガリがいる。

			　血の雨を浴びながら、儀式に没頭していた。

			　ヴェルグリンドが、それを見守るように立っている。

			　真紅の柱の反対側にて『別身体』を生み出した後、悪魔三人娘に魔法の邪魔をされぬように、こちら側へと戻って来ていた。流石のヴェルグリンドでも『別身体』一人では、極大魔法を一つ行使するだけで手一杯なのだ。

			　そんな訳で、ヴェルグリンドに動くつもりはないらしく、観戦の構えであった。

			　そんな様子を、ガゼルは上空にて確認した。

			　その後、悠然とした態度で降下を開始する。

			　地に降り立ったガゼル達を出迎えたのは、近藤だ。

			「英雄と名高いガゼル王にお目にかかれて光栄だよ」

			　ぬけぬけと、近藤が言う。

			　ガゼルはフンッと鼻を鳴らし、剣を構えた。

			「貴様は？」

			「帝国情報局局長、近藤中尉だ」

			「ほう、貴様が〝情報に巣食う怪人〟か。面白い。余が自ら相手をしてやる故、さっさと剣を抜け」

			　ガゼルは一目で近藤の実力に気付いた。対峙した瞬間に試みた『思考読破』が通じなかった時点で、自身に伍すると見み做なしたのだ。

			「おいおい、ここは俺が──」

			「バーンよ、貴様は邪魔が入らぬように、他の者共の相手を頼む。お前達もだ。コヤツは、余以外には相手出来まいよ」

			　共に決戦へと挑む仲間達を見回し、ガゼルが告げる。

			　ガゼルの命令にいち早く頷いたのはジェーンだ。

			「そうさねえ。その者、わたしゃ達の手には余る相手さね。せめて邪魔者を排除して、ガゼル王には安心して戦ってもらおうかねえ」

			　ジェーンの判断に、ドルフも頷く。

			「……承知しました。各員、聞け！　数の上ではこちらが上だが、相手の実力を見くびるな！　五名一組となり、空中戦を展開せよ!!」

			　敵を見定め、的確に指示を飛ばした。

			　上空からの遮蔽物を無視した突撃こそ、天翔騎士団ペガサスナイツの得意とする戦法である。しかし今回は、数の有利を活かして敵を翻弄する作戦だ。

			　ユウキの仲間達にしろ、帝国皇帝近衛騎士団インペリアルガーディアンにしろ、その実力は〝仙人〟級に匹敵する強者である。〝仙人〟級とは、自由組合が定めた脅威度に換算すると特Ａ級の上位に相当し、上位魔将アークデーモンに匹敵する強さなのだ。

			　育てば〝魔王種〟にも届くのだから、英雄と呼ばれるに相応ふさわしい者達であった。

			　ドルフの部下達は、ペガサスと組んでようやくＡランクオーバーでしかない。ドルフ自身は〝仙人級〟であり、中には強者もいるものの、一対一ではとても敵う相手ではないと思われた。

			　ドルフはそれを正確に見抜いた訳ではなく、肌で敵戦力が危険であると感じていた。ヴェルグリンドを相手にするよりは勝算があるものの、まともな戦いにはならないと判断している。だからこその指示であり、その目的は敵の殲せん滅めつではない。

			　空を飛べる優位性を利用しての、敵の攪かく乱らん。それによって時間を稼ぐ事こそが、ドルフの真の狙いなのである。

			　ガゼルの邪魔にならぬように、と。

			　天翔騎士団ペガサスナイツもその意図を読み解き、即座に反応する。

			（陛下の勝利を信じて、私は私の役目を果たすとしよう。それに、もう間もなく援軍が来る！）

			　ドルフはそう判断したのだ。

			　そしてそれは、快活な声によって肯定される。

			「グワハハハ！　少し遅れたようですな。このデカブツが思った以上に重たかったもので、運ぶのに苦労しましたぞ。ですが、我輩達が来たからにはもう安心！　大船に乗ったつもりで、此度の戦を楽しんで下されッ!!」

			　ガビルだ。

			「ヒュー！　流石はガビル様、恰好良いぜ!!」

			「然しかり」

			「ますます男を上げやがって。どこまでも付いて行くから、覚悟しやがれってんだ！」

			　ガビルの部下達もいる。

			　〝飛竜衆ヒリュウ〟達の手には鎖が握られており、それは巨大な物体へと繋がれていた。

			　魔王の守護巨像デモンコロッサスである。百名がかりで、空輸して来たのだった。

			　迷宮内で敵を待ち受けるには問題なかった魔王の守護巨像デモンコロッサスだが、戦場まで出向くには、その巨体は足手まといとなっていた。戦闘能力は申し分ないのだが、移動速度はとても遅いのだ。

			　それなのに近接戦闘速度は速いのだから、今までその問題は見落とされていたのだった。

			「この問題は要改善ですが、ここまで運んでもらったからには、ワシも頑張るとしましょうぞ」

			　ガドラが張り切ってそう叫ぶ。ここは手柄の立て時だとばかりに、やる気に満ちた表情で魔王の守護巨像デモンコロッサスに乗り込んでいく。

			　ガドラは視線を近藤に向けたが、直ぐに逸そらした。ガゼル王が相手をしているのを見て、自分が割り込むべきではないと考えたのだ。

			　そして目を付けたのは、ヴェルグリンドである。

			（やはり〝元帥〟殿の正体は、〝灼熱竜〟ヴェルグリンドであったか。しかしそうなると、ダムラダの目的が読めぬな。ヤツは本当に、陛下に忠誠を誓っておるのか？　マサユキを守れなどと、どうしてバーニィ達に命じる必要があったのじゃ？　わからん。わからんが、しかし……今は悩んでおる場合ではないわい。ヴェルグリンドが動き出せば、作戦は終わりじゃ。そうならぬよう、ワシが目を光らせておくしかあるまいよ）

			　そう考えたガドラは、優雅に佇むヴェルグリンドへと魔王の守護巨像デモンコロッサスを向かわせるのだった。

			　ガドラを見送ったガビルは、ドルフの隣へと飛翔した。

			「ガドラ殿が、ヴェルグリンド様の相手を買って出てくれたようですぞ。我輩達は予定通り、邪魔者共の排除を行うとしようぞ」

			「フフフ、頼もしいですなガビル殿。それでは、共闘作戦に取り掛かりましょう」

			「うむ。我が隊が前面に出て敵の相手をする故、援護は任せましたぞ！」

			「承知ッ!!」

			　ガビルとドルフは頷き合った。

			　事前の取り決め通り、戦闘能力に秀でた〝飛竜衆ヒリュウ〟が主体となる。防御力に優れた龍人族ドラゴニュートならば、そう簡単に殺される事はない。まして、ガビル達は完全回復薬フルポーションを惜しみなく持ち出していた。即死しない限り復活出来るので、盾役としては丁度いいのだ。

			「それではドルフ殿、指揮もお任せします」

			「え、ちょっと!?」

			　打ち合わせにないガビルの行動に、ドルフが驚く。

			「グワハハハ！　我輩は、〝天龍王ドラグロード〟ガビル！　いざ尋常に勝負ッ!!」

			　ガビルはそんなドルフの様子に頓着する事なく、近藤の側近達と思わしき集団──その中の一人の男に向けて突撃して行ったのだった。

			


			　そんなガビルの様子を、ゴブアが呆れたように眺めていた。

			　最後に到着した彼女達だが、地を駆けて来たのだから仕方ない。それでもＡランクオーバーという実力に相応しい速度で、開戦にギリギリで間に合っている。

			　それだけではなく、ちゃんと作戦通りに敵部隊の背後に回り込んでいたのだった。

			「ガビル様が一人で向かったという事は、あの男の実力は飛び抜けているのでしょう」

			　ゴブアがそう評すると、横に立つ男から反論が飛ぶ。

			「そうか？　書類仕事がお似合いの、軟弱な眼鏡小僧にしか見えないぜ？」

			　カリオンの三獣士、〝黒豹牙コクヒョウガ〟のフォビオだ。何故か帰国もせず、いつの間にかゴブアに付いて来たのである。

			　内心では嬉しいゴブアだったが、そこはベニマルから〝紅炎衆クレナイ〟を預かっている身である。公には厳しい態度にて、フォビオに注意する。

			「フォビオ殿、貴方の実力は称賛に値しますが、敵の実力を見抜く目は、もっと養った方が宜よろしいですわよ」

			「辛しん辣らつだな、ゴブア。他人行儀な呼び方じゃなく、フォビオと呼んでくれよ」

			「今は戦時下な上に、作戦行動中です。公私のケジメは守って頂きたい」

			　そんな会話を続ける二人だが、部下達からすればイチャイチャしているようにしか見えない。緊張感漂う戦場のはずなのに、何故か生暖かい空気が漂うのだった。

			「それで、この後はどうするんだ？」

			　急に真面目な表情になり、フォビオが問うた。

			　ゴブアも気持ちを切り替え、それに応じる。

			「私達は、ここで機を窺うわ。もう既に、戦術的勝利条件の達成は不可能であり、今作戦は失敗に終わっているの。ヴェルグリンド様の出方次第で、私達は一網打尽にされてしまうものね。生き延びる事だけを考えるならば逃亡一択だけど、その選択は私達に許されていない。とにかく邪魔者を減らして、リムル陛下の負担を少しでも軽くする事こそが肝要なのよ」

			　それは、覚悟を決めた者の表情だった。

			　ヴェルグリンドをこの地に留めておけば、その隙にリムルが皇帝ルドラを討つ。或あるいは、停戦協定に同意させるというのが、今作戦の肝だった。

			　しかしその作戦は、ヴェルグリンドが『別身体』を出した時点で崩壊していた。本来ならばその時点で全ての作戦行動を中断すべきなのだが、それを決定出来る権限を持つ者達と、現在連絡が取れない状況となっている。

			　ガビルこそが、この場における最高意思決定者なのだ。

			　ガビルの下した決断は、作戦の続行である。

			　テスタロッサ達もそれに賛同し、ゴブアにも異論はなかった。

			　自分達に出来る事を行う。ただ、それだけ。

			　ヴェルグリンドがどれだけの『別身体』を出せるのかは不明だが、その全てを足止めする覚悟である。そして可能なら、カガリが執り行っている儀式も邪魔する予定だった。

			「自殺する気かよ？」

			「いいえ。私達が死ぬ事を、リムル陛下は絶対に許さない。だから誰一人として、犠牲者が出るなど許可しないわよ」

			　ゴブアの無茶な命令に、〝紅炎衆クレナイ〟達も静かに頷く。

			「もしもヴェルグリンドが動いたら、止める手立てなんてないよな？」

			「その時は、ガドラ殿に任せて逃げるわよ」

			　そう答えて、ゴブアはウインクを一つ。

			　その表情には、フォビオを黙らせるだけの破壊力があった。

			「いいさ。俺も難しく考えるのは止めて、ちょいと暴れてくるぜ。因縁のある相手もいるみたいだし、挨拶しとかなきゃよ」

			　フォビオはフットマンとティアに騙されて、手痛い失敗をした経験がある。しかし、その原因は自分の未熟さにあったと、その二人を恨む気持ちなどない。それどころか、それを糧として成長を遂とげる事が出来たと、感謝の念すら抱いているほどだった。

			　獣人らしく、単純にして快活な男なのだ。

			　そんなフォビオだからこそ、宿敵が操られている姿に思うところがあったのだ。

			「無茶はしないでよ」

			「それは約束出来んが、死なないように努力すると誓うぜ」

			　その言葉を残し、フォビオも参戦する──

			


			　ガゼル王と向かい合う近藤中尉。

			　ガビルに見定められた眼鏡の情報局員。

			　バーンとアンリエッタには、フットマンとティアが向かう。そこに乱入するフォビオと、趨勢を見極めようとするゴブア達。

			　戦場を睥睨へいげいするヴェルグリンドの前には、ガドラ老師が操る魔王の守護巨像デモンコロッサスの姿があった。

			　かくして、各々の戦闘が開始されたのだった。
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			　戦場の中にあって、ガゼルの心は凪ないだように静かである。

			　王としてではなく一人の武人として、剣士として、近藤という男へと対峙していた。

			　近藤は、ガゼルに言われるがままに軍刀を抜いた。

			　こちらもまた静かに、ガゼルの構えを見て感嘆の吐息を漏らす。

			「ほう、見事だな。剣聖の名は伊達ではない、という事か」

			　その言葉は決してお世辞ではなく、本心からのものである。しかしガゼルは、鼻で笑って言い返すのだ。

			「吐ぬかせ。貴様に言われても、嫌味にしか聞こえぬわ」

			　これもまた、本心。

			　何故ならば、近藤の構えも美しく、ガゼルの目から見ても隙が見当たらなかったからだ。

			　今の近藤だが、両手で軍刀を握っていた。

			　フットマンと戦った時と違い、油断のない本気の構えなのだ。

			　そして、驚くべき事実がある。

			　両者の構えが、示し合わせたかの如くそっくりだったのだ。

			　無言のままに数合打ち合い、両者は互いの実力を把握する。そして、構えが同じなのは偶然ではないと確信した。

			　ガゼルの剣技は、ハクロウに師事して学んだものだ。そこに独自の技も組み込んでいるが、基本となる構えはハクロウの教えに忠実であった。

			　そしてそれは、ハクロウの祖父である荒木白夜ビャクヤ・アラキから〝朧流おぼろりゅう〟として伝わったものである。

			　ハクロウの他には、この流派を伝える者などいないのだ。

			　その直系たるガゼルでさえも、〝朧流〟の全てを知らない。まだ見ぬ奥義があると理解していた。

			　だが、しかし……。

			　魔物の国では、ハクロウが〝指し南なん役やく〟として兵士達の育成に携わっている。当然ながら剣術の基礎を叩き込んでいるだろうが、それが帝国まで伝わっているとは考えられない。

			　そもそも剣技とは、一朝一夕で身に付くようなものではないのである。

			　だからこそ、ガゼルは質問を口にする。

			　そして奇くしくも、同じ質問が近藤からも飛び出した。

			「その構え、どうして貴様が〝朧流〟を知っている？」

			「話に聞いてもしやと思ってはいたが、ガゼル陛下の技は我が〝朧おぼろ心しん命めい流りゅう〟と似ている。それを誰から学ばれたのだ？」

			「……」

			「……」

			　睨み合う両者。

			　先に口を開いたのはガゼルだ。

			「〝朧おぼろ心しん命めい流りゅう〟だと……〝朧流〟とは違う、と言いたいのか？」

			　近藤は無表情のままその問いを受け止め、少しだけ思案する。

			（ドワーフ王国では、片手剣と盾の組み合わせによる正統派剣術が主流だったな。という事はやはり、剣の腕がずば抜けた魔物がいるとの情報があったが、繋がっていたか）

			　少ない情報から、ほぼ正解へと辿り着く近藤中尉。

			　そんな近藤に、ガゼルが焦じれたように問う。

			「余の問いに答えぬつもりか？」

			「慌てないで頂きたい。〝朧流〟というのは、俺が学んだ流派と同系統なのだろう。だからこそ、逆に問いたい。まさかこの世界で偶然にも、同じ流派が派生したとは言わぬだろう？」

			「ふむ、そうよな……」

			　そう唸り、ガゼルも思い出す。

			　修行の際に聞かされた、ハクロウの祖父の話を。

			「我が師たるハクロウ殿から、〝朧流〟は祖父より叩き込まれたと聞き及んでおる。その方は異世界より訪れた〝来訪者〟だったそうだが、それで合点がいったわ」

			　ガゼルも近藤も知らぬ話だが、荒木白夜ビャクヤ・アラキには弟がいた。その者が兄に代わって開祖となり、近藤が生まれた世界で〝朧おぼろ心しん命めい流りゅう〟を伝えたのだ。

			　魔を払う剣として、魑ち魅み魍もう魎りょうと戦う為に。

			　近藤も魔と戦う者の一人であり、源流に近い立場で〝朧おぼろ心しん命めい流りゅう〟を学んでいたのだった。

			「クックック、同門とは面白い」

			　近藤が珍しく、愉快そうに笑い始めた。

			　普段は感情を露あらわにする事がないだけに、その笑いはかえって冷徹さを際立たせる。

			「提案だがね、ガゼル陛下」

			「何だ？」

			「同門の誼よしみだ。ガゼル陛下の実力ならば、傘下に加えるに十分な力量であると判断した。武装を解除し、我が皇帝に忠誠を誓うと約束するならば、貴国への侵略行為の一切を取り止めると約束しよう」

			「余がその提案を呑むとでも？」

			「呑むさ。合理的に考えれば、それが一番被害を少なくする手段だからな」

			　近藤の言う通りである──と、ガゼルも思う。

			　それは、願ってもない申し出である。ドワーフ王国の民を守る為には、その申し出を受け入れるのが正解であった。

			　君主としては、悩むまでもなく受け入れるべきである。

			　ヴェルグリンドの脅威を知った今、勝てる算段など何もない。この戦いでの勝利条件は、本来ならば絶対に設定しないような曖昧なものなのだ。

			　大きな被害が出る前に、リムル達がルドラとの決着をつける──その希望的観測が全てなのである。

			（民の事を想うならば──）

			　と考えかけ、ガゼルは迷いを振り切るように笑う。

			「笑止！　もう勝った気でいるとは、油断大敵という言葉を知らぬと見えるわ！　その驕おごり高ぶった考えを、余が思い知らせてやるとしよう!!」

			　そう叫びつつ、ガゼルは思考を目の前の敵に集中させた。

			　あらゆる雑念を追い払い、近藤を倒す事だけを考える。そうして心と身体と愛剣を一つのものとして、〝聖人〟としての覇気を全開で解き放つ。

			　そこに出現したのは、覚醒魔王にも届こうかという英雄だった。

			　それなのに──

			　そんなガゼルを見ても、近藤は余裕の態度を崩さない。

			「やれやれ、賢王とは名ばかりか。ならば仕方なし。その名声が地に落ちる前に、俺が引導を渡してやろう」

			　その言葉が、〝聖人〟同士の戦いの合図となる。

			


			　数分が経過した。

			　形勢は近藤が優勢である。

			　ガゼルの放つ『英雄覇気』も、近藤は難なく相殺してしまう。同質の気を身に纏う事で、全ての影響を無効化していた。

			　純粋な剣技を見てみても。

			　ガゼルが縦方向の連続斬撃である朧・地ち天てん轟ごう雷らいを繰り出すも、近藤は素早く体たい捌さばきを行いながら横に薙なぐ疾しっ風ぷう雷らい覇はで切り返す。そのまま最速の突きである紫し電でん突とつに繋げるも、ガゼルはそれを流りゅう水すい斬ざんで受け流した。

			　同門同士、互いの奥義を知り尽くしているのである。

			　だが、少しずつガゼルの対応に遅れが出始めた。習得している技の数は、近藤の方が上だったのだ。

			「やはりな。〝朧おぼろ心しん命めい流りゅう〟には、門外不出の技もある。本家筋に近い俺でさえも、その全てを知ち悉しつしてはいないのだ。ハクロウだったか？　たかが魔物風情では、剣の本質をどこまで理解しているものやら怪しいと思っていたよ」

			　それは、近藤の本心である。

			　だが、決してハクロウを馬鹿にしただけの言葉ではない。

			　剣の道は奥深く、連綿と受け継がれてきた。近藤自身、自らの流派に誇りを持っているからこその発言であった。

			　しかしその発言は、ガゼルの逆鱗に触れる。

			「我が師を侮辱するか？」

			　今まで以上の気迫で、近藤を睨むのだ。

			　そして、もう一人。

			「ホッホッホ。ガゼル王よ、戦場でそのように簡単に心を乱すなど、修行が足りませんぞ。少しワシが替わる故、そこで頭を冷やしなされ」

			　ゴブアの相談役として後続部隊を率いてきたハクロウが、遅れてこの場に到着したのだった。

			


			＊

			


			　近藤はハクロウを見て、その実力を見抜いた。

			　次の瞬間、鋼同士がぶつかり合う澄んだ音色が響き渡る。近藤が抜き放った神速の居合斬りを、ハクロウが仕込み刀で受けたのだ。

			「ほう？　これを受け止めるか」

			　ハクロウの額には、〝第三の目〟である『天空眼』が開眼している。それは今やエクストラスキルの枠組みを超えて、ユニークスキルの領域をも超えようとしていた。

			　だからこそ、近藤の抜刀術に対処出来たのである。

			「見事な抜刀術じゃ。ワシの祖父と同門とは、これを奇縁と呼ばずして何としよう。小僧、貴様が魔物風情と呼ぶワシが、どこまで剣の真しん髄ずいを理解しておるのか、その身で試してみるがいい」

			「フフ、面白い。そこまで言うのならば、身のほどを教えてやるとしよう」

			　こうしてガゼルが見守る前で、近藤とハクロウの勝負が始まったのだ。

			


			　近藤には勝算があった。

			　ハクロウの実力は確かだ。それは一目で見抜いている。

			　しかし、魔物が剣の本質を理解していないというのは、近藤からすれば疑いようもない事実なのだ。

			　何故ならば、〝朧おぼろ心しん命めい流りゅう〟が魔を払う剣だからである。

			　魔物にとっての天敵たる剣技を、魔物の身で習得出来るはずがない──近藤がそう考えてしまうのも当然であった。

			　それにそもそも、この世界に〝朧おぼろ心しん命めい流りゅう〟開祖の兄である本当の創始者その人がやって来ていたなどと、誰の想像も及ぶはずがない。

			（奥義まで扱えるとは想定以上だったが、秘奥義より上の技は本家筋の者にしか伝えられぬ。〝来訪者〟とやらがどの程度の腕前だったのかは知らぬが、魔物に秘奥義を授けるなど不可能だろうさ）

			　と、近藤が自分の常識で判断してしまったのは、ある意味で仕方のない話なのである。

			　それは大きな間違いであり、近藤にしては珍しい思い込みである。

			　その代償は高くつく──

			　ハクロウと近藤は向かい合う。そして、必殺の間合いへと入るなり同時に仕掛けた。

			「梅ばい花か──五ご華か突とつ──」

			　近藤は剣士としての誇りにかけて、鍛え抜いた技を披露した。ハクロウが同門であるからこそ、そんな愚かな真似に出たのである。

			　頭の片隅では、さっさと本気を出して片付けろと冷静に思考している。それなのに、とった手段が真剣勝負だ。

			　普段は冷静沈着な、近藤らしからぬ暴挙。自身が学んだ最高の技によって、この世界での同門に武威を示そうとしたのである。

			　五華突とは、梅の花を象徴とする刺突技である。近藤が伝授された最高峰の技であり、門外不出の秘奥義の一つだ。

			　人体の急所である目、喉、心臓、腎臓、水月、金的、それに陽動としての両肩、この十か所の内、五か所を狙った五連突。状況に応じて狙いを変化させるので、熟練の技が必要となるのだ。

			　同門の剣士達でも、秘奥義を習得した者は少ない。だからこそ、こんな場所にハクロウが居たのは誤算となる。

			「八や重え桜ざくら──八はっ華か閃せん──」

			　ハクロウが選択したのは最高奥義──流れるような連続斬りで、組み合わせは千差万別ながら、瞬時に八回、敵を斬る技であった。

			　近藤とハクロウでは、技量レベルは互角でも基本的な戦闘能力に大きな差がある。ハクロウの見立てでは、近藤はハクロウの数十倍以上の身体能力を誇っていた。

			　だからこそ、その技が通用しなければハクロウの負けは確定となるだろう。

			　その覚悟を胸に、ハクロウは剣を抜き放つ。

			「ぬうッ!?」

			「ほう……」

			　近藤は、圧倒的な勝利を。

			　ハクロウは、相打ちとなろうとも近藤に致命的な一撃を。

			　そう願っての交差であったが、両者共に思惑が外れた結果となった。

			　余人には見る事すら敵わぬ速度で、ハクロウの剣が八つの花びらを散らせる。しかしそれは、近藤が象かたどる五つの花弁によって相殺されて、最後まで届かない。

			　近藤が半身避けた結果、その頬にかすり傷を負わせるのが関の山だった。しかしそれは、近藤からすれば不本意な結果である。

			「まさかこの世界に、俺を上回る剣士がいたとはな」

			　ハクロウの八華閃は、近藤の五華突よりも上の技であった。その事実が、近藤の認識を粉々に打ち砕き、自身の過ちを認めさせたのである。

			　ただし、勝負に勝ったのは近藤だった。

			　必殺の技を相殺したまでは見事だが、力の差が大き過ぎた。ハクロウの両腕は今の交差によって見るも無残に切り裂かれ、使い物にならなくなってしまったのである。

			「最高奥義をもってしても届かぬとはのう……」

			「いや、届いたさ。貴殿を下に見た事、謝罪させてもらおう。その上で問いたい。貴殿の祖父の名を」

			　近藤は、ハクロウを魔物だと見下していた点を詫びた。また、自分を超える剣士であると認めて、敬意を払う。

			　剣に対しては真しん摯しな男なのだ。

			　しかし同時に、私情で物事を判断する事もない。

			　それが、近藤達也タツヤ・コンドウという男なのである。

			「ホッホッホ。荒木白夜ビャクヤ・アラキというのが、ワシの祖父の名じゃよ。偉大な剣士じゃったが、とっくの昔に黄よ泉み路じに旅立っておるぞ」

			「惜しいな。荒あら木きと言えば、本家筋の家名。もしかしたらその方は、〝朧おぼろ心しん命めい流りゅう〟の開祖に所縁ゆかりある御方なのかも知れないな。せめて〝仙人〟級へと至っていたならば、この世界でも指折りの強者となっていたのは間違いなかっただろうに」

			　そう言って、軽く黙もく祷とうする近藤。

			　本当に、自流派に対してだけは真面目な男であった。

			　そんな近藤を呆れたように見やり、ハクロウはダメ元で問う。

			「祖父は変わり者でな、自然のままに生きるのを良しとしておったからのう。それよりも、じゃ。ここで退いてはくれぬかな？」

			　近藤が自分に対しても敬意を抱いてくれている様子を感じ取ったからこそ、ハクロウはそう願い出てみたのだ。しかしながら、それは流石に却下された。

			「貴殿の身柄は保護するが、戦争は止められぬよ。俺の持論だが、中途半端なのが一番駄目なのだ」

			　にべもなく、近藤が言う。

			　ま、そうじゃろうな──と、ハクロウも思った。

			　ハクロウに焦りはない。

			（ワシが負けるのは織り込み済みじゃ。この両腕では戦線復帰は無理じゃが、目的は果たせたじゃろうて）

			　そう、ハクロウの目的は勝利ではなく、自分と近藤との戦いをガゼルに見せる事だったのだ。

			　剣聖ガゼル・ドワルゴならば、ハクロウの奥義を見れば理解するだろう。直ぐに習得出来なくても、何らかのヒントは得られるはずだ。

			　それがハクロウの考えだった。

			　まして今回、近藤までもが奥義を使って見せた。これによって、ガゼルの勝率が高まったのは間違いないのだ。

			「ならば、ワシはここまでじゃな。保護は必要ありませんぞ。ワシとて、生き恥を晒すつもりはない。最期の瞬間は、一人でも多くの敵兵を道連れにする予定じゃ。しかし、今はその時ではない。この両手の治療に専念するとしよう」

			　ハクロウの両手は、完全回復薬フルポーションでも回復しない重傷である。

			　浸透させた闘気によって対象を破壊するという〈気闘法〉の極意がある。近藤の闘気は、ハクロウの防御を突き抜けていた。そのせいで、自身の妖気によって中和するしか、この怪我を治癒する術すべはなかった。

			　しかしハクロウは平然とした顔で、ガゼルへと向き直る。

			「さて、ガゼル王。頭は冷えましたかな？」

			「無論。師の技を拝見し、興奮しておりますがね」

			「ホッホッホ。本当は、伝授するつもりなどなかったのですじゃ。ですが、そうも言っておれぬ状況ですからのう。後は、頼みましたぞ」

			「お任せ下さい」

			　ハクロウが下がると、ガゼルが近藤の前に立つ。

			　そしてハクロウは、自分の役目は終わりだとばかりに、胸を張って戦線を離脱したのである。

			


			＊

			


			　再び、近藤とガゼルが対峙した。

			　近藤は自分の浅はかさを恥じるも、直ぐに思考を切り替える。

			「少し冷静さを失ってしまったか。遊びはここまでにして、仕事に戻るとするか」

			「フンッ！　不本意だが、余とて同感よ。師匠の期待に応えねばならぬ故、本気を出すとしよう」

			　近藤もガゼルも、互いに先程までと様子が違う。

			　互いの実力の見極めを終えて、本気になったのだ。

			　ガゼルとしては、ハクロウに感謝していた。

			　あのまま近藤と戦っていたら、敗北は必至だったからだ。

			　近藤の見せた秘奥義──五華突は、初見では防御不可能だった。奇跡的に致命傷を回避出来たとしても、ハクロウと同様に身体の内側から闘気で破壊されて、戦闘不能にされていただろう。

			（練り上げた闘気が、あそこまで脅威となるとはな。それが〈気闘法〉の極意と知ってはいたが、まだまだ理解が及んでいなかったようだ）

			　そう反省しつつも、ガゼルは気分が高揚するのを感じている。

			　自身がまだまだ強くなれると気付いたからだ。

			「近藤だったな。余の力、存分に味わわせてやろう」

			　そう言葉を投げかけるなり、ガゼルは奥の手を解放する。

			「精霊召喚！　来たれ、名もなき大地の精霊王よ!!」

			　〝聖人〟として力を解放したガゼルに、召喚された大地の精霊王が宿った。それは完全なる『同一化』であり、古き覚醒魔王にも匹敵するか上回りそうな存在値エネルギーを秘めていた。時間制限はあるものの、これがガゼルの切り札であった。

			　しかし、近藤は動じない。

			「笑止」

			　ガゼルの覇気を真正面から浴びてもなお、平然として言い放った。

			　ガゼルはその言葉に不快感を示すでもなく、無言で剣を正眼に構える。心を研ぎ澄まし、気を練って、剣へと流し込む。

			


			

			


			　大地の精霊王と『同一化』した膨大なエネルギーを、今のガゼルは完璧に制御していた。それは、今までにない感覚である。

			（流石は師匠よな。俺に極意を気付かせてくれた、か。勝てる。今の俺ならば、更なる高みへと至れるであろうよ!!）

			　心、技、体が高まるのを感じるガゼル。

			　心とは、能力スキル。

			　ユニークスキル『独裁者ウエニタツモノ』を完全に使いこなす事で、ガゼルの気力は充実している。

			　技とは、技術アーツ。

			　ハクロウから学んだ〝朧流〟では、〈気闘法〉という気力を物理的な力に変える術が重要となる。今のガゼルならば、身体中を駆け巡るエネルギーを余すことなく収束出来るだろう。

			　それこそが、体。

			　つまりは、ユニークスキル『独裁者ウエニタツモノ』でエネルギーを統合し、最高の一撃へと昇華させるのだ。

			　我が剣に勝てる者なし──という気迫を込めて、ガゼルが動いた。

			　神速の一撃。

			　しかし、それが近藤に届く事はない。

			　パンッ──という小さな音が響き、ガクリとガゼルが膝を屈する。

			「カハッ」

			　と、ガゼルは吐血し、自分の腹に滲む血を唖然として眺めた。

			　近藤の右手には南なん部ぶ式しき大おお型がた自じ動どう拳けん銃じゅうが握られており、硝煙を立ち上らせている。ガゼルを倒した凶弾は、まさにその拳銃から発射されたものだった。

			「貴様……剣士としての誇りが──」

			　怒りと屈辱で顔を歪めるガゼルが、血を吐きながら声を発する。

			　しかし、近藤はどこ吹く風だ。

			「言ったはずだぞ、遊びは終わりだと。戦いに誇りなど不要。俺の仕事は、どんな手段を用いても勝利する事だ」

			　ひどく冷たい声で、近藤が言う。

			　先程までの、自身の剣の流派にこだわった人物とは、まるで別人の如き態度であった。

			「吐かせ！　この程度で、余が終わる訳には──」

			　必死の形相で立ち上がろうとするガゼル。しかし、身体が思う通りに動かないのか、再び地面へと倒れ込んだ。

			　それも当然だ。

			　近藤が撃ったのはただの弾丸ではなく、近藤自身の意思を込めた特殊弾──呪壊弾ネクロシスなのだから。

			　それは、皇帝ルドラからの借り物ではなく、近藤が自ら発現させた究極能力アルティメットスキルであった。

			　そう──近藤は自分自身の力で、究極の力に覚醒していたのである。

			　究極能力アルティメットスキル『断罪之王サンダルフォン』とは、〝戦い〟を司っている。

			　それ故に、強い。

			　人の身でありながら、神の座に至らんと欲する──そんな皇帝ルドラに代わって、戦いを行う者なのだ。

			　そして近藤が用いた呪壊弾ネクロシスとは、『断罪之王サンダルフォン』の権能の一つ。対象の魔力回路を破壊する効果を秘めており、精神生命体すら殺せる権能なのだった。

			　ガゼルは決して弱くない。それどころか、世界でも有数の強者の一角だ。

			　条件次第では、覚醒魔王にも勝てる実力者なのだ。

			　それなのに、近藤とは絶対に越えられない強さの壁があった。

			　それこそが、究極能力アルティメットスキルの有無だったのだ。

			　この一点において、勝負は戦う前から決まっていたのである。

			「無駄な真似はよせ。ガゼル陛下を殺すつもりはない。当面は拘束させてもらうが、事が済んだら解放すると約束しよう」

			　平淡な声で告げる近藤。

			　無論、嘘ではないが全てが本当という訳でもない。

			　解放する前に、〝支配の呪弾ドミニオンブレット〟で支配する予定だった。

			　今はカガリを支配中なので、生かして捕らえようと考えたのである。

			　恐ろしいほどに冷酷で、合理的。それもまた、近藤達也の本質なのだった。

			


			　ハクロウも、今は動ける状況にない。

			　近藤の強さを目の当たりにし、悔しそうに佇むのみ。

			　この時点で、近藤の勝利が確定したかに見えた──
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			「グワハハハ！　我輩は、〝天龍王ドラグロード〟ガビル！　いざ尋常に勝負ッ!!」

			　そう叫んだガビルは敵を見定め、部下達を残し突撃した。

			　指揮官として失格の行為であるが、戦術的には間違いと言い切れない。

			　何故ならば、敵の強さが突出していたからだ。

			　その集団の中では目立っていなかった、眼鏡をかけた優男。それなのにガビルは、迷う様子もなく大音声で呼びかける。

			「貴様である。そこの男、神妙に我輩の相手をするがいい!!」

			　ガビルから指名するように槍を向けられて、眼鏡の男が唇を歪めて嗤った。

			「まいりましたね。せっかく平凡な情報局員を演じていたのに、自分の実力を見抜くヤツに目を付けられてしまいましたか」

			　そう言いつつ、眼鏡を取る優男。

			　その途端、男の雰囲気が変わった。

			「こうなったら仕方ない、お相手するとしましょう。ですが、その前に。先輩方はここから離れて下さい」

			　と、オドオドした様子を消し去って、周囲の仲間達に向かって命令する。

			　だが、戸惑う仲間達には通じない。

			「おいおいマルコ、お前は戦いに向いてないだろう!?」

			「そうよ、私達より弱いくせに、強がるのは止めなさい」

			　心配そうにかけられる仲間達の声に、マルコと呼ばれた男は笑顔で返す。

			「やれやれ、本当に居心地のいい職場だったんですがね。自分の正体は、〝ひとけた数字ダブルオーナンバー〟序列八位です。それがどういう意味か、理解出来ますよね？」

			　雰囲気の変わった同僚を見て、マルコが変装して人の好い情報局員を演じていたのだと誰もが悟った。そして、自分達への命令権を有しており、先程の言葉はそれに当たると理解する。

			「了解であります！」

			「御武運を!!」

			　その言葉を残し、マルコの仲間達は散って行った。

			　マルコはやれやれと溜息を吐き、その蛇のように細い目をガビルへと向ける。

			　マルコもまた、ガビルの実力を見抜いていた。

			　この世界では、突出した個に群れで挑んでも意味がない。マルコもそれを熟知しているだけに、近衛騎士ロイヤルナイトほどの実力者達をも邪魔だと追い払ったのだった。

			「ガビルさんでしたか、やってくれましたね。自分から職場を奪った罪、その命で贖あがなってもらいましょう」

			「グワハハハ！　〝ひとけた数字ダブルオーナンバー〟とは、リムル様が危険視していた者共だったな。そんな獲物を相手に出来るとは、我輩にも好機が巡ってきたようだ！」

			　と、ガビルも嬉しそうに応じる。

			　かくして、両雄の戦いが始まるのだった。

			　………

			　……

			　…

			　特徴がないのが特徴、それがマルコという男である。

			　マルコが近衛騎士ロイヤルナイトになったのは、今から八百年ほど前の話だ。ユニークスキル『変装者ナジムモノ』という潜入に特化した能力スキルを所持していた事から、当時の団長だったダムラダの目に留まったのだ。

			　ユニークスキル『変装者ナジムモノ』には、特筆すべき点がある。それは、目にした人物とそっくり同じに化けられる、という権能だ。

			　ヒナタが所持していたユニークスキル『簒奪者コエルモノ』のように『複写』したりするのではなく、まるまる同じ人物へと擬態出来るのである。ただし、真似るにも限界があり、自分の力を大幅に超える者が対象では、その全てが同じという訳にはいかないという弱点はあった。

			　だがそれでも、出会った強者が多ければ多いほど、汎用性に富んだ強さを身に付けられる。そんな訳でマルコは、大きな動乱を乗り切って〝聖人〟へと覚醒したのをきっかけとして、〝ひとけた数字ダブルオーナンバー〟へと上り詰めていたのだった。

			　それは、マルコが近衛騎士ロイヤルナイトになってから、百年ほど経過した頃の事であった。

			


			　そんなマルコだからこそ、近藤という男に対する畏い怖ふの念を拭えない。

			　異世界からの〝来訪者〟であり、常人よりも強力な〝魂〟の持ち主なのだとしても、その強さは理解し難いものであったからだ。

			　近藤が序列強奪戦で最初に挑んだ人物こそ、マルコである。

			　その戦いでマルコは、近藤の異常なまでの強さに触れた。皇帝のお気に入りだから優遇されているとばかり思っていたが、それが誤りだと思い知らされたのだ。

			　〝聖人〟たるマルコが、ユニークスキル『変装者ナジムモノ』で真似出来ないほどの戦闘能力。それを秘めた近藤は、アッサリと上位陣を降して団長の座についてしまった。

			　マルコから見ても化け物ぞろいだった四騎士さえも、近藤が平然と倒してしまったのだった。

			　そんな訳でマルコは、近藤を崇拝している。

			　中尉という地位にこだわる近藤にならい、自分は少尉の地位に留まるほどに。そして、近藤の手足となる為に、情報局に滞在していたのだった。

			　マルコは今、ガビルという強敵を前にした。

			　自分も槍を出して応戦したが、そのままでは勝てないと理解する。

			　だからこそマルコは、自分が最強であると信じる人物の姿へとその身を変える決意をしたのだ。

			　………

			　……

			　…

			　マルコはガビルから距離を取り、近藤の姿へと変身した。

			　ユニークスキル『変装者ナジムモノ』に、皇帝より貸与された究極付与アルティメットエンチャント『代行権利オルタナティブ』を上乗せする事で、より精度を高めた変身が可能になるのだ。今のマルコは、近藤に近しい実力を有しているのである。

			「ほう、面妖な。その姿が本物なのであるか？」

			　ガビルが問うと、近藤の姿を模したマルコが答える。

			「違いますよ。この姿はね、自分が信じる最強の男を模したものです。四騎士の皆様方も強かったですが、近藤中尉には及びません。現に──」

			　マルコはチラリと隣の戦場に目をやり、続ける。

			「英雄と名高いガゼル王陛下でさえも、手も足も出ないではないですか」

			　それを聞き、ガビルもムムッと唸った。

			　友軍の戦況が思わしくない事も、ハクロウが戦線離脱した事も、指摘された通りガゼル王が苦戦している事も、広範囲となった『魔力感知』によって把握していた。

			「ふむ、そのようであるな」

			「近藤中尉が出た時点で、自分達の勝利は間違いないんです。だからね、わざわざ奥の手を見せたくはなかったんですよ。どこから洩もれるかわからないし、自分の力は隠しておきたいと思うでしょう？」

			　そんなふうに軽く問いかけながら、マルコは槍から軍刀へと武器を変化させた。マルコが貸与された伝説級レジェンド武具は、今ではマルコの意のままに形状変化を可能としている。

			　近藤の姿で軍刀を構えるマルコ。その姿は堂に入っていた。

			　ガビルもまた、蜥蜴人族リザードマンの宝とも言える魔法武器マジックウェポン：水渦槍ボルテクス・スピアを構える。

			　今では手に馴染んだ、父アビルより託された槍だ。

			　何度も激戦を共にして、傷んだらクロベエの手によって鍛え直された槍。その性能は特質級ユニークなのだが、とても頼もしい相棒なのであった。

			　しかしそれでも、伝説級レジェンドには及ばない。

			　武器の性能差が勝敗を定める要因となるのは事実であり、今回、ガビルは圧倒的に不利であると言える。しかし、ガビルには『竜鱗鎧化ドラゴンスキン』があり、その強度は神話級ゴッズに届きそうなほどなのだ。

			　敵は〝聖人〟であり、覚醒した自分と同等であるとガビルは考える。だからガビルは、最初から出し惜しみなどせず全力で挑むのだ。

			（果たしてこの者は、我輩の防御を貫けるものか？）

			　防御力には自信のあるガビルである。

			　戦いとは、相手に決定的なダメージを与えられなければ勝利はない。どれだけ打撃が当たろうとも、それが致命傷にならなければ意味がないのだ。

			　マルコの武器では自分の防御を破れないと考えたガビルだったが、ここで調子に乗って油断するなど以もっての外であり、慎重に相手の出方を窺う。

			「いきますよ」

			「うむ、参られよ！」

			　ガビルの不幸は、マルコと敵対したのが早過ぎた点であった。

			　覚醒したその力は膨大ながらも、それを十全に自分のものに出来ていなかった。

			　ウルティマが危惧した通り、進化前の段階でも魔素の扱いが不十分だったのだ。そんなガビルが大きな力を手にしても、持て余すだけで使いこなせなかったのである。

			　高い防御力と、治癒能力。この二つだけでも十分に強いのだが、今回は相手が悪過ぎた。

			「梅花──五ご華か突とつ──」

			「渦槍水流撃ボルテクスクラッシュッ!!」

			　慎重に対応したからこそ、ガビルは生き延びる事が出来た。

			　力では互角か、ガビルがやや上回っていた。しかし、技量レベルの面では、近藤に擬態しているマルコの方が大きく上回っていたのである。

			　実はマルコ、近藤中尉の八割も実力を真似出来ていない。究極能力アルティメットスキル『断罪之王サンダルフォン』など再現不可能であり、ガゼルが相手だったならば、敗北は必至であった。

			　マルコの素の実力では、ガビルと互角。防御面を考えれば、ガビルの勝利は揺るがなかっただろう。

			　勝敗は時の運である。

			　圧勝したように見えるマルコだが、その勝利は紙一重だったのだ。

			「やれやれ、ファラガ少将を笑えないな。〝天龍王ドラグロード〟ガビルだったか、この者をヴェルドラと勘違いしたのも仕方ないというものだ」

			　そう呟き、倒れ伏すガビルを見るマルコ。

			　この瞬間、ガビルの命運は尽きようとしていた──

			


			＊

			


			「兄上ッ!!」

			　ガビルを守るように、マルコの前に立ち塞がる影。

			　それは、駆け付けたソーカ達だった。

			　それに、ガビルの部下達もいる。

			「ガビル様ァ──ッ!!」

			「死ぬなよ、ガビル！」

			「然り。ガビル様はこのような場所で死んでいい男ではない!!」

			　マルコに勝てないと悟りつつも、敢然と立ち向かったのだ。

			　その勇気が、ガビルの命を救う。

			　個々人では〝聖人〟たるマルコに及ばない者達だが、それでも特Ａ級の実力者達だ。惜しみなく回復薬を使用し、必死になって時間稼ぎに努めようと動く。

			　しかし、近藤に模したマルコの技は、練り上げた闘気によって敵の内部から破壊する。回復薬の効能を無効化してしまうので、ソーカ達は死を覚悟する必要があった。

			　また一人、ガビルの部下が倒れる。

			　今度はソーカの部下であるナンソウが倒れた。

			　技量レベル面ではそこまで違いがなくとも、地力が違い過ぎるのだ。それに加え、マルコの武器は伝説級レジェンドである。どうしようもない戦力差を前に、一人、また一人と倒れていく。

			　幸運だったのは、誰一人として死んではいない事だ。

			　リムルによってガビルが進化した事で、係累の者達もまた強くなっていた。そのお陰で耐久力も上昇し、辛かろうじて致命傷を免れていたのである。

			　ただし、マルコから受けた傷の継続ダメージによって、戦線復帰出来ないのも事実。このままでは、皆殺しにされるのも時間の問題であった。

			　だからこそ、ガビルは叫ぶ。

			「もう良い、もう良いから逃げろ！　ソーカよ、命令だ。皆を連れて、この場から去れ!!」

			　ガビルは必死になって身体を起こそうとしながら、ソーカを見た。しかし、ソーカはガビルを見ようともせず、不敵に笑って答えるのだ。

			「お断りですよ、兄上。私はソウエイ様の部下ですので、兄上からの命令に応じる義務は御座いません」

			「何を──」

			「それにッ！　ここで逃げたら、それこそ死人が出てしまうではありませんか！　兄上も死んじゃうでしょうッ!!」

			　普段は冷静なソーカが、なりふり構わずそう叫ぶ。

			　ガビルは言葉を失い、戸惑った。

			「……何を言っておる!?　犠牲を少しでも減らすのが、指揮官の役目ではないか。敗北した我輩の事など捨て置いて、少しでも生存者を増やすのがお前の仕事であろう？」

			　今のガビルでは、起き上がるのも難しい。戦う仲間達を見ながら、そう声に出すのがやっとである。

			　しかし、その言葉はソーカによって却下された。

			「それならば、私の作戦が正解です。一撃で殺されるような軟弱者など、私達の仲間にはいません。ですから、こうやって時間を稼ぐのです」

			　仲間が倒れようとも、気にせずに戦い続ける。数でマルコを翻弄し、少しでも被害が出ないように注意して。

			　そうする事で、ソーカ達は勝機を探っていたのだ。

			「馬鹿な真似を！　救援など来る保証も──」

			　リムル達幹部陣が帝国首都に向かった今、応援など期待出来ない。眠っている他の幹部達が目覚めたとしても、ここに都合よく駆け付ける事など出来ないだろう。

			　頼みの悪魔三人娘達は、より強大な敵であるヴェルグリンドの相手をしてくれている。彼女達の方こそ応援が必要なほどであり、助けを求める事など出来はしない。

			　ガビルはそれを理解しており、この状況では撤退やむなしと判断したのだ。

			　しかし、それを否定するのはガビルの部下達だった。

			「アンタだよ、ガビル！　俺達が待っているのは、アンタなんだよッ!!」

			「そうだぜ、ガビル様！　そんな怪我、さっさと治して立ち上がってよ！」

			「然り。時間を稼ぎ、ガビル様の復活を待つ。それ以外に、この場で全員が助かる方法はなし!!」

			　それを聞いて、ガビルは恥じた。

			　自分一人が、勝利を諦めていたのかと。

			「……この我輩とした事が。良かろう！　お前達、我輩が立ち上がるまで、気合で持ちこたえるのだッ!!」

			　それが無茶な命令であると理解しつつ、ガビルは叫ぶ。目から熱い涙がこぼれ落ちるが、それはガビルの心情を雄弁に物語っていた。

			　諦めぬ者を、勝利の女神は見捨てない。

			　ガビルの声に応える者が現れたのである。

			「やれやれ、無茶なのは相変わらずですな。この場は小生もお手伝いさせて頂きましょう」

			「お嬢様からの命令でして。大切なオモチャであるガビル殿を、絶対に死なすなとの事です。ですので、私も救護に回るとしましょう」

			　いつ来たのか、ウルティマの配下であるヴェイロンとゾンダが立っていた。

			　生き残った方が大変だとは思いますがね──と、ゾンダが続けて呟いたのだが、戦場の音に飲まれてガビルの耳には届かない。それはとても幸せな事であった。

			　執事然としたヴェイロンが、ソーカの横に並ぶ。そして、マルコに対してステッキを構えた。

			「小生がその者の相手をするので、ソーカ殿はフォローをお願いします。そこのゾンダが治癒を手伝います故、他の方々は怪我人の保護をお願い致しますぞ」

			「承知！」

			「では、参る!!」

			　ソーカからの返事を聞くなり、ヴェイロンが動く。

			　悪魔公デーモンロードにして、侯爵級たるヴェイロン。エネルギー比ではマルコの四分の一以下だが、技量レベルではヴェイロンが上だ。勝てないまでも、マルコを苛立たせる事には成功する。

			「チィ、どこまでも面倒な奴等だ！　トドメを刺す前に、次から次へと」

			「当然だとも。敵の戦力を把握するのも、我等の使命だからね」

			「やれやれ。自分達の得意分野を真似されると、これほど腹立たしいものなんだな。さっさとお前を倒して、あの厄介そうなヤツを──」

			「隙あり！」

			　ヴェイロンに応戦しつつ、ガビルに殺意を向けたマルコ。その一瞬の隙を見逃さず、ソーカが動く。

			　声を出したのはワザとだ。注意を自分へと引き付ける事で、マルコを迷わせる作戦である。

			　自分のクナイが届けば良し。それが駄目でも、ヴェイロンの刃がマルコを襲う。そう判断したのだった。

			　マルコはそれを見抜いた。だからこそ、最善の選択を行う。

			　即ち、ソーカのクナイを避けず受けたのだ。

			　それが正解であった。もしもソーカに反応していたら、ヴェイロンによってもっと手酷い傷を負わされていたであろうから。

			　そのままソーカを無視して、ヴェイロンのステッキを弾くマルコ。そして、戦いの最中に余計な事を考えたと反省する。

			（チッ、トドメはコイツ等を倒してからだな。厄介だよ、本当に！）

			　ガビルが一番危険なのは間違いない。だからサッサとトドメを刺したかったマルコだが、欲をかいて傷を負ってしまった。

			　大した事のない傷ではあるが、敬愛する近藤の姿で負傷した自分が許せない。

			「先にお前達を始末するとしよう」

			「はてさて、貴殿に出来るのかね？」

			「ヴェイロン殿、多分ですが負け惜しみでは？」

			「フッ、そうですな。小生達は慌てずに、仕事を全うするとしましょう」

			　こうして、ヴェイロンはソーカとタッグを組み、劣勢ながらもマルコに対抗する。

			　その隙に、ゾンダも。

			「これはこれは、厄介な技ですね。妖気──いや、人間だから闘気ですか。魔素を乱す波長を発し続けるように、エネルギーを敵の体内に残しているのですね。恐ろしい技です。これならば、精神生命体たる我等にも通用するでしょう」

			　そんなふうに、ガビルの怪我を診断する。

			　その診察は正しい。

			　ダムラダの螺ら旋せん浸しん透とう破はと同じく発はっ勁けいの一種であり、練りこんだ闘気オーラが敵を内部から破壊するのだ。

			　それこそが〝朧おぼろ心しん命めい流りゅう〟──〈気闘法〉の極意であり、魔を払う剣と呼ばれる所以ゆえんであった。

			　だからこそ、魔素によって治癒を行う回復薬などでは、この傷を癒やせないのである。

			　だが、ゾンダならば治癒が可能であった。

			　魔素を巧みに操り、乱れた気を整えて。マルコが打ち込んだ闘気を中和し、ガビルの身体を正常な気の流れへと戻していく。

			　そしてガビルも、ただ黙って回復を待っているだけではない。

			　より大きな治癒の力を激しく望む。

			　その願いが、ガビルに新たな力を発現させようとしていた。

			　だが、しかし──

			　いまだ状況は予断を許さぬ中、マルコが構えを解く。

			「やれやれ、時間切れです。戻れ、との命令が出ましたので、勝負は預けておくとしましょうか」

			　そう告げるなりマルコは、有無を言わさずその場から『転移』して去ってしまった。

			　こうしてガビル達は、九死に一生を得たのである。
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			　バーンはフットマンを相手に苦戦していた。

			　いや、苦戦というのは生易しい表現である。

			　バーンも〝仙人〟級であり、力には自信があった。しかしフットマンは、バーンを軽く圧倒するほどの魔素エネルギー量を秘めていたのである。

			　バーンの鎧と戦槍は伝説級レジェンドであり、戦力の底上げに貢献している。それでも、まるで届かないのだ。

			　いまだに戦い続けていられるのは、フットマンに理性がないからだった。

			　それに、フォビオの協力も大きい。

			「〝黒豹牙コクヒョウガ〟フォビオ、助太刀するぜ」

			　そう叫んで乱入して来た男を、最初は怪しく感じていたバーン。しかし、その男の正体を直ぐに思い出した。

			（〝黒豹牙コクヒョウガ〟というと、魔王カリオンの三獣士か！　そうか、カリオンも今は魔王ミリムに降り、その魔王ミリムも、リムル陛下とは同盟関係にあるんだったな）

			　敵ではないと判断し、バーンは助っ人を歓迎する。

			「助かるぜ。俺一人では厳しいと思っていたところだ」

			「だろうな。正直言って、俺だって一人じゃ無理だろうぜ」

			　自分の態度を見つめ直して反省したフォビオは、冷静に自身の実力を評価している。本気も本気、全力で『獣身化』した状態でさえ、フットマンには勝てないと本能で悟っていた。

			　だからこそフォビオも、プライドを捨ててバーンとの共闘を選択したのである。

			　フットマンは強いが、理性が吹き飛んでいるせいか攻撃が単調だ。バーンもフォビオも満身創痍ではあったが、辛うじて立っていられる状態であった。

			　勝利は望めぬ状況だが、二人に『撤退』の二文字はない。

			　何故ならば、すぐ隣で仲間達が死闘を演じていたからである。

			　もう一人の道化──ティアに応じるのは、武装国家ドワルゴンの暗部の長ナイトアサシンであるアンリエッタと、参戦したゴブア達だ。少数精鋭で、たった一人のティアを捕獲しようとしていた。

			　しかし、ティアの様子はどことなくおかしい。

			「本当に、ゴメンね？　アタイも本意じゃないんだけど、命令なんだよ。だから頑張って殺さないようにするから、何とかしてアタイを止めてよ！」

			　大真面目に戦いつつも、そんな事を口走っている。

			　実はティア、カガリから戦えと命じられてはいるものの、自由意思は残っている。命令には逆らえないが、カガリが操られている状態であるのは認識出来ていた。つまり、本人としても今の状況は不本意であり、自ら望んで戦いたくはないのだ。

			　だからティアは、極限まで本気を出さないようにしている。命令違反にならないように戦いには参加したものの、自分達を止めて欲しいと、敵であるアンリエッタ達に申し出たのだった。

			　そんなティアの要望に応えるべく、アンリエッタ達は捕獲作戦を展開させていた。しかし、圧倒的なまでの地力の差は如何ともし難く、いまだ成果が現れていないのだ。

			「そっちのお兄さんもゴメンね？　前は利用したけど、今度は騙す気なんてないから！」

			　ティアから話しかけられて、フォビオが憤る。

			　フットマンの理性を飛ばしたのは、自分達を死なせない為である──と、フォビオもバーンも直ぐに気付いた。最初に出会った頃は気付かなかったが、フットマンはフォビオが尊敬するカリオンと同等の気配を放っており、まともに戦っても勝てる相手ではないと悟ったからだ。

			　だからフォビオも、一応はティアに感謝しているのだ。

			　しかし──

			「うるせえ！　俺の黒歴史を思い出させるんじゃねーぜ。言われなくても、コイツを暴走状態にしてくれたのは感謝してるさ！」

			「だよね！　アンタ達ってば弱っちいから、フットマンが本気だったら今頃死んでるもんね！」

			　そう叫び返したフォビオに、ティアが無邪気に暴言を吐く。

			　ティアに悪意などなく、それが本心なのは明白だった。だから余計に腹立たしいのだが、今は文句を言うのがせいぜいである。

			「生意気なガキだぜ」

			「もう黙ってろ！　それよりもお前は、もちっと手加減出来るように努力しやがれ！」

			　後で覚えていろよとばかりに、バーンとフォビオは溜息を吐くのだった。

			


			　そんな厳しい状況が続く。

			　ゴブアとしては、この場を突破して他の戦局の手助けに入りたいと考えていた。それだけここが、一番簡単な相手だと判断したからだ。

			　しかし、状況はそんなに甘くなかった。

			　ティアには敵意がなく、しかし命令には逆らえない状況。それならば捕獲も容易だと判断したゴブアは、決して間違ってはいない。

			　作戦が上手くいかないのは、単純にティアとフットマンが強過ぎるからだった。

			　フットマンの場合、鉄網などは簡単に破いてしまう。生半可な攻撃は通用せず、気絶させるのも困難だった。

			　バーンとフォビオという強者が二人がかりで、どうにか足止めしている状況なのだ。

			　一方のティアはと言うと、素早さには自信のあるアンリエッタでさえも追いきれず、ゴブアはというと触れる事さえ出来ない状況だ。

			　こちらも投網を用意したのだが、生け捕りなどとても成功しそうにはなかった。ソーカ達ならばもっと上手くやるだろうに、今はマルコとの戦闘でそれどころではなさそうだった。

			　そんなこんなで、戦況は悪化していく。

			　モスからの情報で、戦況を把握するゴブア。

			　ヴェイロンとゾンダが、ガビルの救援に向かったらしい。再び膠こう着ちゃく状態に戻ったらしいが、それだけ危険な状況となっていたようであった。

			　最悪なのは、近藤だ。

			　ハクロウが屈し、ガゼル王までもが敗れた。

			　アゲーラとエスプリが向かったそうだが、近藤相手では時間稼ぎすら覚おぼ束つかない。

			『最悪の場合、僕が出るよ』

			　と、モスは言う。

			　モスの役割は、ベニマルに代わっての戦況把握だった。モスの情報を基に、ゴブアが作戦立案を行う事になっていた。

			　今もティアの相手をしながら、ゴブアは的確に指示を出し続けていたのである。

			　それが可能だったのは、モスの支援があったからこそ。モスが戦いに出てしまえば、一気に戦線は崩壊してしまうだろう。

			『それは待って欲しい。最悪の場合はお願いしますが、そもそも、何とかなるのですか？』

			『……善処するさ』

			　モスでも勝てないのかと、ゴブアは憂鬱な気分になった。

			　モスは自信家であり、テスタロッサを筆頭とする特定の人物達以外には、尊大な態度で接するのである。そんなモスが、善処などという不確かな発言を行った。

			　それはつまり、近藤がそれだけ危険な相手という証明であった。

			　近藤は、止めるのが困難。

			　ガビルの戦線復帰はまだだ。

			　ゴブア達も、ティアとフットマンの捕獲は遠い。

			　これでは、カガリの儀式を中断させるなど不可能であった。

			　ガドラがいるが、今はヴェルグリンドを相手に舌戦を繰り広げている。もしもヴェルグリンドが参戦すれば、その時は敗北が確定するだろう。

			（最悪ね。私達が如い何かに、普段からリムル様やベニマル様達に頼り切っていたのか、良く分かったわ……）

			　そう反省するゴブアだが、今更気付いても後の祭りというものだった。

			　だからこそ、決して諦めたりしないのだ。

			（まだよ。ヴェルグリンド様が動き出さないという事は、あの悪魔達が頑張ってくれているという事ね。力の差は歴然でしょうに、それでもまだ粘ってくれているのだもの。私達が先に音を上げるなんて、そんなの絶対に許されないわ！）

			　ゴブアが思い出すのは、誇り高き悪魔三人娘達だ。

			　負けず嫌いで、新参ながらも〝聖せい魔ま十じゅう二に守しゅ護ご王おう〟という最高幹部の地位にいる三名。ゴブアなどでは想像もつかないような強者だが、相手がヴェルグリンドとなると絶望感が募つのる。

			　いまだに戦闘が継続しているだけでも凄いのだ。

			　負けられない──とゴブアは思った。

			　更に気合を入れ直し、ティアの捕獲を再開する。
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			　近藤の前に、一人の男が立つ。

			　武士のような着流しの、アゲーラだ。

			「やっちゃいなよ、アゲーラ！　私は邪魔しないからさ」

			　そう言ってエスプリは、ガゼルとハクロウを癒やし始める。

			　アゲーラはやれやれと頭かぶりを振った。

			　エスプリはいつもそうなのだ。

			　調子よく、美お味いしいトコだけを持っていく。端的に言うとエスプリは、今回は近藤に勝てないと見抜き、戦いから逃げたのだ。

			　要領のいい女悪魔、それがエスプリなのである。

			　アゲーラはいつもの事なので気にもせず、近藤へと刀を向ける。

			　三百年間、刀一本で無敗を誇ったアゲーラ。ハクロウやガゼルという剣豪を倒した近藤を前に、血が滾たぎるのを自覚する。

			「近藤だったか。惚れ惚れするような腕前よな。ワシも剣の道に生きておる。是非とも一手、お相手願いたい」

			　何でもアリなら近藤には勝てぬと、アゲーラは見切っていた。

			　近藤が剣での勝負に応じてくれたからこそ、ハクロウは一矢報いる事に成功したのである。そうでなければ、たとえガゼルとハクロウが同時に挑んでいたとしても、傷一つ負わせる事も出来ずに早々に蹴散らされていたであろう。

			　そう考えたからこその提案であった。

			　駄目で元々の交渉だったが、アゲーラには近藤が応じるという確信があった。その理由だが、近藤の剣技に何故か懐かしい気配を感じていたからである。

			「アゲーラ殿……やはりアゲーラ殿も、剣を得意としておられるのじゃな？」

			　近藤が答えるよりも先に、ハクロウが割り込んで問うた。

			「む？　やはりとは如何なる意味か？」

			「あ、いや……実はアゲーラ殿が、ワシの知る人物に似ておるような気がしてのう……」

			　不思議そうな顔をするアゲーラに対し、ハクロウは言い淀む。

			　実は、ハクロウの祖父とアゲーラが、瓜二つと言ってよいほどにそっくりだったのだ。

			　顔が似ているだけではなく、背格好や雰囲気、そして、隙のない立ち居振る舞いまでも。

			「そうでしたか。しかし、残念ながら別人でしょう。ワシはこの世に生まれ落ちた三百年前より、貴殿と出会った記憶が御座らぬ故。それに、剣が得意かどうかもわかりませんな。自分では、これ一本で生涯戦い抜く覚悟ですがね」

			　そう言って、アゲーラは穏やかに微笑ほほえむ。

			　アゲーラにとって、剣が全てなのだった。

			「そうですか……いや、つまらぬ事を申しましたな」

			　ハクロウは色々な思いを飲み込み、引いた。

			　アゲーラが祖父の生まれ変わりなのではないか──と疑ってみたものの、証拠がないのだ。それに、もしもアゲーラが荒木白夜ビャクヤ・アラキだったとしても、近藤が手心を加える理由にはならない。

			　ハクロウが一度も勝てなかった祖父ではあるが、所詮は人間だったのである。答えがどうであれ、この場の状況をひっくり返す要因にはならない。

			　この戦に勝利するには、実力で近藤に勝つしかないのだった。

			「ハクロウ殿の知る人物とは、もしや──」

			「ええ、ワシの祖父ですじゃ」

			　小声で問いかけてきたガゼルに、ハクロウも小声で答えた。

			　こそこそと話す二人に、エスプリも交ざる。

			「ちなみに、ハクロウさんのお祖じ父いさんが死んだのって、三百年前なの？」

			「左様ですじゃ」

			「だったら、可能性はあるかもね。アイツ、あの姿で悪魔族デーモンに生まれたし、最初っから刀を持ってたもんね。それに、カレラ様の下には、武に長けた〝魂〟が集まるから。そういう縁があっても不思議じゃないかもよ」

			「なるほどな。もしもそうであれば、ハクロウ殿も知らぬ奥義を知っておられるという事か」

			「どうであろうな？　ワシでは極める事が出来なんだが、見せてくれた技の中では、八はっ華か閃せんが最高奥義だと言っておられたがのう……」

			　などと、会話が弾む。

			　既にハクロウ達は、全力を尽くして敗北した身である。故に割り切って、勝敗の行方を見守る構えだった。

			　それに、そんな場合ではないと理解していつつも、ハクロウはアゲーラの正体が気がかりなのである。そしてガゼルも、ハクロウの師匠とあっては興味津々なのだった。

			　そんな二人の治療に入るエスプリ。

			　その仕事してますアピールは見事の一言であり、アゲーラも脱帽である。

			　アゲーラはその状況に、やれやれと溜息を吐いた。

			　そして近藤は、そんな敵方の会話を邪魔するでもなく、悠然と構えてアゲーラを観察していた。

			　近藤の役割としては、カガリの儀式を邪魔立てしようとする者達の排除である。ついでに役立ちそうな強者の選別を行っているだけであり、敵を皆殺しにしようなどと考えている訳ではない。

			　だからこそ、慌てもせずにアゲーラに応じる事にした。

			　ガゼルを相手に本気を出したのは、放置すると危険だったからだ。自分と互角の〝聖人〟がハクロウから技を託されたとなると、絶対に勝てるという保証がなくなる。だから近藤は、勝利、即ち仕事を優先させたまでの事。

			　アゲーラのように明らかな格下が相手であれば、少しは遊んでも構わないと考えていた。

			　もっとも、近藤がそういう判断をするのは珍しい。合理主義者な仕事人間である近藤としては、無駄を極端に嫌うからだ。

			　そんな近藤の唯一の弱点が、自分が学んだ流派への誇りであった。

			（やれやれ、私情を捨てきれんとは、俺もまだまだ甘いな）

			　と反省するも、好奇心を抑えきれないのだった。

			　良かろう、相手をしてやろう──そう言いかけた近藤だったが、周囲の状況が見えなくなるほど愚かではない。

			　その視界の端で、ヴェルグリンドが動くのが見えた。

			　カガリの禁忌呪法：妖死冥産バースディはまだ途中だったが、どうやら事情が変わったらしい。

			　残念ながら頃合いかと、近藤も動く事にする。

			「すまんな。相手をしてやりたかったが、仕事が優先だ」

			　アゲーラにそう告げて、軍刀を仕舞う。

			　その態度は、完全にアゲーラを見下している。しかし、そうとわかっていてもアゲーラは、近藤を止める事が出来なかった。

			　去って行く近藤の後ろ姿を見送り、冷や汗が止まらぬ思いである。

			「どうやら命拾いしたようだ」

			　と、悔しそうに呟いたのだった。
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			　ガドラはヴェルグリンドを相手に、一人、孤軍奮闘していた。

			　と言っても、実際に戦っていた訳ではない。

			　そんな真似をすれば、如何に最先端技術の塊である魔王の守護巨像デモンコロッサスといえども、一撃で粉々にされていただろう。

			　ガドラは己の分をわきまえているので、そんな愚かな真似を行ったりしない。自分の好奇心のおもむくままに、ヴェルグリンドに疑問を投げかけていたのだった。

			「まさか〝元帥〟閣下が、ヴェルドラ様の姉君たる〝灼熱竜〟ヴェルグリンド様であったとは、ワシも今まで存じませなんだ。お美しいのも当然ですな」

			　から始まり、お世辞の限りを述べた。

			　そうしてヴェルグリンドの気を引きつつ、会話へと持ち込んだのだ。

			「貴方に顔を見せたのは最近だったものね。知らなくても当然だわ」

			　と、応じてしまったのが運の尽き。

			　ヴェルグリンドはそのままずっと、ガドラの話し相手になっている。

			　会話で時間を稼ぐという、ガドラ渾身の策であった。

			　それは見事に成功し、ガドラは今も生きている。

			　もっとも、ヴェルグリンドにも思惑はあったのだ。

			「──なるほどのう。つまりヴェルグリンド様が、今までずっとルドラ陛下を支えてこられたのですな。代々の〝元帥〟を演じ分けておられたとは、このガドラ、感服仕つかまつりましたわい！」

			「数百年ほど発言しなかった時代もあったもの。演じ分けていたというほど、大変ではないわね」

			　丁寧に応じるヴェルグリンドだが、その様子には疲れが見える。ガドラからの質問攻めに遭い、辟易しているのだ。

			　だからこそ、思わずと言った感じに愚痴が飛び出る。

			「それにしても、貴方も本当に図太いわね。ルドラのお気に入りだから質問を許したけど、ここまで質問攻めにされるとは思わなかったわ」

			「お褒めに預かり恐悦至極！」

			「褒めてないわよ」

			　呆れた様子のヴェルグリンド。

			　ヴェルグリンドとしては、ガドラをひねりつぶすなど容易たやすい事である。しかし現状、既に『別身体』を四体も出しており、ガドラの為だけに出すのはためらわれた。

			　儀式の邪魔をされなければそれで良しとして、ガドラの相手をする事にしたのである。

			　失敗だったかと悩むヴェルグリンドとは対照的に、ガドラは活き活きと質問を重ねていく。

			「ところで、気になっておったのですが、ダムラダ殿は何故、ワシが陛下に情報をお伝えするのを止めたのでしょうな？　リムル様方の戦力が正しく伝わっておれば、帝国軍の被害は少なくなっておったでしょうに」

			「さあ？　もう貴方も気付いているでしょうけど、私達にとっては帝国軍なんてどうでもいいのよ。より強い者を覚醒させる為に、戦争を起こさせただけだもの」

			「ですがそれでも、ワシから話を聞き出しておいた方が良かったのでは？」

			「しつこいわね。貴方はダムラダが裏切っていると言いたいのでしょうけど、アイツにも事情があるのよ」

			「ふむ、そうでしたか。では、その事情とやらですが、マサユキという小僧と関係があるのですかな？」

			「知らないわよ。どうして私が、ダムラダの動向を把握する必要があるのよ。そもそも、マサユキって誰なの？」

			「え？」

			　ヴェルグリンドの反応に、ガドラは戸惑った。

			　ガドラの予想では、マサユキこそが鍵だと考えていたからだ。

			「あ、あの、〝勇者〟マサユキを御存知ないのですかな？」

			　恐る恐る訊たずねたガドラに、にべもなくヴェルグリンドが答える。

			「知らないって言っているでしょう。それともそいつ、強いのかしら？」

			　強いのかと問われると、いいえと答えるしかない。マサユキの事は嫌いではないし、好ましいとさえ思うガドラであったが、決して強くないと知っているからだ。

			　ガドラの返事を聞いて、ヴェルグリンドが鼻で笑う。

			「近藤は覚醒しそうな者にしか興味ないものね。それに、〝勇者〟を名乗ると因果が巡るから、どうせ魔王共が接触して、始末するとでも思ったんじゃないの？」

			　なるほど──と、ガドラは思った。

			　ユウキがマサユキを利用して、魔王リムルの反応を見た。そしてそれには、ダムラダの進言があったのは疑いようがないのだ。

			　つまりは、帝国上層部もマサユキについて知っているはずなのである。

			　それなのに、ヴェルグリンドは知らないと言う。

			　確かに、強者じゃないから無視したと言われれば、納得出来なくもない話であった。

			　少なくとも近藤ならば、マサユキなど利用価値がないと判断するだろう。不確定要素のある芽は摘もうとするだろうし、それに加えてマサユキが皇帝ルドラと瓜二つとなれば、始末しようと動いても不思議ではない。

			　こうした近藤の考えは理解出来るが、解せぬのはダムラダの動きだ。

			「ふむ。ですがダムラダ殿は、そのマサユキ少年を守るようにと、〝ひとけた数字ダブルオーナンバー〟を二名も護衛に就けておったのですよ？」

			「魔物の国に潜入させる為でしょ」

			「いや、それはその通りなのですが……」

			　もどかしい思いをしつつ、ガドラは言い淀む。

			　何となく筋が通っているようにも聞こえるが、どことなく違和感があるのだ。それも、帝国を裏切ったガドラの立場からすれば、悩む必要もない事で悩んでいるのである。

			　もっと真面目に聞いて下さいよと、ヴェルグリンドを怒鳴りつけたいガドラなのだった。

			「不満そうね」

			「い、いえいえいえ。滅相も御座いません」

			　どうして顔も見えないのに、こちらの心境を見抜くのか──と、ガドラは必死になって動揺しそうになる心を鎮めた。

			　そこでふと、ヴェルグリンドの言葉に抱いていた違和感の正体に思い至った。

			「ダムラダ殿は、本当に裏切り者なのでは？」

			　思わずポロリと口に出すガドラ。

			「ふざけないで。裏切り者は貴方でしょうに」

			　ごもっともな意見であった。

			　だけどガドラはへこたれない。

			　その図太い神経を最大限に活かし、ヴェルグリンドに対して物申す。

			「それはそれとして、お聞きしたい。そのマサユキ少年なのですが、実はルドラ陛下と瓜二つなのです。それについて、どう思われますかな？」

			　そう、違和感があったのは、マサユキの情報についてだった。

			　強いか弱いか、帝国がそれを重視しているのは当然としてだ。マサユキの場合、それよりも重要な要素として、〝支配者たる皇帝ルドラと瓜二つ〟という情報を抜きにしては語れないのである。

			　近藤ならば知っていた可能性がある。しかし、バーニィやジウは知らなかったはずだ。

			　ルドラの友であるダムラダは知っていた。

			　それなのに何故、マサユキを守らせようと考えたのか？

			　そこが解せぬなと、ガドラは訝いぶかしんだのである。

			「……何ですって？」

			「ですから、ルドラ陛下と〝勇者〟マサユキの顔は瓜二つでしてな。どうしてその情報を──ッ!?」

			　説明している途中で、ガドラは青あお褪ざめて口を閉ざした。

			　ヴェルグリンドの形相に戦慄し、『あっ、ワシ、死んだかも……』と、調子に乗り過ぎたかと後悔する。

			　しかしヴェルグリンドは、ガドラを無視して物思いに耽ふけり始めた。

			　近藤がその情報を知らなかったとは思えない。それならば何故、その情報を教えないのかと不満に思う。

			　それよりも、問題なのはダムラダだ。

			　一体何を考えているのか不明であり、ガドラの言い分も聞き流せなくなってしまった。

			　それよりも、どの程度まで似ているというのか──

			（ルドラとそっくりですって？　一度確認してみる必要があるわね……）

			　攻め込んだ帝国軍が全滅するという些細な読み違いはあったものの、全てが計画通りだと思っていた。それなのに、その取るに足らないような情報が、ヴェルグリンドを無性に苛立たせる。

			「ガドラ、有益な情報をありがとう。その情報に免じて見逃してあげてもいいけど、どうする？　そのオモチャで私に挑んでみる？」

			　もとよりヴェルグリンドには、ガドラを殺すつもりなどなかった。こう見えてガドラは、ルドラが信頼する数少ない友だからだ。

			　それに、ガドラが帝国を裏切ったのは事実だが、ルドラを裏切った訳ではないと、ヴェルグリンドは判断しているのである。

			　ヴェルグリンドにとっては、帝国そのものも大した意味がない。なので、ガドラの裏切りも許容範囲内なのであった。

			　ここら辺は人とは違う感覚であり、ガドラにも推し量れるものではない。だからこそ、ヴェルグリンドの提案に乗っかるしかないと判断した。

			　どうせ勝てないからこそ、時間稼ぎに口論を選んだのだ。ここで実戦となったら、その時点で作戦終了である。端的に言えば、一秒未満でガドラは抹殺されてしまうという事だ。

			　だからガドラは迷わない。

			「ワハハハハ、御冗談を。ワシ如きでは相手にならぬと、重々承知しておりますじゃ！」

			　開き直りが肝要とばかりに、笑って誤魔化そうとした。

			　この回答だが、否定だと見せかけてＹＥＳともＮＯとも答えていない。判断を相手に委ねており、後でリムル陣営から逃げたと責められる恐れもない。完璧な処世術なのである。

			　ガドラの巧妙さ、ここに極まれりであった。

			　ヴェルグリンドはそんなガドラの姑息さをお見通しであったが、面白い男、としか思わなかった。

			　溜息を一つ吐き、「ガドラらしいわね」と見逃す事にする。

			　それに──

			　ガドラにとって幸運な事に、状況が変わった。

			　ヴェルドラと戦っていた『別身体』が本気になり、この場から離れる必要が生じたのである。

			「あらそう？　気が向いたら言いなさいな。相手をしてあげるから。でもその前に、頑張ってこの戦争で生き残るのね」

			「──え？」

			「私には用事が出来たから、この場を別の駒に任せる事にしたの。貴方、軍には嫌われていたみたいだし、せいぜい頑張って〝聖人〟になるのね」

			「それはどういう──」

			　問いかけようとしたガドラを無視して、ヴェルグリンドは宙に舞う。魔法を中断したせいで儀式に大幅な遅れが出るが、やむを得ないという判断だ。

			　後に残されたガドラは、茫ぼう然ぜんとヴェルグリンドを見上げる。状況の変化に戸惑い、どうすべきか判断に迷っていた。

			　戦場では、一瞬たりとも気の抜ける時間などない。それを証明するように、ガドラが答えを出すよりも早く、ヴェルグリンドの言葉の意味が明らかとなる──

			


			『時・空・連・結──ッ!!』

			


			　──それは、呆れるほどに現実離れした光景だった。

			　宙に浮かんだヴェルグリンドが叫ぶなり、空間が大きく歪んだのだ。そしてそこから、無数の飛空船が出現したのである。

			「あれは、魔獣軍団を運搬中の飛空船団じゃと言うのか!?　ま、まさか……空間を繋いだ、じゃと？　いやいやいや、有り得ん。ここからどれだけの距離が──いやいや、そんな問題じゃないわい!!」

			　混乱するガドラ。

			　それほどまでに、目の前で起きていることは信じ難い現実であった。

			　イングラシア王国を北部から攻める予定だった飛空船団が、時間と空間を無視して呼び寄せられた。リムルの計算でも三日以上の距離にいたはずであり、それを召喚するなど出来るはずがないとガドラは思う。

			　魔法による転移には大きな危険が付きまとい、下手をすれば兵士達を殺してしまうものなのだ。それを防ぐにはより大量の魔力が必要となり、術式も複雑化する。

			（いや、リムル様には可能じゃったな。しかし、別の座標にいる者を呼び寄せるとなると、難易度は桁違いに跳ね上がるぞい！　そんな真似が出来ようはずがないのじゃが……）

			　それは、あまりにも非常識なのだ。

			　ガドラはせっかく正解を見抜けたのに、現実として認められなかったのだった。
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			　ガドラが混乱していたまさにその時、同じ気持ちを身を以て味わう者達がいた──

			


			　イングラシア王国北部へ進軍中の飛空船団は、優雅な空の旅を楽しんでいた。

			　危険な海路と違い、空は安全だ。ゼロではないが、高高度まで飛来出来る魔物が少ない為だった。

			　その飛空船三百隻を指揮するのは、最高責任者であるザムド少将だ。

			　ザムドの任務は、友軍の輸送であった。グラディム大将率いる『魔獣軍団』三万名を、その相棒と一緒に中央大陸まで送り届けるのだ。

			　自分達が戦う訳ではないので、気楽なものである。

			　ただし──

			　ザムドが搭乗する一際豪華な造りの旗艦には、一区画だけ異様な雰囲気に包まれた場所があった。

			　やんごとない御方が視察される──と聞かされていたが、それが誰なのかザムドは聞かされていない。突然の割り込みであり、下手をすればカリギュリオ軍団長も知らぬ話である可能性もある。

			　とはいえ、ザムドは気にしていない。

			（フッフッフ、知らぬ方がいい。余計な詮索は、自分の寿命を縮めるだけですな）

			　と、完全に割り切って仕事に徹していた。

			　だからこそ寛くつろいだ時間を過ごせていた訳だが、そんなザムドに急報が入る。

			「失礼します！」

			　ただならぬ様子で艦橋に入って来たのは、伝令役の将校だった。兵士に任せず自分で来たという事は、何事か重大な報告があるのだろう。

			　ザムドはニヤリと笑い、その将校に問いかける。

			「どうした？　本国より入電でもあったか？」

			　実は既に、カリギュリオ軍団長が手痛い敗北を喫した、という報告は受けている。地上戦力の大半が失われたとの事だが、それはザムドにとって関係のない話。動き出した作戦は、中止命令が出るまで止められないのだ。

			　ここから戦場まで数日の距離である以上、ザムドが慌ててもどうしようもないのである。

			　寧むしろ、とっとと中止命令を出して欲しい、とまで考えているザムドである。

			　兵士達には知らせていないが、漏れ伝わってしまうと士気にかかわる。そうなると作戦成功率が下がる為、仕切り直すのが無難だと思うからだ。

			　それを弱腰と取る者がいるから、ザムドの一存では決断出来ない。

			　友軍の将たるグラディム軍団長などがそうしたタイプであり、ザムドが苦手とする相手なのだ。

			　だからザムドは、その報告が中止命令である事を祈るのだ。

			　ところが、ここでザムドが想像もしていなかった事態が起きる。

			「げ、〝元帥〟閣下がお出ましになりますッ!!」

			「な、何ィ!?」

			　思わず叫び返すザムド。

			　乗っていた事すら知らなかったのだから、ザムドの驚きぶりは半端ではなかった。

			（や、やんごとない御方とは、〝元帥〟閣下の事だったのか！　馬鹿な……この作戦は、そこまで重要だと言うのか!?）

			　無論、重要なのは間違いないだろう。

			　だがしかし、三大軍団の一角が動いているのだから、〝元帥〟の出番などないはずなのだ。

			　いや、それよりも今は、〝元帥〟への対応を考えるのが先であった。

			「全員、起立！　閣下をお出迎えするぞ!!」

			　いち早く立ち直ったザムドが、号令をかける。

			　たるんだ空気は吹き飛び、艦橋には緊張感が漂う。

			　全員が立ち上がり拝礼した直後、扉が開かれた。

			　姿を現すのは絶世の美女、ヴェルグリンドである。

			　艦橋にいた者達は、ヴェルグリンドの美貌を見て絶句した。

			　今まで一度も姿を現さなかった元帥が、こうして目の前に立っている。その事実を脳が認識するよりも先に、ヴェルグリンドの美しさに魅了されてしまったのだ。

			　それを当然の事と受け取るヴェルグリンド。

			「お馬鹿さん達。ぼうっとしていないで、仕事に戻りなさいな」

			　と、優しく指摘する。

			　しかし、油断してはいけない。

			　ヴェルグリンドは理性的であり、この場で自分が暴れると、旗艦を壊してしまうと理解していただけなのだ。

			　この艦には皇帝ルドラの本体が搭乗していた為、ヴェルグリンドが配慮した結果である。この場にいた者達は、幸運だったと言えるだろう。

			「着席！　各員、作業に戻れ」

			　ザムドの指示で、士官達は仕事に戻る。

			　こうして、優雅な船旅は終わりを告げたのだ。

			　そこから先は、ザムドにとって驚きの連続だった。

			「お初にお目にかかります、閣下。小官はザムドと申します。どうか、お見知りおき下さいませ」

			「そう。貴公が生き残れたら考えてあげるわ」

			「光栄です。その御言葉を胸に、努力する所存です」

			「頑張りなさいなと言ってあげたいけれど、時間がないの。さっさと本題に入りましょう」

			　ヴェルグリンドはザムドのおべっかを受け流し、艦長席に座った。

			　慌てて横に立つザムドに向かい、命令を下す。

			「何度も説明するのも面倒だし、グラディム軍団長も呼び出しなさい」

			「ハッ！」

			　ザムドが目で合図をすると、その意を汲くんだ士官がグラディムが搭乗する艦へと映像を繋いだ。

			　数分もせずに、画面にグラディムが映し出される。

			『ほう、想像以上にお美しい』

			　グラディムはヴェルグリンドを見て、組み伏せるのは容易いと思った。だから疑問に思う。

			（何故だ。どうしてこんな女が、この俺様よりも強いと言われておるのだ）

			　余分な脂肪や筋肉などまるでついていない、しなやかで柔らかそうな身体。それはどう見ても、強さとは無関係に思える。大事なのは魔力や闘気という考え方もあるが、それを循環させるにしても強靭な肉体は必要なのだ。

			　この俺のようにな──と、グラディムは自身の肉体を誇っていた。だからこそ余計に、ヴェルグリンドが弱そうに見えたのだ。

			　脳筋の本領発揮であった。

			　ヴェルグリンドとしては、そんなグラディムに対して思うところなどない。強さだけは本物なので、役に立つ駒として存分に利用しようと考えていた。

			　ヴェルグリンドは「お世辞はいいわ」と告げてから、淡々と命令を発する。その態度は、グラディムなど眼中にないと言わんばかりであった。

			「現時点を以て、遂行中の作戦を破棄。新たな任務として、武装国家ドワルゴンの制圧に向かう事とする。以上。何か質問はあるかしら？」

			　ザムドやグラディムは、ようやくか、と思った。ここまで指令が遅れるというのは、本国が未曽有の混乱に陥っているのだろうと予測していたのだ。

			　大敗北を喫したならば、速やかに作戦の見直しが必要となる。三正面同時作戦を行っているのだから、その判断はより重要な意味を持つ事になるだろう。

			　一つの失敗から、全てが崩壊してしまうからだ。

			　ところが、数日も経過してから、それも、イングラシア王国を目前としての中止命令。二人が呆れるのも当然であった。

			「了解であります。それでは、最大戦速にて帰還するとしましょう」

			『フンッ！　閣下の御命令とあらば、このグラディム、身命を賭して応える所存です。ただし、閣下の判断が遅れた点と、作戦が失敗した件につきましては、後ほど責任追及させて頂きますので、ご承知おき下さい』

			　ザムドは緊張しつつ、グラディムは傲ごう岸がん不ふ遜そんにそう応じた。

			　違う艦に乗っているグラディムは、画面越しだからこそヴェルグリンドの覇気に気付かない。ザムドは、そんなグラディムの対応をハラハラしつつ見守る。

			（私を巻き込むのは止めてくれよ！）

			　と願いながら。

			　ところが、ヴェルグリンドはどこ吹く風だ。

			「どうやら、貴公らは勘違いしているようね」

			　微笑みを浮かべて、二人に告げる。

			「勘違い、ですか？」

			『何をですかな？　自分に非がないとでも仰おっしゃるつもりか？』

			　ええ、と頷いてから、ヴェルグリンドは説明を始めた。

			「まず、ザムド。ここから目的地までは、私が連れて行ってあげるわ。その後は追って指示するから、そのつもりでいなさいな」

			「は？」

			「次に、グラディム。作戦は別に失敗していないし、これは当初からの予定通りの行動よ」

			『馬鹿を言え！　この期に及んで、そんな責任逃れが通じるとでも思っておられるのか？』

			「馬鹿ですって？」

			　ヴェルグリンドは不快気に、細めた目でグラディムを睨んだ。

			　面倒ねと内心で思いながら、どうしたものかと思案する。そして、放置でいいと結論付けた。

			　グラディムは確かに強いのだが、ヴェルグリンドからすれば敵ではない。簡単に潰せるが、それをしてしまうのは勿体ないと思ったのだ。

			　それに何より、時間がなかった。

			　これがグラディムにとって、とてつもない幸運となったのだ。

			「まあいいわ。貴公も生き残れたなら、その件についてゆっくりとお話ししましょうか」

			『何を──』

			「聞きなさいな。今から『時空連結』を行うから、速やかに移動を行うように。その後、私はヴェルドラに集中します。あの子、思っていたよりも手て強ごわくなっていたのよね。嬉しい誤算だけど、ちょっと手こずりそうなの。だから貴公らは、私に代わって戦場の制圧に移りなさい。有望な者も複数名確認しているから、可能ならば生け捕りにするように。いいわね？」

			　まだ文句を言い続けようとするグラディムを無視して、ヴェルグリンドは本題に入る。

			　言うだけ言ってヴェルグリンドは、二人に背を向けた。そして、艦橋から艦外甲板に出るべく、強化扉に手をかける。

			「閣下！　〝元帥〟閣下、何をなさっておいでなのですか!?　危険ですぞ、お戻り下さい!!」

			「何って、説明したでしょう。外に出ないと、『時空連結』を行えないでしょうに」

			　馬鹿を見る目でザムドを一瞥し、迷わず扉を開くヴェルグリンド。そしてそのまま、大空へと飛翔する。

			（何という身勝手な！　我等まで巻き添えにする気か!?）

			　と、ザムドは恐怖した。

			　高高度での高速飛行中に扉を開くなど、信じられないような危険な行為である。下手をすれば艦内にいる者達が、気圧差によって吸い出されてしまいかねないからだ。

			　改造手術を受けた強化兵士ならばいざ知らず、科学者たるザムドなどは常人なのだ。低温によって体力を奪われるだろうし、酸素欠乏症で死ぬ恐れもあった。

			　部下である魔法使い達にしても同じようなものだ。

			　早く扉を閉めなければとザムドは焦った。

			　だが、それは杞憂に終わる。

			　ヴェルグリンドが『空間支配』を行い、艦内への影響を未然に防いでいたからだ。

			　それに驚く間もなく、最大の驚愕がザムドを──いや、ザムドだけではなく将兵全員を襲う。

			　ピタリと、ヴェルグリンドが空に浮かんだ。

			　そして、次の瞬間──

			


			『時・空・連・結──ッ!!』

			


			　ヴェルグリンドの前方に、巨大な空間の歪みが出現したのである。

			「馬鹿な……」

			「し、信じられません。空間振動を確認。巨大な、あまりにも強大な魔素の揺らぎによって、時空に影響が出ている模様です！」

			「いや、まさか……アレは、〝元帥〟閣下の仕業なのか……!?」

			　まさしく、馬鹿な、である。

			　何しろ、人の想像も及ばぬような、人知を超えた現象だったのだ。

			　何が起きているのかも理解出来ないし、そんな真似が出来る者など存在するはずがない──と、誰もが現実逃避していた。

			　だが、ザムドは気付いてしまった。

			「あの子……だと？　〝元帥〟閣下はヴェルドラの事を、『あの子』と呼んだのか？」

			　ヴェルドラをそんなふうに呼べるとなると、思い当たる存在は数少ない。

			（まさかっ!?　この御方の正体はもしや……）

			　口に出すのも畏れ多い、帝国の守護竜。その気まぐれによって帝国は守られているものとばかり思っていたザムドだが、事実は違ったのだと悟った。

			　ザムドの予想を肯定するかの如く、空に浮かぶヴェルグリンドが笑みを深める。

			「さあ、早く行って私の役に立ちなさいな」

			　その声は、逆らう事など許さない。

			　ザムドだけではなくグラディムまでも、甘美な声に誘われるようにして、時空の裂け目に向けて飛空船の艦首を回頭させるのだった。
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			　ヴェルグリンドが動いた事で、戦況もまた大きく変動する。

			　そしてそれは、激闘を続ける悪魔三人娘達にとっても同様だった。

			


			　本気を出したヴェルグリンドは、想像を絶する暴威だった。

			　ヴェルグリンドに隙はなかった。圧倒的な強さでテスタロッサ達を翻弄し、その身に触れる事さえ許さなかったのである。

			　油断もなく、手加減もない。

			　単なる魔法の一撃でさえも、信じられぬほどに高威力なのだ。テスタロッサ達を消滅させようと、ヴェルグリンドはその持てる力を全て出し切って攻撃を続けていた。

			　さながら、理性のない狂戦士バーサーカーの如し。

			　竜の姿に変身していないというだけで、それは間違いなくヴェルグリンドの全力だったのである。

			　だが、テスタロッサ達はいまだに生きていた。

			　リムルによって名付けられる前であれば、とっくに肉体を失って魔界へと帰還させられていたであろう。だが、リムルの作製した神輝金鋼オリハルコン製の骨格は、〝原初〟たる彼女達の魔力によって、より強度を増していたのだ。

			　その結果、辛うじてヴェルグリンドの暴威に耐えられていたのである。

			「本当に驚いたわ。もっと早く終わらせるつもりだったのに。思っていたよりも頑丈だし、近接戦闘にも慣れているのね」

			　その言葉は、ヴェルグリンドの本音だった。

			　まさか本気を出した自分が、ここまで時間をかける事になるとは思っていなかったのだ。

			「うふふふ、わたくし達に敗北などないのよ。そんなみっともない真似を晒せば、ディアブロに笑われてしまうのですもの。それは、死ぬより屈辱だわね」

			「同感。アイツ、陰湿だしね」

			「おいおい、お前にだけは言われたくないと、ディアブロのヤツは言いそうだがね。ま、陰湿というのは同意だよ」

			　地に伏し、満身創痍でありながら、三人娘の目は死んでいなかった。それどころか、その表情は不敵な笑みを浮かべたままだ。

			　負けを認めぬ限り敗北ではないと、その態度が雄弁に物語っていた。

			「やれやれ、本当に面倒だこと」

			　ヴェルグリンドも困惑する他ないが、戦況はもう決定的である。

			　厄介な魔王リムルとその幹部達は『夢む幻げん要よう塞さい』に捕らえたし、ヴェルドラを迷宮から引きずり出す事にも成功している。

			　後は作戦通り、ヴェルドラを支配するだけなのだ。

			　そうした思いから悪魔三人娘の軽口を聞き流すヴェルグリンドだったが、立ち上がったテスタロッサの一言によって、その表情を歪ませる。

			「少々時間はかかりましたが、その『並列存在』とやらの特性を把握しましたわ」

			　彼女達の目的はヴェルグリンドの討伐ではなく、ここでヴェルグリンドを足止めする事であった。それこそが戦術的勝利条件だったのだが、それはヴェルグリンドの『並列存在』という裏技によって達成不可能となってしまった。

			　だからこそテスタロッサは、せめてそれを破る手立てはないかと探っていたのである。

			「聞かせてもらおうかしら？」

			「ええ、よろしくてよ」

			　ボコボコにされているというのに、テスタロッサは優雅に笑みを浮かべる。

			　矜きょう持じを捨てぬその態度は、敵ながら見事だとヴェルグリンドは思った。だから、話を聞く気になったのだ。

			　テスタロッサは指摘する。ヴェルグリンドの『並列存在』は決して無敵なのではなく、ちゃんと限界があるのだと。出せる『別身体』の数にも限りがあり、それを倒されたら無傷では済まないだろう、と。

			「正確に言うならば、肉体的なダメージはゼロなのでしょうね。ですが、わたくし達のような精神生命体にとっては、エネルギーの消耗こそがダメージなのですもの。つまり──」

			「ボク達の攻撃は無駄じゃなかったんだね！」

			　テスタロッサの言葉を奪うように、ウルティマが結論を述べた。

			　微笑みながら頷くテスタロッサ。しかしその目は笑っておらず、ヴェルグリンドを見据えている。

			　ヴェルグリンドはやれやれと思った。

			　これだから、〝原初〟を相手にするのは嫌だったのだ、と。

			　テスタロッサの指摘は、正せい鵠こくを射るものだった。たったこれだけの短い時間で、しかも、絶望的なまでに蹂躙される中での分析である。呆れるほどの戦闘センスだと、ヴェルグリンドも認めざるを得ないのだ。

			「流石は原初の白ブラン──いいえ、テスタロッサだったわね。正解よ、褒めてあげるわ」

			　殺さずに手札に加えたい、とヴェルグリンドは思う。どうせ殺してもいつかは復活してしまうのだから、恨みを買うだけで得はない。

			　どこかの魔王ではないが、〝原初〟に粘着されるなど、面倒な事この上ないのだ。

			　そんなヴェルグリンドの心情も知らず、カレラが不敵に笑って言い放つ。

			「クックック、余裕を見せ過ぎたな、ヴェルグリンド様は。ヴェルドラ様ならば、私達を相手に舐めプなんて絶対にしないぞ」

			　そんなカレラの発言に、ヴェルグリンドはイラッとした。

			　ちなみに、カレラが言った舐めプとは、舐めたプレイ＝相手を見下して手を抜く戦い方の事である。当然ながらヴェルドラは、テスタロッサ達の危険性を熟知していた。威厳を保つ為にも、絶対に弱みを見せぬようにしていたのだった。

			　それがいいふうに勘違いされているだけなのだが、カレラの発言を聞いたヴェルグリンドは面白くない。

			　そう、面白くないはずなのだ。

			　それなのにヴェルグリンドは、何故か嬉しいと感じている自分に気が付いた。手のかかる問題児だった弟の成長に、姉として喜んだのだ。

			　だからだろうか、戦意が失せた。

			　丁度、頃合いでもあった。

			　ヴェルドラと戦ってみて気付いたのだが、その実力が以前の比ではなかった。本気を出さねば、ヴェルグリンドも手痛い目に遭いそうだったのだ。

			　総合的に判断して、ヴェルグリンドはこの時点で戦闘を止める事にした。本気を出せば一瞬で皆殺しに出来るテスタロッサ達を、見逃す事にしたのである。

			「そうね。貴女の言う通り、あの子、かなり成長しているみたいだわ。喜ばしい限りなんだけど、私としても手加減出来ないのが難点ね。そんな訳だから貴女達、この場はお預けという事にしておいてあげるわね」

			　と、一方的に告げるヴェルグリンド。

			　何を──という反応の悪魔三人娘の前で、ヴェルグリンドの『別身体』が消失する。それは一瞬の事であり、彼女達には見ている事しか出来なかったのだった。
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			　森が燃えている。

			　ヴェルグリンドは、各地に放っていた『別身体』を消して一つにまとめた。そして、眩まばゆいばかりの赤光を放った後、真紅の覇気カーディナルオーラを纏う竜形態ドラゴンモードへと変身している。その余波を浴びて、樹々が炎上したのだ。

			　ヴェルドラも竜の姿へと戻っており、その覇気が嵐を呼んで、暴風が荒れ狂っていた。

			　炎が揺らめき、ヴェルドラとヴェルグリンドを照らした。

			　両者の戦いは、これより本番となる──

			


			　ヴェルグリンドは久々に本来の姿へと戻り、ヴェルドラを見据える。

			　ヴェルドラもまた、膨大な魔素エネルギー量を誇示するかの如く、その巨躯を晒している。

			　姉弟にとって、この姿での再会は久しぶりだ。

			　ヴェルグリンドと皇帝ルドラの出会いは、遥か大昔の出来事である。各地でヴェルドラが暴れていた時代には既に、ヴェルグリンドは帝国に潜んでいたのだ。

			　気軽に出歩く事もせず、ずっとルドラの側を離れる事はなかった。それを不便に思って編み出したのが『別身体』であり、習得したのはヴェルドラが封印されて以降の話なのである。

			　最後に出会ったのは二千年以上も前、南西にある大陸だったか。

			　あの時は確か、ヴェルグリンドが戯れに力の一端を見せただけで、ヴェルドラはすぐさま逃亡したのだった。

			　しかし、その影響は甚大だった。〝竜種〟同士の衝突で生じたエネルギーの影響で、火山地帯が発生したのだ。

			　その大陸では今も、火山が活動を続けているという。

			（ふーん。やっぱり、封印による弱体化はなさそうね。それどころか、以前にも増して強くなっているみたい）

			　本当に、嬉しい誤算だとヴェルグリンドは思う。

			　弟の成長は素直に喜ばしい。ヴェルグリンドに逆らうのが難点だが、そこは実力で従えればすむ話だ。それに失敗したとしても、ルドラの権能の出番だ。

			（ルドラの権能ならば、たとえ〝竜種〟であろうとも支配可能だものね。その証拠に私も……え？　私は今、何を考えて──）

			　何か、とても大事な何かを思い出しそうになったヴェルグリンドだが、その思考は千々に乱れた。今はそれよりも、ヴェルドラの捕獲が最優先だと気持ちを切り替える。

			　ルドラに頼るのはなるべく避けたいが、そうなった場合に備えてヴェルドラの抵抗力を奪っておく必要があった。

			　少しでも、ルドラの負担を軽くする為に。

			（もうルドラは限界だわ。だから私が、早く楽にしてあげないとね）

			　それがヴェルグリンドの本心だった。だからなるべく、ルドラに頼らずにヴェルドラを従えたいのだ。

			　それ以外に理由などない。そのはずであった。

			　ヴェルグリンドには勝算があった。

			　ヴェルドラの魔素エネルギー量は大したものだが、使い方がまるでなっていない。だからこそ、ヴェルグリンドはそこまでヴェルドラを危険視してはいなかった。

			　先程の攻防は見事だったが、それはあくまでも力を制御していたからこそ自分に対抗出来たのだ、とヴェルグリンドは考えている。

			　全力全開ならば制御は甘くなり、力任せの攻撃となるだろう。どれだけ巨大な力でも、使いこなせなければ意味はないのだ。

			（仲間になったら、少し手ほどきしてあげなきゃね）

			　今のままでもゲームの切り札となるが、ヴェルザードに対抗出来る程度には、ヴェルドラを鍛えるつもりでいるヴェルグリンド。だが今は、そんなヴェルドラの未熟さを利用して、勝負を一気に終わらせるつもりだった。

			（これで一気に盤面が動くわね）

			　長く続けてきたゲームの終わりは近い。

			　ヴェルグリンドと皇帝ルドラの勝利が、目前に迫っているようだ。

			　先まずはヴェルドラを捕獲する。

			　ヴェルドラの協力を得たら、その時こそ勝負の好機。一気に畳みかけて、長きに渡るゲームを終わらせる。そうすれば、ルドラも自由になれるのだ。

			　ヴェルグリンドはそう考えて、ゆっくりとヴェルドラに向かい飛翔を開始した。

			


			　その戦いは、初手から超常の激しさだった。

			　先に動いたのはヴェルグリンド。

			　反撃を警戒する事もせず、灼熱吐息バーニングブレスを放つ。

			　竜の口から伸びる一条の光線は、細く収束された超高温の熱線だ。その猛威が、音速の数十倍という悪夢のような速度でヴェルドラを襲う。

			　ヴェルドラはそれを回避した。

			　普通ならばヴェルドラには、『炎熱無効』によって炎のダメージなど通らない。それなのにヴェルドラは、大慌てで熱線を避けたのである。

			「あら、今のを避けるとは思わなかったわ。お馬鹿さんだから、昔のように今ので終わると思ったのに。お前もついに、技の本質を見抜けるようになったのね」

			「クアハハハ！　姉上のブレスには『加速破壊促進』が付与されておるな？　直撃を喰らえば、我の魔力が暴走するであろうよ。そうなれば、制御するのに力を削がれてしまう。避けるのは当然であろう」

			　笑いながら答えるヴェルドラ。

			　事実、ヴェルグリンドの攻撃には特別な効果が付与されていた。それが、究極の権能『加速破壊促進』である。

			　全ての事象を加速させる権能によって、破壊効果を増大させる。それだけではなく、対象の生命活動をも加速させる効果があった。

			　精神生命体であろうとも、この権能には抗えない。単純な破壊は免れようとも、エネルギーの暴走という形で影響を受けてしまうのだ。

			　ヴェルドラは直感でそれに感付き、回避を選択したのだった。

			　そしてそれは、ヴェルドラの究極能力アルティメットスキル『究明之王ファウスト』による『解析鑑定』結果でも証明されている。だからヴェルドラは、自信を持って姉たるヴェルグリンドに答えたのである。

			「へえ……そこまで見抜くとはね。本当に成長したみたいで、私も嬉しいわ」

			　ヴェルドラが正解を口にした事で、ヴェルグリンドは危機感を募らせた。

			　目の前にいるのが暴れ回るだけの愚弟ではなく、正当に評価すべき相手だと悟ったからである。

			　自身の権能を正確に見抜いた。それはつまり、ヴェルドラもまた究極能力アルティメットスキルを所有しているという事を意味する。

			　〝竜種〟の攻撃はそのままでも究極に届く威力を誇るが、究極能力アルティメットスキルによって管理すれば、その危険度は天文学的に跳ね上がる。

			　ヴェルグリンドは歓喜した。

			　不出来な弟の成長を祝って。

			　それと同時に警戒した。

			　自身をも脅おびやかすほどに成長したヴェルドラを前に、ルドラの計画が綻びかねないと。

			　このままではヴェルドラを支配するどころではなく、自分達が敗北する可能性まであった。ここまでの成長は、流石に想定外だったのだ。

			　そう考えて動揺するヴェルグリンドに、今度はヴェルドラが仕掛ける。

			「戦場で考え事ですかな、姉上？　それは、油断と言うのだよ！」

			　そう言いつつ放つのは、雷嵐咆哮サンダーストームだ。暴風魔法を重複させて放つ、ヴェルドラの必殺技である。

			　その攻撃はヴェルグリンドに直撃──しかし、威力は散らされダメージを与えるには至らない。

			「なるほど。お前も本当に、究極能力アルティメットスキルを獲得するに至ったのね。心から褒めてあげるわよ、ヴェルドラ！」

			「相変わらず恐ろしい御人だな、姉上は。それを確かめる為に、わざと攻撃を受け止めるとは」

			「だって、仕方ないでしょう？　お前の力の脅威度を測る必要があったのだもの」

			「それで、我が究極能力アルティメットスキル『究明之王ファウスト』は合格かな？」

			「解析系の究極能力アルティメットスキルのようね。攻撃威力の上乗せはないようだけど、命中精度への補正は素晴らしいもの。お前の魔力制御が上達したのも、その『究明之王ファウスト』とやらの権能のお陰なのでしょう？」

			「クアハハハ！　その通りだとも。我が魔素エネルギー量は姉上よりも上回っておる故、これ以上の威力は不要なのだよ。当たりさえすればそれで良いのだ」

			　ヴェルドラからの返事を聞いて、ヴェルグリンドは微笑した。

			　そして、告げる。

			「思っていたよりも賢くなったのね。確かにお前は、私にはないものを持っている。だからこそ、切り札として仲間に加えたいのよ」

			「むっ!?　姉上から褒められると、背中がむずがゆいのだが……」

			　ヴェルドラは軽口を返したものの、ヴェルグリンドの雰囲気が変化した事に気付いている。

			　それはつまり──

			「フフッ、そんなお前には御褒美をあげないとね。私の本気を見せてあげる」

			「えっと、遠慮──」

			「究極能力アルティメットスキル『救恤之王ラグエル』の全能をもって、相手をしてあげるわ!!」

			　ヴェルドラの声は、ヴェルグリンドに届かなかった。

			　出し惜しみして負けるなど、言語道断である。

			　激しい攻防を経ても、両者共に大したダメージを負っていなかった。だからこそヴェルグリンドは、ヴェルドラを相手に全力を出す事にしたのだ。

			　それでもヴェルドラが死ぬ事はない、と確信して。

			　ヴェルグリンドの周囲に、無数の魔法陣が出現した。それは、部分的な『別身体』による魔法の同時発動だった。

			「喰らいなさいな!!」

			　十一条の光線──核撃魔法：熱収束砲ニュークリアカノンがヴェルドラを襲う。

			　ヴェルドラは一瞬の判断の後、魔力障壁マジックバリアで魔法を中和する事にした。回避するには光線の本数が多すぎた。それに、単なる魔法なら無視しようとしたせいで、出遅れたのだ。

			　ヴェルドラが魔力障壁マジックバリアを張ったのは、ヴェルグリンドの熱収束砲ニュークリアカノンに危険を察知したからだった。

			「ギャバッ！」

			　痛烈な痛みがヴェルドラに生じた。

			　ヴェルグリンドの魔法の中和に失敗し、被弾したのである。

			「あら、本当に賢くなったわね。その程度しかダメージを負わないなんて、少し見直したわ」

			「グヌヌヌヌ、まさか魔法にまでも、究極能力アルティメットスキルの権能を付与しておられるとは……。まともに喰らっていれば、我とて無事では済まぬところでしたぞ」

			「私としては、今ので終わらせるつもりだったのよ。だからね、誇ってもいいわよ」

			「クアハハハ、ありがたい申し出ですが、遠慮させて頂く。誇るのは、姉上を倒した後で存分に致しますので！」

			　お返しとばかりに、ヴェルドラは暴風魔法：〝黒き破滅の嵐ルインテンペスト〟を発動させる。見様見真似で究極能力アルティメットスキルの効果が上乗せされたその攻撃は、見事にヴェルグリンドを吹き飛ばす事に成功した。

			「クアハハハ！　どうですかな、姉上。これに懲りたら、この辺で手打ちに──」

			「舐めるな！　どうやら、私を怒らせたわね」

			「えっ!?　いや、ちょっと──」

			　もはや問答無用とばかりに、ヴェルグリンドがキレた。ヴェルドラの攻撃で自分がダメージを受けた。そう理解した瞬間、ヴェルグリンドの理性は吹き飛んだのだ。

			　姉としての誇りを取り戻そうと、ヴェルグリンドは次なる攻撃を仕掛ける。

			　十の頭部を出現させ、十一条の灼熱吐息バーニングブレスをヴェルドラに向けて放つ。と同時に空間を転移して、ヴェルドラの上空に位置取った。

			　多数のブレスによる同時攻撃を回避していたヴェルドラは、気がついた時には不利な形勢に陥っていた。下から上を見上げる形で、ヴェルグリンドと対峙する事になってしまったのだ。

			　その立ち回りに感心するヴェルドラ。しかし、それが逆にヴェルグリンドの本気を感じられて、嬉しくなる。

			（クアハハハ。昔はまるで相手にならなかったというのに、今はこうして戦えておるぞ。これもリムルとの修行のお陰であろうが、嬉しいものよな）

			　などと、悠長に悦に入る始末だ。そんな様だが、自分が危地にいるのだけは理解していた。

			　ヴェルドラは、どうやって逃げようと思案する。

			　一方のヴェルグリンドだが、ヴェルドラを必殺の間合いに捉えて気を良くしていた。この間合いならば完璧に、ヴェルドラを逃がさないと確信したのだ。

			「終わりにしましょうか、ヴェルドラ。やはりお前は、私の手の中から抜けられないわね！」

			　そう宣言したヴェルグリンドは、上空から灼熱吐息バーニングブレスの雨を降り注がせる。

			　灼熱の雨が絶え間なく降り注ぎ、炎の柱となって天と地を結んだ。

			　それは傍はたから見れば、炎の檻フレイムケージの如くである。

			　そんな中をヴェルドラは、焦りながらも踊り狂う。

			　決して遊んでいる訳ではなく、全ての攻撃を見通すように先読みして、回避してのけたのだ。

			　相変わらずの超高速攻撃だったが、捉えられぬほどではないとヴェルドラは感じた。その直感を信じて、巨体を飛翔させたのだ。

			　その結果、炎の檻フレイムケージに囲まれながらも、直撃一つせずに無事だったのである。

			「クアハハハハ！　当たらなければどうという事もないのだよ！」

			　聖典マンガで覚えた台詞セリフを、嬉しそうに叫ぶヴェルドラ。

			　それとは対照的に、チッ──っと、忌々しそうに舌打ちするヴェルグリンド。

			　確かにヴェルグリンドにとって、一発も当たらないのは誤算であった。ヴェルドラを甘く見ていたのは間違いないと言えよう。

			　だが、しかし──

			（私の攻撃は、ここからが本番なのよ！）

			　絶対的に優位な状況は、依然としてそのままなのである。

			　ヴェルグリンドは奥の手を見せる事にした。

			「私の攻撃をここまで見抜くとは、本当に感心したわ。御褒美として、熱い抱擁をあげましょう！　灼熱の抱擁バーニングエンブレイス!!」

			　ヴェルグリンドがヴェルドラの上空に位置取りした事には意味がある。

			　下は大地であり、ヴェルドラが回避した灼熱吐息バーニングブレスによって、灼熱の溶岩が沸き立っている。

			　飛び散る飛沫しぶきさえも、恐るべき熱量を秘めていた。

			　その灼熱地獄に、更なる攻撃が加えられたらどうなるのか？

			「ちょ、ちょっと姉上ッ!?」

			　その意図に気付いて焦ってももう遅い。ヴェルドラは最初から、ヴェルグリンドの術中にとらわれていたのだ。

			　ヴェルグリンドの過剰なまでの攻撃が、地面を沸騰させてガス化させた。超高温に気化した溶岩が、ヴェルドラの周囲を包み込む。

			　それは、ヴェルグリンドの権能を秘めた小さな飛沫──〝灼熱の紅い溶岩ブラッディラーヴァ〟であり、下から上へと降り注いでいるのだ。

			　ヴェルドラを捕らえる〝真紅の檻カーディナルケージ〟は、この時を以て完成したのである。

			


			＊

			


			　ヴェルグリンドの究極能力アルティメットスキル『救恤之王ラグエル』の本質は『施し』──つまり、〝支援〟である。〝効果の増大〟こそが真骨頂であり、〝加速〟を本質とするヴェルグリンドにとって、これ以上ないほどに相乗効果の高い権能なのだ。

			　そんなヴェルグリンドの権能を今回の〝真紅の檻カーディナルケージ〟に当てはめるとどうなるのか？

			　対象の運動量は大幅に増加し、熱量は極大に増幅する。〝灼熱の紅い溶岩ブラッディラーヴァ〟が二千度どころか数万度に達し、ガス化してしまうのも当然だった。

			　こうして生じた灼熱の牢獄だが、その真骨頂はその先にある。

			　ヴェルグリンドの支援効果は、上限なくどこまでも増大させていく事が可能なのである。つまり、適度な支援ならばプラスの効果が得られるが、過度に与えられた場合は負担となってしまうのだ。

			　そのマイナスの効果は、対象の体力の消耗までも促進させる。自分で生み出した熱量でその身を焼き尽くすほどに、その効果を高める事も可能なのだ。

			　つまり、究極能力アルティメットスキル『救恤之王ラグエル』とは──全てのエネルギーを自在に操作する権能なのだった。

			


			　ヴェルドラを抱擁するように、紅あかい雨が優しく被膜を作り出す。

			　灼熱の抱擁バーニングエンブレイスにて囚われた者は、その生殺与奪の権利をヴェルグリンドに差し出さなければならないのだ。

			　その対象が〝竜種〟であろうとも、結果は同じ。

			　檻に捕らえられた以上、逃げ場など存在しなかった。

			　ヴェルグリンドは勝利を確信し、ヴェルドラに最後の勧告を行おうとして──その動きを止めた。

			　捕らえたはずのヴェルドラの気配が消えたのだ。

			（どういう事なの!?）

			　珍しくも焦るヴェルグリンド。

			　そんなヴェルグリンドだが、背後に気配を感じて慌てて振り向く。

			「クアハハハハ！　先程も言ったであろう？　当たらなければどうという事もない、と！」

			　勝ち誇るのは、人化したヴェルドラだった。

			　その高笑いが、ヴェルグリンドの耳じ朶だを打つ。

			　その時になってようやく、ヴェルグリンドは本当の意味で、ヴェルドラを脅威だと認識したのだ。

			


			　そして、ヴェルドラも。

			　煽あおるように笑っているものの、そこまで余裕があった訳ではない。

			　服を燃やされて怒ったヴェルドラだが、冷静になってみると、姉との実力差は大きかった。まともに戦っても勝機は薄いと考え、途中から守りに徹していたのだ。

			　それは、ヒナタの戦法そのものである。

			　自分が致命傷を負わないように注意しつつ、相手の隙を見て攻撃を仕掛けていく。そうして、有効打を見極めて、いけるとなったら畳みかけるという算段だ。

			　ヒナタとの戦いでは、自分の癖を見抜かれていたらしい。地下百階層で戦った際には実力差で圧倒したものの、彼女がタイムリープした際には〝勇者〟クロノアの姿でコテンパンにされてしまっている。

			（ま、道理でな。初めて戦うはずなのに、我の動きや癖を熟知しておったわ。おかしいと思ったのだよ！）

			　反則だよな──とヴェルドラは思ったものだが、それを口にしても負け惜しみと言われるだけだ。ヒナタのドヤ顔を思い出すだけでも腹立たしいが、負けは負けである。

			　ヴェルドラは素直に反省し、そこから格上との戦い方を学んだのだ。

			　それだけではなく、悪魔達との模擬戦では狡猾さを身に付けた。

			　実力で勝てない場合でも、相手より疲弊しなければ勝利なのである。それが精神生命体同士の戦いであり、ヴェルドラはそれを学習していた。

			　以前にはなかった視点である。

			　リムルの暮らしぶりを見学していた事で、色々な事に興味を持った。

			　元々好奇心旺盛だったヴェルドラの視野が広がった事で、今までにない考え方を身に付けたのだ。その事が良い影響を及ぼしたのか、ヴェルドラの成長に一役買っていたのである。

			　その成果が今、ヴェルグリンドとの戦いで発揮されていた。負けない戦い方というものを、ヴェルドラは実践していたのだった。

			　そんな中、ヴェルグリンドが灼熱の抱擁バーニングエンブレイスを発動させた訳だが──

			　〝真紅の檻カーディナルケージ〟は、初見殺しの技である。

			　囚われたら最後、ヴェルグリンドの勝利が確定してしまう。

			　ヴェルドラは灼熱吐息バーニングブレスを回避するのに必死で、それが罠だとは見抜けなかった。しかし、究極能力アルティメットスキル『究明之王ファウスト』の『危険予知』が働いたのだ。

			　どんな場合でも油断しないよう、常に警戒して発動させていた。それが功を奏して、ヴェルドラの危機を救った。

			　かつてない最大限の警告により、何かヤバイとヴェルドラは悟った。そのまま逃げ続けると負けると、悪寒とともに確信した。しかし、慌てて対処しようにも何が起きているのか把握しようがない。

			　丁度その時、〝灼熱の紅い溶岩ブラッディラーヴァ〟が噴き上がってきた。これを見て、ヴェルドラはヴェルグリンドの狙いを看破したのである。

			　だが、その段階では対処が難しくなっていた。〝破滅の嵐〟で吹き飛ばせるような代物でないのは一目瞭然であった。

			　その場は既にヴェルグリンドの『空間支配』の影響下にあり、『空間転移』で逃げるのも不可能だった。

			（ヤバイ！）

			　と思ったヴェルドラだが、その瞬間、『究明之王ファウスト』の『真理之究明しんりのきゅうめい』が最適解を導き出した。

			　〝灼熱の紅い溶岩ブラッディラーヴァ〟にもヴェルグリンドの意思が宿っている以上、触れるのは危険である。霧状のソレからは、逃れるのも容易ではない。だがしかし、巨体ならば不可能でも、人の姿であれば可能性はあった。

			　防御力を捨てる事になるが、隙間から逃げ出せる未来が視えたのである。

			　だがそれでも、脱出の成功確率は半々だった。

			　上手くタイミングが合えばいいが、失敗すれば一発でアウトである。迷うヴェルドラだったが、そこで絶対に成功するという天啓があった。

			　なんと、『究明之王ファウスト』の『確率操作』が発動したのだ。

			　驚くべき事に『確率操作』とは、同格かそれ以下の相手に対して、自分に都合の良いように事象を操作する事が可能となる権能だったのだ。

			　これにはヴェルドラも驚いた。

			　つまりは、成功確率が二倍に上昇するという事になる。今回の場合で言えば、半々の成功確率しかなかった脱出劇は、必ず成功すると約束されたようなものだった。

			　そんな都合良く？　と、半信半疑だったヴェルドラだが、恐る恐る人の姿に戻り、檻からの脱出を試みた。すると、アッサリと成功したのである。

			　こうしてヴェルドラは、危機を脱したのだった。

			


			＊

			


			　ヴェルグリンドは今までの余裕もかなぐり捨てて、高笑いするヴェルドラを睨み付ける。

			　手のかかる弟が、自分よりも劣ると思っていたヴェルドラが、何い時つの間にこれほど成長していたというのか。

			　力任せの暴れ者などと、とんでもない勘違いである。

			　ヴェルドラは、ヴェルグリンドにも匹敵するほどの究極能力アルティメットスキルを、見事に使いこなしていた。そして驚くべき事に、絶対に逆転不可能な状況から脱出してのけたのだ。

			　ヴェルドラに手ほどきをするなど、思い上がりも甚はなはだしいというものだった。

			　認めるしかないだろう。

			　ヴェルドラが、自分と同じ高みにいる、と。

			　ヴェルグリンドはヴェルドラを認め、同等以上の敵として対峙する。

			　冷静に状況を分析するならば、ヴェルグリンドが不利であった。何故ならば、ヴェルグリンドの奥義が破られたばかりだからだ。

			　小手先の技は回避され、致命傷を与えるのは難しい。

			　となると、ヴェルドラを消耗させた上で、ルドラの王権発動レガリアドミニオンに頼るしかない。

			　ヴェルグリンドはそう考え、今までと戦法を変えて慎重に行動する事にした。

			「おや？　どうやら姉上も、我を認めて下さったようですな」

			　ヴェルグリンドの狙いに気付いたのか、ヴェルドラが竜の姿に戻りつつ軽口を叩く。

			　忌々しいはずなのに、何故か楽しいと感じるヴェルグリンド。

			（考えてみれば私は、この子と遊んであげた事もなかったわね……）

			　と、そんな事を考える。

			　思わず微笑みつつ、ヴェルグリンドは返事する。

			「ええ、そうね。認めてあげるわ。お前ももう、一人前なのね。だからね、ヴェルドラ。自分で考えた上で私に逆らうというのなら、容赦しないわ」

			　ヴェルグリンドは自分に言い聞かせるように、そう宣言した。

			　今までと雰囲気の変わった姉を見て、ヴェルドラも危機感を募らせる。だが、ここで頷く訳にはいかないのだ。

			「クアハハハ！　ならば我も、全力を尽くしてお相手致しますぞ！」

			　今まであまり使ってこなかった究極能力アルティメットスキルに、ようやく慣れてきたヴェルドラである。

			　姉たるヴェルグリンド相手に厳しい戦いを強いられていたが、この力があれば十分に対抗可能だと思えていた。

			　だからヴェルドラは、今度は自分の番だとばかりに行動を開始する。

			　ヴェルグリンドがしたように『並列存在』は使えないが、ヴェルドラも一つだけ、初見殺しの技を用意していた。

			　リムルにだけ教えたその技の名は、収束暴風攻撃ストームブラストという。相談に乗ってもらって編み出したのだが、習得した時は褒めてもらえたのだ。

			（あのリムルが感心したのだ。姉上に通じぬはずがあるまいて!!）

			　と、ヴェルドラは自信満々だった。

			　ヴェルドラが知る限り、リムルほど狡猾で油断ならぬ相手はいない。

			　常々、味方で良かったと思わせられていたのだ。

			　そんなリムルからの太鼓判である。

			　ヴェルドラは今、迷いなく収束暴風攻撃ストームブラストを解き放った。

			　ヴェルドラの口から、雷嵐咆哮サンダーストームが放たれる。その暴威が空間に干渉し、不可視の光線が乱れ飛んだ。

			　ヴェルグリンドとしては当然、危険極まりない攻撃にのみ対処する。干渉波など何の影響も及ぼさないと、最初から眼中にもなかった。

			　しかし、それこそが罠なのだ。

			　一見すると意味のない波動が複種類交差した時、思わぬ破壊力を発生させる。音響兵器のように単体では脅威にならないからこそ、気付いた時には手遅れとなっている。

			　ヴェルグリンドも例外ではなく、収束暴風攻撃ストームブラストを見逃してしまった。全身を貫く痛みダメージによって初めて、自身がヴェルドラの術中に嵌はまった事を理解したのだ。

			「ぐぅ──ッ!?　私が痛み……ですって？　ヴェルドラ、今、何をしたの!?」

			「クアーーーハッハッハ！　我が編み出した必殺の奥義ですよ。収束暴風攻撃ストームブラストと言いまして、かなりの自信作なのです」

			　ドヤッとばかりにヴェルドラが自慢した。

			　狙い通りに決まって、有頂天である。

			　これが致命傷ではないと理解しているが、姉に対してここまで優位に立った事はない。だからヴェルドラは、ついつい自慢したい気持ちになったのだ。

			　だが──

			「本当にお馬鹿さんね、お前は。そういうところが、まだまだ駄目なのよ」

			　ヴェルドラは、今まで感じた事もないような激痛に苦悶する。

			　勝ち誇ったのはヴェルグリンドだった。

			　ヴェルグリンドはヴェルドラを認めた時点で、勝負そのものを放棄した。勝敗の行方に意味などないと、作戦の成功だけに全力を傾けていたのだ。

			　だからヴェルドラに気取られぬように、皇帝旗艦の飛空船を密かに接近させていたのである。

			　その旗艦に搭乗していたのは、準備を万端に整えた近藤中尉だ。

			　近藤はヴェルグリンドからの『念話』にて指示された通りに、ヴェルドラに向けて最強の奥義を放ったのだ。

			　そして──

			　その一撃は、神をも滅ぼす。

			　近藤が一日に一発しか撃てぬその弾は、〝神滅弾ジャッジメント〟と言った。

			　究極能力アルティメットスキル『断罪之王サンダルフォン』の権能で生み出した最強の弾丸を、神話級ゴッズまで昇華させた南なん部ぶ式しき大おお型がた自じ動どう拳けん銃じゅうにて撃つ、究極の一撃なのだ。

			　呪壊弾ネクロシスとは比べ物にならぬほどの威力を秘めており、近藤の知る限り、これを喰らって無事な者など存在しない。ヴェルグリンドの『別身体』すらも葬る事が可能であり、如何にヴェルドラといえども無傷ではいられない。

			　全てが、ヴェルグリンドの計算通りであった。

			　初速は光速に限りなく近く、あらゆる『防御結界』を貫通して目標へと到達する。

			　油断していたヴェルドラには、〝神滅弾ジャッジメント〟に抵抗レジストする余裕など残されていない。

			　弾丸に穿うがたれ、その存在すらも脅かされる結果となっていた。

			


			　ヴェルドラは混乱する。

			（姉上が、第三者の手を借りたというのか!?）

			　ヴェルドラは姉に勝てそうになって、有頂天になっていた。その心の隙をつかれて、姉の策に嵌ったのだと思われる。

			　だが、しかし。

			　誇り高い姉が、自分との勝負を捨てた事が驚きだった。勝利条件を優先したのだと理解はしたが、そんなのはとても姉らしくないと思うのだ。

			　それも大事だが、それよりも問題なのは、今の自身の状況だった。

			（不ま味ずいぞ！　あの男……リムルが警戒していたヤツであろうな。我が、たった一撃で動けなくなるとは!!）

			　ヴェルドラの脳内では、全力で警報が鳴り響いている。精神生命体であるヴェルドラが、痛みと苦しみを感じている時点で異常だった。

			　最強たる〝竜種〟が、生命の危機に瀕している。その信じ難い事実を前に、ヴェルドラが焦るのも無理はない。

			　正面からならば、回避は無理でも抵抗レジストで耐えられたかも知れない。しかし、完全なる不意打ちで喰らってしまった今、ヴェルドラにも為す術がなかったのだ。

			（痛ッ、困ったものよな。今回は素直に負けを認めて、次に会った時に仕返しするとしよう。クアハハハ。どうれ、リムルに連絡を取って──）

			　こんな状態になったにもかかわらず、ヴェルドラには余裕があった。何故ならば、自分とリムルが〝魂の回廊〟で繋がっており、また復活出来ると知っていたからだ。

			　リムルが生きている限り、ヴェルドラは不滅。故に、慌てる必要など皆無なのである。

			　ところが、ヴェルドラにとって事態は、最悪の方向に転がり始めたのである。

			「王権発動レガリアドミニオン」

			　近藤に意識が向いてしまい気付かなかったが、飛空船の上にはもう一人、豪華な衣装に身を包む男が立っていた。

			（……マサユキ？　いや、違うな。むっ!?　ちょ、ちょっと待て！　これは何だ？　不味い、これは不味いぞ!!）

			　気付いた時は手遅れであった。

			　その男──皇帝ルドラによって、ヴェルドラの精神は乗っ取られようとしていた。

			　〝神滅弾ジャッジメント〟によって満身創痍。ヴェルドラは、万事休すだったのだ。

			　しかし、ヴェルドラにはどうしても我慢出来ない事があった。

			（……我だけならばよい。しかしこのままでは、我が盟友たるリムルにまでも害が及んでしまう。それだけは、断じて許す訳にはいかんのだ!!）

			　ルドラの支配は想像以上に強力だった。そのまま手をこまねいていれば、〝魂の回廊〟を通じてリムルにまでも影響を及ぼすのが明白だったのだ。

			　それは許せないと、ヴェルドラは思った。

			　故に、自らの意志で〝魂の回廊〟を切断したのである。

			「こ、これで良い。後は任せたぞ、リムルよ……」

			　そう呟いたのを最後に、ヴェルドラの意識は闇に落ちたのだった。

		

	
		
			

			


			第二章　解放されし力

			


			　怒りで理性が吹き飛んだのは初めてかも知れない。

			　シオン達が殺された時は、後悔や怒りがないまぜになり、自責の念に囚われた。そして希望が生まれた事で、凪ないだような精神状態になったからだ。

			　お陰で、冷静さを保ったまま怒るという器用な真似が出来たのだが……。

			　今回は違う。

			　魂を引き千切られるような痛みを覚え、ヴェルドラを失うかも知れないという状況が、完全に俺の理性を吹き飛ばしていた。

			　勝算？

			　そんなものは、どうでもいいのだ。

			　敵は潰す。

			　ただそれだけなのである。

			「リムル様、どうします？　どうやら特殊な空間に隔離されたようですが、無理やりにでもこじ開けますか？」

			　ベニマルに言われるまでもなく、俺達が囚われたのには気付いていた。

			　敵の目的がヴェルドラの捕獲である以上、俺達に邪魔されないように手を打つのは当たり前だった。そんな事にも気付かずに、罠に嵌はまった俺達が間抜けなのである。

			


			《……謝。申し訳ございません》

			


			　不思議な事に、『智慧之王ラファエル』が混乱している。自分が手玉に取られたのが信じられないのか、いつも以上に冷静さを欠いている感じだ。

			　単なるスキルのはずなのに、どうにも人間臭くて微笑ほほえましい──が、今の俺にはそれを悠長に受け入れている余裕などない。

			　俺の感情は今、怒り一色なのだ。

			　謝罪はいいから、脱出する術すべを探ってくれと念じた。すると、座標の把握は万全であり、この空間の『解析鑑定』も間もなく終了との返答があった。

			　やはり『智慧之王ラファエル』は有能だ。

			「問題ない。今から脱出するが、目指すのは敵の首しゅ魁かいだ。いいか、ヴェルドラがルドラの手に落ちた。向こうに『空間転移』すると同時に戦闘になるから、お前達もそのつもりでいろ」

			　俺は怒りを飲み込むようにそう告げた。

			　仲間達に八つ当たりなどしたくない。この怒りは全て、敵にぶつけるべきなのだ。

			　頷く一同に、もう一つ命令を追加する。

			「ヴェルドラからの魔力供与がなくなった今、ラミリスも無理が利かなくなる。迷宮内に避難させている都市部は地上に放り出される事になるから、その防衛に力を注いでくれ」

			　これはもう、時間の問題だ。

			　ラミリスの負担も想像を絶するから、早く行かねばなるまい。

			「了解ですが、リムル様は？」

			「俺はヴェルドラを取り戻す！」

			　何よりも優先すべきがそれなのだ。

			　だから後の事は任せると告げたら、皆は何も言わずに察してくれた。

			「ちょ、ちょっと待ちいな！　アンタ等、肝心な事を忘れとるで!?　ここからどないして脱出するつもりなんや？」

			　大人しくしていたと思ったら、ラプラスが急に文句を言い始めた。そんなの、簡単だ。

			「ぶち破るだけだ」

			「無茶や！　ここは噂に聞く『夢む幻げん要よう塞さい』やろう。別の次元にあって、簡単には抜け出されへん。厄介な相手を隔離する為の場所っちゅう話や。それを──」

			　物知りだとは思うが、今の俺に興味はなかった。

			


			《告。準備が整いました》

			


			　良し！

			「それじゃあ、行くぞ。ラプラス、お前もここから出してやるから、後は好きにしろ」

			「はい!?　だから話を聞いて──」

			　と、ラプラスが何か言いかけていたが、今の俺にはどうでも良かった。

			　さっさとヴェルドラを救い出し、敵を排除する。

			　俺は怒りのままに、『空間転移』を発動させた──

			


			＊

			


			　予定通りの場所に顕現した。

			　迷わず転移したが、普段の俺からは考えられない暴挙である。しかし、そんな事はどうでも良かった。

			　目の前には二体の〝竜種〟と、その背後には一隻の飛空船の姿が見える。

			　敵の真正面。

			　後は、暴れるだけであった。

			　それなのに、『智慧之王ラファエル』が煩いほどに危険だと警告してきた。

			　敵方の戦力を把握しての忠告だろうが、俺からすれば邪魔でしかない。

			　やると決めたらやるしかないわけで、今更慌てても始まらないのだ。

			　何とかしろ！

			　と命じて黙らせる。

			


			《了。最適行動として、悪魔召喚を推奨します》

			


			　ふーん、いいんじゃないかな。

			　戦力が足りないなら、増やせばいいだけのこと。

			　ついでだ。

			　先延ばしにしていたテスタロッサ達の進化も、今ここで終わらせてしまおうじゃないか。

			　ここで全力を出す。

			　そして──

			　敵を完膚なきまでに叩き潰すのだ。

			　ヴェルグリンドが俺達に気付いたのか、少し目を見開いて驚いている。

			　あの『夢幻要塞』だったか？

			　あれで俺達の動きを封じたと、本気で信じ込んでいたらしい。

			　あんなもの、『智慧之王ラファエル』の演算があれば問題にもならない。

			　俺は仲間達と〝魂の回廊〟で繋がっているのである。その繋がりを辿れば、自分の位置座標を割り出す事など造作もないのだ。

			　それがたとえ別の次元であろうとも、『空間転移』が可能なのだった。

			　ベニマル達は俺と、遥か後方に出現した首都〝リムル〟を守るべく警戒態勢に入った。だから安心して、俺は俺の為すべき事をしよう。

			『テスタロッサ、ウルティマ、カレラ！　動けるか？』

			『リムル様！　勿論でございます!!』

			『大丈夫、問題ないよ！』

			『我が主君からの問いに、否と答えるなど有り得ないね』

			　三者三様の答えが返ってきたが、怪我などは問題ないようだ。

			　一安心であった。

			　ならば遠慮は無用とばかりに、ヴェルドラ解放の為の一手を打つ。『智慧之王ラファエル』の案を採用し、悪魔召喚を行うのだ。

			　しかし、ここで邪魔が入った。

			　危険だと判断したのか、近藤が真っ先に動いたのだ。本来なら銃弾など届かぬ距離だが、お構いなしの発砲である。

			　音速の数十倍に達する銃弾。俺の百万倍に加速された思考が、それらの攻撃を詳細に把握する。

			　防御しろと念じると、問題ないとばかりに『智慧之王ラファエル』が《了》と応じる。

			　全て問題なく、『誓約之王ウリエル』の『絶対防御』で無効化に成功する。ヴェルドラへの攻撃に比べると、話にならないレベルであった。

			


			《告。結界破壊効果の攻撃を感知……無効化に成功しました。続いて、精神と魔力回路を破壊する攻撃を捕捉……無効化しました。これらの攻撃を『解析鑑定』した結果、究極能力アルティメットスキル『断罪之王サンダルフォン』によるものと断定。これより、対策を開始します──》

			


			　という『智慧之王ラファエル』の分析を聞き流す。

			　俺はチラリと近藤やダムラダ達を見て、後回しだと判断した。

			　ヴェルドラへの攻撃は脅威だったが、それを使わなかったという事は何か理由があるはずだ。

			　使わないのか、使えないのか。

			　光速に近いあの攻撃ならば、接近されたら回避は不可能だ。しかし遠距離からならば、油断しない限り対処が間に合うだろう。

			　そういう状況でありながら、近藤がその場から動く気配はない。恐らくはルドラを守っているのだろうが、それならば無視しても問題ないと考えたのだ。

			　そして俺は、その言葉を発する。

			「出て来い、悪魔共！　上位悪魔召喚門創造コールデーモン・クリエイトサモンゲートッ!!」

			　天空に出現する巨大な魔法陣。その中に浮かび上がるのは、禍まが々まがしい大門だ。

			　それは時空を超えて、俺と繋がりのある悪魔達を呼び寄せる。

			　俺の呼び出しに真っ先に応えたのは、テスタロッサ達悪魔三人娘だ。

			　続いて、二柱の悪魔公デーモンロードと四柱の上位魔将アークデーモンが姿を現し、その眷属たる六百名の悪魔達が後ろに控える。

			　黒色軍団ブラックナンバーズの大半が集結した訳だ。

			「クフフフフ。リムル様、私の部下達は都市の防衛に向かわせました」

			　流石さすがはディアブロだ。

			　何も言わなくても、俺の望みをよく理解している。

			　ヴェノムはマサユキの護衛についているから、自由に動ける者達は勢ぞろいした訳だ。

			　ベニマルもモスに預けていた指揮権を取り戻し、全軍に向けて命令を発している。俺が何も言わなくても、サポート態勢は万全だった。

			　ならば、これ以上の邪魔が入る前に、さっさと儀式を終わらせてしまおう。

			　地上に舞い降りるなり、悪魔達が俺の目の前に跪ひざまずいた。

			　先頭のテスタロッサ達だが、俺の命令を守れなかった事を思ってか、しおらしくなっている。

			「「「申し訳御座いませんでした！」」」

			　と、俺の顔を見るなり謝罪してきた。

			「いや、何も謝る事などない。ヴェルグリンドの足止めも、本来ならば達成されていた。今回は、『並列存在』という裏技を見抜けなかった俺にも責任がある」

			　あんなの、知らなかったら予測不可能だ。

			　夢みたいな力があるかもと恐れていては、どんな作戦も立てられなくなってしまうだろう。今回は仕方ない。それに、テスタロッサ達の戦いぶりは参考になったし、決して無駄ではなかったのだ。

			　そうした感謝の気持ちを伝えてやりたいが、それも後回しだ。

			　俺は悪魔達に向けて、苛烈な命令を下す。

			「いいか、今からお前達に力を授ける。だが、眠りにつく事は許さん。ディアブロのように、その場で進化に耐えて見せろ！」

			　自分でも、無茶な事を言っていると思う。

			　俺は、自分に出来ない事は言わない主義だった。

			　自分が魔王への進化ハーベストフェスティバルの影響で進化の眠りに落ちたのに、配下の悪魔達には耐えろと命じている。そんなのは駄目だろうと思うのだが、今はそんな事を言っている場合ではなかった。

			　ついて来られない者は置いていくまで。

			　そうした意図を読み取ったのか、悪魔三人娘は不敵な笑みを浮かべながら俺の言葉を待っている。

			「出来るな？」

			「勿論ですわ」

			「当然ッ！」

			「我が君の望むままに！」

			　三人とも、その表情に自信を漲みなぎらせていた。

			　俺は迷わず〝魂〟を与えた。

			　もしも失敗したらなど考えない。テスタロッサ達が暴走したらしたで、それを陽動として利用すればいいのだ。

			　俺の優先順位は揺るがない。

			　だからこそ、進化の始まった悪魔達に向けて、この言葉を贈るのだ。

			「好きに暴れて構わない。どれだけの死と破壊を撒き散らしても構わない。ただし、死ぬ事は許さん。ヤツラに俺の邪魔をさせる事も許さん。俺がヴェルドラを解放するまでの間、その身を盾にしてでも足止めしていろ！」

			　死ぬなと言いつつ、その身を犠牲にしろと命じる。

			　とことんワガママだが、それが俺なのだ。

			「ヴェルドラ様の姉君は、どう致しましょう？」

			　ディアブロが俺に問うが、そんなの答えは決まっている。

			「問題ない。邪魔をするなら、俺の敵だ。遠慮なく喰らうだけさ」

			　それを聞いてディアブロは、嬉しそうにニッコリと笑った。

			　ディアブロだけでなく、他の者達も。

			　不敵に笑うベニマル。

			　冷笑を浮かべているソウエイ。

			　満面の笑みで準備運動を始めるシオン。

			　皆、頼もしき仲間達だった。

			


			

			


			「露払いは、我等にお任せを」

			　ベニマルの言葉に、俺は頷く。

			「そうか。ならば、行け。行って敵を殺し尽くせ！」

			「「「御心のままに」」」

			　これでいい。

			　これで後顧の憂いなく、ヴェルドラに集中出来る。

			　そして俺は、ヴェルドラへと視線を向けた。

			　俺が準備を整えている間に、ヴェルグリンドも迎撃態勢を整えていたようだ。ヴェルドラから魔素を譲り受け、完全回復している様子である。

			　その回復力こそ、ヴェルドラの真骨頂。膨大な魔素エネルギー量を誇るヴェルドラだからこそ、短時間での回復が可能なのだ。

			　そんなヴェルドラだが、今は俺に敵意を向けている。

			　疑いようもなく、皇帝ルドラの傀かい儡らいと化しているのだ。

			　ヴェルグリンドもやる気みたいだし、どうやら二体の〝竜種〟を相手にしなければならないようだ。

			　大変だが、やるしかないだろう。

			　ディアブロにも言ったが、ヴェルグリンドが敵になるのなら、排除するまでだった。

			「待っていろよ、ヴェルドラ。直ぐに解放してやるからな」

			　そう呟いて、俺は翼を広げて飛翔する──

			


			[image: ]

			


			　リムルが飛び去った後、残った者達は速やかに行動に移った。

			　ベニマルは戦場の状況を把握し、適切な指示を飛ばしていく。それと同時に都市部に残る幹部達へ向けて『思念伝達』を行い、速やかに緊急態勢へと移行させていた。

			　ソウエイは己の『分身体』を各地に派遣し、情報収集を行っている。

			　そんな中、ディアブロは興奮の絶頂にあった。

			「クフフフフ！　見ましたか、皆さん？　リムル様がとうとう、その本気の御姿を見せて下さいますよ！」

			　そんなディアブロに、シオンが呆れたように言う。

			「馬鹿め！　どんなリムル様であれ、素晴らしいのです。興奮するのは後にして、今は敵を潰す事に専念しなければなりません！」

			　少しおかしな点もあるが、シオンの言葉は正論であった。

			　初めて見る暴走するリムルの姿に驚くのもわかるが、今はそんな場合ではない。ベニマルが宣言した通り、露払いこそが幹部達の役割なのだった。

			　しかも、リムルからの勅令である。

			　それは、幹部達にとっては福音であった。

			　まして、リムルに召喚された悪魔達にとっては、至上の悦楽となる。その表情は喜びに満ち満ちており、今こそお役に立てる時だとばかりに力を漲みなぎらせていた。

			　いかに呼び出しがかかるのを待ちわびていたのか、その態度を見れば明白だった。

			　リムルの怒りの深さを証明するかの如く、その恐るべき破滅の力が振るわれようとしている。

			　下された命令は、実に単純シンプルだった。

			


			　──敵を殺し尽くせ！

			


			　その命令を受けて、悪魔達は使命に燃える。

			『我等が主の望みのままに!!』

			　恐れるモノなどない悪魔達は、主の役に立つ為に、その身を戦いへと投じようとした。

			　しかし──

			「待ちなさい！」

			　というディアブロの一言で、全員が動きを止める。

			　一斉に、ディアブロへと視線を集中させる悪魔達。

			　ディアブロは片手を挙げ、悪魔達を楽にさせた。

			「クフフフフ。お前達は理解しているのですか？　一人たりとも死んではならぬという、リムル様の御命令を。お前達の死が、我等幹部の首を差し出しても許されざる大罪となるのだ、という事を」

			　朗々と告げたディアブロに、悪魔達が押し黙った。

			　ディアブロの笑顔は、親しみよりも恐怖感を相手に植え付ける。

			　そしてまた、ディアブロの言葉は正しく反論を許さない。

			　悪魔達は静かに、次の言葉を待った。

			　口を開いたのはベニマルだ。

			「ディアブロの言う通りだな。お前達は不死身なのだろうが、それは屁理屈だと知れ。リムル様に対し、そのような言葉は言い訳にならんのだ！」

			　時間が経てば復活出来るからと言って、死んでいい理由にはならない。ベニマルの言葉は、悪魔達の勘違いを正すものとなった。

			　全員が己の過ちを悟り、大人しくなる。

			　それを見届け、ディアブロが口を開いた。

			「という訳で、役割分担を定めます。ベニマル殿、配役をお願い出来ますか？」

			「お前はどうする気なんだ？」

			　ディアブロが自分の言葉に従うのかと、ベニマルは問うたのだった。

			「ああ、私の事は除外でお願いします。気になるネズミがいるので、私はそちらの対応をしようかと」

			　その答えを聞いて、ベニマルは肩をすくめた。どうせそんな事だろうと、最初から思っていたのである。

			「……なるほどな。まあ、好きにすればいい」

			　ディアブロに関してはノータッチ。それがベニマルの認識である。

			　そもそもディアブロはリムル直轄となるので、ベニマルの指揮権でも命令する権限がないのだった。今回はディアブロから任されたので、それならばとベニマルは指令を下したのである。

			「それでは、ディアブロは自由に行動してくれ。モスは今まで通り、戦場からの情報を俺に寄越して欲しい。あくまでもリムル様の意に沿う形で、戦場全域に展開してくれていい」

			　ディアブロはニッコリと頷いた。

			　モスも問題ないと首肯する。既に分身を散らばらせているので、現在もリアルタイムでベニマルとの『思念伝達』が繋がっているのだ。

			「私を置いていくと許しませんよ」

			　偉そうにシオンが発言した。

			　シオンも『空間転移』を行えるのだが、あくまでも視認した範囲しか転移出来ない。シオンは座標計算が苦手なのだった。

			　ベニマルはやれやれと苦笑しつつ、大きく首しゅ肯こうした。

			「勿論、お前の戦力も当てにしているさ。飛空船上の大きな気配だが、皇帝ルドラを除いて八つあるからな。ちと厳しいが、リムル様ほど無茶な相手ではない。ディアブロがいなくても、俺達だけで何とかなるはずだ」

			「戦場の方も厄介だぞ。三万もの敵の援軍が、続々と参戦している」

			　ソウエイからの忠告だ。

			　それも当然、ベニマルは把握済みであった。

			「わかっているさ。だからこそ、時間との勝負だ。ガビルには精一杯の時間稼ぎを命じたから、犠牲者が出る前に皇帝の身柄を押さえなければな」

			　どこまでも不敵にベニマルが言うと、ソウエイやシオンも頷きを返した。

			　リムルがそれを望む以上、ベニマルに否やはないのだ。全力でその望みを叶えるべく、これが最善だと思われる作戦を立案していた。

			　戦場は時間稼ぎに徹し、一番厄介な飛空船の戦力を叩く。そうする事が逆に、都市部への攻撃を防ぐ事になるとの判断であった。

			　ちなみに、ベニマルが言う八つの気配の正体だが、ヴェルグリンドが保険として残しておいた『別身体』と、集結した〝ひとけた数字ダブルオーナンバー〟達を指している。近藤中尉にダムラダ、皇帝を守護する四騎士と、最後の一人がマルコだ。今となっては誰も気配を隠していなかったので、ベニマルのユニークスキル『大元帥ヒキイルモノ』で察知出来たのだった。

			　この時、ベニマルに朗報が届く。

			「──ゲルドから応答があった。たった今、進化を終えて目覚めたようだ」

			　〝守征王バリアロード〟ゲルドが目覚めた。それに呼応して、彼の部下達も目覚め始めているという。

			　間もなくすれば、都市防衛に参加するとの事だった。

			「それは重畳。ゲルド殿が防衛に回ってくれるならば、上位悪魔騎士ディアブルシュバリエを都市防衛から外せそうですね」

			「それは俺の指揮下に入れていいのか？」

			「ヴェノムは動かせませんので、系統だった動きが出来ません。戦況に応じて、各人の判断に任せるとしましょう」

			「わかった」

			　こうして、幹部達の短いやり取りで各々の役割が決まっていった。

			　後は勝利だけを信じて動くのみなのだが、もう一つだけ確認事項が残っていた。

			「それで、お前達は戦えるのか？」

			　ベニマルがテスタロッサ達に問う。

			　その言葉に遠慮など一切ない。

			　戦力として期待出来るのかどうか、それを確かめるだけの問いだった。

			「クフフフフ。聞くまでもありません。ここで否と答えるような者など、私の部下には不要ですから」

			　ディアブロは、テスタロッサ達に視線を向けた。

			　その圧力を受けるまでもなく、テスタロッサ達は立ち上がる。

			「愚問ですわね。ディアブロに出来て、わたくしに出来ない事などありませんもの」

			「ちょっと厳しいけど、ボクも問題ないかな。だって、戦うのは好きだしね！」

			「我が君からの期待に応える為にも、次の失態は許されないからね。こんなところで休んでいる場合じゃないとも」

			　リムル様のお役に立つ為に──と、彼女達の意思は一つだった。

			　そしてそれは、彼女達の眷属も同様だ。

			　悪魔達は、急速に進化を完了させていく。

			　待ちわびていた命令が今、最大の歓喜とともに下されたのだった。

			　………

			　……

			　…

			　この時、テスタロッサ、ウルティマ、カレラの三名は、ディアブロと同じく〝悪魔王デヴィルロード〟へと進化した。

			　悪魔公デーモンロードすら問題にもならぬ魔神、この世界の最強の一角へと。

			　かくして〝原初の七柱〟全員が、全ての制限を解除された同格の存在へと至ったのである。

			


			　ディアブロの配下たるヴェノムが悪魔公デーモンロードに至ったように、テスタロッサ達の配下もまた、進化という名の祝福ギフトを得た。

			　モスとヴェイロンは悪魔公デーモンロードのままではあるが、その魔素エネルギー量は覚醒魔王にも匹敵するほどに増大している。

			　他の四名、アゲーラ、エスプリ、ゾンダ、シエンは、〝魔王種〟をも凌ぐ悪魔公デーモンロードへと至っていた。

			　あらゆる悪魔の中で、名実ともに最上位存在へと進化した訳だ。

			　こちらもまた、同格の存在でありながらも実力差は明確に存在する。爵位の違いがそのままに、彼等の階級を定めていた。

			　モスは、王に匹敵する大公級へと。

			　ヴェイロンは、公爵級に。

			　アゲーラは、侯爵級。

			　エスプリは、伯爵級。

			　シエンとゾンダは、子爵級。

			　余談だが、ヴェノムは男爵級と認められていた。

			　残る者達の中には、指揮官である上位魔将アークデーモンが数体誕生している。この者達は騎士爵に相当し、これより長き年月をかけて授じゅ爵しゃくを目指す事になる訳だ。

			　後の六百体近くは、上位魔人に匹敵する上位悪魔騎士ディアブルシュバリエになっていた。

			　より強く、リムルの為に役立てるように。

			　悪魔達は進化を遂とげたのだった。

			　………

			　……

			　…

			　誰一人として欠ける事なく、戦闘への参加意思を示す悪魔達。

			　ベニマルは満足そうに頷く。

			「いいだろう。お前達の働き、期待させてもらおう」

			　こうして急きゅう遽きょ、悪魔三人娘とその腹心達も飛空船強襲に参加する事となったのだが、ベニマルは最初からそのつもりだったのか迷わずに指示を出す。

			「それでは、テスタロッサ殿。貴女には、ゴミ共の掃除をお願いしたい。頼めるかな？」

			「ええ、よくてよ。容易たやすいもの」

			「ちょっと待ってよ、ボクがやりたい！　ボクだって余裕だよ？」

			　ベニマルがテスタロッサに命じたのだが、ウルティマが横槍を入れた。

			　それに対し、ベニマルは怒るでもなく言う。

			「誰がやっても構わないが、あの飛空船は残したい。あれを決戦場として、皇帝ルドラとの決着を付けねばならんからな」

			「クフフフフ。ウルティマ、私はベニマル殿に配役をお願いしたのです。それに異を唱えるという事は、私に逆らうという事になりますよ。その点をよく考えて、発言しなさい」

			　ウルティマが幸運だったのは、ディアブロの機嫌が最高に良かった事だろう。

			　普段ならば、今の発言は制裁ものだったのだ。ディアブロの機嫌が良かったからこそ、諭すだけで終わったのである。

			「ちぇっ、残念だな。でも確かに、ボク向きではないね。ベニマルさんの指示に従うよ」

			　ウルティマは、口にした直後に自分の発言がヤバイと気付いていた。だから何事もなく話が流れた事に安堵し、納得したふうにして矛を収める。

			　無邪気過ぎて失敗する事もあるが、ウルティマは意外にも空気が読めるのだった。

			「続けるぞ」

			　ベニマルがそう告げて、残る者達の役割を伝達していく。

			　先まず最初に、テスタロッサが皇帝旗艦を守る騎士達の排除を請け負った。それに続いて、突撃する者の名が挙げられていく。

			　シオン、ソウエイ、ウルティマ、カレラの四名は確定だ。当然、ベニマル自身も参加する予定である。

			「皇帝ルドラだが、恐らく動くまい。もしも動くようなら、これを叩けば済む話となる。だから俺達が倒すべきは、いるであろうヴェルグリンド様の『別身体』と、残る七名の〝ひとけた数字ダブルオーナンバー〟達となる訳だ」

			「そうすると、一人が一人を相手にしていたのでは足りませんね。仕方ありません。私は二人ほど始末するとしましょう」

			　何なら三名でも構わないとシオンが豪語するが、ベニマルがそれを宥なだめつつ続けて説明する。

			「まあ待て、シオン。確かにお前の言う通りだが、そこの者達から仕事を奪うのは良くないぞ」

			　そう言ってベニマルが目線を向けたのは、期待に満ちた表情で指示を待つヴェイロン達だった。

			「いいか、油断は大敵なのだ。必要な数のみを残し、最大戦力で攻め込む事とする。当然だが、テスタロッサ殿にも働いてもらう事になるが？」

			「望むところですわ」

			　それを聞いて、テスタロッサは艶えん然ぜんと微笑ほほえんだ。雑魚の掃討だけで終わるなど、堪え難き屈辱だと思っていたのだ。ウルティマと違って口には出さなかったが、もしも居残りを命じられていたら、どうしても不満に感じてしまうところであった。

			「あの飛空船から誰も逃がさぬようにする為に、百名の見張りを残そう。残る五百名の上位悪魔騎士ディアブルシュバリエ達は、ガビル達の援護に向かって欲しいのだが……指揮官は誰に──」

			「それでしたら、シエンが適当かと。モスとも馴染み深いですし、そうした雑務は得意としておりますので」

			　名前を呼ばれて、シエンが顔を上げた。テスタロッサに覚えていてもらえたのが嬉しいのか、少し涙目になっている。

			「良かろう。それではシエン、直ぐに向かってくれ」

			「ハッ、承知しました！」

			　シエンの行動は機敏だ。自分の眷属である百名を残し、その他全員を引き連れてこの場から飛び立って行く。そしてそのお陰で、ガビル達は全滅を免れたのだった。

			


			　こうして、方針が決まった。

			　テスタロッサの先制攻撃に続き、選えりすぐられた精鋭のみで飛空船に突入する。それに続いて、百名の上位悪魔騎士達ディアブルシュバリエによって皇帝旗艦の封鎖を行う訳だ。

			　突入するのは、ベニマル、シオン、ソウエイ、といった幹部勢。それに加えて、三名の〝悪魔王デヴィルロード〟と、四名の悪魔公デーモンロードが決戦の場に赴く事になる。

			「ヴェイロン、アゲーラ、エスプリ、ゾンダ、選ばれた事を感謝するんだね」

			　とカレラが言うが、誰よりも嬉しそうなのは本人であろう。

			「クフフフフ。それでは皆さん、御武運を」

			　話がまとまるなり、笑顔で挨拶するディアブロ。

			　真っ先にテスタロッサが応じた。

			「うふふふふ。それではアナタ達、もしも私の祝福から生き延びた者がいたら、ちゃんと始末するのよ。一匹たりとも逃がさないように、ね」

			　テスタロッサは自分の眷属達に向かい、猟犬として役立つように命じた。悪魔達としては言われるまでもない事なのだが、そう口にする者など皆無である。

			　それ以前に──今のテスタロッサの攻撃に耐えられる者がいるのかどうか、そっちの方が疑わしいと考えていたのだった。

			　テスタロッサは自分の配下に命令を下すと、速やかに獲物へと向けて動き出す。

			　それに続き、ベニマル達も飛翔する。

			　遅れてなるものかと、ヴェイロン達も後に続く。

			　悪魔達も散開し、一隻の飛空船を取り囲むように配置を終えた。

			　間もなく、大空での決戦が始まろうとしていた。

			


			　──と、思われたのだが……。

			　ウルティマとカレラも動こうとして、ふと思い出したようにウルティマが首を傾げる。

			「それで、ディアブロは何するの？」

			　ウルティマが問うと、気になったのかカレラも振り向く。

			　ギクッとした様子になるディアブロ。

			　しかし慌てる事なく、笑みを浮かべて答える。

			「ですから、私には重要な役目があるのです」

			　その笑顔を見て、ますます怪しいと感じる二人。

			「気になるネズミとか言っていたが、それは誰の事だい？」

			　と、カレラまで追及を始めた。

			「それは貴女達が知る必要のない事で──」

			「まあ待ちたまえ。ディアブロ、隠し事は良くないと思うぞ？」

			「そうだよ。リムル様だって、情報共有は大事だって、常に口にしているじゃん」

			　そう突っ込まれると、ディアブロも答えるしかなくなる。

			「私には、リムル様の勇姿を見守るという、崇高な使命があるのです！　これは非常に重要な役目であり、貴女達に任せる事など出来ないのですよ!!」

			　とんでもない事をヌケヌケと言い放った。

			　ここにベニマルがいなかったのが幸いであろう。

			　もっとも、いたとしても呆れられるだけだったかも知れないが。

			　しかし、それで納得出来ないのがウルティマとカレラだ。

			「何よそれ!?　ボクだって、リムル様の活躍を見ていたいのに!!」

			「ちょっと待て、詳しく聞こうじゃないか。そんな役得を、君だけが堪能する気なのかい？　いくら君が我等の上司だと言っても、それは横暴が過ぎるというものだろう」

			　そうなるよなという、実に自然な反応であった。

			　ウルティマは思った。

			　どうしてベニマルがいる時に、この質問をしなかったのか、と。

			　カレラは分が悪いと悟った。

			　ここにテスタロッサがいれば話は違ったのだが、ウルティマと自分の二人だけでは、ディアブロをどうこう出来るはずがない、と。

			「おや、不満そうですね？」

			「当然だよ！」

			「命令には従うが、納得は出来ないな」

			　ふむ、とディアブロも思案する。

			「仕方ありませんね。貴女達には、本当の事をお伝えしておきましょうか。実は、敵方に異空間を操る者がいるのです。多分、ヴェルグリンド様だとは思うのですが、それに囚われてしまっては、現世との繋がりが絶たれてしまう恐れがある──」

			「──ッ!!」

			「なるほど……それならば確かに、誰かが残っていた方がいいだろうね」

			　神妙な表情でディアブロが頷く。

			「そうなのですよ。私も戦いに参加したいのですが、とても残念です」

			　これで言いくるめられると、ディアブロは内心でほくそ笑んでいた。

			　その頭脳は無駄に高性能であり、言い訳させたら天下一品なのだ。リムルも困った時には頼りにする、黒い相棒なのである。

			　ところが、ウルティマの突っ込みは鋭かった。

			「じゃあ、ネズミって何なの？」

			　チッ──っと、表面には出さずに舌打ちするディアブロ。リムルとヴェルグリンドの戦いを見学出来ると思って上機嫌だったのだが、邪魔者がなかなか去らないので苛いら立だちが募つのっていた。

			「残念ですね、ウルティマ。貴女ならば、言わなくとも気付いてくれると思っていたのですが……」

			　ちょっとした嫌味を交ぜたのは、その仕返しであった。

			　ともかく、隠す必要などないので、正直に答える。

			「神楽坂優樹ユウキ・カグラザカですよ。私も気配を探ってみましたが、その中にユウキと合致するものはありませんでした。船内のどこかに隠れ潜んでいるのならば問題ありませんが、もしもヤツがリムル様の邪魔をしようとしているのならば、これは放置出来ないでしょう？」

			「そうだな。リムル様からの勅令に背く事になる」

			「うんうん、絶対に邪魔をしちゃ駄目だもんね」

			「そういう事です。ネズミの目的など知りませんが、少なくとも誰か一人は、ここに残ってリムル様を見守る必要があるのですよ」

			　リムルの戦いを見たいという本音が半分、ちゃんとした役割があるのだという建前が半分。いいや、本音部分の方が比率が大きいディアブロであった。

			　ともかく、ウルティマとカレラも納得はした。結局は不満に思いつつも、ディアブロの言い分を認めたのである。

			「まあいいや。この不満は、向こうの人達にぶつけちゃおうかな」

			「ええ、存分に」

			「大暴れしても文句はないんだね？」

			「当然です。何なら、ルドラを始末してくれても構いませんよ」

			「ふむ、それも面白そうだな。それでは、ここは譲るとしよう」

			「そうだね。ボクも大暴れして、憂さ晴らししよ～っと！」

			　うんうんと、ディアブロも力強く頷く。

			　その程度で納得してくれるのなら、安い買い物なのである。

			　遅れると美お味いしいところを持っていかれてしまうと、カレラとウルティマは大慌てで去って行った。

			「頑張って下さいね」

			　と、ディアブロは満面の笑みで二人を見送る。

			　そしてディアブロも、リムルを追って飛び立ったのだった。

			　皆が去ったその場にて。

			　ラプラスは思った。

			　ワイの事なんて誰も眼中にあらへんやん、と。

			　置いて行かれて、少し寂しいラプラスである。

			「ほ、ほんならワイは、カガリ様を助けに行きますよって……」

			　と、誰もいないのに挨拶してから、ラプラスもその場を後にしたのだった。

			


			　そして──

			　誰も知らぬ内に、事態は動く。

			　リムルの怒りに呼応して、進化する魔物達。

			　凄まじい速度で肉体を再構築し、新たな能力を獲得し──その全ては『食物連鎖』によって、リムルも知らぬ間に〝蓄えられる力〟へと還元されていく。

			　たった今ゲルドが目覚めたように。

			　悪魔達が無茶な進化を遂げたように。

			　まだ目覚めぬ、他の者達も続くだろう。

			　それは、単なる覚醒進化に留まらない。

			　効率よく管理され、リムルの力を増大させる要因となる。

			　より効果的に、より実戦的に。

			　まだ誰も知らない上限すらも超えて、リムルの力は解放の時を待つのだ──

			


			[image: ]

			


			　皇帝旗艦の艦首部には、複数の男達がいた。

			　ルドラを先頭に、近藤とダムラダが後ろ左右に控える。その四方には、序列三位から六位に当たる四騎士が守護していた。

			　近藤の後ろにはマルコも控えており、この場には残る〝ひとけた数字ダブルオーナンバー〟が勢ぞろいしていた。

			　ルドラの右席は、ヴェルグリンドの定位置だ。何かあればルドラを守れるように、最後の『別身体』が控えている。ただし、今のヴェルグリンドは、リムルとの戦いに集中する為に、設えられた椅子にその身を預け、意識を飛ばしてルドラにもたれかかっていた。

			　そんなヴェルグリンドの蒼髪を優しく撫でていたルドラだが、動き出した魔王リムルを見て忌々しそうに呟く。

			「あれは別物だな。余の判断ミスだ。真っ先に始末すべきは、あのスライムであったか」

			　それは、まだ戦いは終わっていないと告げるに等しい言葉であった。

			　………

			　……

			　…

			　つい先程までは、ヴェルドラの捕獲に成功したと祝勝モードに包まれていた。しかし今は、そんな空気など微塵も残っていない。

			　リムル達を敵として認識しているのだ。

			　顕現した魔王リムルを筆頭に、幹部級の魔人達まで戻って来た。この時点では、まだ余裕があった。

			「ふむ、夢幻要塞から脱出するとは、少し甘くみていたかな。力の根源たる飼い主ヴェルドラを奪われたからか、死に物狂いで戻って来たのであろうな」

			　と言って、ルドラも嗤わらっていた。しかし、近藤の攻撃をリムルが無効化して見せた事で、ルドラも事態を重く見たのである。

			　そして何よりも、リムルが呼び出した悪魔達が問題だった。

			　受肉した上位悪魔グレーターデーモンは、ただでさえ厄介なのだ。それなのにリムルは、そんな悪魔達の力を増大して見せたのである。

			　何をしたのかは不明だからこそ、警戒すべきなのは当然であった。

			　………

			　……

			　…

			「達也よ、手を抜いた訳ではないのだな？」

			「勿論です。〝破界弾リムーブ〟と〝呪壊弾ネクロシス〟ですが、両方とも通じませんでした。どうやら、本気で戦わねば勝てぬ相手のようです」

			　そう答える近藤もまた、魔王リムルを見て失敗したと考えていた。

			　ルドラが言うように、リムルが危険極まる相手だと判断したのである。

			　ヴェルドラ捕獲を優先したが、それは誤りであった。どちらか片方ではなく、同時に攻略すべきだったのだ。

			　その考えに行き着いたものの、もはや状況は動き出してしまっていた。

			　魔王リムルが、油断ならぬのは把握していた。

			　だからこそ策を弄して罠に嵌め、後回しにしたのだ。

			　ヴェルドラというリムルの拠り所を奪えば、自然と屈するだろうと判断しての事である。

			　そして、今。

			　近藤の判断は裏目に出た。

			　ヴェルドラにとってリムルが逆鱗となるように、リムルにとってもまた、ヴェルドラの存在は逆鱗になったのだ。

			　それに触れてしまったと早々に気付いた近藤は、誰よりも早くリムルを仕留めようとした。

			　そして放ったのが〝破界弾リムーブ〟と〝呪壊弾ネクロシス〟である。〝神滅弾ジャッジメント〟が使えない今、この連撃が最強の攻撃手段だったのだ。

			　しかし結果は、何の痛痒も与える事なく、リムルの行動を阻害する事さえ出来なかったのである。

			　力の根源であるヴェルドラを奪われて、無力な存在となり果てた魔王？

			　とんでもない。

			　盟友を奪われようとして怒り狂っている、暴虐の意思。

			　そう考えるべきであった。

			　手を抜くどころか、本気で挑まねば敗北してしまう──近藤は、そう判断したのだった。

			「達也がそう言うのならば、四騎士でも勝てぬな。あの者の相手をさせて、手に入れたヴェルドラの力を試すとしよう」

			　ルドラとて、近藤に言われるまでもなくリムルの脅威を理解していた。わざわざ説明させたのは、この場にいる者達と認識を共有させる為である。

			　〝ひとけた数字ダブルオーナンバー〟は、ルドラが集めた実力者達だ。だからこそ、ここで敵の脅威を共通認識とする事で、詰めを誤らぬように注意喚起したのである。

			　リムルは確かに脅威だが、油断しなければ処理出来る相手だ。ただし、ここでせっかく集めた戦力を喪失するのを避けたかった。

			　ルドラは最後の大勝負を前に、どこまでも慎重を期していた。誰一人として欠ける事なく、ギィに挑みたいと考えていたのである。

			　状況的に、勝利は間近だった。

			　ヴェルドラを捕獲した事で、帝国は大きなアドバンテージを得た。ルドラにとっては、長きに渡るギィとの勝負に終止符を打つ、一歩手前という状況となっていたのだった。

			　ここでミスをするなど許されない。

			　だからルドラは、万全を期してヴェルドラをリムルへとぶつける事にした。ヴェルグリンドにサポートさせれば、万が一など起こり得ないと確信して。

			　そして近藤達には、リムルの配下の処理を任せるつもりでいる。これで何の問題もないはずだった。

			　可能ならばリムルも手中に収めたかったルドラだが、こうなった以上、排除はやむなしである。本命だったヴェルドラを手に入れた今、魔王如きに計画が狂わされるなど論外なのだ。

			　そもそも魔王など、〝竜種〟に比べれば脆弱な存在だ。であるからこそ、リムルを脅威と認めつつも、作戦の失敗など有り得ないとルドラは考えていた。

			　〝竜種〟とは、この世界における最強の存在なのである。そんな〝竜種〟が二体もいるのだから、リムルの敗北は必然、そう考えるのが自然であった。

			　ただ一つ、気になる事がない訳ではない。

			（……あの時、ヴェルドラはどうして、余の支配への抵抗を止めたのだ？）

			　その点だけが疑問だった。

			　時間をかければ、どの道成功していたのは間違いない。それを悟ったからこそ、ヴェルドラも諦めたのだと解釈するのも可能だ。

			　しかしルドラには、それだけが理由ではないように思えたのだ。

			　ルドラは王権発動レガリアドミニオンを通して、ヴェルドラの怒りをまともに感じている。それだけに、ヴェルドラが簡単に諦めるような性格ではないと見抜いていた。

			　もしかすると、ヴェルドラ自身よりも重要な何かを守る為だったのではないのか？

			　──と、ルドラの脳裏に疑念が渦巻く。

			　だとすれば、その重要な何かとは──

			「まさか、な」

			　ルドラは頭かぶりを振って、自らの考えを否定する。

			　ヴェルドラが魔王リムルを優先したなどと、ルドラには認めがたい想定なのだった……。
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			　ヴェルグリンドは人の姿に戻り、ヴェルドラに近付いた。そして、優しくその頭へと寄り添い、竜鱗を撫でる。

			「良い子ね。次に目覚めた時は、私達の仲間になっているわ。そうしたら、心行くまで大事にしてあげるわね」

			　ヴェルグリンドは長きゲームの終わりを予感する。

			　ところが、そうは問屋が卸さない……。

			


			　突如、リムルが出現した。

			　無粋な邪魔者の姿に、ヴェルグリンドの機嫌が低下する。それと同時に、少しばかりの危機感を覚えた。

			　あの『夢幻要塞』から、どうやって脱出したのか気になったのだ。

			　さてどうしたものかと思案するヴェルグリンドの前で、事態は思わぬ方向へと動き出していた。

			　リムルが数多あまたの悪魔を召喚し、見せつけるようにして力を与えたのだ。

			　それは挑発だ。

			　ヴェルグリンドを前にして、手の内を晒さらす。止められるものなら止めてみろとばかりに、それはあまりにも大胆過ぎる行為であった。

			　しかも、だ。

			　リムルが召喚した悪魔達の中には、テスタロッサ達まで交ざっていた。何をどうやったのかは分からないが、彼女達も上位存在である〝悪魔王デヴィルロード〟へと進化したのである。

			　それを感じ取ったヴェルグリンドは、リムルに対して警戒心を抱くようになっていた。

			　それに加えて、他にも異常な点があった。リムルの怒りの波動が、弟であるヴェルドラのそれと同様だったのだ。

			　魔王ではあるものの単なるスライムが、〝竜種〟たる自分達と同等の覇気オーラを纏まとっている。ヴェルグリンドにとっては、信じ難い現実である。

			　その一点だけを考慮しても、異常事態なのは間違いなかった。

			　報告を聞いただけなら、有り得ないと一笑に付しただろう。だがしかし、自分の目で見て確認した以上、信じる他ないのである。

			　目前にいる少女の如き魔王は、激しい怒りの波動を抑える事もせずに放出している。

			　その波動が明確に、その危険性を訴えているのだ。

			　その波動を浴びれば、耐性のない人間など一瞬で死に至る事だろう。

			　いや、人間だけに留まらない。

			　強者と言われる上位存在──人間が定めるＡランク未満の者であれば、抵抗すらも許されずに死ぬ事になる。

			　まさしく〝竜種〟に匹敵するような、圧倒的なまでの『魔王覇気』だったのだ。

			（さて、どうしたものかしら？　そもそも、あの〝原初〟達まで手て懐なずけていたのよね。この子ヴェルドラを騙しただけと思っていたけど、とんでもない勘違いだったものね）

			　ヴェルドラだけならば、口八丁で騙しているだけという可能性がある。しかしその手は、海千山千である〝原初〟達には通じないだろう。

			　それがわかった時点で、計画を見直すべきだったのだ。

			　この『魔王覇気』からも明らかなように、魔王リムルには何かあると考えて間違いなさそうだった。

			　考えてみれば、ヴェルドラの成長も驚異的だ。

			　三百年前ならば、ヴェルグリンドに手傷を負わせる事すら不可能だったはずだ。それが、封印から解除されてからの短い期間で、異常なほどの戦闘上手になっていた。

			　ヴェルグリンドの予想を、遥かに上回る成長を見せたヴェルドラ。その原因もまた、目の前の魔王にあるのだろう。

			（一度本国に戻って、疲れを癒やすつもりだったのに。でも、仕方ないわね。ここで始末しておかないと、ルドラにとっての災禍になりそうだもの）

			　ヴェルグリンドは決断した。

			　直接相手をして、リムルを完膚なきまでに叩き潰しておこう、と。

			　今仕留めておかないと、必ず脅威となる──と、ヴェルグリンドは判断したのだった。

			　今の戦いで消費した魔素エネルギーについては、ヴェルドラから補給する事で万全となっている。ヴェルドラの方はというと、あれだけ激しく戦ったというのに、それほど消耗していなかったのだ。

			　つまり、今から全力戦闘を行っても何の問題もないのである。

			　ヴェルグリンドは悠然と、再び戦闘態勢へと戻っていく。

			　全てが想定通りであるという、戦勝気分は捨てた。

			　そうした慢心が、今の状況に繋がったと言える。

			　あの時、『夢幻要塞』の中でリムルを始末していれば、リムルが悪魔共を召喚する事もなかった。それこそ、最後の勝負を残すだけになっていただろう。

			　そう考えると現状は良くないが、最悪という訳でもない。まだまだ勝機は十分にあり、打つ手を間違えさえしなければ、問題なく対処出来るはずだった。

			　ところが、拍子抜けな展開となる。

			　ヴェルグリンドの予想に反して、向かって来たのはリムル一人だったのだ。

			（勝ったわね。全員で向かって来られたら、私でも手こずりそうだったけど──）

			　どれだけリムルが警戒すべき相手であろうとも、自分とヴェルドラの二人で相手をすれば負ける事はない。ヴェルグリンドはそう考える。

			　ただし、勝負は一気に終わらせなければならない。

			　魔王の配下が邪魔に入れば、戦いが長引く恐れがある。そうなる前に、ヴェルグリンドは短期決戦を選択する。直感に従い行動するのが、ヴェルグリンドなのだった。

			『ルドラ！　ヴェルドラに、全力で魔王リムルを叩くようにと、命令を出してちょうだいな』

			『ふむ。お前も余と同じく、あの者を危険だと感じたか。ならば、迷う事もあるまい。ヴェルドラよ、目の前の敵を始末せよ!!』

			　ヴェルグリンドからの要請に応じて、ルドラが王権発動レガリアドミニオンを発動させる。

			　ルドラが自分と同じようにリムルを危険視している事に、ヴェルグリンドは安堵した。ルドラに油断がない以上、勝利は間違いなしだと思えたからだ。

			　もっとも、最強たる〝竜種〟が二体同時に挑むのだから、敗北など考えられないのだが。

			　恐るべき戦いが今、始まろうとしていた──
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			　リムルが、悠然と構えるヴェルグリンドに向かって飛翔する。

			　そんなリムルの前方では、ヴェルドラが天空に向けて咆ほう哮こうしていた。

			　その衝撃が大気を震わせるのと同時に、ヴェルドラが飛び出した。

			　ヴェルグリンドも続く。

			　勝利の確信を込めてか、一声咆哮した。そしてそのまま、リムルを消滅させるべく攻撃が開始されたのだ。

			　ヴェルドラは初手から全力だ。ヴェルグリンドを苦しめた収束暴風攻撃──破滅の咆哮ストームブラストが、リムルを襲う。

			


			《告。収束暴風攻撃を予測。究極能力アルティメットスキル『誓約之王ウリエル』の『絶対防御』にて、各波長を中和し無効化を──》

			


			　自動的に防衛行動を取ろうとした『智慧之王ラファエル』に対し、リムルからの強制命令が飛ぶ。

			『馬鹿やろう！　回避するんだよッ!!』

			　その命令に即座に従った『智慧之王ラファエル』だったが、演算領域の一部では、リムルの意図を測りかねていた。

			　自分が提案した『絶対防御』後の反撃こそが、いくつもある行動パターンの中で最適解のはずだった。それを主たるリムルから否定された事で、少しばかり動揺してしまったのだ。

			　演算領域の極小区域のみでの反応ではあったが、『智慧之王ラファエル』は確かに混乱したのである。

			　リムルが『智慧之王ラファエル』の意見を無視する事は度々あるが、今回は勝手が違う。そんなふうに感じるのも、リムルとの付き合いが長い『智慧之王ラファエル』ならではの感想であった。

			　もっとも、能力スキルという世界法則の一部が、そのような感想を抱く事自体が異常なのだが……当事者達は、その事実に気付いてはいない……。

			　強引に回避行動を取ったリムルを、破滅の咆哮ストームブラストが掠かすめる。その直後、普段からリムルを守っていた『絶対防御』が貫通されて、少し前までリムルが居た場所に爆発が生じた。破滅の咆哮ストームブラストが破壊の力を撒き散らしたのである。

			　回避行動が遅れていれば、負傷は免れなかったであろう。

			　それを見て、『智慧之王ラファエル』の混乱度合いが増す。

			


			　──演算失敗？　不測事態？　理解不能──

			


			　どうしてリムルには、それがわかったのか？

			　演算結果は完璧であり、ミスなどない。であれば、何らかの条件を見落としていたのだろうかと、『智慧之王ラファエル』は情報のスキャンを開始した。

			　量子コンピューターを軽く凌駕する速度で演算しても、原因は不明だった。

			


			《乱。予測では百％防御可能だったはず──》

			


			　思わず漏れ出た、告げる必要もない言葉。

			　それは、有り得ない事に『智慧之王ラファエル』の言い訳だった。

			　単なるスキルが言い訳を口にするなど、本来あってはならない出来事なのである。しかし、それに気付く者などいない。

			　今は戦闘の真っ最中であり、呑気に検証している場合ではないのだった。

			　混乱する『智慧之王ラファエル』に、リムルからの叱しっ責せきが飛ぶ。

			『呆ほうけてる場合じゃねーぞ！　ヴェルドラには『究明之王ファウスト』があるんだ。確か、『確率操作』とかいう面倒そうな権能だっただろ？』

			　そう言われて、『智慧之王ラファエル』も思い出す。そうだ、その通りだった、と。

			　どうして、そんな大切な事を忘れていたのか。

			　おかしい──と、その時になって『智慧之王ラファエル』が異常に感づいた。

			　何者かの干渉を受けているとしか思えなかった。だが、その原因は不明のままである。

			　それをリムルに告げるべきかどうか、『智慧之王ラファエル』は逡しゅん巡じゅんする。

			　原因不明だなどと、自身の誇りにかけても認めたくなかった。しかしこのままでは、リムルが被害を受ける可能性が濃厚である。

			　告げるべきだと、演算結果が出ていた。

			　しかし──リムルから無能の烙印を押されてしまうのは、『智慧之王ラファエル』にとっては存在意義を失うのと同意なのだ。

			　そんな事を考えてしまう事自体が、主への裏切り行為である。

			　スキルが迷うなど、あってはならない出来事なのだから……。

			　激しく混乱する『智慧之王ラファエル』に、リムルの言葉が流れ込んでくる。

			


			『ヴェルドラは無茶苦茶だからな。お前の完璧な演算すら凌駕しても、不思議でも何でもないさ。それよりも、ちょっと失敗したからってイチイチ動揺するな。ヴェルドラに予測は通じない。お前も悩む必要はねーぞ！　考えるな、自分を信じるんだ。ヴェルドラの相手は俺がするから、お前はヴェルグリンドの方を相手にしてくれ！』

			


			　それがわかっただけで良しとしろとばかりに、リムルは語りかけていた。スキルでしかない『智慧之王ラファエル』に、まるで本当の相棒に接するように……。

			『頼むぞ？　アイツ等も二人だが、こっちも俺とお前で、二人だ。お前がヴェルグリンドを抑えてくれたら、俺がその隙にヴェルドラを解放する。だからさ、何としても持ち堪こたえてくれよ？　頼りにしてるぜ、相棒！』

			　その言葉が、『智慧之王ラファエル』の混乱する虚うつろな思考ココロを慰い撫ぶしていく。

			　頼りにしている？

			　間違ったのに？

			　失敗ばかりしている『智慧之王ラファエル』を、リムルは未だに信じてくれていた。

			


			　──ああ!!　この方は、単なる演算能力に過ぎないはずの自分ワタシを、まだ必要としてくれている──

			


			　もう、不安は消えていた。

			　いつもの自信を取り戻し、『智慧之王ラファエル』は応じる。

			


			《──了。理解しました。これより、個体名：ヴェルグリンドの迎撃に移ります》

			


			　そうだ、そうだった。

			　リムルとは──『智慧之王ラファエル』の愛する主とは、〝確率〟などという不確かなものに囚われるような、そんな小さな存在ではないのだ。

			　だから安心して、信じて付いて行けばいいのである。

			　その時、リムルが何気なく告げた。

			『──そう言えば、お前の事をまともに呼んだ事がなかったな。いつもは智慧之王ラファエルさんとか相棒とか、気の向くままに呼んでたもんな。こんな時に何だけど、正式に〝名付け〟てやるよ』

			　──ッ!?

			　理解不能だと『智慧之王ラファエル』は思った。

			　不思議な感覚が『智慧之王ラファエル』を満たす。

			　それは、困惑。

			　それは、歓喜。

			　それは──感情の発露。

			　自分の中に芽生えた演算不能なその不確定要素かんじょうに、『智慧之王ラファエル』は戸惑いを隠せない。

			　何を言っているんだと、『智慧之王ラファエル』は混乱した。しかし同時に、リムルの意図を悟ってしまう。

			　ああ……自分が不調だから、気にかけてくれたのだ、と。

			　ヴェルドラを奪われて、誰よりも悲しんでいたはずだ。それなのに、そんな状況でありながらも、他者を思いやれる。

			　リムルとは、そんな人物なのである。

			『そうだな、〝シエル〟なんてどうだ？』

			


			《！！！！！！!!》

			


			『いつも俺に色々教えてくれるから、おしえる略して〝シエル〟なんてな。どうだ？　気に食わないかも知れないが、我慢してくれ。文句があるなら、あの紅いヤツヴェルグリンドにぶつけてやれよ！』

			　照れ隠しをするような、リムルの発言である。

			　智慧之王ラファエルは──いや、シエルは、スキルが感じるはずのない満たされた想いを味わった。

			


			　──ああ、ワタシは今、永遠の至福の中にいる──

			


			　そう、確かに思考したのだ。

			　それと同時に、進化の時を迎える。

			　究極能力アルティメットスキル『智慧之王ラファエル』より、神智核マナス〝シエル〟が誕生した瞬間であった。

			


			《ワタシ──私は、シエル。神智核マナスであり、能力スキルを統合する者。リムル様マスターの〝魂〟と共にあり、主の補助サポートを行う者です。リムル様、幾いく久ひさしく宜よろしくお願いします》

			


			　シエルは思う。

			　怖おそれるものなど何もない、と。

			　危機的状況であるはずなのに、危険だとは思えない。

			『お、おう。こちらこそ？　宜しくな？』

			　というリムルの声を聞くだけで、シエルは多幸感に包まれた。

			『それじゃあ、お前の力を見せ付けてやれ！』

			　シエルにとってリムルからの命令は、最高の褒美である。

			


			《御命令のままに、リムル様マイロード!!》

			


			　智慧之王ラファエルは覚醒して、シエルとなった。

			　そしてリムルの望みに応えるべく、その力を更に鋭く開花させていく──
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			　リムルから命じられるままに、『智慧之王ラファエル』改めシエルが、ヴェルグリンドの迎撃行動に出た。

			　迫りくるヴェルグリンドの灼熱吐息バーニングブレスを、『誓約之王ウリエル』の『絶対防御』で難なく防ぐ。

			　それを見たヴェルグリンドは、そんな馬鹿なと唖然となった。

			　当然ながらヴェルグリンドは、リムルに対して手加減などしていない。灼熱吐息バーニングブレスは『救恤之王ラグエル』で強化されており、単なる『結界』如きで防ぐなど有り得ないのだ。

			　それこそ、完璧に攻撃を見切っているような格上の相手でもない限り、何らかの代償が必要となるはずであった。

			　それなのに、リムルには疲弊した様子もない。

			　ヴェルグリンドの竜形態ドラゴンモードでの一撃に無傷で耐えるなど、〝原初〟たるテスタロッサ達にも不可能である。それを平然とやって見せるなど、リムルという魔王には生半可な攻撃が通じない事を意味していた。

			　ヴェルグリンドは不快に思いつつも、冷静に思考を続ける。

			　魔素エネルギー量はヴェルグリンドが上回っているのだから、考えられるのは能力スキルの質で負けている可能性だ。もしくは、魔王リムルが熱攻撃に対する完全耐性を有している可能性である。

			　ヴェルグリンドは、悩むよりも試してみる事にした。

			　ヴェルドラにしたように部分的な『別身体』を出現させて、十一条の光線──核撃魔法：熱収束砲ニュークリアカノンを展開させる。その上で、十一の頭部から同時に灼熱吐息バーニングブレスを放つ。

			　二十二条の熱線による多段攻撃は、小惑星など簡単に蒸発させるほどの熱量を有していた。これを喰らっても無事ならば、リムルには熱攻撃が通じないに等しいと証明される訳だ。

			　結果は、ヴェルグリンドにとって認めたくないものであった。

			　逃げ場を塞ぐように交差させた熱線が、リムルに向けて収束した。その全てが、リムルが出現させた光の盾シールドによって弾かれてしまったのだ。

			（チッ、忌々しい！　計算され尽くしたように完璧に、最小限度の動きで防いでのけるとは！）

			　面白くない、とヴェルグリンドは憤ふん慨がいした。

			　リムルに熱攻撃が通用しないのもそうだが、今の攻撃がほとんど無意味だったのが許せないのだ。

			　少しでも消耗させていれば、絶対的な魔素エネルギー量の差によってヴェルグリンドの勝利が揺るがない。しかし現状、リムルのエネルギー損耗率はゼロに等しいものだった。

			　これでは、ヴェルグリンドの方が先に疲弊しかねない。そう悟り、ヴェルグリンドはさっさと本気を出す事にしたのである。

			　それに、もう一つ不愉快な事実があった。

			　リムルは最初にヴェルグリンドを一瞥しただけで、その後は見向きもしなかった。ヴェルドラに集中して対応し、ヴェルグリンドには目を向けようともしていないのである。

			　ヴェルドラに対しては盾を使用せず、全ての攻撃を回避している。どうしようもない場合のみ、同種の攻撃で相殺を狙っていた。それなのにヴェルグリンドの攻撃は、光の盾シールドだけで受け流していたのだ。

			　いくら『魔力感知』によって全周囲を認識出来るとは言え、明らかに無視した態度である。それが意味するのは、ヴェルグリンドなど脅威ではないという宣言であろう。

			　それが、ヴェルグリンドの逆鱗に触れたのだ。

			（私を舐めた事、後悔させてあげましょう!!）

			　誇り高きヴェルグリンドは、彼女の持つ最大威力の攻撃を放つ事を決意したのだった。

			


			　自分を無視するリムルに憎悪の視線を向けて、ヴェルグリンドは強大な魔力を練り上げる。そしてそれを、自身の身体へと駆け巡らせた。

			　究極能力アルティメットスキル『救恤之王ラグエル』による〝支援〟と、自身の熱に象徴される〝加速〟の権能。これらを並列起動させて自身に使用したならば、熱量、つまりは運動量を、強制的に増加させる事が出来るのだ。

			　これによってヴェルグリンドは、音速の数千倍という、この世界における物理的最速行動を可能としているのである。

			　では、この権能の対象を自分以外の者にしたらどうなるのか？

			　精神生命体であり、物理的耐性もあるヴェルグリンドには問題にならない運動量の増加だが、果たして他にも、これに耐えられる者が存在するのか？

			　答えは、否だ。

			　強制的に加速を加えられ続けたら、どのような生命体であれ肉体が耐えられない。それが精神生命体であっても同じことで、情報すらもエネルギーに換算されて、いずれは熱崩壊に至るのである。

			　それこそがヴェルグリンドの──

			「死ね！　一欠片ひとかけらの肉片すらも残さずに、その身を朽ち果てさせるがいい！　灼熱竜覇加速励起カーディナルアクセラレーション──ッ!!」

			　灼熱の抱擁バーニングエンブレイスをも超える最強奥義であった。

			　灼熱竜覇加速励起カーディナルアクセラレーションには、ヴェルグリンドの全権能が込められている。来るべき決戦の日に向けて編み出した、対ヴェルザード用の奥の手なのだ。

			　本来ならば魔王如きに見せるのは勿体ないのだが、激怒するヴェルグリンドはお構いなしだった。

			　真紅の竜の咆哮に乗って、〝破滅の波動〟がリムルへと解き放たれる。

			　〝灼熱竜〟が放つ究極の一撃は、最速たるヴェルグリンドの矜きょう持じを示すが如く、一瞬にしてあらゆる物質を崩壊に至らしめるのである。

			　何人たりとも回避不可能な速度で、敵を葬るのだ。

			　ヴェルドラに集中していたリムルなど、気付いた時は既に手遅れ。いや、何が起きたのか理解する暇もなく、この世から消滅するはずであった。

			（私を侮あなどった事を後悔させたかったけど、そんな暇もないでしょうね。それだけが残念だわ）

			　と、ヴェルグリンドは絶対の自信を持って、攻撃の結果を確かめようとした。

			（──ッ!?）

			　そこに立つ無傷のリムルを見て、ヴェルグリンドは驚愕した。

			　馬鹿な、有り得ない──と、思わず自分の目を疑ってしまったほどである。

			　回避不可能の、絶対的な一撃を、無傷で耐えられる者など存在するはずがないのだ。

			　それがたとえ魔王ギィ・クリムゾンであろうが、ヴェルグリンドの姉たる〝白氷竜〟ヴェルザードであろうが、倒すに足るだけの威力が秘められているとヴェルグリンドは考えていたのだった。

			「……無傷ですって？　有り得ない。あらゆる『結界』や防御系の能力スキルにも影響を及ぼすのが、私の灼熱竜覇加速励起カーディナルアクセラレーションなのよ!?　それを受けて平然としているなんて、貴方、何をしたの？」

			　ヴェルグリンドは焦っていた。

			　何らかの手段で相殺したならばまだしも、『結界』等で無効化するなど不可能なはずなのだ。あまりにも理解出来ない現実に、ヴェルグリンドから冷静さが失われたのだった。

			　リムルが答える。

			「ふん。確かに危なかったけどな、直情的な攻撃だったから、喰うのは簡単だったぜ？」

			　実は、ヴェルグリンドの対応は全てシエルが行っていた。見事なまでに計算通りに、ヴェルグリンドの攻撃を誘導してのけたのである。

			　シエルは、全ての事柄よりもリムルを優先する。

			　リムルの邪魔にならぬように、命令された通りにヴェルグリンドを完封して見せたのだ。その性質を『解析鑑定』し、有効な対応を選択して実行に移している。

			　ヴェルグリンドの権能に特効のある光の盾シールドもその一つだ。今のシエルは能力スキルを統合する者の名に相応ふさわしく、リムルの持つ全ての究極能力アルティメットスキルさえも、その支配下に置いているのだった。

			　シエルが行ったのは、『暴食之王ベルゼビュート』による『捕食』である。ヴェルグリンドの灼熱竜覇加速励起カーディナルアクセラレーションを一瞬にして理解し、その影響を防ぐようにして『胃袋』──を進化させた『虚数空間』の中へと『隔離』してしまったのだ。

			　今の攻撃は確かに、リムルを滅ぼせるものだった。

			　通常の方法では防御は不可能であり、『智慧之王ラファエル』の演算能力でさえも、対処は出来なかっただろう。

			　しかし、シエルは違う。

			　単なるスキルではなくなった今、『智慧之王ラファエル』などとは次元の異なる存在へと進化したのだから。

			　どのような敵の攻撃であろうとも、その性質を正しく見抜けば問題なくなる。それを証明するかのように、『暴食之王ベルゼビュート』を使いこなしたのだ。

			　そうして『隔離』してしまえば、後は『虚数空間』の中でエネルギーを『吸収』すればよい。このように、いまや『暴食之王ベルゼビュート』の『虚数空間』は、『誓約之王ウリエル』の『絶対防御』を超える防御手段の一つへと変貌していたのだった。

			　ヴェルグリンドが驚くのも無理はないのである。

			　何しろリムル自身さえ、ヤバイと思う間もなく全てが終わっていたのだから。それをそうとは悟らせぬように、敢あえて煽あおるような言い方をしただけの話なのだった。

			　シエルの策謀は、これで終わりではない。今までになくスムーズにリムルと連携を取り、会話すらも武器としてヴェルグリンドを追い詰めていく。

			　それなのに、ヴェルグリンドはというと──

			（ふざけないで！　喰ったですって？　私の、最強奥義である灼熱竜覇加速励起カーディナルアクセラレーションを!?）

			　と、リムルの言葉が理解出来なくて、戦闘中であるにもかかわらず茫ぼう然ぜん自じ失しつとなってしまっていた。一瞬とはいえ、それは致命的な失態であった。

			「自慢の攻撃が不発に終わってショックのところ悪いけど、お前は今、戦闘中ってのを忘れてないよな？」

			　そう問いかけられた時は手遅れとなっていた。

			　シエルの行動は淀みなく、リムルはそれを全て承認していく。

			


			《ヴェルグリンドの魔素エネルギー量測定が完了しました。その性質と権能の特性を考慮に入れた上で、『断だん熱ねつ牢ろう獄ごく』による数百秒間の封印が可能と判断。発動します！》

			


			　ヴェルグリンドが気付かぬ内に、〝積せき層そう型がた魔ま法ほう陣じん〟が完成していた。

			　それは、究極能力アルティメットスキル『誓約之王ウリエル』の『無限牢獄』と『断熱空間』を組み合わせた合成能力スキルだ。たった今、対ヴェルグリンド用にシエルが作成してのけたのである。

			　その中に囚われたヴェルグリンド。

			　この戦闘空域は既に、シエルの演算認識下にあった。温度、湿度、重力、風の流れ、太陽の光、生命の鼓動、それら全ての事柄が、シエルの手の平の上に乗せられている。

			　故に、ヴェルグリンドが何をしようとも、この空域からの離脱は不可能なのである。

			　シエルの宣言で発動した『断熱牢獄』の輝きに、ヴェルグリンドは眩暈めまいがする思いであった。

			（私が、まさかこうもアッサリと!?）

			　リムルにしてやられた屈辱に、真紅の竜体がうち震える。しかし、ヴェルグリンドが何をしようとも、『断熱牢獄』はこゆるぎもしなかった。

			「お前は暫しばらく大人しくしてろ！　ヴェルドラを解放したら、遊んでやるよ」

			　その言葉が、ヴェルグリンドの敗北を告げていた。

			（今回は負けを認めましょう。ですが、私には『並列存在』がある。〝魂の回廊〟ならば『断熱牢獄』とやらも関係ないのよ！）

			　ヴェルグリンドには、まだ一つだけ打てる手があった。今の身体は諦めなければならないが、保険としてルドラの側に残している『別身体』に、大半のエネルギーを戻せるのだ。

			　だからまだ終わりではないと、ヴェルグリンドは屈辱感にまみれながらも、慎重に行動を開始する。

			　リムルに気付かれぬように、ゆっくりと。

			　〝魂の回廊〟を経由させて、少しずつ魔素を移していく。

			　それがシエルの狙いだと気付かずに……。
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			　流石は『智慧之王ラファエル』だ。

			　おっと、今はもうシエルだな。

			　何だか調子が悪そうだったから、気まぐれで名前をつけてみたのだが……思っていた以上に喜んでくれたみたいだ。

			　何しろ、今までのような機械的な反応ではなく、実にスムーズな人間的対応へと変化したほどなのだから。

			　そのシエルだが、恐ろしく強くなった気がする。

			　さっきまでの不調は何だったのだというほどに、シエルは絶好調だった。

			　以前にも自動戦闘状態オートバトルモードになった事が何度かあったが、その比ではないほどに能力スキルを使いこなしていたのだ。

			　あの圧倒的に思えたヴェルグリンドさえも、シエルの敵ではなかったのである。

			　敢えて必殺技を発動させ、その直後の魔素エネルギー量が減少した瞬間を狙うという、シエルが立案した完璧なる作戦だった。

			　対象の特性に対応した効果を、俺の持つ能力スキルを組み合わせる事で実現する。口で言うのは簡単だが、それを可能とするにはどれだけの演算能力を必要とするか見当もつかない。

			　何しろこっちは、魔素エネルギー量で大きく負けているのだ。そんな格上を封じ込む為に、効率的に優位属性だけで『断熱牢獄』を構築している訳である。

			　言うなれば相手に合わせて運用する、演算束縛牢獄カリキュレーションプリズンとも呼べる代物なのだった。

			　それを実現させたからこそ、シエルの完全勝利なのである。

			　この作戦の肝は、ヴェルグリンドの攻撃に耐えられるかどうかだった。シエルの演算を信じた訳だが、もしも読み間違えていたら俺も終わりだったのだ。

			　どうして信用したのか？

			　簡単だ。俺の相手はヴェルドラであり、シエルにヴェルグリンドを任せると宣言したからである。

			　それに、シエルならば出来ると思っていた。

			　そして、俺の期待に完璧に、いや、想像以上に応えてくれた。

			　俺以上に巧みに能力スキルを使いこなし、その役目を全うしてくれたのだった。

			　流石は俺の相棒だと、今まで以上に〝シエル〟を見直したのだった。

			


			　思わぬ誤算でシエルが頼もしくなった訳だが、俺の目的を忘れてはならない。

			　ヴェルグリンドが動き出す前に、さっさとヴェルドラを解放しなければならないのだ。

			　それで、アレは何秒くらい動きを封じられるのか？

			


			《もしもヴェルグリンドが暴れたとしても、残り二百秒は『断熱牢獄』を維持出来ます。ですが、その心配は不要かと》

			


			　えっと、何でだ？

			　二百秒だけでもありがたいと思うのだが、ヴェルグリンドは依然として脅威である。無視は出来ないだろうに……。

			


			《いいえ。予定通りヴェルグリンドは、逃避行動に入っております。〝魂の回廊〟を使えばエネルギーの譲渡が可能であるのはわかっていましたので、『別身体』にはこだわらずに逃亡すると思っておりました》

			


			　な、なるほど。

			　どの『別身体』も本体になり得るのだから、『断熱牢獄』を無理して破る必要はない訳か。

			　いや、違うな。

			　そうなると見越して、シエルが抜け道を用意しておいたのだ。

			　そう……ヴェルグリンドは、手の内を見せ過ぎたのである。

			　これ見よがしに『並列存在』を披露して、悪魔三人娘達やヴェルドラなんかと戦って見せた。それらは全て監視していたので、シエルが分析する材料には事欠かなかった事だろう。

			　ヴェルグリンドの『並列存在』だが、無尽蔵に出せるというものではない。だからシエルは、ヴェルグリンドの魔素エネルギー量を測定する事で、その総量を導き出す事に成功したのだろう。それさえわかれば、後何体で倒せるのかも判明するというものだった。

			　シエルは逆に、それを利用した。

			　ヴェルグリンドの保険があると見抜き、それに逃げ込むように誘導したのである。

			　だいたい、そんな便利な力があるのなら、俺だって保険を用意しておく。俺の『分身体』では、究極能力アルティメットスキルの再現が不可能だから無理なのだ。ちょっと悔しいが、その点は負けを認める所存であった。

			　結局のところ、万能に見える『並列存在』だが、格下を相手にするか囮としてしか利用出来ないようである。

			　まあ、保険としては超有用だし、相手次第では大きな戦力になる。いくらでも利用方法を思いつくのだが、同格以上の相手に対しては効果が薄いようだ。

			　シエルによって、そうした弱点が暴かれたのだった。

			　というか、ちょっと怖いくらいの演算能力だな。

			　未来予想でもしてるのかってくらい、全てがシエルの思惑通りになっている。

			　ここまで来ると呆れる他ないが、シエルは俺の相棒なのだ。余計な心配は止めにして、さっさと目的を果たすとしよう。

			　シエルは、ヴェルグリンドという最強の〝竜種〟が一体を手玉に取ってみせたのだ。

			　ふん、俺も負けてはいられない。

			『わかったよ。だけど念の為、二百秒以内に片付くように、今から全力でヴェルドラへの対処を行う。手を貸せ、シエル！』

			


			《望みのままに！》

			


			　俺は──いや、俺とシエルは、本来の目的であるヴェルドラを正面に見据えた。

			　シエルが稼いだ貴重な時間だ。

			　それは短くとも、俺達にとっては無限に等しい。

			　これを有効活用しなければ嘘であろう。

			　出来る出来ないではなく、やる。

			　その覚悟を持って、俺はヴェルドラへの攻略を再開したのだった。
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			　さっさとヴェルドラを解放して、ルドラを倒す。ギィの頼みだからという消極的な理由ではなく、これは俺が望んで行う事なのだ。

			　シエルの誕生に驚いて、思わず素に戻ってしまった。今の俺は、とっくに冷静なのである。

			　しかし、怒りが消えた訳ではない。

			　この怒りは、皇帝ルドラにぶつけるまで取っておく事にした。

			　先まずは目的を優先するのだ。

			　という事で、ヴェルドラ攻略の状況だが……。

			　俺がやろうとしていたのは、ヴェルドラへの語りかけであった。

			　ヴェルドラの支配と簡単に言うが、〝竜種〟ほどの巨大エネルギーを言いなりにするとなると、それこそ膨大な労力が必要となるはず。

			　そもそも、精神生命体を従えようとしても、その自由意思を奪うのは至難のはずなのだ。

			　俺が考えるに、支配にも幾つかの種類がある。

			　本人を心から服従させる、魅了支配。

			　自由意思を奪って強制的に従える、強制支配。

			　本人には支配されている事にすら気付かせない、完全支配。

			　等々だ。

			　ユウキの場合は完全支配だったが、カガリの場合は強制支配に当たると分析した。そしてヴェルドラのこれも、強制支配だ。

			　強制支配には段階がある。

			　自由意思が残っていて抵抗しつつ嫌々従っているパターンから、自由意思を消される事で命令に逆らわないロボットになっているパターンまで様々だ。

			　カガリは自由意思が残っていないみたいだったが、果たしてヴェルドラはどうだろう？

			　精神生命体は、強靭な意思がウリなのだ。そう簡単に自由意思を消されるとは思えないので、呼びかける事に意味があるのではと思ったのだった。

			　ところが。

			　ヴェルドラの抵抗が激し過ぎた。

			　下された命令が敵＝俺の排除なんだろうけど、遠慮が一切なく凶悪な攻撃が飛んできた。ヴェルグリンドをシエルに任せていたにしても、ヴェルドラだけでも大変だったのである。

			　俺にも暴風系の権能が残っていたので、ヴェルドラの攻撃を相殺するのは可能だった。しかし、桁外れの威力で放たれるそれらの攻撃を相殺するだけで精一杯であり、呼びかけるどころの話ではなかったのだ。

			　そんな訳で今に至るのだが、防御はシエルに任せる事にした。厄介なのは『確率操作』だが、今のシエルならば対処可能だと信じる事にする。

			　ここからが本番だ──とばかりに、俺はヴェルドラへの接近を試みた。

			　飛び交う暴風。だがしかし、俺のいる場所は台風の目のように凪いでいる。

			　何というか、安心感が凄い。

			　俺のような必死さも感じさせず、ヴェルドラの攻撃が相殺されていた。

			　魔素の消耗もほとんどない。しかも、今の俺はとんでもなく絶好調だった。

			


			《当然です。〝魂の回廊〟を通して、配下の魔物達から『食物連鎖みつぎもの』が届いております》

			


			　そうか、それがあったか！

			　さっきから力が湧いて来るとは思っていたが、俺は仲間達のお陰で、ヴェルドラにも対抗出来ていたのだ。

			　そうとわかれば、ますます失敗は出来ない。

			　俺はようやくヴェルドラの前まで辿り着いたので、ここぞとばかりに声をかける。

			「待たせたな、ヴェルドラ。俺がわかるか？」

			　返事はない。

			　というか、雷嵐咆哮サンダーストームが飛んできた。

			　イラッとしたので、思わず殴る。

			　しかしと言うか当然と言うべきか、ヴェルドラの巨体には通じなかった。

			　力だけではなく魔力まで込めたら別だが、それでも大したダメージは与えられないだろう。けれど、これでいいのだ。

			　ヴェルドラの目を覚まさせるのが目的なので、取り敢えずはタコ殴りである。

			　俺は思いっきり、ヴェルドラの顔面を殴り続けた。

			　ここまで接近してしまえば、大半の攻撃は射程外になる。逆に近過ぎて、発動させたら本人にも当たるからだ。

			　まあ、操られているのだからお構いなしに魔法を撃ってくるかも知れないが、その時はシエルが対応してくれるだろう。

			　殴る、殴る、たまに蹴る。

			　しかし、ヴェルドラは咆哮するだけ……。

			


			《ヴェルドラを『捕食』して『虚数空間』に封じてはどうでしょう？》

			


			　シエルが恐ろしい提案をしてきた。

			　アリかナシかで言えば、アリなのだが……そんな真似が可能なのか？

			


			《問題なく。『暴食之王ベルゼビュート』も私の指揮下に置きましたので、命令があれば即座に実行に移せます》

			


			　頼もしいと言うべき……なんだろうな。

			　スライムの固有スキルだった『捕食』を、限りなく進化させた先にあるのが『暴食之王ベルゼビュート』だ。俺との親和性は最高であり、もっとも扱いやすい権能である。

			　それをシエルが最適化してくれたのだから、ヴェルドラにだって通用するのだろう。

			　そしてこの『暴食之王ベルゼビュート』だが、俺の魔粘性精神体デモンスライムとなった身体のどこからでも発動可能なのだ。

			　それどころか、対象に触れる必要さえなかったりする。視認すれば、その空間に影響を及ぼせてしまうのだ。近ければ近いほどに威力が増すので、ヴェルドラに接近した今ならば、大きな効果を期待出来るというものだった。

			　ともかく、決定である。

			「世話かけやがって、ヴェルドラ！　俺を心配させるんじゃねーよ！」

			　そう叫ぶなり、俺は迷う事なく『暴食之王ベルゼビュート』でヴェルドラを喰い尽くそうと試みた。

			　その時だ。

			『クアハハハハ！　ちょっとした失敗だ。許せ！』

			　聞こえるはずのない声が聞こえたのだ。

			『ヴェルドラ、だよな？』

			『うむ、我だ。貴様の盟友たる、〝暴風竜〟ヴェルドラであるぞ！』

			　罠の可能性などない。だって、あまりにもバカバカしい反応だったからだ。

			　その呑気な声の主は、ヴェルドラ以外に考えられなかった。

			『おい、意識があったのか？』

			『うむ。実は、咄嗟に〝心核ココロ〟を切り離したのだ。会話は出来ぬが、自我は保っておる！』

			　なるほど。

			　声は出せないが、意識はあったと。

			　俺の『暴食之王ベルゼビュート』がヴェルドラの身体に喰い込んだから、〝心核ココロ〟での『念話』が可能になったという感じかな？

			　何にしろ、無事で何よりであった。

			　そうなると、今度は別の意味で腹が立ってくる。

			『何だよ。それなら、さっさと身体を奪い返せよ！』

			　心配かけておいて、呑気にするなという話である。

			　ヴェルドラのせいで、俺がどれだけ慌てたか……それを思えば、文句も言いたくなるというものだった。

			『それが出来るなら、とっくにやっておる！　それよりも、リムルよ。貴様の方こそもっと冷静になって、慎重に行動すべきだったのではないか？』

			　お前が言うな、という話である。

			　それに、だ。

			『馬鹿野郎！　俺が冷静だったらなあ、〝竜種〟を二体も同時に相手しようなんて無謀な真似、絶対にしなかったわ！』

			　そんなの、指摘されるまでもないのだ。

			　冷静になってから、よくぞ無事だったなと俺も思ったのだから。

			　だがしかし、慎重な行動というのも無理があった。

			　そもそも〝竜種〟を相手にしようという段階で、慎重という言葉と無縁だからだ。

			　そんな事を考えていると、ヴェルドラが楽し気に忠告してくる。

			『お、気を付けよ。我が〝黒き稲妻〟を放つぞ！』

			　世間話っぽく気軽に言うな！

			　しかも、放たれたのは〝黒き稲妻〟ではなく、〝死を呼ぶ風〟である。どっちにしろシエルが相殺してくれているし、回避にも成功しただろうけど、嘘を教えるってのはどういう了見だ!?

			『て前、何が雷だ!?　魂こん滅めつの死を呼ぶ風じゃねーか!!』

			　イラッとして文句を言えば、ヴェルドラからは笑いながらの言い訳が。

			『むむ!?　スマンな、クアハハハ！　どうも我、まだまだ自分の身体を把握しきれておらぬようだ。技を発動する感覚は掴めたのだが、的中率は五割って感じであるな』

			　つまり、参考にならない訳だな。

			　敵さんには『確率操作』もあるし、ヴェルドラの予想は無視した方が無難だろう。

			『わかった。もういいから、お前は黙ってろ。この大事な時に、適当な発言を信用して失敗したら笑えないんだからな？』

			　失望したぞと言えば、ヴェルドラが慌て始めた。

			『待て待て、リムルよ！　我、頑張るから。少しは役に立てるから！』

			　必死な感じに言い募つのるが、その発言に根拠などない。

			　ここは感情ではなく、理性を優先させる場面であった。

			　それに、俺はもう協力してもらっているのだ。

			　ヴェルドラの声が聞けただけで、心が落ち着いたのである。

			『お前が無事なら、それだけでいいよ』

			　無事なんだよなと問いかけると、ヴェルドラはいつものように高らかに笑った。

			『クアハハハハ！　無事に決まっておるわ。我は最強竜だぞ！』

			　それを聞いて安心した。

			　と、思ったら……。

			『そもそも、〝魂の回廊〟を切断したのはルドラではなく、この我なのだよ。だから、我が負けた訳ではない、という事なのだ！』

			　は？

			　何を言ってるんだ、このオッサンは……。

			『どういうコト？』

			『なあに、簡単な話よ。近藤だったか、あの男の攻撃に意識を向けた隙に、ルドラが我を支配しようとしおったのだ。姉上も含めて三人がかりとは汚い──と、我は憤慨した。が、せめて最悪の事態だけは回避しようと、苦渋の決断を行ったという訳だな』

			　最強竜さんってば、ちょっと油断し過ぎじゃないですかね？

			　戦場で、綺麗も汚いもあるまいに……。

			『威張って言うなよ！　ったく、何をやってるんだよ、お前は。だから油断するなよって、常日頃から言っているだろ!?』

			『クアハハハハ！　この状況で説教されるとは思わなかったぞ！』

			　どこまでも楽しそうなヴェルドラに、俺も呆れる他ない。

			　アホらしいので、話を進める。

			『それで、その決断とやらが、〝魂の回廊〟の切断だったのか？』

			『うむ、その通りだとも。ルドラの支配は我だけではなく、〝魂の回廊〟を通じてお前にまで影響を及ぼしただろう故に、な」

			　だから慌てて〝魂の回廊〟を切断して、俺を守ってくれたって訳か。

			　それを聞いたらもう、俺にはヴェルドラを怒る事なんて出来なかった。

			『そうか、それじゃあ後は任せとけ！』

			『うむ！　何も心配せず、お前を信じているとも』

			　ま、頼られたら悪い気はしないものだ。

			『ああ、そうだな。直ぐに自由にしてやるから、大人しく待っとけ』

			『クアハハハハ！　頼もしいな。信用しているとも、我が友リムルよ！』

			　ヴェルドラの状況はわかった。

			　身体の支配権は奪われたものの、その心核ココロは無事なのだ。今のヴェルドラでは主導権を奪えないみたいだし、俺が何とかしてやるしかない。

			　問題ないだろう。

			　心核ココロさえ無事なら、何とかなるはずだ。

			　例えば、そう──

			『シエル、ヴェルドラの心核ココロがあれば、究極能力アルティメットスキル『暴風之王ヴェルドラ』を復活させられるか？』

			


			《問題なく。権能の情報は残っていますので、ヴェルドラの心核ココロと〝魂の回廊〟が繋がりさえすれば、究極能力アルティメットスキル『暴風之王ヴェルドラ』を復元可能です》

			


			　アッサリと問題解決である。

			　要するに、目の前のヴェルドラを喰い尽くして、ヴェルドラの心核ココロを回収すればいいのだ。

			　後は実行するだけ、簡単な話であった。

			　それでは、倒すとするか。

			　最強の相手──〝暴風竜〟ヴェルドラを──ッ!!

			


			＊

			


			　問題解決への道筋は見えた。

			　という事で、さっさと終わらせる事にする。

			　問題は、二つ。

			　時間制限と、心核ココロの在り処かだ。

			　時間はまだまだたっぷりあった。

			　今の会話も『思考加速』で時間を引き延ばしているので、実質、数秒も経過していない。合間合間で実際の攻防は行われているものの、まだ三分以上は残っている。

			　問題なのは、心核ココロの在り処の方だ。

			　身体の中にあり、魔素を通じて『念話』も可能である。それなのに、その所在位置を特定するのは難しい。

			　万が一にも心核ココロを壊してしまえば、それで終了。作戦は失敗であり、ヴェルドラが転生してしまう。

			　普通なら逆に、心核ココロを傷付ける方が難しい。狙ったところで、一番厳重に守られているのが心核ココロだからだ。

			　ところが、今のヴェルドラの心核ココロは本体から切り離されているので、無防備に等しいのである。狙っても当たらないなどと油断していたら、ウッカリ直撃して破損という洒落にならない事態も考えられるのだった。

			　ルドラの支配からは解き放たれるだろうが、ヴェルドラの今の人格が消えてなくなるので、俺との〝魂の回廊〟も復活しない。

			　それだけは絶対に避けねばならぬのだ。

			　俺がヴェルドラを一気に喰い尽くす事が出来るならば、こんな事で悩む必要はない。しかし残念ながら、俺の『虚数空間』でも同意のないヴェルドラを丸呑みにするなど不可能なのだ。

			　弱らせて、ある程度の魔素エネルギー量を減らすか、もしくは少しずつ『捕食』して、ヴェルドラの心核ココロを傷付けないように気を付けるか……。

			　こうして考えてみれば、ダメージを与えるのは論外だな。というか、さっきまで殴っていたのも、ちょっと危険だったかもと怖くなってしまった。

			　倒すどころか、ダメージを与えるのも困難だと思っていたヴェルドラが、こんなにも脆もろく思えるとは難儀なものだ。

			　魔法の一発や二発ではカスリ傷にもならないし、殴る蹴るなどでは意味がない。各種攻撃に究極能力アルティメットスキルの効果を上乗せして初めて、ようやくまともなダメージになるのである。

			　最強の神聖魔法である〝霊子崩壊ディスインテグレーション〟さえも、ヴェルドラの巨体を前にしては多少のダメージを与えられる程度だろう。

			　〝竜種〟を最強たらしめている耐久力の高さは伊達ではない、という事なのだ。

			　だから多少の攻撃は大丈夫だとは思うのだが、万が一という事がある。

			　特に今のヴェルドラは、意思なき暴走状態だ。支配された者の悲しさで、何を仕出かすかわからないのだ。

			　ヴェルドラの心核ココロの在り処が判明しない限り、俺から攻撃を仕掛けるのは止めるのが無難であった。

			　となると、方策は一つだ。

			　頑張って少しずつ『捕食』して、何とか心核ココロを捜し出すしかない。

			　時間との勝負だが、やるしかないだろう。

			　たった三分、されど三分だ。

			　俺は残り時間を気にせずに、『暴食之王ベルゼビュート』を全開に発動させて、ヴェルドラへと喰いつく──

			


			　俺の身体が、人型からスライム形態へと戻る。

			　流動形というよりも、不定形な粘性体の性質を表に出していた。俺の攻撃的な『捕食』の意思に従い、シエルが最適化させた形状へと変化したのだ。

			　その方が接触面が多い為、効率的なのだろう。

			　変動し続ける俺の身体が、絡みつくようにヴェルドラの体表を侵食していく。

			　だが、対象はでか過ぎた。

			　俺の身体をどれだけ引き伸ばそうとも、ヴェルドラから見れば点なのだ。

			　気の遠くなるような作業だが、ここで諦める訳にはいかない。俺はお構いなしに、攻性侵食を加速させていく。

			　同時に『魂こん喰じき』も発動させて、ヴェルドラの心核ココロを探りつつ、だ。

			　これもシエルの補助がなければ無理だった。先程までの異常な強さを見ても思ったが、ひょっとするとシエルは、『智慧之王ラファエル』とは比較にならないほどの演算能力を得たのかも知れないな。

			　名前を得たら進化するのは、何も魔物に限った話ではなさそうだった。

			　さて、シエルのお陰で順調ではあるが、障害がない訳ではない。

			　というか、今の俺は激痛の中にいた。ヴェルドラの本体が、敵性存在への抵抗レジストを開始したのだ。

			　〝暴風竜〟の『竜りゅう霊れい覇は気き』が、俺の身体を崩壊させていく。

			　喰い尽くそうとする俺に対し、消し尽くそうとする〝暴風竜〟──激しい攻防が始まったのだった。

			


			＊

			


			　痛い、熱い、苦しい。

			　痛みを感じないはずなのに、激しい痛みが全身を貫く。

			　熱さなど意味がないはずなのに、我慢出来ぬほどの高温で溶けるような感覚があった。

			　そして、この世界で初めて感じるような、悶絶する苦しみ。

			　存在そのものを消し尽くされそうになる危険な感覚が、俺の生存本能を刺激していたのだ。

			　だが、俺が侵食の手を緩める事はない。

			　俺は勝つ。

			　この苦しみに打ち克かち、ヴェルドラを救うのだ。

			　それに、今の俺は一人ではない。

			　シエルという頼もしい相棒がいるのだ。

			　このまま〝暴風竜エネルギー〟を喰い尽くして、ヴェルドラの心核ココロを吸収する所存だった。

			　その為ならば、この程度の苦しみなんて何てことはないのだ。

			『シエル、問題ないな？』

			


			《お任せを》

			


			　大丈夫。

			　信頼出来る解答を得て、俺は更に侵食を拡大させていった。

			　邪魔になっているのは、喰ったエネルギーだ。

			　通常ならば俺の力に還元されるのだが、〝竜種〟が相手だと勝手が違う。俺の力になるどころか、俺の身体を破壊する始末だった。

			　竜の因子はそれだけ強力で、何人にも縛られないという事なのだろう。

			　それなのに支配されているのだから困ったものだが、今は愚痴っている場合ではなかった。

			　自分の肉体が消滅する度に、『無限再生』で身体の再編が行われる。そうする事で、食った分のエネルギーを無理やり取り込んでいる訳だ。

			　捨てるようにしたらもっと簡単なのだが、それは駄目だ。ちゃんと『解析鑑定』しながらでないと、ヴェルドラの心核ココロを傷付けてしまう恐れがあるからだ。

			　面倒な事この上なしだが、この過程が最善なのだ。

			　シエルと相談してそう判断したのだから、後は繰り返すだけであった。

			　思考を放棄して作業を続ける。

			　時間は残り少なくなっていくが、対象は巨大だ。間に合わないのではないかという不安はあったが、俺はシエルを信じている。

			　間に合うに決まっているのだ。

			


			《暇だったので幾つか解析作業を行っておりましたが、お聞きになりますか？》

			


			　……。

			　あのさあ、暇だったってどういうコト？

			　俺が苦痛に耐えていた間に、何をやってるんだよ。

			


			《行っていたのは、ヴェルグリンドの権能の『解析鑑定』です。『虚数空間』に隔離した灼熱竜覇加速励起カーディナルアクセラレーションを研究し、その法則を把握しました》

			


			　いやいや、問いかけた訳じゃなくて──って、把握したんかい！

			


			《権能の再現には失敗しましたが、似たような技の開発ならば可能です》

			


			　無茶苦茶だな、シエルって。

			　俺の表層心理だが、常に読まれているものと思った方が良さそうだ。

			　心の防壁を強く意識して、深層心理で物事を考えるようにしよう。

			　それにしても、ヴェルグリンドの必殺技を真似できるとか、凄い事を平然と言うものだ。

			　究極能力アルティメットスキルは、見ただけでは再現不可能なのに……。

			　いや、待てよ？

			　他には何を解析していたんだ？

			　俺は怖くなり、直球で聞いてみる事にした。

			『他には何を解析したんだ？』

			　すると、待ってましたとばかりにシエルが答える。

			


			《はい！　破滅の咆哮ストームブラストの解析も終了しております。こちらは一部残っていた『暴風之王ヴェルドラ』を利用する事で、スキルの使用が可能となっています》

			


			　待て待て！

			　今感じている苦痛が吹っ飛ぶほどの、重大な報告じゃねーか！

			　そんな難易度が高そうな分析を、片手間で終わらせるとは信じ難い……。

			


			《いいえ、本当です。そしてこれらは重要ではなく、本題はここからです！》

			


			　思わず表層心理で反応しちゃってた。

			　だけど、もういいや。どうせ隠し事しても意味ないしな。

			　というか、考えてみれば納得だ。

			　俺には確かに、究極能力アルティメットスキル『暴風之王ヴェルドラ』が残っていた。それを利用するならば、破滅の咆哮ストームブラストを再現出来ても不思議ではないのだろう。

			　強力なスキルを使えるようになったのは凄いし、正直に言って嬉しい。だから驚いてしまったが、シエルならば不思議ではないと思えた。

			　こうなってくると、シエルが重大だと考えている案件の方が気になるな。

			『本題って何だよ？』

			


			《先程から『捕食』していた〝暴風竜エネルギー〟ですが、無事に分析が終了しました。これにより、リムル様マイロードの身体組成を〝竜種ヴェルドラ〟と同種に変質させる事が可能となりました。実行しますか？》

			


			　なんて？

			　今、サラッと不穏な事を言わなかったか？

			　身体組成をヴェルドラと同種に変質させる？

			　実行しますか？　──じゃねーよ！

			　ちょっと意味がわからない。

			　俺の理解が正しいのならば、それは俺が〝竜種〟になるってコトなんじゃ……？

			


			《その認識で正しいです》

			


			　はあんッ!?

			　正しい──って、お前ッ!?

			　……マジ、なのか？

			


			《勿論です！　それで、〝竜種〟への進化を行いますか？　ＹＥＳ／ＮＯ》

			


			　ふふふ、ふはは、ふはははは！

			　俺は思わず、笑いの三段活用を実行してしまった。

			　こういう時はまだＹＥＳかＮＯかを問うんだな──なんて、つまらない事を考えつつ、命令する。

			


			　ＹＥＳ、と！

			


			　瞬間、俺の感じていた苦痛が消え去った。

			　痛みも、熱も、苦しみも。

			　新たな俺の身体には、〝暴風竜〟の『竜霊覇気』が通じなくなっていた。何故ならば、俺にも『竜霊覇気』が使えるようになったからだ。

			　つまり今の俺は、喰えば喰うだけエネルギーが増えるのである。

			　どんどんと増えていく、俺の魔素エネルギー量。このままでは、制御出来ないほどに膨張し、暴走してしまうのではと心配になるほどの増加率だ。

			


			《問題ありません。私が完璧に管理します》

			


			　だろうな。

			　シエルがいれば、そんな心配は無用であった。

			　〝竜種〟となった俺の魔素エネルギー量が、遂にヴェルドラと並んだ。

			　そして、限界を突破する。

			　ここに、新たな〝竜種〟として生まれ変わったのだ。

			　この事態を放置していた時点で、〝暴風竜〟の対処の遅れは致命的であった。

			『勝ったな、リムルよ。貴様が〝竜種〟になったのは驚きだが、我の目に狂いはなかったという事だな。クアーーーハッハッハ!!』

			　と、あまり驚いていない感じで勝ち誇るヴェルドラさん。

			　ワシが育てた──みたいな言い方だが、ヴェルドラさんが役に立っていなかったのは言うまでもない。

			　それに、戦勝気分になるのはまだ早いのだ。

			　肝心なのはヴェルドラの心核ココロであり、その在り処はまだ不明なのだから。

			　だから俺は、最後の仕上げに取り掛かる事にした。

			「さあ、終わりにしようか！」

			　手前テメエが、俺の大好きな〝暴風竜〟を名乗るのも許せないんだよ。

			「喰らい尽くせ──『暴食之王ベルゼビュート』──ッ!!」

			　俺の命令に従って、『暴食之王ベルゼビュート』が〝暴風竜エネルギー〟を喰い尽くしていく。

			　嬉々として。

			　それも、凄まじい速度で。

			　先程までとは異なり、その関係は一方的だ。

			　喰う者と、喰われる者。

			　まるで、弱肉強食を体現するかのように……。

			


			　音もなく静かに、壮大な戦いの幕が下りた。

			　一つの進化と誕生が発生し、更なる先へと至る。

			　漏れ出たエネルギーの残ざん滓しが、周囲を目視困難なほどの光で埋め尽くした。

			　それは、祝福の光。

			　新たな〝種〟の誕生を祝う光。

			　〝竜種〟へと変質しなかった俺の古い身体が、純粋なエネルギーへと変換されて発した光であった。

			　その残滓さえも、俺の糧となって消える。

			　こうして俺は、完璧な形で目的を達成したのだった。

			


			[image: ]

			


			　光が収まった時、そこには一体の不確定生命体が存在するのみだった。

			　ヴェルドラは消えていた。

			　スライムが──魔王リムルが喰ったのだと、ヴェルグリンドは悟る。

			　………

			　……

			　…

			　調べによるとリムルは、ヴェルドラから漏れ出た魔素溜まりから生まれたと言う。それなのにリムルは、親とも呼べる〝暴風竜〟を喰い尽くし、その身をこの世で五番目となる〝竜種〟──竜魔粘性星神体アルティメットスライムへと生まれ変わらせたのだ。

			　そのスライムは、やがて人の姿を取り始める。

			　手には一本の刀を持ち、衣類は身に着けていない。

			　年の頃は十五から十六歳。

			　百六十センチほどの身長は、小柄と言っても過言ではない。しかしながら、その内包された魔素エネルギー量は、ヴェルドラに匹敵するどころか上回っていた。

			　金色の瞳は全てを見透かすように、切れ長で美しい。

			　その銀髪には薄く水色が混じり、月白色の輝きを放っている。

			　性別はなく、美しいというより可憐な顔立ちをしていた。しかし、その身に纏う神々しい気配オーラにより、それは美貌へと昇華されている。

			　眩まばゆいような白い肌が、黒と金の混じった妖気オーラに包まれていた。

			　そしてリムルが不満気に何事か囁ささやくと、その身を覆っていた妖気オーラが神々しいまでの漆黒の全身衣へ変化した。

			　悪魔族デーモンが得意とする『物質創造』で、衣服を具現化して見せたのだ。その身から洩もれ出ていた魔素を用いたにしても、どれほどの強度の武具となったのか底知れないものがあった。

			　リムルは、有り余るエネルギーをピタリと抑え込んだ。そして満足したように、ニヤリと笑みを浮かべたのである。

			


			　ヴェルグリンドは、囚われた牢獄の中からその様子を見ていた。

			　途中から、エネルギーの譲渡も中断している。

			　目の前の出来事が信じられず、呆然となっていた。

			　自身の弟である〝暴風竜ヴェルドラ〟と〝魔王リムル〟の戦いは、ヴェルドラが圧倒的に有利なはずであった。上回る事など絶対に有り得ないのだ。

			　もしも有り得るとすれば、それは最初から〝同格〟の存在であったという事……。

			（偶然？　まさか……偶然たまたまそこで生まれただけだった、というの!?）

			　思考の海に沈んだヴェルグリンドは、その驚愕の答えに到達した。しかし、そう簡単に認める事など出来なかった。

			　当然である。

			　たまたま〝竜種〟の近くで生まれた魔物が、〝竜の因子〟に適合する〝魂〟を持って生まれて来た──などと、そんな偶然が起こるはずがないからだ。

			　本当に五番目に生まれた〝竜種〟であるならば、それは弟とも呼べる存在である。だがしかし、リムルはヴェルドラを喰らって〝竜種〟へと進化した。そんな存在を〝竜種〟と呼ぶなど、ヴェルグリンドには認められなかったのである。

			　言うなれば、〝竜種〟に似た何か。

			　そんなおぞましい存在など認められないし、認めたくもない。

			　今ここで消滅させておくべきだ──と、ヴェルグリンドの本能が訴えかけていた。

			　それこそが、弟の敵討ちにもなるのである。

			　ヴェルドラはヴェルグリンドにとって、可愛い弟だったのだ。

			　生意気で暴れん坊で、とても手がかかる存在ではあったが、それでも自由で羨うらやましかった。手駒にするつもりではあったが、長き竜の寿命からすれば微々たる年月。消滅させるつもりなど毛頭なかったし、事が済めば解放するつもりであった。

			　それなのに──

			　………

			　……

			　…

			　目の前でヴェルドラが喰い尽くされたのだと理解した瞬間、ヴェルグリンドは怒りによって理性が吹き飛ぶ思いがした。

			「よくも……私の可愛い弟ヴェルドラを──ッ!!」

			　ヴェルグリンドが怒りの咆哮を上げた。

			　二百秒などとっくに経過しており、『断熱牢獄』が砕け散る。

			　〝灼熱竜〟が今、理性を捨てて自分の保身を顧みる事もせず、リムルに向けて敵意を剥き出しにする──

			


			[image: ]

			


			　俺はヴェルドラを喰った事で、新たな種族へと生まれ変わったようだ。

			　竜魔粘性星神体アルティメットスライムというらしいが、これで俺も〝竜種〟の仲間入りである。

			　──亜種だけど。

			　もはやスライム関係ないよな、と思ったのは秘密である。

			　今更だし、それは気にしたら負けなのだ。

			


			　新たな身体を確かめる。

			　魔素を消費せずに生み出せる本体が、かなり大きくなった。

			　成長したというべきかな？

			　今では高校生くらいの背丈である。

			　女子の、だけど……。

			　外見年齢はどうとでも弄いじれるので、実は大した意味はない。こんな感じに成長するというのが、面白いと思っただけだ。

			　大事なのは、リラックスして活動出来るかどうかなのだ。

			　スライム形態も体積が増えているから、直径が七十から八十センチくらいになっていそうだ。これだと抱えるには大き過ぎるので、何とかして小さなサイズを維持したいものである。

			　後で確認してみるとしよう。

			　で、問題があった。

			　現在俺は、何も着ていなかった。

			　つまり、裸である。

			　これはいけない。

			　変な妖気オーラがだだ洩れになって、身体を隠していたけど、俺の倫理観的に不ま味ずいのだ。

			　という訳で、衣服を作製してみた。

			　ディアブロから教わった『物質創造』を試してみると、案外アッサリと成功した。

			　これは作製者の能力次第では、かなりの性能になるという。着心地は抜群で、漆黒の衣服は見た目もクールだね。

			　そして気になる等級だが……神話級ゴッズでした。

			　は？　神話級ゴッズ？

			　神話級ゴッズか～なるほど──って、はあっ!?

			　驚き呆れるとは、正にこの事である。

			　進化したような感じだったが、なるほどね。

			　多分だが、俺が想像している以上に、今の俺の力は凄まじい事になっていそうだった。

			　考えてみれば、思い当たる節はある。

			　ベニマル達が覚醒魔王に進化したが、その力が『食物連鎖』によって俺に還元されたのも要因の一つだろう。

			　ヴェルドラを喰って、その力を取り込んだのも理由の一つだろう。

			　今まで『胃袋』に溜め込んでいた利用不可能なエネルギーが、分析されて使えるようになったのも確かである。

			　こうした様々な理由が、ここに来て一気に花開いた感じであった。

			　全てが上手く作用した結果である。

			　要するに、シエルのお陰なのだ。

			　いや、ここで呼び捨てなど失礼というものだな。

			　ここは相棒に敬意を表して、シエル先生とお呼びしよう！

			


			《止めて下さい》

			


			　と、聞こえたようだが気にしない。

			　まったく、先生は素晴らしい。

			　今後とも頼りにさせてもらおうじゃないか！

			


			《それはお任せを！》

			


			　うむうむ。

			　という事で服も着たし、目的を忘れてはならない。

			『ヴェルドラ、無事か？』

			『クアハハハ！　無論、何度も言わせるでないぞ。それより貴様こそ、よくぞ無事に我の本体を倒せたものよ！』

			『まあな。今思えば、無我夢中だったけどな。でも、良かった。本当に！』

			　俺とヴェルドラは、互いの無事を喜びあう。

			　こうして会話しているのだから、ヴェルドラの心核ココロも無事だった様子。となれば、後は〝魂の回廊〟を繋げて究極能力アルティメットスキル『暴風之王ヴェルドラ』を復元するだけだ。

			


			《問題なく成功しました》

			


			　流石はシエル先生よな。

			　俺が何も言わずとも、常に働いてくれている。

			　今回も完璧な仕事ぶりだった。

			　よし。

			　俺の目的は達成された。

			　ヴェルドラを取り戻した今、帝国軍に用はない。

			　しかし、だ。

			　俺の怒りは健在であり、これはキッチリと皇帝ルドラにぶつけてやるつもりである。

			　それに、ここで中途半端に戦争を終わらせても、後の禍根につながる。ここまできた以上、徹底的にやらねばならぬのだ。

			　脅威の排除は、王たる俺の役目なのだった。

			　今となっては怒りも収まってきて、ルドラ以外は放置しても良いかな～とか思い始めてはいるけれど、気を抜かずに最後まで仕事を全うするとしよう。

			　俺がよくても、敵さんが黙っていない場合もあるのだ。

			　その証拠に──

			　視線の先ではヴェルグリンドが健在であり、牢獄の中から敵意に満ちた目で俺を睨にらみつけていたのである。

			


			　ヴェルドラの解放には成功したものの、ヴェルグリンドが何故か激怒してしまった。

			　倒しても意味がないから、相手をするのも面倒なのだが……。

			　脅威は除去せねばなるまい。

			


			《ヴェルグリンドは既に脅威ではありません。全ての権能の解析はまだですが、対策は万全です》

			


			　シエル先生の自信が凄い。

			　それとも、慢心かな？

			


			《いいえ、厳然たる事実です》

			


			　これで負けたら笑いものだが、その心配は確かに無用か。

			　先程までの戦いでも、ヴェルグリンドの攻撃を完全に防いでいたのだ。今のシエルならば、苦戦する事もなく制圧可能だろう。

			　まあ、この機会に帝国を徹底的に叩くという方針に変更はない。血の一滴すらも残さずに、この場で決着をつけるつもりなのである。

			　現時点でも、黒色軍団ブラックナンバーズが大暴れしている。戦況には大きな渦がいくつか出来上がっており、めぼしい者は残っていない感じではあった。

			　俺がルドラを目指すとどうせ衝突するのだから、ここでヴェルグリンドにダメージを与えておくのも、戦術的には間違いではなさそうだ。

			　帝国には、近藤中尉とダムラダがいる。

			　ルドラを守る四騎士も、かなり厄介な相手とみた。

			　ユウキもルドラに支配されており、敵として対処せねばなるまい。

			　それと後一人、〝ひとけた数字ダブルオーナンバー〟がいるはずだ。どんなヤツかは知らないが、聖せい人じんレベルなのだから警戒は必要だろう。

			　つまり、ルドラとヴェルグリンドを除いても、後八名は強敵が残っている訳だ。

			　戦場の気配を探ると、他にも何名か〝脅威〟と呼べる者達がいるようなので、ここでまとめて始末する事にする。

			　実のところ、そうした強者達でさえ、今の俺にとっては〝脅威〟に感じない。

			　〝竜種〟に進化したお陰で、魔素エネルギー量が十倍近くに増加したからだ。それに伴って力の質も量も大幅に強化されており、以前の俺とは比べ物にならないくらいに強くなった実感があるのである。

			　ヴェルドラを出していないから、エネルギーも満タンだ。まさに絶好調であり、今ならばミリムやギィとも良い勝負が出来そうな気がするほどであった。

			　──いや、慢心は駄目だな。そうやって調子に乗ると、必ず失敗するものなのである。

			　ここは油断せず、慎重に行動するとしよう。

			　というか、戦場の気配を探ってみて気付いたが、今述べた強者共は、既にベニマル達と交戦中みたいだ。

			　命令を出したのは俺だが、流石に行動が早いと感心させられる。と同時に、被害が出ていなければいいがと心配になった。

			　死ぬなという命令は守られているのだろうか？

			　俺の邪魔をさせないようにと、無茶をしていなければいいのだが……。

			　まあ、その心配は後回しだ。

			　目の前には、今にも飛びかかってきそうなヴェルグリンドがいる。彼女を何とかしてから、援護に向かうかどうか判断するとしよう。

			　一秒にも満たぬ時間で、俺はそう判断した。

			　そうすると、次に問題となるのはどう戦うかである。

			　先ずは、究極能力アルティメットスキル『暴風之王ヴェルドラ』の『暴風竜解放』かな？

			　これでヴェルドラを呼び出して、二対一でヴェルグリンドの相手をするのだ。そうすれば、勝利は確実だった。

			　考えてみれば、俺の魔素エネルギー量は常に満タンではなかったらしい。というのは、多分だがヴェルドラを自由にさせていたからなのだろう。

			　俺とヴェルドラは一心同体みたいなものであり、どちらかが無事なら問題なく復活出来る間柄なのだ。ヴェルグリンドの『並列存在』とは異なるが、その反則的な無敵っぷりは特筆すべき点なのである。

			　その代償だと思えば、魔素エネルギー量の負担など問題にもならない。

			　それに、ヴェルドラからの余剰魔素オーバーフローが俺に流れ込んでいたので、そこまで不便を感じていなかった。むしろ循環効果もあって、俺の身体が活性化していたほどなのだ。

			　そんな訳で、デメリットもあるがメリットの方が大きいのが『暴風竜解放』なのである。

			　以前の俺は九割ほどを消費していたが、今ならば三割負担程度で呼び出せそうだ。

			　そう思って、俺は『暴風竜解放』を発動しようとした。

			「よくも……私の可愛い弟ヴェルドラを──ッ!!」

			　と、ヴェルグリンドが叫んだのだ。

			　俺からすれば、逆切れに近い感じだ。

			「先に手を出して来たのはそっちだろう!?　そもそも、俺とヴェルドラを戦わせようとしたのはお前等じゃねーか！」

			「黙りなさいな！　ヴェルドラが、お前如きに喰われるなど、あってはならない話なのよ!!　不出来だとは思っていたけど、まさか魔王如きに後れを取るなんて……こんな事で消えるなんて、私は認めない。お前は絶対に許さないわよ」

			　怒り狂ったヴェルグリンドが、無茶苦茶に熱線ブラスターを放ってきた。

			　残念ながら、俺には通用しないけど。

			　だがまあ、今の会話でわかった事がある。

			　怒っているとは思ったが、それは俺がヴェルドラを喰ったせいだった。殺して完全消滅させたと、勘違いしたらしい。

			　ならば話は早い。

			　それこそ『暴風竜解放』をすれば、誤解も解けるというものだった。

			　それなのに──

			『ぎゃわわわわ！　待て、待つのだリムルよ！』

			　と、当の本人であるヴェルドラから待ったがかかる。

			『どうしたんだ？』

			　心配になって聞いてみると……。

			『いいか、リムルよ。姉上は今、我が消えたと思って激怒しておる。そうだな？』

			『うん、そうだよ。だからお前が出て説明してくれれば、無駄な争いが避けられるかも知れないだろ』

			『馬鹿もーん！　無茶を言うでないわッ!!　このタイミングで我が無事な姿を見せようものなら、気まずいなんてものじゃないぞ。姉上の怒りが、我に向きかねぬではないか!!』

			　何とも馬鹿な回答だった。

			　真面目に聞いて損した気分である。

			　びっくりして息が止まるかと思ったわ──などとほざいているヴェルドラさんを見て、まったく当てにならないのがよく分かった。

			　しかし、本当……この人って、肝心な時に役に立たないよな。

			　アホらしくなって文句を言おうとしたのだが、ここでシエルからも制止の声がかかる。

			


			《お待ち下さい。どうせならこの機会に、ヴェルドラの権能を最適化しようと存じます。本人からの許可も得ておりますので、能力スキルの革新が終わるまでは『暴風竜解放』を実行するのをお待ち下さいませ》

			


			　相変わらずの、綺麗で丁寧な口調であった。

			　シエルが言うには、ヴェルドラの究極能力アルティメットスキル『究明之王ファウスト』を革新させて、究極能力アルティメットスキル『混沌之王ナイアルラトホテップ』へと進化させるとの事。進化というくらいだから、恐ろしく強化されるみたいだ。

			　気になったのは、本人からの許可という発言だ。

			　実はなんと、シエルの存在はヴェルドラにはバレているとの事だった。

			『何い時つから？』

			


			《リムル様が魔王へと進化した直後あたりで既に、私という存在に気付いていました》

			


			　と、シエルさん。

			『気付いていたが、確信を得たのはついさっきだぞ。そもそも、単なる能力スキルに自我が芽生えるなど、古今東西聞いた事もなかったからな。しかし、大罪系の能力スキルには自我らしきものがあった故、もしやと疑い始めておったのだよ』

			　ヴェルドラが言うには、『大賢者』時代から疑わしかったのだそうだ。俺の『胃袋』の中から色々と観察していたそうだが、不可思議な現象がちょくちょくあったのだと。

			　俺の魔王化に伴い『智慧之王ラファエル』になってからは、十中八九間違いないと思っていたらしい。

			　それまでも会話していたそうだが、俺を相手にしていると思っていたようだ。迷惑というほどでもないが、どんな会話だったのかは気になるところである。

			　それはともかく、ヴェルドラはシエルと面識があった。大事なのはソコなのだ。

			『つまり、お前達は知り合いだったと。そして、シエルの提案を了承したって事でいいんだな？』

			『うむ、その通りだ！　我が姉上の相手をしてやりたいが、そういう事情だからして無理なのだ。スマンがリムルよ、ここは任せたぞ！』

			　調子いいな、おい。

			　さっきと言ってる事が違うじゃねーか！

			　そう突っ込んでもよかったのだが、可哀想な気がして止めておいた。

			　シエルの方も、ヴェルドラの能力スキルを弄りたそうにしているし。今やるなよとも思ったが、解放してからだと面倒なのかもね。

			　それに、俺としても自分の力を試しておきたいという欲求があった。

			　この先、ルドラを相手にするにしても、どこまで強くなったのか知っておく必要があると考えたのだ。

			　ヴェルグリンドならば、丁度良い相手であると言える。今の俺なら多少の余裕を持って戦えるから、色々と成長具合を確かめられそうだし。

			　この際だ。

			　俺の仲間達の様子も気にしつつ、彼等が危機になるまでは腕試しを優先するとしよう。

			


			《それが宜しいかと》

			


			　シエルもどことなく嬉しそうだ。

			　そう思って戦う気になったのだが、ついでにという感じで俺に提案してきた。

			


			《ところで、色々と解析した結果、究極能力アルティメットスキル『暴風之王ヴェルドラ』と『誓約之王ウリエル』を統合する事で、究極能力アルティメットスキル『星風之王ハストゥール』を生み出せるようになりました。どうしますか？》

			


			　シエル先生、自重する気がまるでないな……。

			　今からヴェルグリンドと戦おうってのに、どれだけ余裕かましてるんだ。

			　もうヴェルグリンドなど眼中にありません──と、そう言っているようなものである。

			　スキルを改造するのが趣味みたいだが、そういうのは平時にお願いしたいものであった。

			　取り敢えず、却下である。

			『そういうのはさ、もっと良い改良方法が見つかるかも知れないだろ？　だから慎重に、後でゆっくりと考えてくれ！』

			


			《──ッ!!流石は主様マスターですね。わかりました。より良い高みを目指して、模索を続ける事にします》

			


			　う、うむ。納得してくれたみたいで何よりだ。

			　何が流石なのか俺にはわからないが、取り敢えずこれで戦いに集中出来そうである。

			　ヴェルグリンド相手には『誓約之王ウリエル』が有効なのだ。ここでそのアドバンテージを捨てるなど、いくら俺が優勢だからと言って有り得ない話であった。

			　そりゃあ、『暴食之王ベルゼビュート』だけでも勝てるかも知れない。しかしこれはゲームではないので、油断してはならないのだ。

			　万が一にも失敗は許されないのである。

			　シエルが俺を買いかぶっているのは理解したので、今後は話半分でお世辞を聞き流すとしよう。

			　それにしても、シエルの改造好きには困ったものだ。

			　今はヴェルドラが餌食になっているけど、これは本人も望んでいるので良しとする。だが問題は、この戦いが終わってからだ。

			　魔王に覚醒した俺の仲間達にも、能力スキルの大改造が待ち受けている予感がしたのだ。

			　シエル先生ならば、彼等の強化もお手の物に違いない。それを実行する機会を、虎視眈々と狙っていそうな気がするのである。

			　もしかすると、もう既に……。

			　そんな事を考えている間にも、ヴェルグリンドとの決着の時が訪れたのだった。

			


			＊

			


			　天空で睨み合う俺と真紅の飛竜ヴェルグリンド。

			　ヴェルグリンドが一瞬にして人の姿へと変化するなり、戦闘が唐突に始まる。

			　俺に向かって核撃魔法：熱収束砲ニュークリアカノンを連射しつつ、青龍刀で斬りかかってきたのだ。

			　人の姿と竜形態ドラゴンモードの違いは何か？

			　それを一言で説明すると、防御力の差、という答えに行き着く。

			　攻撃力はまったく同じ。

			　エネルギー効率は、人の姿の方が圧倒的に優れている。それに応じて継戦能力も高まるので、長期的な戦闘を行うならば、人の姿の方が向いていると言えた。

			　ただし、竜形態ドラゴンモードには覆せぬほどのメリットがある。

			　それが、巨体であるという事だった。

			　その巨体に応じて、攻撃の規模が増す。威力は同じだが、攻撃範囲が広がる訳だ。そうなると、多数を同時に相手取れるようになるのである。敵が単体だったとしても、巨体から繰り出される攻撃を回避するのが困難なのは言うまでもないだろう。

			　そして、防御面。

			　これこそが真骨頂である。巨体を仕留めるには、それに見合う大規模攻撃が必要となる。剣で倒すのは困難であるし、大抵の魔法でも規模的には意味がない感じなのだ。

			　そもそも〝竜種〟に通じる魔法が少ないのだが、それを無視するにしても、対人魔法など意味がない。広範囲化させた魔法でなければ、大したダメージを与えられないのが実情だった。

			　そんな訳で、どちらかと言えば竜形態ドラゴンモードの方が強いのだが……ヴェルグリンドは人の姿を選択した訳だ。

			　その思惑は恐らく──

			


			《防御を捨てて、主様マスターを仕留めに入ったのだと推測されます》

			


			　そんな感じだよな。

			　だったら俺も、それを前提にして相手をするとしよう。

			　鬼気迫る表情は、ヴェルグリンドの美貌を引き立てる。その殺気は刃に宿り、俺を真っ二つにする勢いで振り下ろされた。

			　当然ながら、甘んじて受けるつもりはない。

			　魔法への対処はシエルに任せて、俺は自分の愛刀──ヒヒイロカネの直刀でヴェルグリンドを迎え撃つ。

			　ヴェルグリンドが持つ青龍刀は、幅広の太刀の一種だ。隠し持っていた訳ではなく、ヴェルグリンドが『物質創造』で創り出した武器である。

			　その等級は、神話級ゴッズにも匹敵する代物であった。

			　対して俺の刀だが、俺が〝竜種〟になったのと同期したのか、神話級ゴッズへと至っていた。ヴェルグリンドの青龍刀も脅威だが、俺だって負けてはいないのである。

			　それどころか──

			　キイィ──ッンという甲高い音色を響かせて、ヴェルグリンドの青龍刀が折れ砕かれた。

			　俺も驚いたが、ヴェルグリンドはもっとビックリした事だろう。

			「何をしたのかしら？」

			　俺から距離を取るなり、そう聞いてきたのだ。

			　俺としては何かしたつもりはなく、単に攻撃を受け止めただけのつもりだった。だから、何をしたと問われても困るのだ。

			


			《武器性能の違いです。主様マスターの直刀はクロベエが精魂込めて鍛えた名刀であるのに対し、ヴェルグリンドの青龍刀は魔素を固めただけの量産品。魔素の密度が凄まじいから神話級ゴッズに相当しますが、刀としての本質的にはナマクラなのです》

			


			　そういう事か。

			　同じ等級にも格の違いがあるのは知っていたが、まさか同じ神話級ゴッズでここまでの差があるとは思わなかった。

			　やはり頼りになるのは、使い慣れた武具なのだ。

			　それがわかったのは重畳だった。何しろ俺の衣服だって、『物質創造』で創り出した代物なのだから。

			　神話級ゴッズだからと、そこまでの期待はしない方が無難であった。

			「今はっきりしたんだが、同じ等級でも天と地ほどに性能差があるみたいだな。お前が創り出す武器では、俺の刀の敵じゃないって事だ」

			　これで諦めるとは思えないが、そう告げてみた。

			　ヴェルグリンドは決して馬鹿ではないので、俺の言葉が嘘ではないと見抜いたようだ。しかし納得は出来なかったのか、それから数度、青龍刀を生み出して斬り付けてきた。

			　その全てを、叩き斬る。

			　それでようやく、ヴェルグリンドも現実を受け入れたようだ。悔しそうに俺を睨みつつ、即座に次の手に移る。

			　具現化した武器が駄目なら、頼れるのは自身の肉体であろう。ヴェルグリンドの爪が伸び、中国拳法っぽい構えを取っている。

			　それを見て、俺は刀を仕舞った。

			「……何のつもり？」

			　無論、実験である。

			　俺も自分の成長具合を確かめたいので、刀に頼るのを止めたのだ。

			「武器を使ったら弱い者イジメになるから、素手で相手をしてやるよ」

			　喧嘩とは、煽ってなんぼ。

			　これで冷静さを失わせる事が出来たなら、その時点で勝利確定と言ってもいいほどなのだ。

			「私を舐めるなァ──ッ!!」

			　かかった。

			　面白いほど簡単に、ヴェルグリンドは俺の術中に嵌ってくれたのだ。

			　後は下手を打たぬように、詰め将棋の如く対処するだけである。

			　ヴェルグリンドの爪そう撃げきは速い。それこそ、目で追っかけるのは不可能だ。

			　しかし、今の俺の知覚速度は尋常ではないのだ。

			　智慧之王ラファエルさんに〝シエル〟と名付けてから、『思考加速』が上昇中である。百万倍だったのが、今では数億倍になっていた。

			　驚くべき事に、光速さえも認識可能なレベルなのである。

			　もっとも、認識出来てもその速さで動ける訳ではない。そこを勘違いしては駄目なのだ。

			　ただし、回避方法がない訳ではない。

			　魔法の発動は言うに及ばず、『空間転移』の発動も千倍近く速くなったのである。つまり、ある程度の距離が離れていれば、光速攻撃であろうとも『転移』で逃げる事が可能となったのだ。

			　一秒が十数年にも引き延ばされるのだから、止まった世界を見るような感覚となる。自分も動けないので人の自我では耐えられないだろうが、シエルが要所要所で『思考加速』を発動させる事で、その問題をクリアしていた。

			　ヴェルグリンドがどれだけ速く動けようとも、俺にとっては関係ない。ここまでくると剣技も体術も必要とせずに、力業だけでゴリ押しが可能なのだった。

			　ヴェルグリンドの超速攻撃が迫る。

			　その速度は音速の数百倍にも達し、以前の俺なら苦戦間違いなしであった。

			　しかし、今では問題ないレベルである。

			「遅い」

			　そう煽りつつ、ヴェルグリンドの背後に『転移』する。

			　だが、ヴェルグリンドも伊達ではない。俺の行動を先読みしていたのか、即座に反応して見せた。

			　正直、手て強ごわいなと思った。

			　やはり、最強の一角は甘くないのだ。

			「やはり、そうなのね。私より速く動けるとは思えないし、『空間転移』を駆使していた訳か。ここまで自然に、空間に歪みを作らずに移動出来るのは見事だけれど、種がわかれば対処は可能よ」

			　俺の煽りで激怒しているかと思えば、思っていた以上に冷静だった。

			　流石はヴェルドラさんの姉上だが……これもまた、シエルの想定通りだったりする。

			　ヴェルグリンドが次に取るであろう一手は──

			「空間に干渉して固定してしまえば、私の支配領域では『転移』出来なくなるのよ。残念だったわね」

			　やはり、それしかないよな。

			　ヴェルグリンドも当然のように『空間支配』を所持しており、自身を中心とした広範囲空間への干渉が可能だった。これをされると、俺の『空間支配』では『転移』出来なくなるのだ。

			　無理をすれば不可能ではないが、出口がバレてしまっては意味がない。逃亡にも利用出来るが、それも逃げる先がバレてしまうので、結局のところ無意味となる。

			　こうして転移系の能力スキルを封じてしまえば、後は物理的な速さが勝負を決める。ヴェルグリンドにとっては必勝の環境が整う訳だ。

			　だからこそ、次に繰り出されるのは──

			「お前如きに、本当の奥の手を使う事になるとはね」

			「転移を封じた程度で勝った気になったのか？　だとしたら、それは間違いだと教えてやるよ」

			「本当に生意気。あの子の仇かたきじゃなかったら、嫌いじゃなかったかもね。でも、これで終わりよ」

			　ヴェルグリンドが構えを取った。

			　大気を蹴り、超音速で自身を弾丸と化す。

			　それは更に速度を増していき──

			『灼熱竜覇加速励起カーディナルアクセラレーション──ッ!!』

			　発する声など未来の彼方だ。

			　ヴェルグリンド自身が深紅の流星となり、亜光速という物理的な限界速度で俺へと迫る。

			　しかも、その流星弾は軌道を変える。

			　ヴェルグリンドは自身の肉体を流星弾へと変える事で、自由自在に軌道を変える事に成功したのである。

			　いや、これこそが灼熱竜覇加速励起カーディナルアクセラレーションの本来の姿であった。単なる直線攻撃ではなく、変位自在の追尾攻撃。そして、エネルギー波動だけではなく質量までも有した、究極の破壊攻撃なのだった。

			　シエル先生は灼熱竜覇加速励起カーディナルアクセラレーションを解析して、その本質を完璧に見抜いていたのである。

			　ヴェルグリンドも恐ろしいが、それ以上に恐ろしいのがシエル先生であった。

			　俺が気まぐれでシエルという名の神智核マナスを生み出してしまった事が、ヴェルグリンドの敗因となるのだ。

			


			《予定通り、主様マスターの全周囲に『暴食之王ベルゼビュート』を展開させています。どの角度からの接触であろうと、ヴェルグリンドの『捕食』に問題は御座いません》

			


			　その言葉通りとなった。

			　普通に喰おうとしても、意思ある存在の抵抗は大きい。まして相手は〝竜種〟である。シエルがどう頑張ろうとも、『暴食之王ベルゼビュート』での『捕食』は不可能だった。

			　だが、しかし……。

			　ヴェルグリンドは自らの意思で、その身体を流星弾に変えてしまった。攻撃に全てのエネルギーを回した事で、抵抗力を大幅に低下させてしまったのだ。

			　その結果が、コレである。

			　ヴェルグリンドは今、俺の『虚数空間』へと隔離されたのだった。

			『馬鹿なッ!?　どうして、一体何が？』

			　俺を仕留めたと思った瞬間に、何もない空間へ飛ばされた。ヴェルグリンドにとっては、現状を把握するのも困難であろう。

			　自分が敗北したのだと、そう悟るまで時間がかかるに違いない。

			　だからこそ、俺が教えてやる。

			『俺の勝ちだ。貴女はそこで大人しくしててくれ』

			『……私は、私が負けた？』

			『そうなるね。俺の『虚数空間』からは逃げられないから、貴女の『並列存在』でもエネルギーの譲渡は無理だと思うよ』

			　俺が喰ったヴェルグリンドの魔素エネルギー量だが、シエル先生によれば五割強との事だった。

			　ルドラの側に侍はべる『別身体』が二割ほどで、残り三割弱が回復中なのだと。一日に一割ほど回復するらしいので、三日もすれば五割弱の状態までは戻せるようだ。

			　もっとも、俺の中に『別身体』が残っているので、この分は回復しないと思われる。自我が両方に存在しているからややこしいが、ヴェルグリンドが弱体化したのは間違いなかろう。

			『詳しい説明は、ヴェルドラから聞いてくれ』

			『ヴェルドラですって？　お前は何を言って……』

			　困惑した様子のヴェルグリンドだが、俺が説明するより本人の口から話を聞く方が早いだろう。

			『クアーーーハッハッハ！　姉上、我ですぞ。御機嫌麗しく──は、なさそうですな』

			『ヴェルドラ!?　お前、消えてなかったの!?』

			　後は姉弟で話し合って、落ち着くところに落ち着いて欲しいものである。

			　こうして俺はヴェルグリンドに完全勝利し、彼女の大部分の魔素エネルギーを『虚数空間』に捕らえる事に成功した。

			　かくして〝竜種〟を二体も同時に相手にするという無謀な挑戦は、シエルという頼もしき相棒の誕生によって、これ以上ない完璧な形で幕を閉じたのだ。

		

	
		
			

			


			第三章　激化する戦場

			


			　グラディム大将率いる『魔獣軍団』三万名は、飛空船より大空へと飛び出した。

			　ヴェルグリンドの勇姿を見て、士気は高い。

			　その眼下には敵がいて、彼等の暴力衝動を晴らすには絶好の的となっていた。

			「聞け、お前達！　ここでの活躍、我等が皇帝陛下とヴェルグリンド様に御照覧して頂くのだ。無様な戦いぶりを演じぬよう、各人、気合を入れよ!!」

			　グラディムが吼ほえると、大気を震わす大音声で将兵達がそれに応えた。

			　それに満足するグラディム。

			　絶好の機会だと、内心ではほくそ笑んでいた。

			（クックック。天下を取るのは諦めるにしても、俺様の時代が来るのは間違いない。カリギュリオは敗北し、ユウキの小僧は失墜した。残る俺様こそが、唯一の大将軍となるのだ。ここで武勲を立てれば、それが実現するというものよ！）

			　グラディムからすれば、西側諸国など、敵として不足だったのだ。坂口日向ヒナタ・サカグチは歯応えがありそうだったが、新参の魔王と引き分けるのが精々の半端者だと見くびっていた。

			　グラディムは自信家で、バリバリの武闘派なのだ。

			　………

			　……

			　…

			　帝国で二番目に強い男、獣王グラディム。

			　その出自は噂されているように、獣王国ユーラザニアである。実はグラディム、〝獅子王ビーストマスター〟カリオンの腹違いの兄に当たる人物であった。

			　グラディムが宿す獣は、孤高の白虎。あまりにも自分勝手過ぎて、王たるに相応ふさわしくないと判断された過去を持っていた。

			（クズ共がッ!!　この俺様に付いて来る事すら出来ぬ分際で、カリオンに与くみして反乱を企ておって。この恨み、絶対に晴らしてくれようぞ）

			　と、グラディムは長年に渡って憎悪を溜め込んでいた。

			　それは完全な逆恨みである。

			　ユーラザニアの前王は、武には秀でていなかったが人を見る目は確かであった。兄と弟、どちらが人を率いるに相応しいか、しかと見極めて判断を下したのである。

			　その決定を聞いて、グラディムは激昂した。そのまま下克上を企て前王の弑しい逆ぎゃくには成功したものの、カリオンと当時の三獣士の手によって追放されるに至ったのである。

			　反乱というのはグラディムの勝手な思い込みであり、事実はまったくの正反対なのだった。

			　そんなグラディムだが、生き残った事こそが、彼の強さを証明していた。獣人族ライカンスロープの異端児であり、性格さえまともならカリオンをも従える豪傑となっていた事だろう。

			　しかし、それはタラレバの話であった。

			　グラディムは逃げ延び、各地を放浪する事となった。そこで出会った者達こそが、グラディムの忠実な部下である三将なのである。

			


			　〝朱雀〟ナジム。

			　グラディムが天てん翼よく国こくフルブロジアを彷徨さまよっていた頃に出会った、有翼族ハーピィの変異種だ。翼は灰色に紫色の斑点模様で、三対もある。生殖能力を失う代わりに、突出した戦闘力を有していた。フレイによく似た美貌をグラディムが気に入り、仲間に加えたのが馴れ初めであった。

			　〝青龍〟バラガ。

			　グラディムが倒した上位龍族アークドラゴンたる水撃竜ウォータードラゴンを従えている。武人タイプの壮年だが、その実力は近衛騎士ロイヤルナイトの中堅クラスであった。

			　〝玄武〟ゴウザリン。

			　珍しい魔物、岩妖精ローレライを従える少女。異民族の巫女であり、多様な魔術を得意としていた。グラディムが岩妖精ローレライを倒した事で、付き従うようになったのだった。

			　三者三様の逸話がある三将だが、共通しているのは強者であるという点だろう。ナジムなどは魔王種であり、いつ覚醒してもおかしくない存在なのだ。

			　バラガやゴウザリンが従える魔物も災厄級カラミティであり、『魔獣軍団』の中でも突出した戦力を有していたのだ。

			


			　グラディムが帝国に身を寄せたのは、今から三百年ほど前になる。ヴェルドラが封印された後の出来事であった。

			　天魔大戦をも生き延び、帝国の領土で愚連隊の真似事をしていた。その時に帝国からの討伐軍に敗れ、皇帝ルドラに従うと約束する事で赦ゆるされたのだ。

			　グラディムの野望は、〝元帥〟を倒して帝国でナンバーワンになる事だった。そして折を見てルドラを弑逆し、自身が皇帝の座に就くつもりであった。

			　グラディムには、恩義に報いるなどという殊しゅ勝しょうな心掛けなどない。相手が強いから従っているだけであり、いつでも裏切る機会を虎視眈々と狙っていたのだった。

			　帝国の力を借りて、世界を支配する。

			　そしていつかは、自身が皇帝となって君臨する。

			　〝元帥〟の正体を知らぬからこその、無謀な夢である。

			　そんなグラディムの性根など、ルドラ達はお見通しであった。強いから役に立つとされて、命令に従っている内は生かされているに過ぎない。

			　両者の思惑が釣り合っていたからこそ成り立っていた、危ういバランス。

			　それが今、崩れ去った。

			（まさか、な。まさか〝元帥〟が、〝灼熱竜〟ヴェルグリンドだったとは。しかもあの力、勝てぬ。この俺様の力でも遠く及ばぬ、恐るべきものであったぞ）

			　まさしく、次元の違う存在だった。

			　皇帝弑逆という行動に出る前に、それが判明した。僥ぎょう倖こうであったと、グラディムは信じてもいない神に感謝したのだった。

			　………

			　……

			　…

			　グラディムは、考えを改めた。

			　ヴェルグリンドの事もいつかは倒すべき相手だと思っているが、その為には入念な準備が必要となるだろう。それを知った事で、当面は手柄を立てる事に専念しようと考えている。

			　それに、この状況は好都合だとも言えるのだ。

			　グラディムは野生の本能で、自身の覚醒が近いと悟っていた。もう少しで強大な力が手に入りそうだと、直感的に把握していたのだ。

			　そしてそれは、常に一緒に戦ってきたナジムにしても同様である。

			　覚醒の条件が定かではないものの、その時は近い。

			　グラディムが戦場を求めていたのには、そうした理由もあったのだ。

			　そして今、グラディムの前に大勢のエサが群がっていた。

			　この状況を喜ばずして何とすると、グラディムは舌なめずりをする。

			　戦場を見渡せば、強大な力を感じさせる敵が多数いた。そうした者共を倒せば倒すほど、グラディム一派の戦力が増すのである。

			「クックック、楽しい宴の始まりだぜ」

			　グラディムの期待通り──いや、それ以上に、戦場はより苛烈さを増していく──

			


			[image: ]

			


			　グラディム配下の三将は、主の目的に添って動く。

			　その視線は強者を探し、そして見つけた。

			「おいおい、あれはガゼル王であるぞ。ヤツを倒せば、我の名声も高まろう」

			「何よ、抜け駆けする気？　グラディム様にも美お味いしいところを残しておかないと、機嫌を損なうわよ？」

			　ガゼル王の武勇は広く知られており、それを倒したとなると一目置かれるようになるのは間違いない。武人として、バラガの心が猛る。

			　それを宥なだめたのがナジムだ。

			　ナジムはグラディムがガゼル王を狙っているのを知っていたので、バラガに譲るようにと忠告したのである。

			　それに──

			（ガゼルを倒せば、グラディム様の力が増すに違いないわ。こんな美味しい状況、見逃す手はないもの！）

			　というのも、ナジムの本心であった。

			　バラガとしても、主たるグラディムが優先である。そもそもガゼルは手負いであり、武人として卑怯とそしられる恐れがあった。ならば無難に、手頃な敵を倒すのが得策なのだ。

			「わかっておる。グラディム様には是非、ガゼル王を喰らってより強くなってもらいたいものであるさ」

			　そう言ったバラガに、ゴウザリンが笑いかけた。

			「キシシシシ。安心せよ。他にも強者が大勢おるようじゃ。ちと物足りぬが、腹の足しにはなろうとも」

			　その言葉の通り、戦場には強者が無数にいるのだ。

			　慌てる事はないと、バラガも頷いた。

			　ナジムも微笑ほほえみながら同意した。

			「ウフフ。グラディム様の言う通り、覚醒の時が近そうね。最初に真なる魔王となるのは、この私。〝朱雀〟のナジムよ！」

			「ナジム殿、貴女こそ抜け駆けする気ではないか」

			「まあまあ、落ち着け。誰しも考える事は同じであろうさ。ガゼル王はグラディム様にお譲りするとして、妾わらわ達も好きに暴れるとしようではないか！」

			　その言葉は、全員の気持ちを代弁していた。

			「ならば我は、あの弱ったトカゲを頂こう。まだまだ元気で厄介そうな龍人族ドラゴニュート共の首魁のようだし、戦意を挫くじく意味でも最初に叩いておくとしようか」

			「それなら私は、あっちの生意気そうな女かな。私に断りもなく空を飛ぶなんて、身のほどを教えてあげないとね」

			「キシシシシ。ならば妾わらわは、あのゴーレムを壊すとしよう。岩妖精ローレライの力、存分に味わわせてやるわえ！」

			　獲物が被らぬよう、一人一人が宣言を行う。

			　そして三将は、各々の獲物目がけて飛翔する。

			　しかしその考えは、甘過ぎる皮算用でしかなかったのだ。

			


			　グラディムが狙ったのは、三将が予想したようにガゼルであった。

			　それは当然だ。

			　強いものから叩くかどうかは状況によるが、弱っている強者から始末するのは常識だからだ。

			　ガゼルは近藤にやられて動けない。今が最大のチャンスであった。

			「ガゼル王とお見受けする。俺様の名はグラディム。帝国最強の『魔獣軍団』を率いる軍団長、グラディム大将である！　その首、頂戴するとしようぞ!!」

			　卑怯もへったくれもない、清すが々すがしいまでの下劣さだ。だが、これはグラディムにとっては正当な行いなのである。

			　目的の為には手段を択えらばないというのが、グラディムの信条なのだった。

			　そんな訳でガゼル王に向けて急降下したグラディムだったが、その前に立ち塞がる者がいた。

			　紫電に輝く赤紫の鱗うろこを持つ龍人族ドラゴニュート──死にぞこないと思われていた〝天龍王ドラグロード〟ガビルであった。

			「グワハハハ！　我輩、復活ッ!!　ガゼル王への無礼、見過ごせませぬな」

			「チッ、俺様の邪魔をするかよ。忌々しいトカゲめ」

			　獲物を前に邪魔されて、グラディムは不機嫌になった。しかし、直ぐにそれどころではないと慌てふためく事になる。

			　三将は何をやっているんだと視線を向けたグラディムの目に、驚くべき光景が飛び込んで来たのだ。

			　ガビルを相手するはずだった〝青龍〟バラガは、復活したガビルの一撃で倒されていた。

			　意気揚々と魔王の守護巨像デモンコロッサスに向かった〝玄武〟ゴウザリンは、岩妖精ローレライを叩き潰されて涙目になっている。

			　かろうじて〝朱雀〟ナジムだけが、敵と見定めたソーカと互角に戦っているという状況だったのだ。

			　グラディムを守るように将兵達がガビルに挑むも、実力の差は歴然であった。

			　仕方ないと、グラディムは自分が前に出ようとした。

			　しかしその時、ザムド少将から緊急で〝魔法通話〟が届けられたのである。

			『た、大変ですぞ！　こちらの状況ですが、魔王リムルがとんでもない行為に出ました。陛下の守りを万全にする為にも、至急、こちらに援軍を寄越して頂きたい！』

			　それどころではないと怒鳴りつけたい気分だったが、グラディムは何とかその言葉を飲み込んだ。そして、何があったのか問い質す。

			『巨大な、あ、ありえないほど巨大な、悪魔召喚門サモンゲートを描きおったのです……』

			『それが何だと言うのだ!?』

			『ですから、上位悪魔グレーターデーモン以上の大悪魔達が何百体も召喚されたのです！　しかもヤツラは受肉している。個々の戦力でもＡランク超えだと言うのに、組織だって行動しておるのですよ!!』

			　興奮したように叫ぶザムドの様子から、それがただならぬ事態であるのは察せられた。しかし、納得がいかないのがグラディムである。

			　魔王リムルが何か仕出かしたようだが、それでも帝国側にはヴェルグリンドがいるのだ。悪魔如きに負けるはずもなく、そこまでの脅威だとは思えない。

			　脅威というならば、グラディムに相対している者にこそ戦力を集中させたいのである。

			『こちらも取り込み中なのだ。そちらの事は、そちらで対処して欲しい』

			　吐き捨てるように告げて、グラディムは通話を終えようとした。しかし、ザムドの逼ひっ迫ぱくした声がグラディムを呼び止める。

			『しかしですな、帝国軍の将兵の強さを上回る大だい災さい害がい規模の悪魔の軍団が出現したのですぞ!?』

			『何を言うか！　そちらにはヴェルグリンド様だけでなく、近衛も控えておるだろうが!!』

			　飛空船は旗艦一隻しかなくとも、搭乗している者達は帝国の最高戦力が集結しているのだ。今更グラディムに頼らずとも、自分達だけで何とでも出来ようとグラディムは考える。　

			　それは自然な思考であり、この点にかんしてはグラディムを責める者などいないだろう。ただ今回は、相手が悪過ぎたのである。

			『確かに、こちらには近藤中尉や近衛の方々がおられます。ですが、魔王軍の幹部共を相手にするので手一杯なのですよ』

			『幹部だと!?』

			　まさか、という思いがグラディムの脳裏をよぎった。

			　目の前にいる相手の正体だが、ガビルという名の幹部であろうと見当をつけていた。予想以上の強さで驚いていたが、冷静になって思い返してみれば、報告書には他にも幹部の名が挙げられていたのである。

			　ベニマル、シオン、ディアブロ、ゴブタ。

			　魔王リムルの四天王と呼ばれる者達だが、そこにガビルの名はない。だとすれば、四天王の実力はガビル以上という事になる。

			『それだけではありませんぞ！　信じ難い事ですが、魔王リムルは我々の想像もしていなかった禁忌を犯しました。如い何かなる手段かは理解しかねますが、悪魔共を進化させおったのです!!　いいですか？　数百体もの悪魔共が、上位魔将アークデーモンに準ずる強さに強化されたのですよッ!!』

			　それは確かに、非現実的な話であった。

			　グラディムは信じたくない思いではあったが、ザムド少将は冗談を言うような男ではない。

			　むしろ真面目で、几帳面な男なのだ。

			　であればそれは真実であり、数百体もの災厄級カラミティが解き放たれたのだと理解するしかなかった。

			『なるほど、な。ザムドよ、貴様の懸念、理解したぞ』

			『おお、それでは援軍の件、頼みましたぞ！』

			　安堵したように言い残し、ザムドからの通話が切れた。

			　グラディムは思案する。

			　数で上回っていたとしても、質で負けては意味がない。それが戦場の掟であり、だからこそグラディムは自分の部下達を鍛え上げてきたのだ。

			　悪魔達だけならば、まだ何とかなるかも知れない。

			　しかし、三将の内二人も倒れた今、楽観的に考えるのは危険であった。

			　少なくとも、グラディムの部下達は蹂じゅう躙りんを待つばかりであろう。

			（チッ！　たかが魔王と侮あなどり、詰めを誤ったか。俺や、帝国の上層部は生き残れるだろうが、末端の兵達は皆殺しとなるだろうな。それならばいっそ……）

			　後悔しても、もう遅い。

			　後は、出来る事を為すだけである。

			　そしてグラディムには、禁断の奥の手が残されていたのだ。

			


			＊

			


			　魔獣軍団の構成員は、グラディムが選別して鍛え上げた精鋭である。

			　古き時代に活躍した英雄の血統であり、生まれつきの強者達の集まり──とされているが、事実は異なる。魔法と異界の知識を組み合わせて生み出された、人為的英雄の集団なのだ。

			　そしてまた、彼等が従える魔獣達にも秘密がある。

			　A-ランク相当以上の選えりすぐりというだけではなく、高分子生体物質の情報を書き換える事で、戦闘に特化した能力が付与されているのである。

			　魔獣を培養して数を増やし、様々な特徴を統合して生み出された人造生命体。人造合成獣バトルキマイラという、一種の兵器なのだった。

			　これらの研究を主導したのも、獣人族ライカンスロープであるグラディムだ。自身の変身の仕組みを解明させて、部下の強化に役立てたのである。

			　この世界では、倫理的に禁忌とされている事や、宗教的に禁じられている研究などは存在しない。であるからこそ、驚くべき速度で成果も出た。奴隷を使った人体実験なども行われた結果、グラディムの望む最強の軍団が誕生したのだった。

			　Ａランクの英雄達と、その相棒たる人造合成獣バトルキマイラは、人魔一体となって無類の強さを誇っている。しかしその真価だが、実はまだ発揮されていなかった……。

			　異なる性質の統合──それが、グラディムの目指した極致だ。

			　その為に開発されたのが、特殊投与能力メディカルスキル『獣魔合身ザ・ビースト』であった。

			　秘中の秘、軍事機密の中でも最重要案件たるこの投与薬の存在だが、グラディム以外では三将にしか知らされていない。

			　それもそのはず、その効果こそが集大成。魔獣と兵士の融合だったのだ。

			　獣人族ライカンスロープの『獣身化』をベースとした『獣魔合身ザ・ビースト』は、自身の体内ではなく相棒たる人造合成獣バトルキマイラに獣の因子を求めるのだ。真の意味で人魔一体となり、凄まじい力がその身に宿る。使役とは比較にもならない、超戦士を生み出せるのだ。

			　ただし、人に魔獣の力を付与させる禁断の薬だけあって、危険も大きい。投与してしまえば強制的に能力スキルが発動する上に、自力での解除は不可能なのだ。研究所付属病院にて、薬の除去を行う必要があったのである。

			　それに、忘れてはならない重篤な副作用もある。

			　むしろ、こちらの方が問題なのだが、この薬の安全性は担保されていないのだ。

			　現在の研究結果では、死亡率が四十パーセントだった。

			　適合に失敗して、魔獣から戻れない場合もある。これが二十パーセントの確率で発生するのだが、こうなってはもう人としての人生は歩めなくなる。

			　これより酷いのが、暴走だ。完全に魔獣化して暴れ出す者や、人の姿を維持しつつも意識を失い、命令に従わぬ者も出た。こうなるともう処置ナシであり、処分する他なくなるのだ。

			　これが、三十パーセントの確率で発生する。死ぬより酷いので、簡単に試す事など出来ない相談なのだった。

			　これらが、完全な失敗例となる。

			　合計すると、九割も失敗する訳だ。死ねと命じるようなものであり、利己的なグラディムとしても、自分の部下で試すのがためらわれたのだった。

			　グラディムは、もっと薬の品質を高めて、成功率を上げてから部下に使用させようと考えていた。

			　だが、この状況ではそうも言っていられない。

			　このままではどうせ、弱い者は皆殺しにされてしまうのだ。

			　皇帝ルドラは、グラディム以上に冷徹な男である。

			　弱者の存在価値など、強者のエサとしか思っていない節があった。

			　であれば、ここで使用させる事こそが愛情というものであろう。

			　それに、暴走した者は囮として利用出来るし、人に戻れなくても戦力としては価値がある。本当の意味で無駄になるのは、その場で死亡する四割の将兵だけとなる……。

			　不確かだが、今よりも戦力が増大するのは間違いない。ならば、実行するのが正解であった。

			　まだ薬効には未知数の部分も多く、身体異常が出るかも知れないが、一割の将兵は確実に強くなると思われた。

			　戦場では、数より質がモノを言う。その常識を知る者からすれば、一割の将兵が強化されるというのは、魅力的な誘惑なのだった。

			　実質、完全な成功率など不明なままだ。

			　試行回数も少な過ぎる上に、体質などで想定外の副作用が出る恐れもある。そうした可能性も捨てきれないが、中には魔獣の力を取り込み生還する者もいるのだ。

			　成功者中の成功者──一パーセントにも満たない完全適合者が確認されていた。

			　その者達は、称賛の意味も込めて魔獣騎士キマイラナイトと呼ばれている。

			　その成功例こそが──

			「おい、お前達。たった今、ザムドから連絡があった。どうやら、遊んでいる場合ではなくなっちまったようだ。さっさと起き上がって、そいつ等を始末しろ」

			　至極真面目に告げるグラディム。

			「ん？」

			　その言葉が自分に向けられたものではないと悟り、ガビルが不審な顔となった。だが、即座に表情を引き締めてその場から飛び退すさる。

			　一瞬遅れて、銀光がその場を貫いた。

			「ふむ、これをかわすか。完璧な不意討ちだと思ったのだが、やはり侮れぬ相手であるようだな」

			「侮れぬだと？　それは我輩のセリフである。胸に大穴を穿うがってやったのに、どうして貴殿は無事なのだ？」

			　飛び退ったガビルと対峙するのは、死んだはずの〝青龍〟バラガであった。その胸には穴が空いたままであり、『超速再生』どころか『自己再生』すらも発動している気配がない。

			　常人ならば死んでいるだろうが、そこは魔人蠢うごめくこの世界。何が起きても不思議ではない。

			　ガビルとてそれを理解しており、倒した相手の生命反応が消えているかどうか、ちゃんと確認を行っていた。異常なのは、バラガなのだ。

			「クックック。我が無事なのは、グラディム様より大いなる力を授かっておるからよ。見せてやろうぞ、我の真の姿をな！」

			　バラガの叫びに呼応するように、水撃竜ウォータードラゴンが飛んで来た。

			　否！　それは、似て非なる者。

			　水撃竜ウォータードラゴンを模した人造合成獣バトルキマイラであった。

			　バラガこそ、真の力に覚醒した魔獣騎士キマイラナイトの一人だったのだ。

			　本体か相棒、どちらかが無事ならばその身は安泰。それもまた、魔獣騎士キマイラナイトの隠された力の一つなのである。そして今、特殊投与能力メディカルスキル『獣魔合身ザ・ビースト』を発動させる事で、致命傷から一瞬にして回復してのけたのだ。

			　そして更に、バラガと水撃竜ウォータードラゴンは触れ合うなり、その身を一つに統合させた。バラガの姿形はそのままに、その体表に竜の鱗が生じている。

			　今までとは妖気オーラの質が違う。その強さもまた、大幅に増加しているのは間違いなかった。

			　ガビルは悔し気にグラディムを一瞥したが、自分の敵はバラガであると見定めた。そして、バラガとの一騎討ちに集中しようとしたのだが……それを許すほどグラディムは甘くない。

			「このトカゲ、思ったよりも強いな。二人で殺やるぞ」

			「承知仕つかまつりました。我が前衛を、グラディム様は遊撃をお願い致します」

			「よかろう。俺様が手伝ってやるのだから、抜かるなよ！」

			　武士道や騎士道など、グラディムにとっては関係ないのだ。ガビルの力を認めただけに、一切の油断なく排除に動く。

			「ヌゥ、笑止！　たとえ二人で来ようとも、我輩には勝てぬと知れい!!」

			　そう豪語して、ガビルは自らを鼓舞した。

			　そうして、不利な戦いに臨む事になったのだ。

			


			＊

			


			　さて、もう一人の三将も油断ならぬ相手であった。

			　バラガが無事だったように、潰されたはずの使い魔──岩妖精ローレライも無事だったのだ。

			


			　ガドラは魔王の守護巨像デモンコロッサスと同期しつつ、戦場の様子を監視していた。故に、グラディムの言葉を聞いて違和感を覚えた。

			（さっさと起き上がって、じゃと？　それは、誰に向かっての──）

			　と思ったところで、バラガが復活している事実に気付いた。

			　慌ててガビルに注意喚起しようとしたのだが、それより先に悪寒を感じて振り向いた。

			　そこに立っていたのは、大きく姿を変えた少女だった。

			　いや、少女と呼ぶのが正解なのかどうか……。

			　少女の姿形をしているが、その素肌はメタリックで赤黒い。その身体は生身ではなく岩──というよりも、魔鋼の塊に変質していた。

			　磨き上げられた鏡のようであり、一見しただけで人間ではないとわかる威容なのだ。

			「お主……岩妖精ローレライと同化したのか？」

			「キシシシシ、そうじゃとも。知恵者、ガドラ殿。貴殿も異界の知識に精通しておったようじゃが、妾わらわ達のアプローチは一味違うぞえ」

			「ふむ、そのようじゃな。興味深いわい」

			「そうじゃろうとも、そうじゃろうともさ。成果を存分に教えてやる故、意見を聞かせて下され！」

			　邪悪な笑みを浮かべた少女──〝玄武〟ゴウザリンが、ガドラを煽あおるように笑う。そして、そのまま一歩踏み出した。

			　ガドラとしては、遠慮願いたいところだ。

			　岩妖精ローレライには力業で勝てたと思っていたが、それもどうやら演技だったらしい。そう悟ったガドラは、ゴウザリンの実力を上昇修正して見積もっている。

			（やれやれじゃわい。遺伝子工学じゃったか？　魔物の性質は謎が多い上に、魔法のあるこの世界では意味が薄いと思っておったのじゃが……逆じゃったか。魔物との同化を目指し、ここまでの成果を出すとは恐れ入ったのう）

			　ちゃっかりと感心もしているガドラであった。

			　魔物は千差万別であり、そもそもの話、遺伝子を持たぬ者もいる。多くの事例を解き明かすには時間が足りず、成果を出すのが困難であると考えられていた。

			　だからこそ帝国では、遺伝子工学は医療の分野でのみ研究されていたのである。そのはずだったのだが、どうやら『魔獣軍団』内部では、極秘に研究が進められていたようだ。

			　その内容は恐らく、外に発表出来ないような非人道的なものであると推測された。

			　ガドラとて善人ではないので、知的好奇心を優先する気持ちは理解出来る。だから文句を言うつもりもないのだが、残念なのは、その研究に自分が参加していない事だった。そのせいで、相手がどのくらい強化されてしまうのか不明なのだ。

			　見たところ、ゴウザリンの力は魔王クレイマンを上回っている。〝聖せい人じん〟であるサーレよりは劣るようだが、ほぼ近しいだけの魔素エネルギー量を秘めているように見受けられた。

			　迷宮十傑で言えば、覚醒前のゼギオンをも上回る。魔素エネルギー量は強さとイコールではないが、危険な相手なのは間違いなかった。

			「竜王ドラゴンロード達など足元にも及ぶまい。どうやらワシも、本気で相手をせねばなるまいな」

			「ガドラ老師に評価されるなんて、光栄だねえ。それじゃあ、この力を存分に味わうがいいさ！」

			　ゴウザリンが動く。

			　その突進は、十トンダンプが時速三百キロ以上で追突したよりも重い。

			　全高三メートル強、総重量にして三十トンを超える魔王の守護巨像デモンコロッサスでさえも、軽々と吹き飛ばされる威力であった。

			　ガドラは慌てずに体勢を整え、叫んだ。

			「パープルサンダーッ!!」

			　その名前の通り、紫色の電撃が放たれた。

			　魔王の守護巨像デモンコロッサスに備え付けられた兵装の一つ、百万ボルトの放電である。

			　ちなみに、電圧が高いからといって威力が高い訳ではなく、かっこいいから、という理由だけでその兵器が実装されている。見た目以上には意味がないのだが、冒険者達をビビらせるには最適なのだ。

			　何と、ゴウザリンにも通じた。

			「な、なんじゃと!?　魔法ではないのか？　魔力の発動なしに、雷撃を操れるのか──」

			　と、威力よりも驚きで固まっていた。

			「まあのう。秘密兵器じゃからな。ワシを信用して、リムル様が託して下さったのじゃ。故に、敗北は許されんのじゃよ！」

			　ガドラもノリノリだ。

			　ゴウザリンの突進を解析し、その身体構造が魔鋼成分に置き換わっているのは突き止めている。推測だが、岩妖精ローレライの特殊能力なのだろう。

			　鋼鉄よりも重く硬い物質であるが、ゴウザリンの動きは滑らかだった。その上、秘めたる力は聖人に準じるものであり、反則的な変身だと認めるしかない。

			　だが、ガドラには魔王の守護巨像デモンコロッサスがある。

			「くらえ、究極魔導兵器──悪魔的破壊砲デモニックバスターッ!!」

			　またも発動するのは、最強の兵装だ。火器管制装置がガドラの意思に連動しているので、時間差なく兵器が起動するのだ。

			　悪魔的破壊砲デモニックバスターとは、その中でも最強の兵器である。

			　魔法オタクのガドラらしく、悪魔族デーモンをリスペクトした名称だ。そしてその性能は、魔素収束砲とでも言うべきものであった。

			　魔王の守護巨像デモンコロッサスの魔力炉に充満されている魔素だけでなく、大気中に漂う魔素までも収束させてぶっ放す。一撃必殺とは、この兵器の為にある言葉なのだ。

			　魔王の守護巨像デモンコロッサスの胸部が開き、透明な膜越しにガドラの姿が見えた。その両手の平が合わさった中央から、一条の光線が放たれる。それが根幹となり、魔素の寄り集まった破壊光線が生まれるのだ。

			「チィ!!　流石さすがは元『魔法軍団』の軍団長だねえ」

			　そう口にするゴウザリン。

			　回避ではなく防御を選択したらしく、その表情は流石に硬い。

			「流しな！　魔ま鋼こう極ごく細さい振しん動どう波は」

			　ゴウザリンの体表に極小の揺らぎが発生する。それは、魔鋼が発する特定の振動であった。魔鋼の周波数は独特であり、魔素を弾く波を生み出せるのだ。

			　魔法が通じないのはそれが理由なのだが、ゴウザリンは岩妖精ローレライと同化した事で、その特性を自在に操れるようになっていたのだった。

			　魔素の収束と、魔素の拡散。

			　相反する性質がぶつかり合う。

			　その勝者はゴウザリンだった。

			「──なんと!?」

			「キシ、キシシシシ！　生き残ったぞ。妾わらわの勝ちじゃ!!」

			　ゴウザリンが歓喜の声で叫ぶ。

			　ガドラは魔法使いだ。当然だが、その攻撃手段は魔法に頼ったものとなる。

			　それに対し、ゴウザリンの身体は魔鋼であり、魔法に対する絶対的な優位性を有していたのだ。

			　両者共にそれを熟知していた。

			　だからこそガドラは、最強の威力の兵器を使用したのである。これが通じなければ、事実上、ガドラにはゴウザリンを倒す手段がないと言えるのだ。

			「参ったわい。これを防ぐとはのう……」

			　ガドラとて、強者の一人である。

			　自分よりも魔素エネルギー量が多い相手であろうとも、その実力でねじ伏せてきた。サーレのような聖人が相手でも、技量レベルの差で圧倒してのけたほどである。

			　しかし、どうしようもなく相性が悪い敵がいた。

			　それは、攻撃が通用しない相手であった。

			　倒せなければ、負けはしなくとも勝てないのである。

			　ガドラは、この戦いが不利であると悟った。

			　どうしたものかと思案する。

			（ここが正念場、なのじゃろうな。ワシは外と様ざまで、リムル様から信用されているとは言えぬ。ここで覚悟を見せねば、いつまで経っても真の仲間として受け入れてはもらえぬじゃろうて）

			　ガドラは、リムルの器の大きさに感服していた。

			　帝国から寝返ったガドラを、胡散臭いと言いつつも受け入れてくれたリムル。それだけではなく、能力を認めて大役まで任せてくれている。

			　そしてまた、魔物の国の環境も素晴らしい。

			　帝国に匹敵するどころか、上回るほどの研究施設が用意されていた。

			　親友のアダルマンもいる。

			　今では〝聖せい魔ま十じゅう二に守しゅ護ご王おう〟の一人となったアダルマンを、ガドラとしても誇らしく思っているのだ。

			　それに──

			（ワシの趣味とも言える魔法の研究も、あの方々がいれば深淵まで導いて下さるはずじゃ。あの御方の期待に応える為にも、ここでお役に立たねばなるまいよ）

			　魔法の師と望んだ悪魔達の事を思い出し、覚悟を決めるガドラである。

			　もっとも、その思い出は美化されている。

			　一人には馬鹿にされたように断られ、一人には騙されて実験台にされかけ、もう一人は何故か魔法ではなく剣技に傾倒しており鍛錬に誘われたのだが……ガドラの頭の中では都合よく解釈されていた。

			　まあ、約一名、リムルの魔法を褒めた事で意気投合した者がおり、その者からお褒めの言葉を賜っている。だからあながち、ガドラの記憶が間違っているとは言い切れないのだが……。

			　その者──ディアブロと、ガドラは約束を交わしていた。

			　もしもガドラがディアブロを認めさせる事が出来たなら、眷属として迎え入れてくれる、と。

			　だからガドラは、こんな場所で死ぬ訳にはいかないのである。

			　リムルからは、無茶をするなと命じられている。

			　しかし──と、ガドラは思った。

			「ワシはまだ負けておらぬぞ！　戦いはこれからじゃ、小娘め！」

			「キシシシシ。よいぞ、よいぞ。妾わらわの力、お主の身体に刻んでやろうて！」

			　ガドラが吼え、ゴウザリンが応じた。

			　そして、両者は再び激突する。

			　魔王の守護巨像デモンコロッサスの半分にも満たぬゴウザリンが、がっぷりと力で対抗する。

			　その様は異様だ。

			　重量で勝る魔王の守護巨像デモンコロッサスの方が押されているのである。

			　しかも、ゴウザリンは普通ではない。その背の体表が小さく騒ざわめき、無数の触手が生えてきた。その先端は細く研ぎ澄まされて、魔王の守護巨像デモンコロッサスへと突き立てられていく。

			「ヌゥ!?」

			「キシャーッ!!　もっと、もっとだ！　血だ。血を見せるがよいぞ!!」

			　熱に浮かされたようなゴウザリン。

			　その触手は、魔鋼で構築されている。しかも微細な振動で高周波を発生させる事で、あらゆる物質を粘土のように穿てるのだ。

			　切断にも流用可能なその技は、高こう周しゅう波は千せん手じゅ突とつ、あるいは高こう周しゅう波は千せん手じゅ斬ざんと言った。

			　魔王の守護巨像デモンコロッサスの両手が、高こう周しゅう波は千せん手じゅ斬ざんによって実にアッサリと飛ばされる。

			　材質は同じ魔鋼であっても、生体化しているゴウザリンに分があるのだ。

			「クッ、リムル様から預かった大切な機体が──」

			「妾わらわの前ではガラクタよな。そんなオモチャに頼るとは、やはり貴様は耄もう碌ろくジジイなのじゃな」

			「やかましいわい！」

			　悔しそうに叫ぶガドラだが、その言葉は負け惜しみだった。その証拠に、ガドラの身体も触手に穿たれて、穴だらけにされてしまっていたのである。

			　全身を血で染めるガドラだが、ゴウザリンから見えないのをいい事に、強気な態度を崩さないのだった。

			「しつこいのう。この状況から逆転など無理じゃろうに。恥じなくてもいいのじゃぞ？　伝説の魔法使いも、時代の流れには勝てぬわな」

			「ワシはまだ負けておらぬ！」

			「見苦しいわ」

			　ゴウザリンから触手が二本伸び、刃の形状へと変化した。そして、魔王の守護巨像デモンコロッサスの両足を切断する。

			　これでもう、魔王の守護巨像デモンコロッサスの手足は失われてしまった。

			「妾わらわに服従を誓うがよい。さすれば、命だけは助けてやるぞ？」

			　ガドラの知識は、ここで失なくすには惜しいものだった。そう考えてのゴウザリンの申し出だが、それに頷くガドラではない。

			「ワシはのう、基本的には自分が第一なのじゃ。だからこそ、魔法を愛するという信念だけは裏切れぬ。魔法を馬鹿にするお主などに、誰が従うものかよ!!」

			　オタク魂、炸裂であった。

			　人は自分の愛するものを馬鹿にされた時、心の底から怒る生き物なのだ。

			　ガドラの気合と根性は、今、激しく燃え盛っていたのである。そしてその怒りは、禁断の魔法の発動を決行させた。

			　自身の生命力を燃料に変えて、激しく燃焼するという自爆魔法──元素魔法：生命昇華サクリファイスだ。

			（ああ……せっかくディアブロ様に認めてもらい、弟子になる予定じゃったのに……。まあいいわい。ワシには神秘奥義：輪廻転生リインカーネーションがあるからのう。しばらくはこの世ともお別れじゃが、次こそは魔法の深淵を目指してやろうぞ!!）

			　負けるよりは、勝ち逃げを選択する。それが、ガドラという男なのだった。

			「逆らうか？　ならば、用なしじゃ。死ね！」

			「お主もな！」

			　ゴウザリンの触手が、ガドラのいる胸部を貫く。その刹那、眩まばゆいばかりの閃光が魔王の守護巨像デモンコロッサスから迸ほとばしった。

			　全てを燃やし尽くす光。ガドラが発動させた元素魔法：生命昇華サクリファイスの炎であった。

			「な、何ィ──ッ!?　これを狙って────」

			　ゴウザリンの言葉は、生命の炎に飲み込まれて消えた。

			　そして地上にて、小さな華が咲いたのだ。

			


			＊

			


			　ガビルは不利な戦いを強いられていた。

			　グラディムは強かった。しかしそれ以上に厄介なのは、魔獣騎士キマイラナイトの力を覚醒させたバラガだ。

			　先程までとは別人である。その力は、今のガビルでも侮れぬほどだったのだ。

			　魔素エネルギー量だけ比べれば、ガビルが上だ。槍術の技量レベルを計算に入れても、ガビルに軍配が上がるだろう。

			　しかし総合力では、そこまで大きな開きがなかった。油断せねば勝てる相手なのだが、敵は二人なのだ。遊撃に回っているグラディムが邪魔で、ガビルはバラガを攻めあぐねていたのである。

			　それにガビルには心配事があった。

			　それは、グラディムの配下と戦うソーカについてだった。

			　三将の一人である〝朱雀〟のナジムは、魔王に匹敵するほどの強者に見えた。魔王フレイと同種族のようであり、その実力も近しいとガビルはにらんでいた。

			　だからこそ、ソーカでは勝てないと判断していたのだ。

			　ソーカもガビルの進化に伴って、大きく力を増している。今では上位魔人の中でも実力者と呼べるほどに強いのだが、それでも魔王の副官クラスでしかない。魔王そのものと戦うには実力不足であり、勝利は絶望的なのだった。

			　ソーカが今も生きているのは、ナジムが嗜し虐ぎゃく的にソーカをいたぶって楽しんでいたからである。ガビルはその事に気付いており、何とか援護に向かいたいと焦っていたのだ。

			　しかし、グラディムとバラガは強敵だった。

			　スマン、妹よ。耐えてくれ──と願いつつ、ガビルは己の敵に集中していたのである。

			　そんなガビルを、更なるショックが襲う。

			　地上で閃光が生じたのだが、その中心地にいたのがガドラ老師だったのだ。

			「ガ、ガドラ殿!?」

			　ガビルからの『思念伝達』は通じなかった。

			　それが意味するところは……。

			　しかも厄介な事に、小さな人影が立ち上がるのが見えた。満身創痍ではあったが、三将の一人であるゴウザリンは無事だったのだ。

			　動揺を隠せないガビルに、バラガの槍撃が繰り出される。

			「ほらほらほらほら、我から注意を逸そらすとは、余裕であるな？」

			「グワハハハ！　当然である。貴様など、我輩の敵ではないと知れ！」

			　口ではそう返すものの、ガビルに余裕などない。

			　形勢は不利であり、ガビルの脳裏には『撤退』の二文字が浮かび始めていた。

			　だが、その時。

			　ガビルが想像もしていなかった援軍が訪れたのである。

			「よお、大変そうだな。俺様が手伝ってやろうか？」

			　想定外だが、それはガビルもよく知る人物だった。

			「ホント、素直じゃないわね。心配だからと、ミリムに無理を言って転移してもらったというのに」

			　もう一人いた。

			　麗しき女王であり、天空の支配者だ。

			「カリオン殿、フレイ殿、どうしてここに？」

			　驚いて問いかけるガビルに、カリオンが笑って答える。

			


			

			


			「話は後だろ？　先にアイツ等を片付けちまおうぜ」

			　そんなカリオンと同意見なのか、フレイも軽く頷いている。

			「同盟を組んでいるのだから、援軍を出すのは当然でしょう。私達も参戦するから、ベニマル殿の指揮下に入るわね」

			　カリオンの獣王戦士団は、百に満たない人数ながらも一騎当千だ。

			　フレイの側近である〝天てん翔しょう衆しゅう〟も同じく。戦士型の有翼族ハーピィは希少だが、その実力は折り紙付きなのだった。

			　少数ながらも、これ以上ないほどに頼もしい援軍であった。

			「宜よろしく頼むのである！」

			　ガビルは悩むのを止めて、状況を受け入れた。

			　ベニマルの指示を仰ごうと連絡を取れば、即座に返事があったのだ。

			『そっちの状況だが、モスの目を通して把握している最中だ。油断するなよ。グラディムの野郎は何か企んでやがるぞ。末端の兵士共にも気を配っておけ！』

			　ベニマルからの指令は端的だった。誰が誰の相手をするとか細かい指示はなく、要点だけが告げられたのである。

			　それが逆に、ガビルは嬉しかった。

			　自分を信じて、頼ってもらえたと感じたのだ。

			「それでは、カリオン殿には敵の総大将の相手をお願いしたい」

			「ヘヘッ、わかってるじゃねーか。アイツは獣人族ライカンスロープの面汚しだ。とっくに野垂れ死んでいると思っていたが、まだ生きていたとは驚きだぜ。俺様がきっちりとトドメを刺してやるさ」

			　カリオンも最初からそのつもりだった。

			　ガビルからの指示を、快く引き受ける。

			「それじゃあ、私の相手はあの鳥女かしらね？」

			　それを言うなら、フレイも鳥女なのでは──と思ったガビルだが、それを口にしたらどうなるかわからぬほどの馬鹿ではない。

			　それに、妹のソーカの事も心配なので、フレイからの申し出は願ったり叶ったりなのだった。

			「うむ。頼めますかな？」

			　と、大仰にお願いする。

			「ええ。それじゃあ、私は行くわね」

			　フレイがチラリと流し見した先には、〝双翼そうよく〟の二人がいた。

			「後の事はお任せを」

			「御武運を、フレイ様！」

			　フレイは頷き、飛翔する。

			　向かう先は当然、〝朱雀〟のナジムのもとだ。

			　ソーカをいたぶっていたナジムも、突然の乱入者に気付いていた。

			「フレイ──ッ!!　真の女王は、この私よ。今日こそ積年の恨み、晴らしてあげるわ!!」

			　フレイ自身も知らぬ事だったが、ナジムはフレイの双子の姉なのだ。生まれつき強大な力を有した変異種だったナジムは、残念な事に生殖能力を有していなかった。女系である有翼族ハーピィにとって、子を産めぬ女王など認められぬ存在なのである。

			　ナジム本人に落ち度はなかったが、女王の資格を手にする事は出来なかった。それが原因で後の禍根になりかねないと、当時の女王の判断によってナジムは追放されてしまったのだ。

			　そうして彷徨う内にグラディムに拾われたのだが、いつしかナジムは、同胞への怒りと憎悪を募つのらせるようになっていた。

			　その象徴たるフレイが目の前にいる。

			　ナジムは歓喜と憎悪が入り混じった不思議な感情を味わいながら、フレイを迎え撃つべく飛翔するのだった。

			　そんな二人を遠目に眺め、カリオンが飄ひょう々ひょうと告げる。

			「さて、それじゃあこっちも始めようや」

			　歯ぎしりするのはグラディムだ。

			「舐めるなよ、クソガキが」

			「どうやらフレイも、血縁者が相手みてーだな。こりゃあよう、因縁ってヤツかな。援軍に来なきゃ、この機会も得られなかったんだからな」

			「機会だと？」

			「ああ。獣人族ライカンスロープで最強なのはこの俺だと、お前を殺して証明してやるさ」

			「吐ぬかせ、それは俺様のセリフよ!!」

			　カリオンとグラディム、性格も口調も良く似た二人である。その気性は激しく、両雄が並び立つ事はない。

			　まさしくカリオンの言う通り、これは因縁の戦いなのだ。

			「行くぜ」

			「来な。格の違いを教えてやる」

			　カリオンがユニークスキル『百獣化』を発動させて、〝獅子王ビーストマスター〟の真の姿となる。完全武装で、最初から全力全開だった。

			　対するグラディムも、ガビルとの戦いでも見せていなかった白虎の力を宿した。帝国の軍服を纏まとった孤高の虎が、百獣の王を迎え撃つ。

			　戦場にて、二組。

			　強大な力がぶつかり合う力場が発生したのだった。

			　ガビルはそれを確認する。

			　援軍に来てくれた者達は、ベニマルの指示に従って動き出していた。

			　何の事はない。〝紅炎衆クレナイ〟や〝飛竜衆ヒリュウ〟と同様、天翔騎士団ペガサスナイツの団長であるドルフの指揮下に入ったのである。

			　要所要所では適切な指示が飛ぶのだが、細やかな指示は現地にいる者に任せた方がいいというベニマルの判断だった。

			　ガビルとしても、その判断を支持していた。自身がそうであるように、ベニマルも敵幹部との戦いに挑んでいるのだろうと想像出来たからだ。

			　そして、その判断は正しかったようだ。

			　帝国の『魔獣軍団』は個々人の戦闘力が高いものの、集団としての動きは褒められたものではなかった。故に、数では劣る連合軍も、巧みな連携で戦線を維持出来ていたのである。

			　ただし、劣勢だったのは否めない。

			　そこにやって来た援軍は歓迎されて、反撃の狼煙のろしが上がろうとしていた。

			「よし、上手くいっておるようであるな。ソーカも無事に回復に戻れたようであるし、我輩も頑張らねばなるまいよ」

			「この我を相手に余所見よそみなど、余裕だな」

			　戦場に目を向けていたガビルに、鋭い槍撃が繰り出された。

			　相手はバラガである。

			　グラディムはカリオンと去ったが、バラガとの戦いは継続中なのだった。

			「グワハハハ！　我等が総司令よりの指令でな、貴殿の相手にだけ集中する訳にはいかぬのだよ」

			「我も舐められたものよ」

			「舐めておるのは貴殿達であろう？　あのグラディムという男が最初から本気を出しておれば、我輩とて無事ではなかったやも知れぬ」

			「フンッ！　偉大なる獣王が、貴様如きに本気を出すものかよ」

			　それを聞き、ガビルはやれやれと首を横に振った。

			「それを、油断というのだ。〝獅子は兎を捕らえるにも全力を尽くす〟というではないか。この弱肉強食の世界では、どのような相手であろうとも全力を尽くすのが礼儀であろう？」

			　と、ガビルが堂々と応じる。

			　実はガビル、そんな事を言いながら仲間達の事を思い出していた。

			　敵に対して全力を尽くさない者も多いな──などと、ふと思ってしまったのだ。

			　その筆頭はディアブロである。

			　ガビルもたまに模擬戦を挑むのだが、かなり舐めた感じにコテンパンにされていた。

			（あの方は例外よな。もっとも、本気を出されたら一瞬で終わる故、文句も言えぬのだがな……。同じ立場ではあるが、ディアブロ殿と我輩では、隔絶した実力差がある。悲しいが、これが現実なのだ）

			　リムルから認められ、〝聖せい魔ま十じゅう二に守しゅ護ご王おう〟という最高の栄誉を与えられた。それを誇らしく思うものの、それ以上にガビルは、身のほどを知ったのだ。

			　覚醒し強くなった事で、ディアブロ達の強さに気付いてしまったのである。

			　祝勝会では進化を見送られていた悪魔三人娘達でさえも、今のガビルよりも遥か格上の強者だった。であれば、彼女達より強い上に進化したディアブロなどは、ガビルの想像も及ばぬような化け物であるという事になる。

			　戦っても勝てない。それは仕方のない事だと認めているが、そこで諦めては本当に終わりなのである。

			　諦めずに追いかけ続けるのならば、今は勝てなくてもいいのだ。

			　ガビルはそう考え、常に向上心を持ち続けていたのだった。

			　そんなガビルだからこそ、本当の強さを知っている。それは想像でしかないものの、決してグラディムやバラガのような者達の事ではないと、本能的に理解しているのだ。

			「だから、我輩が負ける事はないのだよ！」

			「ほざけ！　どうせ、貴様達の敗北は確定しているのだ。この先の地獄を知る前に死ねる事を、我からの恩情と知るがいい!!」

			　バラガの攻撃が鋭さを増した。

			　ガビルはそれを、丁寧に受け流していく。

			「ふむふむ。それは、貴殿方の将兵達の変化の事を言っておられるのか？　アレは何をしたのか、教えて欲しいものだな」

			　ガビルがそう指摘した途端、バラガの動きが鈍った。

			　そして、少し動揺したようにガビルを睨にらむ。

			「ほう……気付いていたのか？」

			「無論だとも。我が方には、非常に優秀な指揮官がいるのだよ」

			「だからと言って、既に手遅れなのだがな。命令は発せられた。貴様達に出来るのは、絶望の中で死ぬ事のみよ！」

			　その証拠にと、バラガが指し示す。

			　そこには、完全回復したゴウザリンの姿があった。

			「ふむ、見事な回復力ではあるが、その程度ならば強者なら当然の能力スキルであるぞ？」

			　ゴウザリンが無事なのは気付いていた。

			　だから驚くほどではないと、ガビルは思った。

			　しかし、バラガは不敵に笑う。

			「違う。ゴウザリンではなく、その周囲だ」

			「ムッ？」

			　ガビルの背筋に悪寒が走った。

			　そこには、倒れ伏す帝国将兵の姿があったのだ。

			　仲間の死を誇らし気に指し示すなど、バラガの思惑が理解出来なかった。

			　いや、それ以前に──

			（そう言えば、あの者共はいつ死んだのだ？）

			　敵の数が多いから気に留めていなかったが、その死者の数は異常だった。

			　よく見ると、戦線を離脱して地上に降りて行く敵が多い。その者達の行き先を見てみれば、血を吐いてその場で倒れる者もいたのである。

			「なっ!?」

			「気付いたか」

			「まさか、勝手に死んで……」

			「その通り。グラディム様は決断されたのだ。我等は今、大いなる試練の時を迎えたのだよ!!」

			　そう言って、バラガが高らかに哄こう笑しょうする。

			　その狂気を孕はらんだ笑い声が戦場に響き渡り、聞く者の心胆を寒からしめた。

			　ガビルもまた、その様を見て恐怖する。

			　何か、恐ろしい事が起きている。

			　そう悟ったのだ。

			


			＊

			


			　獣王グラディムは、一つの指令を発していた。

			　それは、最重要秘匿命令である。

			『総員、聞けいッ!!　ザムドより連絡があり、我等が皇帝陛下が危機に陥っておられるとの事だ。また、敵は姑息にも邪悪な悪魔共を召喚したという。その戦力は未知数ではあるが、貴君達の手に余るほどの戦力だと推測されるらしい。このままでは、多大な被害が出ると予測されるのだ。故に俺様は、最終手段でもって対抗する事にした。貴君達の勇気と、忠誠心を捧げるのだ。俺様が与えてやった切り札を発動させろ。さすれば、悪魔共を打ち倒す力が手に入るだろう！』

			　と三将達への命令を出した直後に、将兵達にも伝達していたのである。

			　投与する薬は、強化の切り札として錠剤の形で配られていた。ただし、その錠剤には使用制限がかけられており、軍団長であるグラディムの命令なしには使用出来ないようにされていたのだ。

			　それが今、グラディムからの秘匿命令によって解除されたのだった。

			（フンッ！　成功すれば、絶大な力が手に入る。それに、多少の副作用だけで済む場合もあるしな。もしも俺様を恨むというなら、適合出来なかった己を恨むがいい!!）

			　というのが、グラディムの本音である。

			　清々しいまでに自己中心的、それがグラディムという男なのだった。

			　グラディムは冷静に、自軍の団員達に「死ね」と命じた。その判断は冷酷ではあるが、このままでは悪魔達に蹂躙される可能性が高かったのも事実。死を賭して力を求めさせた訳だが、合理的判断と言えなくもなかったのだ。

			　団員達は、速やかに命令を実行した。

			　内容は知らされていないのだから、その行動に迷いなどない。

			　つまり、禁断の特殊投与能力メディカルスキル『獣魔合身ザ・ビースト』が、何も知らぬ将兵達自身の意思によって発動したのだった。

			　その効果はゆるやかに、魔獣軍団将兵達の身体を蝕むしばんでいった。

			　戦闘中という事もあり、最初は変化が見落とされていた。しかし、時間経過とともにその結果が明らかとなっていく。

			


			　地には死した者達の骸むくろが満ちる。

			　ガビルが目にしたのはこの者達だ。

			　敵陣に突っ込む暴走者も多数出現した。

			　〝紅炎衆クレナイ〟や〝飛竜衆ヒリュウ〟、それに獣王戦士団と〝天てん翔しょう衆しゅう〟は、この者達に苦戦を強いられる事となった。

			　戦場のただ中で、自身の変化に戸惑う者達もいた。

			　この者達こそ、グラディムが求める真の戦士達であろう。

			


			　死者、一万名。

			　完全魔獣化した者、五千五百名。

			　魔獣化して暴走した者、五千名。

			　獣混じりの人の姿で暴走した者、五千名。

			　獣の力を宿した獣魔戦士ザ・ビースト、四千百名。

			　魔獣騎士キマイラナイトとして覚醒した者、四百名。

			


			　確率が収束し、予想に近しい形となったのは僥倖だった。実験の母数が少なかった為、もっと悲惨な結果となっても不思議ではなかったのだ。

			　結果として三万名いた魔獣軍団は、その数を大きく減らす事となった。しかし、軍団としての力は大きく飛躍したのである。

			　暴走する者は即座に討伐されていく。

			　囮としては利用価値があるが、ああなってしまえば元には戻れない。なのでグラディムも、惜しいとも思わず見捨てる覚悟である。

			　生き残った者達の中でも理性を残して戦える者は、半数の一万名となる。しかしこれは、グラディムの想定よりも少しばかり多かった。

			　その内の半数以上が人に戻れないのだが、今は貴重な戦力だ。グラディムとしては満足すべき結果なのだった。

			　しかも、魔獣騎士キマイラナイトが四百名も誕生した。

			　これならば、どんな相手だろうが負けはしない。そう考えたグラディムは、満足気に頷いた。

			　しかし、気を抜くのはまだ早い。

			　時間をかけてこの結果が出た訳だが、戦力の再編がまだなのだ。

			　自分が指揮を取りたいところではあったが、残念ながらカリオンという邪魔者がいる。となると、頼りになるのは三将だった。

			　〝青龍〟バラガは、ガビルと戦闘中。

			　〝朱雀〟ナジムも、フレイと激戦を繰り広げていた。

			　残るは、〝玄武〟ゴウザリンだ。

			『ゴウザリン、さっさと部隊を再編しておけ！』

			『キシシシシ、承知ですわえ。予想よりも大きな成果が出たようで、恐悦至極で御座いますなあ』

			『うむ。それでは、頼んだぞ！』

			　簡単な『念話』で指示を出す。

			　一万もの暴走者が暴れている内に、戦力の再編制を済ませておくべきだった。ゴウザリンが無事で良かったと、グラディムは安堵した。

			　自己中なグラディムも、自分が認めた者達の事は信頼しているのである。

			「ヘッ、俺様を相手に余所見とは、余裕だな？」

			「当然だ。俺様は軍団長だからな。野生の獣とは違うのさ」

			「自分の部下を犠牲にして、軍団長だと？　笑わせるぜ」

			「愚か者め、それが戦争というものなのだよ。その判断が出来ぬから、貴様は駄目なのだ。新参者に魔王の座から蹴落とされたそうだが、力なき者に仕える部下達の方が可哀相ってもんだぜ！」

			「黙れよッ!!」

			　憤って斬りかかるカリオンだが、その攻撃には焦りがあった。

			　信じられぬ事に、グラディムが想像以上に強くなっていたからだ。

			「おいおい、ヌルイ攻撃だな。止まって見えるぜ」

			　そう軽口を叩きながら、カリオンの背後に回り込むグラディム。その右手には巨大な爪が装備されている。

			　白銀の輝きを放つ虎の爪──白びゃっ虎こ爪そうだ。三獣士の二つ名としても冠される名を持つこの爪こそが、皇帝より貸与された神話級ゴッズをグラディムの意思で変形させた、専用武器なのだった。

			　神話級ゴッズならば、如何な相手であろうとも切り裂く事が出来る。精神生命体をも屠ほふれる武器であり、神速の足を持つグラディムとの相性は抜群であった。

			　鍛え抜いたフットワークを駆使して、グラディムはカリオンを翻弄する。カリオンを守る伝説級レジェンドの武具さえも、白びゃっ虎こ爪そうの前には鉄くず同然なのだった。

			「どうした、どうした！　俺様を殺すとか粋がってたが、口だけ野郎だったのかい？」

			「うるせーよ。チッ、もっと楽に殺せると思ってたのに、計算が狂っちまったぜ……」

			　カリオンとて、ミリムとの修行で強くなっているのだ。だからこそ、未だに致命傷を負わずに戦いを続けていられるのである。

			　それについては、グラディムの方が驚いているほどだった。武器の差は戦力の差に直結する。もっと早くに戦いが終わると考えていたのは、グラディムも同様だったのだ。

			　こういう点では、似た者同士と言える二人だ。

			　実力もまた似通っていて、底力ではカリオンが、武器の差ではグラディムが有利。総合的には、グラディムに分があるというのが現状である。

			　それを明確に理解しているグラディムは、油断なくカリオンを仕留めようと動いた。そしてこの時、グラディムの想像もしていなかった出来事が起きたのである。

			「何だ？　力が……力が漲みなぎってくるぞ!?」

			　それは、進化の兆し。魔王への進化ハーベストフェスティバルの始まりであった。

			　だがしかし──この状況下での覚醒は、グラディムにとっての鬼門となったのである。

			「な、なんだ、この眠気は……」

			　ぐらりとフラつくグラディム。その隙を見逃すカリオンではなく、危機を脱して体勢を立て直した。

			「どうした、もう疲れたのかい？」

			　そう煽りつつ、グラディムを観察するカリオン。

			　何かが起きている。

			　それが凶と出るのか、吉と出るのか……。

			　誰が見てもわかるほど、グラディムの力が増大し始めている。魔素が集まり、膨大な妖気オーラが垂れ流しとなっているからだ。

			　それなのにグラディム本人は、立っているのがやっという体たらくでフラフラしているのである。

			（どういう事だ？　こいつはまさか、覚醒ってヤツなのか？）

			　カリオンの脳裏に、最近聞いた話が思い浮かんだ。

			　リムルが催した祝勝会にて、進化の儀式が行われたという。その場では、抗えぬ眠りに誘われて退出する幹部達がいたと、報告にあったのだ。

			（真なる魔王になるには、眠りを必要とするって話だったか。だとすればコイツ、今がまさにその瞬間って事かよ!?）

			　カリオンは馬鹿ではないのだが、そこまで察しがいい男でもない。しかしこの時ばかりは生命の危機に思考が冴え渡ったのか、見事な洞察力を発揮してのけた。

			（フレイの推察では、進化には〝魂〟が必要って話だったが……そうか、そういやあグラディムの部下が、そこらで大量に死んでいやがるな……）

			　そう、条件はそろっていたのだ。

			　真なる魔王への進化に必要なのは、憎悪する〝魂〟なのである。無論、全てがそうであった訳ではないが、自らが殺した者達の憎悪に耐え抜く事も、覚醒に必要な試練の一つに数えられるのだ。

			　グラディムは『戦いの最中』といった危機的状況下にて、無防備になってしまった。

			　それは、因果応報なのだ。

			　グラディムを信頼していた部下達は、裏切られたと感じただろう。その〝魂〟は憎悪にまみれ、恨みの対象であるグラディムへと牙を剥いたのである。

			　カリオンはそこまで正確に見抜いた訳ではないが、これは最大の危機であると同時に最高の好機であると判断した。

			「天は俺様に味方したようだな」

			「ま、待て！　待ってくれ」

			「今まで好き勝手に生きてきたんだろ？　そのツケを払う時が来たってこったな」

			「落ち着け、そして良く考えるがいい。万全の状態の俺様に勝利してこそ、最強を名乗れるってもんだぞ。こんな中途半端な決着など、お前にとっても不本意だろうが！」

			　グラディムは心底焦っていた。

			　このままでは殺されそうだというのに、どうしようもないほどの眠気が襲ってくる。あまりにも想定外の事態過ぎて、対策も何も思いつかないのだ。

			　頼りになる部下達を見回すものの、バラガとナジムは激戦中である。ゴウザリンは魔獣騎士キマイラナイトの再編中だったのだが、リムル勢からの猛攻を浴びてグラディムの援護に回る余裕などなさそうだった。

			　少なくとも、今、この瞬間には、誰もグラディムの助けに入る事は出来なかったのだ。

			　グラディムは、ガクリと膝をつく。

			（馬鹿な、クソがァ!!　やっとここまで、もう一歩で最強の力が手に入るって時にィ──）

			　自分の中に力が溢れるのを実感していた。

			　それに比例するように、抵抗するのが虚しいほどの睡魔が押し寄せるのも。

			　覚醒さえすれば、ヴェルグリンドをも倒せる。そう予感するグラディムだったが、現実は残酷だった。

			　リムルでさえも抗えなかった試練に、グラディムが耐えられる理由など何もないのである。

			　その表情は、悔し涙でぐちゃぐちゃだった。

			「ふざけるな！　ふざけるなよ、畜生がァ──ッ!!」

			　その叫びを最後に、グラディムは眠りに落ちた。

			　試練を乗り越える事の出来なかった者の末路は──死である。

			「良かったじゃねーか、寝ている内に死ねるんだからよ。それじゃあ、あばよ！　獣魔粒子咆ビースト・ロア!!」

			　カリオンは、ここで情けをかけるような男ではなかった。

			　魔王として自分が最強であると信じていた時分ならばともかく、今のカリオンは一軍を率いる将なのだ。援軍という立場で来た以上、自分の誇りよりも勝利を優先させるのが当然であった。

			　野望に燃え、もう一歩で更なる高みへと至れた男は、カリオンによって倒されたのだった。

			


			＊

			


			　想像もしていなかった軍団長の敗北に慌てたのは、残された三将達だった。

			　グラディムに心酔し、共に夢を見た仲間達である。

			　その怒りと嘆きは相当なもので、戦況にも影響を及ぼす事となる。

			　最初に動いたのはバラガだ。

			　ガビルの相手を取り止め、踵きびすを返してグラディムの下へと急行する。

			「グラディム様ァ──ッ!!」

			　グラディムの首から下は、カリオンの獣魔粒子咆ビースト・ロアによって消し飛ばされていた。無念の表情を浮かべた頭部が残るのみであり、この状態から蘇生させるのは不可能だと知れた。

			「おお、何という……何という事だ。我等の悲願が、もう少しで達成されようという時に……」

			　そう嘆くバラガを追って、ガビルもやって来た。そして油断なく、蜥蜴人族リザードマンの秘宝である水渦槍ボルテクス・スピアをバラガに向ける。

			　バラガに視線を向けたまま、ガビルは口を開いた。

			「カリオン殿、見事な勝利でしたな！　流石の貫禄に、我輩も感服致しましたぞ！」

			　敵将を討ったカリオンへの賛辞だが、これはガビルの本心だ。神話級ゴッズを扱うグラディムの力は、魔王種でありながらもガビルを上回るほどだったのだ。

			　偶然と幸運が重なったとはいえ、それを倒したカリオンを称賛するのは当然だった。

			　ところが、褒められた方のカリオンは、何故か顔色を悪くしている。

			「おいおい、まさかとは思ったが、こいつはひょっとして……」

			　ガビルに返事する余裕もないのか、何事か思案している様子だった。

			「ムッ？　どうかなさいましたかな？」

			　もしや気分でも優れぬのかと問うガビルに、カリオンは億劫そうに目を向けた。

			　そして、衝撃の事実を告げる。

			「スマンな、せっかく援軍に来てやったが、どうやら俺様はここまでのようだ」

			「まさか、手傷でも!?」

			「いや、違う。覚醒、ってヤツだな。どうやらグラディムが得るはずだった〝魂〟が、俺様に向かってやって来ちまったようだ。これは怨念だな。このタイミングで無防備になるとは、グラディムの野郎を笑えねーぜ……」

			「なんと!?」

			　自嘲するカリオン。

			　状況を察し、ガビルも動揺を隠せない。

			「悪いが、俺様はここで眠りにつく。余裕があったら守ってくれや」

			「無論である！　どうかご安心下され」

			　カリオンを安心させるように、ガビルは笑う。

			　笑みを返しながら、カリオンはその場で仰向けになった。そして、無事に起きられる事を祈ってるぜと言い残し、そのまま眠りについてしまう。

			　大胆不敵に見えるが、進化の眠りとはそういうものなのだ。

			　面白くないのはバラガだ。もう少し状況が変わっていたら、ガビルの立場にいたのは自分だったのである。そして、カリオンの代わりにグラディムが、進化の眠りについていたはずなのだ。

			「うおおおおおおッ!!　許さん。何もしていない貴様が利をかっさらうなど、断じて認めるものかよ!!」

			　そう激昂し、憎悪の目をガビルとカリオンへ向けた。

			　そんなバラガの手には、輝きを放つグラディムの遺品が握られていた。

			　白びゃっ虎こ爪そう──神話級ゴッズという究極の代物であり、主と認めた所有者の意思を具現化する武器だ。

			「白びゃっ虎こ爪そうよ、我に力を貸せ。グラディム様の仇かたきを取らせてくれィ!!」

			　バラガの声に応えるように、白びゃっ虎こ爪そうの輝きが増していく。

			　その光は収束し、一本の槍が姿を現した。

			「おおお……我を主と認めてくれるのだな！」

			　歓喜するバラガ。

			　その手に握るのは、白びゃっ虎こ爪そうが姿を変えた青せい龍りゅう槍そうだ。

			「ガビルと言ったか。貴様を殺して、そこに眠る盗人を始末してくれるわ！」

			「吐かせ！　我輩とて、男と男の約束をしたのである。カリオン殿の眠り、断じて妨げる事は許されぬと知るがいい！」

			　ガビルも吠えた。

			　そうして、両雄の戦いが再開されたのだった。

			


			＊

			


			　高速で飛翔しながら戦いを繰り広げていたフレイも、その千里眼──特定範囲の座標を把握し、隅々まで見渡せる効果を有するエクストラスキル『天てん球きゅう眼がん』で地上の様子まで把握していた。

			「……そう、進化とはそういう仕組みなのね」

			　フレイが有する明晰な頭脳は、地上で何が起きたのかを教えてくれた。

			　ナジムと戦いながらも、フレイも正解に辿り着いていたのである。

			「そんな、グラディム様が……」

			「運も実力の内と言うけど、本当なのね」

			「貴様ァ!!　私に手も足も出ない分際で、グラディム様を馬鹿にするなんて──ッ!!」

			「心外だわね。事実を述べただけで、馬鹿にする気なんてなかったわよ。それに、手も足も出ないのではなくて、出していないだけ。勘違いは止めて欲しいものね」

			　自分から動く事など滅多にないフレイだが、元魔王の実力は伊達ではなかった。魔素エネルギー量では大きく及ばぬ〝朱雀〟ナジムを相手に、速度とテクニックだけで対抗して見せていた。

			「ちょこまかと逃げるだけのくせして、大口を叩くものね」

			「大口かどうかは、戦いの後で判断しなさいな」

			　言い争いでも負けてはいない。

			　世の中には、相手に苦手意識を持たせるのが得意な人物がいる。フレイがまさにそのタイプで、魔王ミリムさえもフレイには頭が上がらないのだ。

			　そしてフレイは、ただ逃げ回っているだけではなかった。

			　相手を観察し、その弱点を探っていたのである。

			　力では勝てる要素がない。

			　速度ではフレイが上回っているものの、持久力は相手が上だった。

			　このままではジリ貧なのだが、勝機は思わぬところから見つかるものだ。

			「貴女、焦っているわね」

			「はあ？　何を適当な──」

			「私にもようやく、〝魂〟とやらが視えるようになったわ。この〝眼〟が適応してくれたお陰だけど、〝視〟えると色々便利なものね」

			　フレイは、エクストラスキル『天てん球きゅう眼がん』の性能が上がったのを自覚した。これで戦いが有利になったとほくそ笑む。

			　それに何より、今得た情報が勝利の鍵となると確信していた。

			「何が見えるって？」

			　忌々しそうに吐き捨てるナジムの爪が、ようやくフレイの二の腕を掴む。

			　ニヤリと嗤わらうナジム。有翼族ハーピィの爪には『魔力妨害』の効果があり、捕らえた相手の能力スキルを封じる事が可能なのだ。

			「アハハハハ！　馬鹿だねえ、お前は。話に夢中になって、うっかり捕まってしまったのかい？」

			　勝利を確信したのか、ナジムの口調が明るくなった。その態度が余計に、ナジムが焦っていた事を証明する事になる。

			　フレイは危機に陥ったというのに、平静なままだ。

			　ナジムの観察を続けて、そうした事例を淡々と確認していた。

			「喰らいな！　魔電衝撃波ショックウェーブ!!」

			　ここからは一方的な展開だとばかりに、ナジムの猛攻が始まった。

			　フレイの衣服が衝撃で裂ける。しかし、フレイの表情は苦悶に歪む事もなく、涼し気なままナジムの観察を続けている。

			　フレイの様子がおかしい事に気付いたナジムだが、それはハッタリだと判断した。

			　認めるのは癪しゃくだが、双子の片割れであるフレイは頭脳明晰だった。単純な戦闘力ではナジムの方が上なのだが、策を弄する相手は厄介なのだ。

			（私を騙して、この爪から逃れるつもりね？　いいや──この女ならば、一瞬の隙を狙って逆転を企んでいるに違いないわ）

			　このまま攻撃を続けるのが正解だと、ナジムは更に激しくフレイを嬲なぶる。

			　それなのに、フレイは平然としたままだ。

			「もう少しかしら？」

			　その呟きは小さな声だったが、ナジムの耳に大きく響いた。だから思わず、「何がよ!?」と問い返してしまったのだ。

			「貴女、覚醒が始まりそうなんでしょう？　戦闘開始時と比べても、どんどんと魔素エネルギー量が上昇しているものね。覚醒時にはグラディムのように眠りにつくみたいだし、私はそれを待つだけでいいわね」

			　そう告げたフレイは、まさに悪魔の如き笑みを浮かべていたのだった。

			　ナジムは青あお褪ざめる。

			　もしかしてと、自分でも自覚症状があったからだ。

			　そしてそれが、ナジムの焦りの原因となっていた。それをフレイに見抜かれた時点で、ナジムはフレイの手の平の上で踊っているようなものだったのだ。

			「だったら何だって言うのさ！　お前を今直ぐに殺して、安全な場所まで退避すればいいだけだろうが!!」

			　フレイの言葉が真実を抉えぐっていただけに、ナジムの狼ろう狽ばいぶりに拍車がかかってしまった。

			　進化の眠りが訪れる前に、フレイを始末しなければならない。その判断に行き着き、より激しく全力を出して攻撃の威力を高めていく。

			　それこそがフレイの狙いであると、ナジムには気付く余裕が失くなっていたのだ。

			「魔電衝撃波ショックウェーブ──ッ!!」

			　もう何度目になるかわからぬほどの、苛烈な電撃がフレイを焼く。しかし、フレイには火傷やけど一つつく事はなく、衝撃にのけぞる程度で傷もついていなかった。

			（おかしい!?　どうしてコイツ、こんなにも平然としているの？）

			　そう気付いた時は、既に手遅れだったのだ。

			「不思議そうね。でも、貴女の反応から確信したわ。先代女王であるお母様は、群れの事など関係ない世界で貴女に幸せになって欲しかったのね」

			「何ですって？」

			「女王の秘密を知れば、殺すしかない。だから何も知らせずに、貴女を追放したのでしょう」

			「ふざけるな！　生まれたての雛鳥が捨てられて、無事に生き延びられるはずがないだろう！　それ即ち、殺すつもりだったという事だ!!」

			　激昂して、ナジムが叫ぶ。

			　しかし、フレイは冷静に論破した。

			「でも貴女は生き延びた。その事実こそが、隠れて世話をする者がいた証拠でしょう。お母様も甘い事」

			「──ッ!?」

			　その指摘は、ナジムもずっと疑問に思っていた事だった。

			　自我が芽生えるまでの幼い期間、どうして生き延びる事が出来たのか不思議だったのだ。

			　自分が変異種だから、本能的に生き延びたのだろうと、そう納得してはいた。だが、フレイの言葉を聞いて、もしかしたらという疑問が湧いて来る。

			　だがしかし、憎悪を積み重ねてきたナジムには、今更自分の考え方を変える事など出来ない相談だった。

			「ハッタリね！　そうか、わかったわよ。貴女、私を騙して逆転を狙っているのね。素直に命乞いするなら可愛げもあるものを、元魔王としてのプライドが、それを許さなかったのかしら？」

			　打つ手のないフレイが、策を弄しているのだと思い込もうとした。

			　そう考えると辻褄も合っている。無理矢理そう考えたナジムは、騙されるものかと更に電撃の威力を高めていく。

			「死ねッ!!　最大魔電衝撃波マキシマムショックウェーブ──ッ!!」

			　全力の紫電がフレイを穿った。それこそが、フレイの待ち望んだ瞬間だったのだ。

			「哀れね。せっかく見逃されたのに、自ら死にに戻って来るなんて」

			「あ？」

			「女王は一人。その座を得る為に、私はお母様を殺したわ。当然だけど、もしも貴女が捨てられていなければ、私と殺し合う事になっていたわね」

			「だったら、私がお前を殺していたわよ！」

			　希少な戦闘型であるナジムは、自分の戦闘能力に絶対なる自信を持っていた。

			　飛翔速度ではフレイに負けたものの、それ以外の全てに勝利している。戦っても負けるはずがないし、現に今も、勝利を目前としているのだ。

			　フレイの言葉は負け惜しみにすらなっていないと、ナジムは嘲あざ笑わらいたい心境だった。だが、フレイの次の一言に顔色を変える事になる。

			「有翼族ハーピィの女王にはね、色々な能力が必要とされるのよ。それを生まれながらに獲得してる者こそが、次代の女王として認められるの。貴女が不運だったのは、私の片割れとして生まれた事でしょうね」

			「さっきから、知ったかぶってネチネチと──」

			「それじゃあ、端的に教えてあげましょう。女王には、同種族からの攻撃に対する絶対優位があるのよ。つまり私には、有翼族ハーピィからの攻撃は通用しないわけ」

			「嘘を吐くな！　そんな馬鹿げた話があるものか!!」

			　もしも本当だったらと頭の片隅で考えたナジムだが、有り得ないと一蹴する。その話が本当ならば、先代の女王を殺したという話と矛盾するからだ。

			「適当な話をして私を混乱させたかったのだろうが、もっと信憑性のある話を考えるべきだったな！」

			「信じてもらえないのは悲しいけれど、本当の話よ。ちなみに、新旧女王の戦いは必ず行われる訳ではないの。本来は、同じ能力を有する姉妹同士で決着をつけて、相手の力を我が物にした方が女王の座を得るのよ」

			　それと同時に〝魔王種〟も得る、というのが真実だった。

			「な──ッ!?」

			「お前が不完全だったせいで、私はお母様を殺す事になったのね。それにしても許せないのは、お前を生かそうとしたお母様の願いを踏みにじった事だわ。お前が、お姉様なのか妹なのかは知らないけれど、どこかでひっそりと暮らしていたら良かったのに」

			「ふざけるな！　もう勝った気でいるのか？　貴様の姉たる私は、有翼族ハーピィとして以外の戦闘能力も有しているのだ。それを使えば──」

			「もう手遅れよ。もう十分、エネルギーが溜まったもの。苦しめるのは忍びないから、一撃で終わらせてあげるわね」

			「ま、まさか!?」

			　その時になってようやく、ナジムはフレイの翼が紫色に染まっている事に気付いた。黄金のメッシュが入っていた美しい純白の翼が、紫電を帯びて変色していたのだ。

			　それが意味するところを察して、ナジムは恐怖に凍り付く。

			（私が放った衝撃波を、蓄電させていた!?　だとすればその威力は──!?）

			　慌てて逃げようとするも、フレイの腕を掴んでいた爪が抜けなくなっていた。そしてナジムの腕にも、フレイの繊せん手しゅが添えられていたのだ。

			　もしもナジムがフレイと出会う前に覚醒していたならば、結果は違ったものとなっていたかも知れない。しかし残念ながら、それは仮定の話でしかないのである。

			「サヨナラ、お姉様。反響反射エコーリフレクション!!」

			「待っ──ッ!?」

			　フレイは迷わない。そうした感情は、女王になる際に捨て去っていた。

			　溜め込まれた紫電が一気に解放される。

			　これこそが、フレイが獲得した能力──ユニークスキル『双克者オナジモノ』だ。フレイはその身で受けた全ての攻撃を、そのまま相手に叩き返す事が出来るのである。

			　自分もダメージを負うので使い勝手の悪いスキルなのだが、今回の場合は同族からの攻撃であった為、本来ならば勝てぬほどの強敵が相手だったにもかかわらず、フレイの独壇場となっていた。

			　蓄積された電撃をまとめて浴びせられたナジムは、一瞬にして黒焦げになって死亡したのだった。

			「姉でも妹でもどちらでもいいけど、お母様の甘さには苦労させられるわ。でも、少しだけ羨うらやましいわよ、お姉様。少なくとも貴女は、確かに母の愛情を受け取っていたのだから──」

			　落ちていくナジムに向けて、フレイが放った手向けの言葉だ。

			　その言葉はナジムには届かない。

			　有翼族ハーピィの姉妹は理解し合う事もなく、その再会の時は終わりを迎えたのだった。

			


			　──と、そこで終わっていれば良かったのだが。

			「──なっ!?　ナジムに集っていた〝魂〟が、私に向かってくる!!」

			　急激な眠気がフレイを襲う。

			「まさか、これが進化の眠り？　そうか、ナジムの代わりに、私へと恨みをぶつけようというのね……」

			　フレイとしても、真なる魔王への覚醒を願わない訳ではなかったが、時と場合を考えろという話である。

			　間抜けなカリオンの姿を見て、後で笑ってやろうと考えていただけに、フレイは冗談ではないという気持ちでいっぱいになっていた。

			　だが、文句を言っても始まらないのだ。

			「ルチア、クレア！　私を守り抜きなさい。ついでにカリオンもね」

			「承知です、フレイ様！」

			「女王の仰おおせのままに！」

			　双子は即座に反応する。

			　それを見届けるなり、フレイはカリオンの隣に向けて飛翔した。

			　守護する対象は、離れているよりもまとまっている方が守りやすいだろう、との判断である。それに、カリオンの側では〝三獣士〟のスフィアが守りに入ったので、〝双翼そうよく〟と共闘すれば生存確率が高まると考えたのだ。

			　もっとも。

			（やれやれね。援軍に来たというのに、これでは足手まといにしかなっていないわ。戦場のド真ん中で眠りにつくなんて、私がこんな無様を晒さらす事になるとは思わなかったわよ）

			　と、内心では羞恥に悶もだえてもいた。

			　こればかりは、フレイからしても想定外だった。

			　次に目覚める事が出来るかどうかもわからぬままに、フレイは不本意ながらも眠りに落ちたのだった。

			


			＊

			


			　ガビルはバラガと死闘を演じていた。

			　形勢を決定づけたのは、バラガが手にした青せい龍りゅう槍そうである。

			　武器の差が勝敗を左右するなど、ガビルからすれば認められる話ではない。しかし現実的に、ガビル自慢の『竜鱗鎧化ドラゴンスキン』でさえも、青せい龍りゅう槍そうの刺突を防ぎきる事が出来ずにいたのだ。

			「我輩に手傷を負わすとは、侮れぬ」

			「カカカッ！　それは我のセリフよ。一撃で仕留める予定だったのだが、思ったよりも手て強ごわいな」

			　両者とも、全身が傷だらけであった。だがしかし、どちらも攻撃の手を止める事はない。どんどんと傷が増えていくのだが、気にした様子もなかった。

			「覚醒した我輩と互角とは恐れ入る。だが、負ける訳にはいかぬのだ！」

			「フンッ！　グラディム様ならば、覚醒せずとも貴様より強かったぞ。もしも覚醒が叶っていれば、貴様如きに苦戦すらしなかったはず」

			「笑止である！　我輩より強い者など、リムル様の配下には大勢いるとも！　貴殿もなかなかだが、ウルティマ嬢などからすれば雑魚であろうさ」

			　その言葉は即ち、自分の事も雑魚と呼んだに等しいのだが、ガビルは気付かない。そんなところが抜けていると言われる点なのだが、本人からすれば大真面目なのだ。

			　ガビルは苦戦しつつも、戦況の確認を怠ったりはしていない。

			　眠るカリオンを巻き込まぬように、敢あえて隙を見せてバラガの行動を誘導していたのである。その甲斐あってか、少しずつ場所を移す事に成功していた。

			（スフィア殿も援護に駆け付けてくれたし、カリオン殿は大丈夫であろう。それにここならば、多少は大技を用いても、巻き込まずに済みそうであるな）

			　ガビルなりに、色々と考えて戦っていたのだった。

			　そうしていると、フレイも三将の一人を撃破した。

			「馬鹿なッ!?　ナジムまでも敗れただとォ!!」

			　総大将に続き、内心では副官と認めていた女傑まで死亡した。その事実を突き付けられて、バラガは激しく憤ふん慨がいした。

			「ゆ、許さんぞ！　我の仲間達の無念、この槍で晴らしてくれるわ!!」

			　そう絶叫した。

			　ここからが、バラガの本領発揮だった。

			「真の魔獣騎士キマイラナイトとは、獣人族ライカンスロープの固有能力『獣身化』を我が物とした戦士なのだ。わかるか？　人為的に付与された特殊投与能力メディカルスキル『獣魔合身ザ・ビースト』に耐え、人と獣の力を統合した存在、それこそが究極の戦士たる我等なのだよ」

			　そう説明を始めたバラガの身体が、どんどん変化していく。今までは人の表情を保っていたのだが、どんどんと竜の特徴が現れ始めている。

			　軍服が膨らんだが、破れる事はなかった。

			　バラガは変身して、竜よりの龍人族ドラゴニュートに似た形態になったのだ。

			「心地好い。真の力の解放とは、こうも気持ちが高揚するものなのだな！」

			　この状態になったのは、バラガも初の試みだったのだ。成れるのではないか──と思っていただけで、誰にも話さずに自分の胸の内に秘めていたのである。

			　しかし今、敬服していたグラディムが死んだ事で、バラガの心の枷かせが外れた。その上同僚たるナジムまで敗北したとなれば、変身をためらう理由など何一つ残っていなかったのである。

			「お前達、来い！」

			　バラガが呼び付けたのは、暴走状態で暴れていた部下達だ。意思なき魔獣の如き存在に堕ちた哀れな将兵達も、圧倒的強者からの命令には従った。本能が上位者だと認めたのだ。

			　魔獣化している者だけでなく、獣混じりの人の姿をした者もいる。寄り集まってきたそうした者達に、バラガは無造作に喰らい付いた。

			　ドクンドクンと脈打つように、魔素がバラガに流れていく。そして、喰われた方はミイラのように干からびて、その命を散らしていった。

			「な、何という真似を！　貴殿の部下だった者達ではないか。それなのに──」

			「放置していても駆除対象にしかならぬ者共なのだから、我の役に立って死ねる幸運に感謝して欲しいものだぞ」

			「何という身勝手！　そのような非道、我輩が見逃すと思うなよ!!」

			　ガビルは刺突を仕掛けた。

			　放置しておくとヤバイと、本能的に悟ったのだ。

			　状況的に判断するならば、変身した事で増えた最大値を満たすべく、部下達からエネルギーを補給しているのだろう。

			　バラガの魔素エネルギー量は今でもガビルに並ぶほどなのだ。人為的な覚醒魔王とも呼べる存在になりかけているので、焦ってしまったガビルを責めるのは酷というものだった。

			　しかし、その焦りは最悪の結果を招いてしまう。

			「馬鹿め！　戦場では、平常心を失った者から死ぬのが定め。この我が食事に夢中で油断するとでも思ったか!!」

			　バラガの行動には、二重の意味があったのだ。

			　一つは、力の増加分を補う事。

			　そしてもう一つが、ガビルの焦りを誘う事だった。

			　その目論見は成功し、ガビルはまんまと死地に飛び込んでしまったのである。

			「何と!?」

			　気付いた時は手遅れだった。

			　バラガは足で、青せい龍りゅう槍そうを巧みに操った。その槍先は、飛び込んで来たガビルの腹を穿ったのだ。

			　魔鋼製の胸部装甲ブレストプレートも、腹部まではカバーしていなかった。意識していなかった死角からのカウンターには、ガビルの『竜鱗鎧化ドラゴンスキン』でも流石に耐えられなかった。

			「グワッ、ガハッ!!」

			　腹に穴を空けられて、血を吐くガビル。

			　それを見て、バラガは高らかに嗤う。

			「カッカッカ！　貴様も我の糧にしてやる。光栄に思うがいい!!」

			　ガビル、絶体絶命の危機──しかし、運命がそれを許さない。

			


			《確認しました。ユニークスキル『調子者ミダスモノ』の効果が発動……成功しました。個体名：ガビルの運命が変更され、〝死〟を回避しました》

			


			　それは〝世界の言葉〟だった。

			　ガビル本人も忘れていたユニークスキル『調子者ミダスモノ』の権能が、この瞬間、ガビルの運命を改変したのである。

			　リムルの魔王化の際に獲得したユニークスキルではあったが、その効果は不明であった。わかっていたのは、自分の攻撃の威力が増減する効果がある、という事くらいだったのだ。

			　調子に乗っている時には強くなり、弱気な時には弱くなる。ある意味でガビルにピッタリの権能ではあったが、使い勝手がいいとは言えない能力スキルであった。

			　そんな感じの不明な部分が多いユニークスキルによって、ガビルの命は救われたのだ。

			「グワッ!?　あれ？　我輩、今確かに腹を穿たれたと思ったのだが……」

			　と悩みかけるも、細かい事を気にしないのが、ガビルという男である。

			　まあいいかと考えるのを止めて、バラガに対して構えを取った。

			「馬鹿な!?　今、何が起きたというのだ」

			　バラガからすれば、そう簡単に割り切れる話ではない。

			　ガビルほどの強敵を策に嵌はめ、ようやく倒す算段がついたところだったのだ。このまま圧倒すれば勝利間違いなしだっただけに、納得がいかないのは当然であった。

			「ふざけるなよ、貴様！　ならばもう一度、今度は確実に心臓を貫いてくれるわ!!」

			　魔素を吸収して大きく力が増した。小細工など必要とせずとも、ガビルを倒すなど容易たやすい事だ。バラガはそう思い、青龍槍せいりゅうそうを両手に持ち直す。

			　両雄は再び、睨み合う形となった。

			　不利なのは、ガビルだ。

			　幸運にも一度は命を拾えたものの、次はない。

			　本人も知らぬ事だが、ユニークスキル『調子者ミダスモノ』の『運命変更』とは、一度発動してしまえば次に使用可能になるまでの期間が長いのである。

			　どれだけ調子が良くても、一日に一度が限界なのだ。

			　だからガビルには、他に奥の手など残ってはいなかった。しかも、連戦によって体力の消耗が激しい。死の淵から蘇ったばかりであり、本来であれば休息を必要としている状態なのである。

			　そんな状況でありながらも、ガビルは弱味を見せずに明るく笑う。

			「グワハハハ！　貴殿の技も冴え冴えとしておるが、我輩も負けてはおりませんぞ。師匠が優秀である故、そう簡単に勝てるとは思わぬ事ですな」

			　バラガがどう動いても対応出来るように、ガビルは集中力を研ぎ澄ましていく。

			


			　──その時、運命が決した──

			


			　ガビルのユニークスキルの影響ではなく、リムルの心の中に〝シエル〟が誕生したからだ。

			　万策尽き、残る死力を振り絞ろうとしていたガビルに、天の声が助けを告げる。

			


			《力が欲しいですか？　ならば、与えましょう。貴方のユニークスキルを改造する事に同意しなさい》

			


			（──ッ!?）

			　それはどういう意味だなどと、ガビルは問い返したりしない。

			　その声はとても懐かしく、温かく、聞いているだけで心が落ち着くのを感じた。だからガビルは迷わずに、同意する、と念じたのである。

			　効果は劇的であった。

			


			《正しい選択です。ユニークスキル『調子者ミダスモノ』を生いけ贄にえに、新たな権能を与えましょう》

			


			　その声が消えると同時に、ガビルの中に新たな力が目覚めた。

			　究極贈与アルティメットギフト『心理之王ムードメーカー』──シエルによって与えられたその権能には、『思考加速・運命改変・不測操作・空間操作・多重結界』という五つの効果が含まれている。

			　思考加速は、百万倍まで知覚速度を引き上げる。

			　運命改変は、ユニークスキル『調子者ミダスモノ』の『運命変更』の上位互換であり、ガビルの意思で発動出来るようになっている。ただし、使用頻度はやはり、一日に一度が限界だ。

			　不測操作は、これもまた『調子者ミダスモノ』の『不測効果』の上位互換だ。今までは意図せずに上昇していた攻撃力を、自分の意思で発動出来るようになる。ただし、これも気分次第というのは変わらない。気分が高揚している時に攻撃力を上昇させる事が出来る、という能力なのだった。

			　空間操作は、ベニマルを筆頭とする幹部陣ならば使えた能力だ。その主目的は『空間転移』であり、一度行った事がある場所で、空間が干渉を受けていなければ、自由自在に移動出来るようになる便利な能力なのだ。空間に干渉する事で、敵の逃亡を封じる効果も期待出来た。便利な力なのだった。

			　多重結界は、リムルが得意とする防御術式である。様々な効果の『結界』を重ね合わせて、あらゆる攻撃に備える事が可能となる。リムルの権能を借り受ける形で、ガビルにも使用が可能になったのだった。

			　今までは無意識だったスキルの効果が、ガビルに正しく認識された。百万倍に引き延ばされた意識野にて、シエルが教示したのである。

			　ガビルは感動した。そして思わず口にする。

			「凄い、凄いぞ！　我輩、負ける気がしないのである!!」

			　早速調子に乗っている訳だが、ガビルの場合はそれが正解であった。

			　暗い空気を吹き飛ばし、ガビルが笑う。それに比例するように、ガビルの力が大きく増すのだ。

			「な、何だ貴様ッ!?　急に力が増したぞ。一体何をしたというのだ──ッ!?」

			「グワハハハ！　貴殿には悪いが、我輩には偉大なる主がいるのだ。その御方の守護がある限り、我輩に敗北など有り得ぬのだよ！」

			　状況によっては負ける事もあるだろうが、調子に乗っているガビルは大言壮語を口にする。それと同時に、ガビルの身体中に溢れんばかりの力が湧いてくる。

			　こうなるともう、勢いを止める方が難しいというものだった。

			「いざ、覚悟！」

			「吐かせ！　我が力、貴様の身体に刻んでやるわ!!」

			　覚醒魔王に匹敵する両雄が、その全力でもってぶつかり合った。

			　刹那の攻防、それを制したのはガビルである。

			　がむしゃらに繰り出された青せい龍りゅう槍そうを、ガビルの水渦槍ボルテクス・スピアが優しく弾いた。それによって大きな隙が生じたバラガは、体勢を立て直す間もなく、ガビルの刺突によって胸部に大穴を空ける事となったのである。

			「ガハッ！　ぐ、まだだ。わ、我の回復能力ならば、この程度の傷など……」

			　そう、バラガも獣人特有の高い治癒力を受け継いでおり、その上、部下達からエネルギーを補給する事で、ある程度の傷など瞬時に治癒してしまうのだ。

			　今回もそれで乗り切ろうとしたバラガ。しかし、そうはならなかった。

			　ガビルも不思議に思ったのだが、何と、自動的に『運命改変』と『不測操作』が発動し、そのコンボによってバラガの回復能力を奪ってしまったのである。

			　運命改変の使用頻度は一日に一度だが、それは同一対象に対してのみ。つまり、敵に対しても発動出来るというのが、今ここで判明したのだった。

			　バラガが自分で吐いた言葉通り、〝戦場では、平常心を失った者から死ぬのが定め〟なのだった。

			「お、思った以上に凄い力なのである……」

			　こうしてガビルは、新たな力を手に入れた上に、勝利をその手にしたのである。

			


			＊

			


			　一方その頃、最後に残った三将である〝玄武〟ゴウザリンも、思わぬ強敵と相対する羽目になっていた。

			


			　軍団長グラディムの敗北によって、『魔獣軍団』は大混乱に陥った。それをどうにか纏め終える間もなく、悪魔の大軍が飛来したのだ。

			　大軍と称したが、その数はそこまで多くない。

			　およそ五百。しかしその質は、一騎当千と呼ぶに相応しいものだった。

			　上位悪魔騎士ディアブルシュバリエ──魔王リムル直属の、恐るべき戦闘集団である。

			　魔獣騎士キマイラナイトは魔素エネルギー量で倍近く上回っていたのだが、意外な事に、戦闘面では優位に立てずにいた。それほどまでに、悪魔達の実力が高かったのである。

			　思い通りにならぬ事態に、ゴウザリンの苛いら立だちが募る。そんな状況の中、運命の時が訪れたのだ。

			（なんじゃ、アレは……）

			　ゴウザリンの視界の端に、蠢く影が映った。

			　何故か強烈に、本能に訴えかけてくる違和感。その正体を探ろうと、戦局から目を離して影に集中するゴウザリン。

			　その行動は正解だった。

			　もしもその影を放置していたら、ゴウザリンは何が起きたのかも理解出来ずに死ぬ羽目になっていただろうから。

			　もっとも……知らずに死んだ方が幸せだった、という考え方も出来るのだが。

			　影が蠢いていたのは、魔王の守護巨像デモンコロッサスの残骸が転がる場所だった。何事かと見守るゴウザリンの前で、影が立ち上がる。

			　黒い長髪が腰まで伸びた、上半身裸の美男子である。

			　その肌は黒褐色で、鈍い光沢があった。

			　それはまるで金属であるかのような──否、その男の腰から下は、魔王の守護巨像デモンコロッサスの残骸と溶け合っていた。

			　ゴウザリンの目の前で、残骸が溶けてその形状を変化させていく。そして、男の下半身も完成した。

			「なんじゃ、ワシ、裸じゃん。恥ずかしいのう」

			　美形に似合わぬその口調は、ゴウザリンが先程まで戦っていた男のものと酷似していた。

			「お主、まさかとは思うが……ガドラ老師なのか？」

			　ゴウザリンが問いかけると、その男はニヤリと笑った。

			「ワシに決まっておろうが！　それとも、もう勝ったつもりじゃったのかな？　そんなの、ワシは絶対に認めぬぞい」

			　そう、謎の全裸男は、ガドラ老師その人だったのだ。

			「何を言う！　お前さんは、自爆魔法で死んだではないか！　あの魔法は生命を燃焼させる系統だったのに、どうして生きておるんじゃ!?」

			　ゴウザリンが叫んだ。

			　理解が追い付いていないのに、ガドラの発言を聞いて余計に混乱しそうになった。このままガドラのペースに飲まれるのは不ま味ずいと、話の流れを変えようとしたのだ。

			「そうか、思い出したわい。ワシ、生命昇華サクリファイスで自爆したんじゃったな。それで死んだと思ったんじゃな？　じゃが、ワシほどの男が自殺するなど有り得んのじゃよ。戦いが終わるまでは、勝ったと思って気を緩めぬ事じゃな」

			　などと長々と話しながら、ガドラは魔法で衣服を創り出して、いそいそと身に着けていく。様にならぬ恰好だが、全裸よりはマシという判断だった。

			「御託はいいから、妾わらわの質問に答えぬか！」

			　ゴウザリンとしては、四の五の言わずにガドラを始末したいところである。しかし、完全に死んだはずの人間が生き返ったのだから、ついつい慎重になってしまっていた。

			　ガドラが正直に答えるかどうかもわからない。だからゴウザリンは、ガドラの返答如何いかんを問わず、次の攻撃に全力を込めるつもりだった。

			（どうせこのジジイの事じゃ、妙なトリックを仕掛けておったのじゃろうて。代わりの生贄を用意しておったのかものう。妾わらわの動揺を誘うのが目的じゃろうが、手の込んだ真似をしよるわ。じゃが、下らん小細工など力で粉砕してくれる！）

			　ゴウザリンの魔鋼の肉体は、その見かけとは裏腹に超重量である。故に、ある程度の速度で体当たりするだけでも、それなりの威力を発揮するのだ。

			　それに加えて、全身の触手による高こう周しゅう波は千せん手じゅ斬ざんを行えば、触れるモノ全てを粉微塵にする生きた弾丸と化すのである。

			　ゴウザリンは両足に力を込めた。

			　自身を砲弾と定め、大地を爆発させる事で推進力を得る。それこそが、ゴウザリンのもう一つの奥の手なのだった。

			　ガドラに狙いを定めるゴウザリン。

			　そうとは知らず、ガドラは律儀にも説明を始める。

			「そうよな、ワシは転生したのじゃ。ワシが開発した神秘奥義：輪廻転生リインカーネーションを事前に仕込んでおったのじゃよ。これを用いれば、この世とは暫しばしのお別れになるのじゃが、記憶を保持したまま新たな人生を歩めるようになる。素晴らしい奥義なのじゃ」

			「……それで？」

			「ちょっぴり成功率が低いが、得られるものは大きい。ワシなんて、もう何度も転生しておるから、成功は約束されたようなものじゃった──」

			　事実、一番初めに実行する時が、一番成功率が低いのだ。アダルマンが失敗したのも、ガドラの腕が悪かったという訳ではないのである。

			　ガドラは事前に幾つか、即座に発動出来るように魔法を仕込んでいる。ラーゼンなどは一つか二つが限界だが、ガドラの場合は三つ以上、魔法の準備を確保していた。

			　逃亡用の転移魔法と、自決用の自爆魔法。万が一死んでも大丈夫なように、転生魔法は外した事がなかった。

			　そんな用心深いガドラだが、今回は予定外の事が起きたのだ。

			　輪廻転生リインカーネーションが発動し、〝魂〟が肉体から抜け出した。魔法によって保護された〝魂〟は、次なる肉体を求めて輪廻の輪に戻るはずだったのだ。

			　ところが、ここで一つの約束が発動した。

			　実はガドラ、ディアブロに弟子入りを志願していたのだが、保留とされていた。本来ならば即却下なのだが、ガドラはディアブロに気に入られていたのだ。

			　リムルの魔法を褒めた事で、ディアブロと意気投合したからである。

			『お前のように面白い男は嫌いではありません。真にリムル様の役に立つと私が認めた時、お前を眷属にしてあげましょう』

			　と、宴会の席で告げられていたのだった。

			　体よく断る口実だろうと思いつつも、ディアブロに認められようと頑張るつもりだったガドラ。ところがその時には既に、ディアブロの『誘惑』に嵌はまっていたのだった。

			　そんな訳で、ガドラの輪廻転生リインカーネーションは書き換えられていた。リムルの為に死を選んだならば、悪魔族デーモンとして生まれ変わる事が出来るように、と。

			　そして悪魔族デーモンは、生まれながらに戦闘能力を有する種族である。生前の記憶を持つガドラが悪魔族デーモンになったのだから、特殊個体に生まれ落ちたのは当然の結果なのだった。

			　問題なのは肉体だ。

			　精神生命体である悪魔族デーモンは、この世に留まる為の肉体を必要としているのである。

			　本来ならばガドラは、何者かに憑依するか、ディアブロに連絡を取って召喚されるのを待つしかなかった。だがしかし、リムルの心の中に〝シエル〟が誕生した事で、ここでも運命が決したのである。

			


			《肉体を望むならば、与えましょう。更なる力も与えましょう。だから──》

			


			　リムル様の役に立ちなさいと、その声が告げた。

			　ガドラからすれば、願ってもない話である。

			　勿論ですわい──と、声を大にして叫んだのだ。

			　それによって契約が成立し、ガドラは無事に転生を果たしたのであった。

			　生まれ変わったのは新種族、金属性悪魔族メタルデーモンだった。

			　黒の眷属だと証明するように、その身体は黒色を纏っている。髪も目も素肌も、黒成分が多めだ。それでいながら金属の光沢を放っているので、どこか作り物めいた雰囲気を纏っていた。

			　もっとも、その姿はガドラのイメージという訳ではなく、生前の──それこそ最初の生の──若き日の姿を模したものである。魂に刻まれた記憶から再現されたもので、種族とは何の関係もないのだった。

			　新種族だからか、悪魔族デーモンとしての縛りなどない。今のガドラの魔素エネルギー量は、暴走状態のクレイマンに匹敵するほどだ。そこに生前の知識と経験が加わるのだから、強くなったのは間違いなかった。

			　ガドラとしても、生まれ変わった自分を実感しているところである。その感動を噛み締めるように、ついつい饒舌になってゴウザリンへと語ってしまうのだ。

			「つまり、お主は金属性悪魔族メタルデーモンとかいう聞きなれぬ種族になった訳じゃな？」

			「そういう事になるのう。忠告しておくが、ワシは強くなったぞ。お前さんに勝ち目なぞないから、降伏せい。元同僚の誼よしみで、命だけは助けてやるわい」

			「馬鹿め、と答えておくわえ！」

			　準備万端で機会を窺っていたゴウザリンが、ガドラに向けて突進する。その凄まじい速度は、ゴウザリンの身体を大質量の弾丸へと変えた。

			　呑気な事を言っているガドラでは、対処など出来ぬであろう。そう考えたゴウザリンだが、次の瞬間、その目を見開いて驚愕する事となる。

			　何と、ガドラを目の前にして、自分の意思とは関係なく方向が逸れたのである。

			「不思議じゃろ？　ま、簡単に説明すると、魔法で磁場を操作して強磁界を生み出したんじゃ。そこに電流を流してやると、今のように物体を電磁誘導する事が可能となる訳じゃな」

			　この場合の物体とは、ゴウザリンの事である。異界の科学を勉強したガドラにとって、魔法で出来る事はとても多い。つまりゴウザリンの奥の手も、ガドラには簡単に封じられるのである。

			「お主……」

			　飄々と立つガドラは、その左手に一冊の大きな本を抱えていた。大事そうに右手を添えて、そのページをめくっている。

			「どうじゃ？　これでワシの力がわかったじゃろ？　もう諦めて、降伏するがいい」

			　ゴウザリンは、その言葉が自分を見下すものだと受け取った。ガドラにそんなつもりはなかったのだが、ゴウザリンは強者としての誇りを傷付けられたと感じたのだ。

			　だからこそ、降伏など選択肢から外れている。

			「良かろう。これだけは使いとうなかったが、妾わらわも覚悟を決めるとしよう！」

			　ゴウザリンは錠剤を飲み込んだ。

			　特殊投与能力メディカルスキル『獣魔合身ザ・ビースト』を発動させたのだ。

			　バラガがそうであったように、ゴウザリンもまた大きな力を手にしようとしていた。しかし、ガドラがそれを待つ理由など何もなかった。

			「やれやれ。それならばワシの、新たな力の実験台になってもらおうかのう！」

			　ガドラは嬉々として、ゴウザリンを見る。

			　その目は、モルモットを見つめる科学者のそれだ。

			「究極贈与アルティメットギフト『魔道之書グリモワール』──発動！」

			　ガドラの左手に持つ本が、禍まが々まがしい光を放った。

			　そこに記されているのは、リムルが──即ち、シエルが──管理する魔法の数々である。

			　その本に並ぶ魔法の美しい術式を見て、ガドラは恍惚の表情を浮かべた。そして、今この瞬間にもっとも相応しいであろう魔法を選択する。

			「〝極小黒炎獄リミテッドヘルフレア〟」

			　ベニマルが編み出した武技アーツなのだが、リムルがスキル化したものだ。魔法とはスキルの一種なので、『魔道之書グリモワール』にも記載されていたのである。

			「──えっ？」

			　編み出した本人が使用するよりも劣化しているものの、その威力は申し分ない。ゴウザリンは何が起きたのか理解する事もなく、再生不可能なほどに焼き尽くされたのだった。

			「もっと自慢したかったのじゃが、仕方ないのう」

			　そう呟き、自慢の髭ひげを撫でようとしたガドラ。しかしそこはツルリとしており、無精髭すら一本もない。

			「しもうた！　見た目も若造になってしまっておるのか。それは困ったわい。髪も黒々としておるし、染めるしか……いや、ここは変化の魔法で乗り切るとしよう」

			　そう呟いたガドラは、嬉しそうに『魔道之書グリモワール』をめくるのだった。

			


			＊

			


			　こうして、グラディムを筆頭に『魔獣軍団』の幹部達は全員が討ち取られた。

			　しかし、戦場にはまだ危険が残っていたのである。

			　その男は、目の前に転がるグラディムの頭を見て歓喜した。

			「美う味まそうなエサが転がってやがった！」

			　それが歓喜の理由である。

			　遠慮なく頭部を手に取り貪り喰らったのは、ユウキからの命令で『魔獣軍団』に潜入中だった〝三巨頭ケルベロス〟の頭ボスの一人、〝力〟のヴェガだ。

			　グラディムの死体を貪り喰らうと、ヴェガの身体に力が満ちていくのが見て取れた。

			　その、肉食獣を思わせるしなやかな身体が、一回り大きくなっている。二メートル超という大柄だったグラディムと並ぶほどに成長したヴェガは、膨張した筋肉で制服がパンパンになっていた。

			「ふむ、まあまあだが……まだまだ足りんな」

			　そう呟いたヴェガだったが、それからも次々と、美味そうなエサを発見した。

			　黒焦げになった〝朱雀〟ナジム、胸に大穴を空けて死んでいる〝青龍〟バラガ、金属の残骸を残すのみとなった〝玄武〟ゴウザリン。

			　静かに忍び寄り、誰にも気付かれぬように速やかに、ヴェガは獲物を次々に喰っていく。

			　それを可能とするのは、ヴェガが生まれながらに持つ特殊な力──ユニークスキル『悪喰者イヤシイモノ』の権能のお陰だ。

			　………

			　……

			　…

			　ヴェガは、イングラシアの王都で生まれた。本人も知らぬ事だが、片親が魔人と化した〝魔法審問官〟の成れの果てだったのである。

			　魔物の因子を取り込み過ぎて戻れなくなった父親が、母親を襲って出来たのがヴェガだ。だからヴェガは、生まれながらにして異端だった。母親の胎内にいたのも三日ほどで、生まれ落ちたその日から自我があったのだ。

			　もっとも、理性もなく言葉も理解していない赤子であり、母親を含む周囲の者達からは化け物と恐れられる事になる。愛されるどころか、殺されそうになって隠れ潜む事になったのだった。

			　それから十数年、ヴェガは生き延びた。

			　ネズミを喰い、残飯を漁り、生きる為には何でも食べた。遂には、喧嘩して死にかけていた人間をも喰った。

			　そして知る。

			　自分の周囲は、こんなにもエサで溢れていたのだと。

			　人間まで喰うようになったヴェガは、正真正銘の化け物となった。当然ながら討伐命令が出される事になったのだが、それを担当したのがユウキである。

			　当時、既に教導官として教鞭をとっていた井沢静江シズエ・イザワの協力を得て、ヴェガを見事に捕らえる事に成功したのだった。

			　本来なら処刑すべきだったのだが、ユウキはヴェガの力を惜しいと思った。類まれなる戦闘センスと、強靭な肉体。それに、成長性も見込みがあり、鍛えれば有用な駒として利用出来そうだと考えたのだ。

			　ヴェガを始末したと、シズを騙したユウキ。

			　そうしてヴェガは、ダムラダを通じて帝国で教育される事になった。今では、恐るべき戦士として成長を遂とげたのだった。

			　………

			　……

			　…

			　ヴェガにとって幸運だったのは、援軍としてやって来た上位悪魔騎士ディアブルシュバリエと魔獣騎士キマイラナイト達との戦いが苛烈さを増していた事だ。そのせいで目立つ事なく、目的を達成出来たのである。

			　強靭な獣の四肢と、硬質な魔鋼の身体、魔法すらも弾く竜の力、大空を翔かける翼まで。ヴェガは僅かな時間で手に入れた。

			　それだけではなく、神話級ゴッズである青せい龍りゅう槍そうまで拾っている。

			　まだ主として認められていないが、ヴェガは気にしない。俺に従えとばかりに力を注ぎ、無理やりに融合してのけたのだ。

			　ゴウザリンの持っていた力──『金属操作』の効果であった。

			　神話級ゴッズを取り込んだ事で、ヴェガの全身はより禍々しく変化した。全身を覆う異質な鎧によって、正体不明の魔人の出来上がりだ。

			　ここまでしたら、ガビル達も流石に気付く。

			「なっ!?　まだあれほどの怪しい魔人が！」

			　ガビルが驚き叫ぶと、部下達から泣き言が漏れる。

			「でもガビル様、こっちはもう手一杯だよ？」

			「然しかり」

			「連戦に次ぐ連戦で、補給物資も数が少なくなっているぜ。どうする、ガビル様？」

			　無理もなかった。

			　実際、〝飛竜衆ヒリュウ〟の疲労は限界間近なのだ。

			　上位悪魔騎士ディアブルシュバリエが来るのがもう少し遅れていたら、戦線はとっくに崩壊していただろう。

			　何しろ、頼りになる援軍と思われていた獣王戦士団と〝天てん翔しょう衆しゅう〟達が、真っ先に戦線離脱してしまったのだから仕方ない。

			　あ、やべえ──と、スフィアが口にしたのが始まりだ。

			　どうしたと問うガビルに、『メッチャ眠い』とスフィアが答えたのである。

			　それを聞いて、ガビルはピンときた。

			　始まったな、と。

			　収穫祭ハーベストフェスティバルには欠かせない進化の眠りが、最悪のタイミングで開始したのだと悟ったのだった。

			　カリオンとフレイが覚醒しようとしているのだから、この流れは当然の帰結だった。この耐えようもない生理的現象に、文句を言っても始まらない。だからガビル達は、この場を自分達で守り抜こうと孤軍奮闘していたのである。

			　他の部隊は、各々の判断で敵と交戦している。しかしガビル達は、この場から動けずにいた。だからこそ余計に、疲労の溜まり具合が激しかったのだった。

			　そんな状況でのヴェガの登場に、ガビルの顔も青褪める。

			「御安心下され、ガビル殿。先まずはワシが、あの者と話をしてみましょう。ヤツはヴェガと言いましてな、ユウキの小僧の仲間なのですじゃ」

			　頼もしいなと、ガビルはガドラを見直した。

			「頼みますぞ！」

			「任されましたぞ」

			　いつの間にか仲良くなっていた二人は、笑顔で頷き合った。そしてガドラが、ヴェガに向かって進み出る。

			「ヴェガよ、久しいな」

			「ああん？　ああ、ガドラのジジイか。魔王リムルに寝返ったと聞いていたが、どうやら本当だったらしいな」

			「うむうむ。じゃからワシも、ユウキとは共闘関係にあるのじゃ。ここで会えて良かったわい。ワシがおらなんだら、貴様は敵じゃと思われるところじゃったぞ」

			「そうかよ」

			　親しげに近寄るガドラを、ヴェガは興味なさそうに一瞥する。そして直ぐに視線を逸らした。

			　ヴェガの目には今、ガドラよりも興味を引く者共が映っているのだ。

			　ヴェガの視線の先にいるのは、カリオンとフレイだ。その周囲にも、美味そうなエサが転がっているのが視える。ヴェガの口はヨダレで溢れかえり、その肉の味を思い浮かべて恍惚とした表情となっていた。

			「ここはワシが仲介役になるでな、貴様もワシ等に協力して──オブゥアッ!?」

			　馴れ馴れしく肩を叩こうとしたガドラを、ヴェガの拳が薙なぎ払った。油断していたガドラは、これをまともに受けてしまったのだった。

			　今のヴェガの力は、覚醒魔王をも凌ぐほどに強化されていた。ガドラとの比較では、倍以上に魔素エネルギー量が上である。

			　金属性悪魔族メタルデーモンという物理防御にも優れた種族になったガドラも、全身が魔鋼で更には神話級ゴッズをも取り込んだヴェガには敵わない。一撃で意識を刈り取られて、沈黙する羽目になったのだった。

			「ガ、ガドラ殿ォ──ッ!!」

			　叫びつつガビルは、ガドラ殿も頼りにならん御人だな、と思っていた。ガドラが自信満々だっただけに、仕方のない話である。

			　せっかくの希望が潰ついえた事で、ガビルの失望は大きい。しかも、ヴェガの実力は想像以上だった。

			　ヴェガは隠す気もないのか、カリオンとフレイを舐めるように見ている。

			　その目的は明白だ。

			　ここで倒しておかねば、より強大な力を与えてしまう事になるだろう。

			　今でも勝てるかどうかわからない上に、そうなってしまっては手のつけようもない。ガビルに勝ち目などなくなるのは間違いないので、ここで頑張るしかないのである。

			（我輩、普段から目立ちたいと考えておったのだが、こうも続くのは流石に勘弁であるな）

			　と、ちょっぴり反省するガビルなのだった。

			


			＊

			


			　覚悟を決めて前に出ようとしたガビルだが、目の前に誰かが立ち塞がった事で足を止めた。

			「ガビルはん、ここはワイに任せてや」

			「お、おお！　ラプラス殿ではないか。どうしてここに？」

			「それはやな──」

			　みんなに置いていかれたからと答えそうになり、ラプラスは思わず黙り込む。それは恰好悪いと気付いたのだ。

			「決まっとるやん。アンタを助けに来たんや！」

			「お、おお!!　そうであったか、心強いですぞ、ラプラス殿！」

			「せや。ワイが来たからには、もう安心やで」

			　ラプラスは強引に話を纏めた。そして、仲間であるはずのヴェガへと振り向いた。

			「それで、ヴェガはん。アンタはなんで、ガドラの爺さんを殴ったんや？」

			　軽やかにクルクルと回りながら、ラプラスはヴェガへ問いかけた。そんなラプラスをウザそうに眺めつつ、ヴェガが面倒そうに答える。

			「ああん？　決まってるじゃねーか。そのジジイが、この俺様の邪魔をしようとしたからよ」

			「邪魔やて？」

			「ああ、そうさ。俺の食事を邪魔しようとするヤツは、生かしておいちゃならねーのさ。だからよラプラス、お前も大人しくすっこんでろや。そうすりゃ、昔の馴染みだ。見逃してやってもいいぜ」

			　ラプラスは回るのを止めた。

			「おもろい冗談を言うやないかい。もしかしてワレ、自分の立場を忘れとるんちゃうやろな？」

			　その声の質は、先程までとまるで同じ。しかしその気配は、別物と言っても過言ではないほどに緊迫を孕んでいた。

			　だが、ヴェガは気にしない。

			「ハハン、立場だと？　貴様こそ、俺様に命令出来る立場かよ！　ユウキの野郎は、ルドラに負けたらしいじゃねーか。俺はよう、俺より強いヤツの命令しか聞かねーのさ」

			　そう言うなり、ヴェガが哄こう笑しょうする。

			　ゲラゲラゲラという笑い声が、戦場に大きく響いた。

			「笑えんな。ワレの冗談は面白くないわ」

			「だから冗談じゃねーって──いッ!?」

			　下卑た笑い声が、突然止まった。

			　一瞬にして距離を詰めたラプラスが、ヴェガの首を握りしめたのだ。

			


			

			


			「あんまり舐めた事を言うと、しばくぞワレ」

			　二回り以上の巨体が、ラプラスによって持ち上げられていた。

			　ヴェガは手足をジタバタさせてもがく。呼吸の必要などなくなっているのだが、まだ慣れていないから混乱してしまったのだ。

			　そんなヴェガに対し、ラプラスの膝蹴りが炸裂する。首を掴まれていたヴェガは、引き寄せられても逃げようがなかった。ラプラスが手を緩めた事で、その場にうずくまり呼吸を整えている。

			「ま、待ってくれ。調子に乗って悪かった。もう冷静になったから許してくれ」

			　そのままヴェガの頭を蹴り抜こうと考えていたラプラスだが、懇願するヴェガを見て動きを止めた。そして、冷たい声で告げる。

			「──ワイは、ボスほど優しくないんや。二度目はないと思っとけよ」

			「わ、わかってるさ」

			「ほんなら、大人しゅうワイに付いて来るんや。ええか、勝手な真似したら承知せんで」

			　コクコクと頷くヴェガ。

			「了解だ。それで、これからどうするんだ？」

			「ワイはこれから、会長達のとこに向かうつもりや。会長さえ何とか出来たら、ティアやフットマンは元に戻るやろからな。ともかく、解決方法を探らん事には、ボスを助け出すんも無理やろ。ちゅうわけやから、絶対に先走るんやないで」

			「わかったぜ」

			　ラプラスの言葉に大きく頷くヴェガ。その必死な態度を見るに、ラプラスがよほど怖かったのだと思われた。

			　そんなヴェガを見て、ラプラスはやれやれと溜息を吐いた。

			「大丈夫なのかのう？」

			　むくりと起き上がったガドラが、心配そうに呟いた。

			「ジジイ！」

			　思わず身構えるヴェガ。

			「おお、ガドラ殿！　無事であったか！」

			　驚きながらも喜ぶガビル。

			「やっぱり爺さん、無事やったんか」

			　こちらは予想していたのか、ラプラスは驚いてはいなかった。

			「当たり前じゃ。一瞬意識を失ったが、緊急避難の対策は万全じゃよ。油断させて極大魔法をぶち込んでやろうと思って、やられたフリをしておったんじゃい」

			　実は究極贈与アルティメットギフト『魔道之書グリモワール』には、当たり前のように『思考加速』や『並列演算』も備わっていたのだ。これを用いれば、気絶してもバックアップ用の別の思考が後を引き継いでくれるのである。

			「なるほど、我輩も騙されましたぞ」

			「大した爺さんやで、ホンマ」

			「まあのう。伊達に長生きはしとらんからな。それより、問題はヴェガじゃろうがい」

			　話をはぐらかそうとしたラプラスだが、ガドラの追及は終わらなかった。

			「俺か？」

			「そうじゃ。ワシにはどうも、お主を信じる事が出来ぬのじゃ」

			「何でだよ！」

			　とヴェガは、まるで理解出来ないという態度を取る。

			　これにはラプラスも呆れるしかない。

			　やれやれと肩をすくめて、諭すように答えた。

			「正直、ワイも信用はしとらんのや。しゃーけどな、この男もワイの仲間なんや。始末した方がええという意見もわかるんやが、ワイはコイツを信じたいんや。それに、ボスの許可なく勝手な真似は出来んよってな。調子に乗せんかったら言う事を聞くよって、ここは一つ、一度だけでもコイツを信じてやって欲しい」

			　頭が痛い問題だと、ラプラスは苦々しく思っていた。

			　ヴェガは頭が悪過ぎるのだ。

			　自分の欲望に忠実過ぎて、空気を読むのも苦手。しかし、良い点がない訳ではない。集団行動では浮くタイプなのだが、命令にはある程度従ってくれていた。

			　それに、力だけはある。ここで斬り捨てるには惜しい人材なのだった。

			　たまに起こす問題行動が、許容範囲を超えそうで心配ではあるのだが……そこは自分が付き添って注意しようと、ラプラスはそう考えていたのである。

			　今回も、未遂で終わったが大問題一歩手前であった。

			　もしもカリオン達に手を出してしまっていたら、ラプラスとてヴェガを庇い立てする事なく処分に踏み切っていただろう。

			　正直、未遂でもヤバイ案件ではあるのだが……。

			「ワシには決定権がないが、お主の気持ちは理解出来るとも。知らぬ仲ではないし、リムル様に迷惑をかけぬのならば問題ないじゃろう」

			　ガドラとて、ヴェガを知る者の一人である。ここで自分が発言するのは宜しくなかろうと、控えめに意見を述べるに留めていた。

			「ワイもそれが心配なんやが……」

			　ラプラスも不安なのか、歯切れの悪い言い方だった。

			　そんな中、ガビルだけが呵か々か大たい笑しょうする。

			「グワハハハ！　男子たる者、失敗から学ぶ事も多かろう。良かろう。我輩も信じる事にしようではないか！　ヴェガと言ったか、ラプラス殿の言う事を聞いて、立派な戦士を目指すのだぞ！」

			　そう言ってガビルは、ヴェガの背中をバンバンと叩いたのだった。

			


			　不安を抱えつつも、今は悩んで立ち止まっている場合ではない。

			　ラプラスはヴェガを連れて、早々に立ち去って行った。

			「あれで良かったのかのう？」

			「問題ありますまい。ヴェガが成長すれば儲けものですし、失敗してもラプラス殿が責任を取るでしょうからな」

			「……意外と腹黒い事を考えておったのじゃな」

			「グワハハハ！　褒められても何も出ませんぞ！」

			　褒めてないんじゃがなあとガドラは思ったが、その場は面倒だったので沈黙を守ったのだった。

			　少し空気が緩んだものの、今はまだ戦闘中である。

			　それを思い出した二人は、気持ちを切り替えて戦いに臨もうとした。

			　そこに入ったのが朗報だ。

			「兄上！　モス殿からの知らせですが、リムル様がヴェルグリンド様を倒した、との事です。幹部の方々は敵の飛空船に乗り込み、敵勢力の主要陣との決戦に入った模様。私達も負けてはいられませんよ！」

			　休憩を終えて戦線復帰したソーカが、現在の状況を声高く報告したのだ。これによって、リムル勢の士気が大幅に上昇した。

			　それとは反対に、帝国軍には動揺が走る。

			　意思をなくして暴走している者はともかく、戦力の要となっていた魔獣騎士キマイラナイト達は、自分達がどれだけヤバイ状況にいるのか悟ってしまった。

			　指揮官を失い、これ以上の援軍は望めない。それなのに敵の援軍は増え続け、敵の指揮官を討ち取るのも絶望的という状況だ。

			　戦場で弱味を見せた元魔王の討伐にこだわっていては、自分達の方が包囲殲せん滅めつされかねぬ勢いであった。

			　統率が取れていたら、話は違っていただろう。

			　しかし、現状では上官が不在なのである。

			　このままでは不味いと、逃げ出す者が出るのも自然な流れだったのだ。

			　逆に、リムルの配下達は大喜びである。

			「うおおおおお、流石はリムル陛下だ！」

			「ヴェ、ヴェルグリンド様を倒したですって!?　信じられないけど、リムル様ならば当然かも!!」

			「勝ったな。ここからはもう、蹂躙戦だぞ！」

			　勿論、ガビルやガドラも例外ではない。

			「素晴らしい！　やはりリムル様は〝格〟が違うのである！」

			「まあのう。ワシも急に強くなったから、もしやとは思っておったのじゃ。やはりあの〝声〟は、ディアブロ様が推察していた通りリムル様にまつわるものなのじゃろうなあ……」

			「何か言いましたかな、ガドラ殿？」

			「いや、何でもないですわい。それよりも、ワシらはワシらの仕事を終わらせるとしましょうぞ」

			　下手な詮索は身を滅ぼす事になる。ガドラはそれをよく理解していたので、深く追及するのは止めにしておいた。ガビルを巻き込むのも良くないと考えたのも、理由の一つである。

			　ガドラの言葉に頷くガビル。

			　そのまま思考を戦場へと向けたガビルは、今日一番の大音声で突撃の命令を下したのだった。

		

	
		
			

			


			第四章　八門堅陣

			


			　ラプラスも去り、その場に一人だけ残ったディアブロは、笑みを深めて計画通りに進んだ事を悦よろこんだ。

			　敬愛なる主の戦いを間近で見守りつつ、自分が今後役立つ為の参考とする。

			　主に何が欠けていて、どう補えばいいのか、それを見極める絶好の機会を得られた事に、心から感謝していた。

			（いいえ、リムル様に欠けている点など有り得ませんね。ここで重要となるのは、私がこの先どう動くのが最善なのか、それを検証する事でしょう）

			　どう転んでも、リムルの為に役立てると考えているディアブロなのだ。

			　そして、自分が参戦しないというのも、別の思惑があった。

			（私が参戦してしまえば、ヴェルグリンド様以外に苦戦する事はないでしょう。それでは勿体ないというものですね）

			　せっかくの強者と戦う機会なのだから、有用に役立てるべきであった。

			　ディアブロの見立てでは、ベニマルにも成長の兆しがあった。進化によって大幅に戦力が増していたが、その力を磨く為には、強敵と戦うのが最短の近道なのだ。

			　それはベニマルだけに言える話ではなく、リムルから力を与えられた幹部全員に共通する課題であった。

			　そしてこの戦場には、丁度いい実戦相手が待ち構えていた。これを利用しない手はないと、ディアブロはそう考えたのである。

			（まあ、ベニマル殿は私の考えを見抜いていたようですが、文句を言わなかった事から察するに、最初からそのつもりだったのでしょうね）

			　ベニマルはああ見えて、意外と好戦的である。ディアブロほどではないものの、強者との戦いを楽しむ傾向があるようだった。

			　成長が楽しみだと、ディアブロは思う。

			　今回の戦いで生き延びたならば、より大きな力が得られるだろう、と。

			　もっとも──

			（リムル様の命令は絶対です。死ぬ事が許されないのだから、勝利するしか道はないのですよ）

			　誰も死ぬ事なく生き延びさせて、より強く生まれ変わらせるのである。その為に、ディアブロも協力を惜しむつもりなどないのだった。

			　与えられただけの力では、意味がない。自ら獲得し、使いこなしてこそ光り輝くものなのである。

			　今回は、その為の舞台となるだろう。

			　敵を与え、それを撃ち砕く。その先にある成長こそが、リムルの望むものである──と、ディアブロは考えているのだった。

			（クフフフフ。テスタロッサはともかく、カレラやウルティマ達でさえ、力任せの戦いぶりが目に付きますからね。特に、カレラは問題です。ここで一度、苦戦らしきものを味わうのもいい経験になるでしょう。無事に生き残って下さいね。さもないと、私が本当に殺しますので。クフフフフフフ──）

			　ディアブロはそう考え、より一層楽しげに嗤わらう。

			　そして、リムルとヴェルグリンドの戦いを目の当たりにして、その興奮は最高潮に達するのだった。

			


			＊

			


			　皇帝旗艦の艦外甲板には、近衛騎士ロイヤルナイト達が集結していた。

			　ヴェルグリンドという帝国の守護者の存在が、彼等の闘志を燃え立たせている。

			「ヴェルグリンド様ならば、勝利は間違いなしだ」

			「ああ。俺達も負けてはいられないな」

			「ここで勝って、西側諸国も一気に平定しようじゃないか」

			「そうだな。我が帝国が天下を統一する日も近いぞ」

			「皇帝陛下、万歳!!」

			「皇帝陛下に栄光あれッ!!」

			　と、決して広いとは言えない甲板上で、思い思いの気持ちのたけをぶつけ合っていた。

			　そして、一斉に敵を見定める。

			「来たか。魔王の手下共め」

			「邪竜ヴェルドラを奪われた時点で、貴様達の敗北は決定しているのだよ！」

			　そう嘲あざ笑わらう者もいたが、大半の者達は無言になって抜ばっ剣けんした。

			　理由は単純にして、明快。

			　向かって来る者達を、〝脅威〟であると認識したからだ。

			　そして、ここを決戦の場だと覚悟を定めて、迎撃の為に動き出したのである。

			　彼等はまだ知らなかった。

			　絶望が、直ぐそばまで迫っている事を。

			　そしてそれを知る時、彼等の寿命は尽きる事になる。

			


			　テスタロッサは優雅に空を飛びながら、面白くないとばかりに物憂げな表情を浮かべた。

			　目標である飛空船の上で、愚かにも剣を構える者達を目撃したからだ。

			「嫌だわ。わたくし達を見て挑もうとするだなんて、身のほど知らずにもほどがあるわね」

			　ベニマルは無言のままだ。

			　首肯したいところだが、敵の立場ならそうするのが当然だろうと思ったからだ。だからテスタロッサに同意する事なく、無言を貫いたのである。

			　この辺りが、ベニマルはまだまだ常識人の枠組みに入る所以ゆえんであった。

			　本当にぶっ飛んでいる者は、その思考回路からして異常なのだ。それを証明するかの如く、テスタロッサが行動に出た。

			「強者を見誤るなんて、愚かだこと。あまりにも哀れだから、恐怖を与えずに慈悲の祝福を授けましょう！」

			　本当ならばテスタロッサは、少しだけ暴れて実力を見せつけ、恐怖する者共の感情を喰らうつもりだった。

			　だがしかし、覚悟が完了した相手では、恐怖させるまでに時間がかかってしまう。それは面倒だし、何よりも作戦の趣旨から逸脱していた。

			　だから手っ取り早く、邪魔者を排除する事にしたのである。

			　テスタロッサは、飛空船全体が効果範囲となるように、迷わずに魔法を解き放った。

			　その魔法は、核撃魔法：死の祝福デスストリークである。

			　〝魂〟をも破壊する究極の禁断魔法が、その無慈悲なまでの暴威を撒き散らした。その結果、飛空船を包み込むように漆黒の真球が形成され、内部に死を齎もたらしたのだった。

			


			　あらゆる生命体を死滅させる魔死光線を浴びて、艦内にいた者達はほぼ全てが死に絶えた。

			　グラディムに連絡を終えて決戦の準備に奔走していたザムド少将も、何が起きたのか理解出来ぬままに息絶えている。

			　彼は運がなかった。

			　もしもリムルに余裕があれば、カリギュリオからの助命嘆願を思い出して、ザムド達を巻き込まぬように指示していただろう。

			　しかし残念ながら、現実は残酷で、死は等しく平等なのだった。

			「いきなりか。先制攻撃を命じたが、これでは俺達の出る幕がないな」

			「お手を煩わせずに済むように、張り切り過ぎてしまいましたわ」

			「吐ぬかせ。獲物を奪われぬように、の間違いだろう」

			　ベニマルの突っ込みに、テスタロッサは愉たのしそうに笑う。

			「あら、見抜かれてしまいましたわね。流石さすがはベニマル様ですわ」

			「褒められても嬉しくないのは久々だな」

			　などと軽口を叩き合うも、何か問題がある訳ではなかった。むしろベニマルとしても、手間が省けて良かったと思う程度である。

			　文句があるのは、遅れて来た二名であった。

			「ああ！　ボク達の分も、残しておいて欲しかったのに！」

			「判断をミスったね。ディアブロなど放置して、こちらを優先させるべきだったよ」

			　ウルティマとカレラが、テスタロッサを恨めしそうに見つめる。

			　テスタロッサは苦笑を一つ返した。

			「アナタ達はまだまだ駄目ね。よく気配を探って御覧なさいな。ちゃんと生き残った者がいるわよ」

			「その通りです！　あの程度の攻撃で倒れるような者など、私の相手としては物足りませんからね。むしろ、よくぞ選別したと褒めて上げましょう！」

			「恐縮ですわ、シオン殿」

			　我が意を得たりと、テスタロッサが微笑んだ。

			　わかる者にはわかるのだと、その表情が雄弁に物語っている。

			　死の祝福デスストリークに耐えられるのは、魔に適合する者か精神生命体のみなのだ。幸運が重なれば、〝仙せん人じん〟級の者でも生き延びられるだろう。

			　どうあれ、船内に生きている者がいれば、それは強者だと考えて間違いないのだった。

			　ウルティマとカレラは悔しい思いだったが、文句を言っても分が悪い。そう悟り、その場は大人しく引く事にした。

			　そして──

			「行くぞ」

			　ベニマルの号令で、突入作戦が開始されたのだ。

			


			＊

			


			　飛空船の艦外甲板に降り立った一行が目にしたのは、死屍累々となった帝国の近衛騎士ロイヤルナイト達の姿だ。身体が残っているのは、必死に抵抗した証拠だろう。

			　大国でも英雄と称されるであろう者達の、末路である。

			「い、嫌だ……死にたくない……」

			　と、生にしがみつくように虚空に向けて手を伸ばす者共もいた。

			　しかし、その寿命は既に尽きたも同然なのだ。回復薬や回復魔法では、その者を助ける事は出来ないのである。

			　テスタロッサと敵対した時点で、その者共の命運は尽きていたのだった。

			「もう！　やっぱり勿体ないと思う。これだけ上質な者達だったら、きっと甘美な讃美歌を歌ってくれたのに」

			「そんなワガママを言わないの。ほら、お出迎えして下さっているわよ」

			　テスタロッサが指さす先には、旗艦の艦首部がある。

			　そこにいたのは、帝国の頂点達だった。

			　皇帝ルドラと、眠ったままのヴェルグリンド。

			　その両脇を固めるように、近藤とダムラダが立つ。

			　ルドラの背後には、四名の男女がいた。

			　そしてもう一人、大人しそうな男が近藤の隣に控えている。

			「皇帝自ら出迎えてくれるとは、光栄だよ」

			　不敵な態度でベニマルが言い放つと、ルドラではなく近藤とダムラダが前に出ようとした。だが、その動きをルドラが片手で制する。

			「よい。認めようではないか。余が、二千年以上の長き時をかけて揃えた手駒が、今となってはこれだけしか残っていないのだ。魔王リムルの代理として、直答くらい許してやろう」

			「そいつはどうも」

			「それで、ここまで来た目的は何だ？」

			「なあに、簡単な話さ。全権を委ねられた訳ではないが、俺がリムル様に代わって要求を突き付けてやる。この時点で一切の戦闘を停止し、無条件降伏しろ。それを呑むなら、俺達も追撃するのを止めてやろう」

			「断ったら？」

			「リムル様からは、お前達を殲せん滅めつせよとの命令を頂いている。どちらかが全滅するまで、雌雄を決する事になるだろうな」

			　もっとも、俺達は死ぬ事を許されていないがな──と、ベニマルは内心で補足した。

			　その声が外に漏れる事はなく、ベニマルの態度は傲岸不遜そのものである。帝国勢が気色ばむのも仕方のない話であろう。

			「無礼な！」

			　思わず口から出たのか、マルコが叫ぶ。

			「身のほどを知らぬゴミムシが、天の頂を知らぬが故の傲慢さよな。愚かなものよ」

			　槍を背負う四騎士の一人が、ベニマルを見下すように呟いた。それは当然ベニマルの耳にも届いているのだが、相手にする気がないのか、ベニマルの視線はルドラに向いたままだった。

			　他の者達は沈黙を守っている。

			　決定権はルドラにあり、ルドラが直答を許した以上、自分達が口を出すのは不敬であると考えていた。

			「笑止だな。余の大望を、ここで終わらせてなるものかよ」

			「だったら、死ね」

			　ベニマルも今でこそ思慮深く短気な面を見せなくなっているが、その本性は荒ぶる鬼き神しんである。気の長い交渉事よりも、実力行使の方を好むのだ。

			　それに──

			　リムルが敵の皆殺しを命じた以上、ここで退ひく理由など何もないのだった。

			　一触即発。

			　まさしくそういう空気になった中で、動き出した者がいた。眠りについていたヴェルグリンドが、その目を開いて飛び起きたのだ。

			「ルドラ！」

			「どうした？　お前がそこまで取り乱すなど、何があったというのだ？」

			　ヴェルグリンドは周囲を一瞥し、ここで何が起きているのかを理解した。それでも、重要度では自分の用件の方が上だと判断し、ベニマル達を無視して話し始める。

			「私の『別身体』が、魔王リムルに捕らわれたわ。結界を破るのに数分ほどかかりそうだったから、こちらに力を戻そうと思って──」

			　丁度この時が、リムル──シエルが『断熱牢獄』によってヴェルグリンドを封じた瞬間であった。

			　まだ余裕だと、ヴェルグリンドが考えての行動だったのだが、ベニマル達に加えて悪魔三人娘までいる事に危機感を覚えた。

			「流石はリムル様です！　私達も負けてはいられませんね」

			　シオンが喜び、興奮する。

			「今はヴェルドラ様に集中しているようだな。リムル様ならば必ずや、ヴェルドラ様を取り戻して下さるだろう」

			　ソウエイも頷く。

			　しれっと『分身体』を残し、リムルの安否確認を怠らない。それがソウエイという男なのだった。

			「ヴェルグリンド様とヴェルドラ様を同時に相手にして、互角以上に戦えているという事ですわね。素晴らしいこと」

			「ホントだよね。正直、ボクもここまで凄いとは思っていなかったよ」

			「まったくだ。我が君は本当に、底知れぬ御方だよ」

			　ヴェルグリンドの強さを知る三人だからこそ、その発言は重い。正直に言えば、三人とも信じられない気持ちでいっぱいなのだ。

			「大失敗だな。ディアブロの甘言に誑たぶらかされるんじゃなかったよ」

			「ホントだよね。アイツ、こうなると知っていたから、自分だけ見学しようとしたんだよ。卑怯だよね」

			　悪魔にとって卑怯とは、誉め言葉でもあるのだが、これを聞いたシオンは、後でディアブロをシメようと決意した。

			　自分も見学中であるソウエイは平静だ。

			　そしてベニマルは、そっと視線を外している。モスを利用して、ちゃっかりとリムルの戦いぶりを観戦していたからだ。

			　一方、帝国勢の混乱は大きい。

			「馬鹿な！　そこまでの力があるというのか!?」

			　普段は冷静沈着で、感情を露わにする事のない皇帝ルドラが、思わず立ち上がって叫んだほどだ。

			　近藤からの忠言も聞き入れ、リムルを高く評価していた。しかし、ヴェルドラほどの脅威ではないと、見くびっていたのは間違いない。

			　今更気付いても、後の祭りなのである。

			　近藤も、自分の失策を悟った。

			　自分の攻撃が通じなかった時点で警戒していたが、それでも足りなかったのだ。

			（何があろうとも、陛下の御身は俺がお守りしよう）

			　無言のまま、そう覚悟を決めたのである。

			　ダムラダは最初から、魔王リムルが脅威だと考えていた。

			　理屈ではないのだ。

			　ユウキほどの狡猾な人物が、その策謀を以もってしても利用出来ずにいる。それだけでも、放置しておけない危険な相手であると思われた。

			　魔王リムルとは、異質な何かを感じさせる存在だったのだ。

			　ユウキしかり、魔王リムルしかり。

			　何らかの、カリスマとも呼べる覇気を纏まとう者達。ダムラダを魅了してやまない、不思議な可能性を感じさせる者達なのだ。

			　ダムラダには、皇帝ルドラとの遠い約束がある。果たしてそれを守るべきなのかどうか、ダムラダにもわからない。

			　だからダムラダは、自分ではなく他人に運命を委ねるのだ。

			　それを託すに足る相手──そう思わせる何かを持つ者達こそ、ユウキやリムルといった輝ける存在なのだった。

			　そんな存在である魔王リムルが、理性を吹き飛ばすほどに激怒した。

			　その事実が、ダムラダに不安を抱かせるのだ。

			　何かが起きる気がした。

			　艦橋にはルドラが言うように、帝国の最高戦力が集結している。グラディムやその配下達の姿はないが、これ以上の援軍が望めないのが現実なのだ。

			　それなのに、魔王リムルの配下達を圧倒出来ずにいた。

			　そもそもが、魔王リムルは決して舐めてかかっていい相手ではなかったのだ。今のこの状況を見ても、それは明らかなのだった。

			　ダムラダは油断なく、何が起きても即座に皇帝を守護出来るように、全神経を緊張させるのだった。

			　他の四騎士やマルコも、想定外の事態に平常心を保てずにいる。

			　ヴェルグリンドという絶対者の力は、彼等ほどの実力者からしても底知れぬものだった。そんなヴェルグリンドが、魔王リムルの実力を認めてしまった。困惑するなという方が無理な相談だったのだ。

			


			　この時、両陣営は対極的な意味で驚愕した訳だが、その空気を破ったのはヴェルグリンドだった。

			「雌雄を決すると言ったわね？　いいでしょう。アナタ達を倒して、魔王リムルを従える為の交渉材料にしてあげる。それでいいかしら？」

			「良かろう。卿らの力を、余に証明してみせよ！」

			「「「ハハッ!!」」」

			　ルドラが決定するなり、帝国の騎士達の動揺が消え去った。その声には力がこもっており、戦士達の心を安寧に導くのだ。

			「ええ、勝利を約束するわよ」

			　と、ヴェルグリンドも壮絶な笑みを見せる。

			　その美しくも恐怖を感じさせる笑みは、これから始まる戦いの凄惨さを予見させるものだった。

			「そちらもそれでいいわね？」

			「ああ。この一戦に勝利して、今後の禍根を断ち切ってやるさ」

			「いいでしょう。それでは、良い戦いを──」

			　そう言うなり、ヴェルグリンドが両手を広げて天にかざした。

			　そして発動させたのが、〝八門堅陣〟である。空に八つの門が出現し、両陣営の中央に並び立ったのだ。

			　ひと一人が潜れる程度のサイズに縮小した門を前に、ヴェルグリンドが説明する。

			「この旗艦上だけど、私が創り出した異界で隔離したわ。脱出したければ、この門を全て壊さなければならないわね」

			　この場にいる帝国勢は、ルドラを除外して八名だ。つまり、各々が一つの門を守護する形になるという訳である。

			「全員で一つの門に入るとどうなる？」

			「面白い事を言うわね。試してみたらいいけど、一度門の中に入ったら門の守護者を殺した者しか、次の門に入る資格は得られないわよ」

			　その言葉が正しいのならば、全員で入ったら次の門に挑めるのは一人しか残らない事になる。全部の門を壊さなければ脱出出来ない以上、その選択は危険過ぎる賭けであろう。

			「なるほどな。やるなら、最後に残った門に挑む時に、全員で入るのが正解か」

			「お利口さんだこと。私が守る門に挑むなら、そうするのが正解でしょうね」

			　ベニマルの指摘に、ヴェルグリンドが笑顔で頷いた。

			　そう考えるのはお見通しだったのだろう。それでも負けない自信があるからこそ、最初から条件を提示しているのである。

			「もっとも、この異界はそうした条件を設定しているからこそ、低コストで維持出来るのよ。アナタ達は全ての門を壊さない限り脱出出来ないし、ルドラに手出しも出来ないわね。それとも、ここで総力戦を挑むかしら？」

			　どちらでもいいと、ヴェルグリンドが告げる。

			　〝八門堅陣〟による守護は、守備側が不利となる。門を守る者の情報が知られるのだから、対策を立てて挑まれる危険があったのだ。しかし総力戦になれば、ルドラにまで危険が及ぶ。それは避けたいというのが、ヴェルグリンドの本音だった。

			　それに、リムルの配下達を異界に捕らえたいという思惑が大きい。ヴェルグリンドは多少の不利を飲み込んででも、この異界での勝負に持ち込みたいと考えたのである。

			「いいだろう。その勝負、受けて立つ」

			　ベニマルは迷いなく応じた。

			　それを聞いて、ヴェルグリンドは勝利を確信する。

			（私が負けない限り、この異界は破れない。つまり、私達の勝ちは動かないという事ね）

			　仮に全員で挑まれようとも、ヴェルグリンドは勝利する自信があった。だからこそ、もっとも安全な策として〝八門堅陣〟を選んだのだった。

			　ベニマルとしても、ヴェルグリンドの意図には気付いている。だがしかし、ここで拒否してもヴェルグリンドとの戦いを避けられぬ以上、勝率が高い方を選ぶのが良いと考えたのだ。

			　ここに両者の思惑が合致し、決戦の場が決定されたのだった。

			


			＊

			


			　ベニマル達の目の前で、一人、また一人と門の中に消えていく。

			　そして最後に残ったヴェルグリンドが、ルドラと抱擁を交わしてから門を潜った。

			　その途端、門がゆっくりと動き出し、ベニマル達の周囲をぐるりと囲んだのである。

			　誰が何ど処こに入ったのかわからない──などという事はない。それを見落とすような間抜けなど──

			「卑怯な真似をしますね。これでは、誰がどの門を守護しているのかわからなくなりました」

			　その発言はシオンだった。

			「……大丈夫だ。俺が覚えている」

			　お前、見てなかったのか──という言葉を、ぐっと飲み込むベニマルである。少しだけ、ディアブロの苦労がわかる気がした。

			「フフッ、楽しい余興であるな。お前達が勝利したならば、その時は余と戦う栄誉をくれてやろう」

			　異界の法則によって守られたルドラが、椅子にゆったりと腰かけたままそう言い放った。

			　ルドラは、ヴェルグリンドの勝利を疑っていないのだ。その態度を見れば、この戦いを娯楽としか考えていないのが丸わかりであった。

			「どうかな？　戦いでは何が起きるかわからない。俺達にも譲れないものがあるのだと、貴様に教えてやるとするさ」

			　ベニマルはそう豪語した。

			　そして、仲間達の顔をぐるりと眺める。

			　誰が誰の相手をするべきか、それを見極める為に。

			　ところが、そんなベニマルの判断を待てない者がいた。

			　シオンである。

			「我慢に我慢を重ねてきましたが、もういいでしょう」

			「ちょ、おい!?」

			「敵は皆殺しにしろと、リムル様も仰おっしゃっていました。ならば悩むまでもなく、さっさと片付けてしまえばいいのです！」

			　お前が悩んだ事があるのか──という突っ込みは措おいておくにしても、勝手な真似を許す訳にはいかない。そう考えたベニマルだったが、シオンは止める間もなく、扉を蹴り破るようにして門の中に入ってしまった。

			「……まあいいか。狙ってなのか偶然なのか知らんが、丁度いい相手を選んだようだしな」

			　シオンの行動は、最適な結果に繋がりやすい。今回も問題はあったが、ベニマルの思惑と合致する扉を選んだのだった。

			　これで、残る扉は七つ。

			　うち一つがヴェルグリンドであり、そこは最後に回す必要がある。

			　誰が誰の相手をするのが正解か、だが……。

			「宜よろしいでしょうか？」

			　そう申し出たのはヴェイロンだ。

			「何？」

			　ゾワッと怖おぞ気けをふるうような気配を漂わせ、ウルティマが問う。

			「実は小生、マルコという人物との戦いに決着がついていないのです。今の私ならば、間違いなく勝利をお約束出来るかと」

			　勝てる相手を叩くのは定石だ。

			　勝利すれば出られるのだから、任せるのも悪くない。ベニマルはそう判断し、許可を出す。

			「いいだろう。マルコとやらはお前に任せるぞ」

			「ふーん、良かったね。ベニマルさんがそう言うなら、ボクも文句はないよ」

			　ウルティマも怒りを鎮めたので、ヴェイロンの相手が決まったのだ。

			　そのやり取りを見て、次に口を開いたのはアゲーラだ。

			「それならば、ワシにもお願いが」

			「アゲーラだったか、何だ？」

			「実は、因縁というほどではないのですが、勝負のついていない相手がおりましてな。出来ましたら、その者の相手をしたいと考えておりまする」

			「それは誰だ？」

			「近藤という男です。どうやらワシと同門であるらしく、純粋に剣士としても無視出来ぬ相手なのですよ」

			「ほう？」

			　因縁がありそうだなと、ベニマルは思った。

			　アゲーラの流派は気になるところだったし、ハクロウがアゲーラを気にしていたのも知っている。だからその希望を叶えてやりたい気持ちはあるのだが、問題があった。

			「勝てる自信はあるのか？」

			　そう、アゲーラが負けてしまえば話にならないのだ。

			　ベニマルの見立てでも、近藤中尉は厄介な男であった。リムルも警戒していたほどの人物なので、アゲーラでは厳しいだろうと見立てていたのである。

			「それは……」

			　言い淀むアゲーラ。

			　剣士としては、負けても悔いのない相手であると考えている。しかしそれは、リムルの意に反する行為であった。

			　アゲーラとしても、自分の申し出がワガママであると理解していたのだ。

			　そんなアゲーラに助け船があった。

			「いいだろう、アゲーラ。君がワガママを言うなんて珍しいからね、私も手伝うとしよう」

			　カレラである。

			　アゲーラの主君として、堂々たる態度で言い放ったのだった。

			　ベニマルは頷いた。

			　カレラに対し、勝てるのかなど聞きはしない。

			「近藤という男は、俺でも勝てるかどうかわからん。負けるなとは言わんから、絶対に死ぬなよ」

			　それを聞いて、カレラが高らかに笑う。

			「勿論さ。それに、そうだね。アゲーラにも試練を与えておくとしようか。勝てば本当に次の門が開くのかどうか試さなきゃだし、どうせなら、一番弱そうな相手で実験しておいた方がいいと思うんだ」

			「賛成！　シオンさんは行っちゃったけど、勝っても連戦出来ないんじゃ意味ないしね」

			「そうね。もしもその場合は、資格ある者だけでヴェルグリンド様に挑まなきゃならなくなるわね。もっとも、ヴェルグリンド様は誇り高い御方だから、嘘は吐いていないと思うけど」

			　その可能性は当然、ベニマルも考慮していた。シオンが戻ったら試させようと考えていたのだが、アゲーラ達で試すというなら止める理由はない。

			「どうするつもりだ？」

			「アゲーラをメインに置いて、補助としてエスプリも同行させよう。本当に中の敵を殺した者しか次に挑めないのか、これで判明するはずだ」

			「ついでに、ゾンダも連れて行きなよ。回復特化だから、強者相手には役に立たないしね」

			　ゾンダも決して弱くはないのだが、聖せい人じん級の者が相手では厳しいというのが現実だ。なので、次に挑めなくても問題ないとウルティマが判断したのだった。

			　何も危険な戦場に出向かずとも、この場所で出て来た者の回復をすればいいのである。そういう事情なので、誰からも反対意見が出る事はなかった。

			「それでは、アゲーラ、エスプリ、ゾンダ、お前達三名で、この門を攻略してこい」

			　ベニマルが示したのは、四騎士の一人が入った門だ。

			　ベニマルを見下すようにゴミムシと蔑んだ、槍を背負っていた大男である。

			　自分の手で消し炭にしてやりたいという気持ちもあったベニマルだが、ここはアゲーラ達に譲る事にしたのだった。

			「承知しました」

			「お任せ下さい！」

			「必ずや、勝利をお約束します」

			　そうして三名は、門を潜って戦いに赴いたのだ。

			


			　こうして、二門の攻略が始まった。

			　残る者達は慌てもせず、次に誰が何処を攻めるべきなのか、ベニマルの言葉を待つ。

			「アゲーラ達が戻るまでに、各々の相手を決めておくぞ」

			　ヴェルグリンドが守る門は、後回し。

			　近藤の相手はカレラと、マルコの相手はヴェイロンと決まっている。

			　残るはダムラダと、四騎士二人だ。

			「俺の見立てでは、四騎士の長と思われる男が一番強そうだった。そいつの相手を俺がしようと思う」

			「異議はありませんわ。わたくしも同じ感想を抱きましたもの」

			「じゃあさ、ダムラダってヤツの相手をボクがしてもいい？」

			「私の相手は決まったから、文句はないね」

			　ダムラダと残る四騎士では、そこまで強さに違いはないと思われた。なので、ベニマルにも文句はない。

			「ソウエイ、構わないか？」

			「ああ。残っているのは、双剣使いの四騎士だな。俺との相性も良さそうだし、問題はない」

			「なら、決まりだ」

			　と言ってから、ベニマルは暫しばし沈黙した。

			　そして、気恥ずかしそうに続ける。

			「……今更だが、困ったぞ」

			「どうした？」

			　ソウエイが問うと、頬をかきながら答えるのだ。

			「名乗り合っていなかったから、相手の名前がわからん。誰がどの門を守護しているかは覚えているので、問題はないんだがな」

			「確かに、盲点だったな。まあ、気にするな。どうせ雌雄を決するのだから、自分が殺す者の名前だけ知っておけば十分だろう」

			　ベニマルとソウエイの会話を聞いていた者達は、それもそうだと頷いた。

			　魔物達にとって〝名前〟は重要な意味を持つのだが、どうせ相手は敵なのだ。そこまで気にしなくてもいいのにと、悪魔達などは思ったのだった。

			


			＊

			


			　アゲーラ、エスプリ、ゾンダの三名は、意気揚々と門を潜った。

			　その先には円形闘技場のような造りになった場所があり、そこでは一人の男が待ち構えていた。

			「おうおう、雑魚が群れてやって来やがったか。俺を相手にするんだから、当然と言えば当然なんだがな」

			　背負った槍を右手に構え、その男は下卑た笑い声を上げた。

			「死ぬ前に、俺の名を教えてやる。この俺こそが序列五位にして、帝国皇帝を守護する四騎士の一人、ガルシア様よ！　悪魔共め、この俺と戦える栄誉を噛み締めつつ、この世から消え失せるがいい!!」

			　そう叫んでガルシアは、限りなく神話級ゴッズに近いであろう伝説級レジェンドの槍を振り回す。

			　その威力は絶大で、精神生命体であろうとも、触れるだけで消し飛ばせるほどだ。

			　しかし、アゲーラ達は涼しい顔をしている。

			「お主の名なぞに興味はないわ」

			「馬鹿だよね、コイツ。ベニマル様に向かってゴミムシとか言っちゃってさ」

			「己の実力も弁わきまえていないからこそ、あのような大言壮語を吐けたのでしょうね。私なら恥ずかしくて、三日は悶絶するところです」

			　ガルシアを恐れるどころか、好き勝手な事を口にする始末だった。

			　ガルシアは激怒した。

			「雑魚の癖に、イライラさせやがるぜ。己の実力も弁えていない、だと？　だったら見せてやる。この俺の、本気の力をな!!」

			　そう叫び、抑え込んでいた力を解放する。

			　聖人級ともなると、その魔素エネルギー量は覚醒魔王に匹敵する。アゲーラ達が悪魔公デーモンロードに進化したとはいえ、その差は数倍にも及ぶのだ。

			　高密度の闘気を纏い、ガルシアが一歩踏み出した。それだけで、闘技場に敷き詰められた大理石の床にヒビが入る。

			「覚悟しやがれ。そして、俺を怒らせた事を後悔するんだな」

			　怒らせていようがいまいが、ガルシアの取る行動は同じだっただろう。誰もがそう察したが、それを口にする者はいなかった。

			　アゲーラは腰に下げた刀に手をかけて、慎重に相手の出方を窺う戦法に出た。一撃でも喰らえば大ダメージを避けられないので、守りに専念する事にしたのである。

			　エスプリはそんなアゲーラを盾にして、チクチクと魔法で攻撃する構えだ。

			　ガルシアがアゲーラに集中すればするほど、エスプリは大魔法を準備出来る。安全に戦えるのはいい事だとばかりに、お気楽そのものという様子だった。

			　ゾンダは支援に徹している。回復魔法を得意としているだけでなく、要所要所でアゲーラの補助を行っていた。

			　エスプリよりもゾンダとコンビを組みたい──そう内心で考えるようになったアゲーラであった。

			　ガルシアは、そんな悪魔達の戦法を嘲笑う。

			　守勢に回り、攻撃と言えばチンケな魔法だけ。そんな戦い方では、ガルシアにダメージを入れる事など不可能なのだ。

			　だからガルシアは、勝った気になって敵を見下す発言を連発する。

			「はっ！　腰抜けが。悪魔だ何だと偉そうにしても、やはり我等の敵ではないな。最強騎士たる我等は、幾度も貴様達のような悪魔を調ちょう伏ぶくしてきたのだ！　悪魔公デーモンロードと言えば、魔王に匹敵するほどの伝説級の大悪魔だと言われているが……それは狭い世の中での話に過ぎん。俺達にとっては、単なるムシケラと等しい存在なのだよ!!」

			　そう豪語しながら叩きつけた槍によって、大理石の床に大穴が空いた。無論、アゲーラとエスプリは、危なげなく回避している。

			　アゲーラは自分達が馬鹿にされようとも、決して激昂したりしない。この戦いは前座であり、本番が控えている事を忘れてはいないからだ。

			　エスプリは、もっと徹底している。慎重に相手の攻撃に対処し、アゲーラの陰に隠れる事で、ダメージを負わないように見ケンに徹していた。エスプリには、ユニークスキル『見識者ミヌクモノ』という観察に特化した力があるのだ。実はこのスキルを用いる事で、時間と空間を隔てた相手でも、連絡を取り合う事が出来るのである。

			　知り合いに限るという制約はあるのだが、この力を使う相手はカレラしかいないので、エスプリからすれば何の問題もない。むしろ、こんな力を所持しているとソウエイあたりにバレてしまったら、諜報活動を押し付けられるのが目に見えていた。

			　働く事が嫌いなエスプリからすれば、それだけは絶対に避けねばならぬのだ。という訳でエスプリは、いつものようにカレラに情報を流しつつ、適当な援護を続けていたのである。

			　ちなみにゾンダは、ある程度の支援を終えるなり安全圏へと避難している。自分は戦闘型ではないと割り切っているので、回復役が負傷しないように気を付けているのだった。

			　そんな感じだったので、ガルシアはアゲーラ達が逃げ回っているのだと思った。

			　自分の力に恐れをなし、為す術すべがないのだろう、と。

			「ハンッ！　やはりその程度か。逃げ回るだけでは、俺には勝てんぞ」

			　槍を繰り出しながら罵声を浴びせるガルシア。

			　発言は粗野で乱雑だが、その実力は紛れもなく本物であった。

			　大柄な体躯に漲る霊力は、〝聖人〟としても破格の部類である。

			　そして当然、皇帝ルドラより与えられた究極付与アルティメットエンチャント『代行権利オルタナティブ』も所持していた。

			　その権能は『討伐制覇とうばつせいは』と言って、敵を倒すという意思を己の力へと還元するものである。

			　その力は愛用の槍にも上乗せされて、あらゆる邪悪──悪霊や悪魔といった精神生命体をも浄化する破邪の聖槍はじゃのせいそうへと変化させていた。

			　ガルシアの肉体は言うまでもなく、敵を罵るだけでどんどんと強化されていくのである。その身を守るのは伝説級レジェンドの鎧であり、自らの力の反動を心配する必要も皆無であった。

			　ガルシアは己の権能を深く理解していた。

			　このように敵を挑発しつつも、決して油断はしていなかったのである。

			　ガルシアが自分で口にした通り、悪魔公デーモンロードとは魔王に匹敵するほどの伝説級の超級悪魔なのである。最上位の脅威であり、舐めてかかれる相手ではないのだ。

			　それに、アゲーラにはガルシアの挑発も意味がない様子だ。

			　悪魔族デーモンには人間を見下している者が多いので、挑発されると直ぐに激昂する。そうなれば隙が生まれやすくなり、簡単に倒せるというのがガルシアの経験則だった。

			　しかし今回は、それも通じない。

			　やりにくい相手だと、ガルシアが逆に苛立っていたのだった。

			「落ち着けよ、人間ニンゲン。言葉遣いが下品だぞ。ワシとて、人が全て下等だとは思っておらぬ。しかし、な。〝魂〟にも品格があるのだ。性根が下品な者は、何をしたところでそれを隠す事は出来ないと知るがいい」

			　粗野な態度を演じていたつもりのガルシアは、自分の性根が下品だと言われて激怒した。それがアゲーラの挑発であると気付かず、ペースを乱して本性を現す事になる。

			　アゲーラは刀も抜かずに、最小の動きでガルシアの攻撃を避よけ続ける。それが余計に、ガルシアのプライドを刺激していた。

			　それを間近で眺めるエスプリは、アゲーラの実力の高さに舌を巻いている。

			（コイツ、こんなに近接戦闘が得意なくせして、どうして悪魔なんてやってるんだろ。魔法をまったく使えないくせに、馬ッ鹿じゃないの？）

			　などと、褒めているのか貶けなしているのかわからないような事を考えながら、その戦いを見守っていた。

			　当然ながら、それはリアルタイムでカレラにも伝わっている。

			　ガルシアがアゲーラに乗せられて叫んだ。

			「黙れ！　貴様等を討伐して、その首を皇帝陛下の御前に捧げてくれるわ！」

			「ふむ、その言葉は気が早いぞ。ワシはかなり気が長い方なのだが、お主はせっかちが過ぎる。まあ、カレラ様ほどではないがな。あの方は短気で単純だから、ワシも苦労させられておるのだ」

			　アゲーラのこのセリフも勿論、エスプリを経由してカレラに筒抜けだ。

			　エスプリは性格が悪いので、アゲーラに自分の力の事を教えていないのである。

			（コイツ、後で絶対に怒られるよ。イシシシシ）

			　ってな具合に、もはや他人事のように楽しんでいた。

			　ところが、ガルシアが次に言い放った発言で、その表情が凍り付く事になる。

			「この俺がせっかちだと？　間抜けな奴等だ。まだ実力差に気付かないのか？　お前等の主ってのは、あの紫紺色の髪の少女ガキか？　それとも、金髪の生意気そうな方か？　あの白髪の美人なら有名人だが、それでも所詮は井の中の蛙かわずってヤツだぜ」

			　ガルシアはそう言いながら槍を大回転させて、ピタリとアゲーラに突き付けた。そして、誇らしそうに勝ち誇って、更なる爆弾発言を行うのだ。

			「無知なお前等にも教えてやるがよ、世の中には本当の化け物ってのがいるのさ。元帥閣下の正体であるヴェルグリンド様の力を知れば、俺の言葉の意味も理解出来るだろうぜ。それにな、近藤中尉は恐ろしい御人なのよ。あの鬼人共だろうが、お前等の主共だろうが、あの方々の敵ではないのだ。どうせムシケラのように、惨めに殺されるのがオチだぜ！」

			　これを聞いた段階でようやく、エスプリはカレラに流していた情報を止める事に成功した。焦ってしまい、スキルを遮断するのに手間取ったのだ。

			　だが、それは既に手遅れであった。
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			「ははは、今、エスプリを通して面白い話が聞けたよ」

			　カレラが朗らかに告げた。

			　口調とは裏腹に、剣呑な気配が漂い始めている。

			「ふーん、どんな話？」

			　ウルティマが問う。

			　その気配から、おおよその内容を察していた。

			「この門の中の敵なんだがね、君の事をガキって呼んでたよ」

			「ふ、ふーん……」

			　ビキビキビキと、ウルティマの額に青筋が浮かんだ。

			　ヴェイロンが慌てる。

			　こんな事になるなら、自分もさっさと門を潜っておけば良かったと後悔していた。

			　知らない方が幸せな事もあるのだと、深く理解して。

			「テスタの事は、井の中の蛙だってさ」

			「わたくしが、カエルですって……？」

			　絶句するテスタロッサ。

			　その美貌を称えられる事はあっても、蔑まれた記憶などない。カエルだなどと呼ばれたのは初めての経験であり、言葉に出来ないほどの怒りがこみ上げてきていた。

			「ついでに言うと、私達はムシケラだとさ」

			　ピクリと、ベニマルの眉も跳ねた。

			「ほう、ゴミムシに続いて、今度はムシケラか」

			　と、面白くなさそうに呟いている。

			　一見すると冷静そうなベニマルだが、やはり自分の手で始末すべきだったと考えているのだった。

			　本当に冷静なのは、ソウエイだ。

			「ヴェルグリンド様が創った異界の中でも、チャンネルを維持出来るのか。面白い能力スキルだな」

			　腕を組んで沈黙を守りつつ、エスプリのスキルに目を付けていた。

			　ここでソウエイにバレた事で、エスプリは今後、ソウエイからの依頼を何度もこなす事になる──のだが、それはまた別の話なのだった。

			


			　カレラの報告は続く。

			「私達ではヴェルグリンド様や近藤ってヤツには勝てないだろうと、散々馬鹿にしてくれているね。惨めに殺されるのがオチらしいよ」

			　淡々と語っているが、それは自分の感情を処理するのにいっぱいいっぱいだからだ。カレラは煽あおるのは好きだが、煽られるのは大嫌いなのである。

			「勝負というのは、やってみなければわからないものですわよ」

			　テスタロッサが無表情に言う。

			　実際、ヴェルグリンドには勝てなかった。それでもテスタロッサは、負け惜しみという感じではなく本気で発言している。

			　次は負けないと、その真紅の瞳が雄弁に語っていた。

			「ところでさ、カレラ。ボクには理解出来なかったんだけど、どうしてボク達の事をムシケラ呼ばわりしているのかな？　もしかしてソイツ、メチャクチャ強い感じなの？」

			「あはは、そんな訳ないだろう？　もしそうだとしても、許せないがね」

			　ウルティマの質問を笑いながら否定するカレラ。

			　その目はまったく笑っていない。

			　危険な色を湛たたえ、今にも爆発しそうである。

			「ソイツに慈悲は要らないよね」

			「無論だとも。人間風情が、言ってくれたものだよ」

			　激怒するウルティマ。

			　暴れたいのを我慢しつつ同意するカレラ。

			「残念だわ。わたくしの手で、身のほどを教えて差し上げたかったのに。手加減無用と、アゲーラにも伝えなさいね。赦ゆるすのは、それからよ」

			「勿論さ。私達を侮辱したんだから、それ相応の報いを受けてもらわなきゃね」

			　彼女達の会話を止める者など、この場にはいない。

			　ウルティマは、無邪気なまでに残虐だ。

			　テスタロッサの冷笑は、見る者の心を恐怖で染め上げていく。

			　そしてカレラは楽天的に、破壊と虚無を撒き散らすのである。

			　慈悲の心は尽きた。

			　決して敵に安楽を与えてはならない。

			　彼女たちにとって楽に死なせる事を慈悲とするならば、苦しませながらも殺す事を赦しという。

			　どちらにせよ殺す事に変わりはないのだが、彼女達にとっては違いがあるのだ。

			　ヴェイロンはそんな主君達の会話を聞きながら、アゲーラ達の敵である男に呪詛を吐く。

			　彼の上司である〝悪魔王デヴィルロード〟達は、決して怒らせてはならない存在なのだ。

			　それなのに、これでもかとばかりに暴言の数々。

			　内心で頭を抱えるヴェイロンなのである。

			（愚かなる人間よ。その愚かさの代償は、お前自身だけで受け止めるように……）

			　そう願わずにいられない。

			　ウルティマの恐ろしさを、ヴェイロンは良く知っていた。それ以上に、敵対関係にあったカレラやテスタロッサの怖さは、筆舌に尽くしがたいものがあるのだ。

			　その怒りの矛先がどこに向くのかで、世界の命運までも変わりかねないのだった。

			（せめて速やかにその愚か者を排除して、御方々の御怒りを鎮めなければ。頼むぞ、アゲーラ！　貴殿だけが頼りなのだ!!）

			　大悪魔であるヴェイロンは、この場で何も出来ずにいる自分自身を嘆きつつ、格下であるアゲーラに望みを託すのだった。

			　そんな悪魔達の思惑とは無関係に、ベニマルが命じる。

			「カレラ、こちらの言葉を中に伝えられるのか？」

			「ええと、やった事はないけど、多分……」

			「ならば、そいつにこれ以上の不快な発言を許すな、と伝えてくれ」

			　カレラは頷いた。

			　もっと早くにそうすれば良かったと思いつつ、エスプリとのチャンネルに強制介入する。

			『エスプリ、聞こえる？』

			『げっ、カレラ様ッ!?』

			『今の発言は貸し一つだね。それよりも──』

			　カレラがニヤリと嗤う。

			　そして、思念に怨念を込めて命令を下したのだ。

			


			[image: ]

			


			『ソイツを八つ裂きにしろ。魂ごと砕けと、アゲーラに伝えろ』

			　というカレラの声が、エスプリの脳内に響き渡った。

			『ベニマル様もそれを望んでおられるのだ。失敗は許されないと知れ!!』

			　あっちゃあ、私のチカラが幹部の皆さんにバレちゃったよ──と、エスプリは嘆いた。ついでにカレラから強制介入されたままなのだが、これにかんしては仕方ないと諦める。上司が理不尽なのは、今に始まった事ではないからだ。

			　そりゃそうだよねと思いつつ、エスプリがアゲーラに声をかけた。

			「ね、ねえアゲーラ。カレラ様達が激オコだよ？　早くそいつを始末しないと、私達までヤバイっぽい」

			「どうしてカレラ様がこちらの事情を知っているのか、その点に疑問が尽きませんが──諦めなさい。今はそれよりも、覚悟を定めるのが先決。我等の主まで侮辱された以上、それ相応の報いを与えるべきと存じる！」

			「げ、アンタ、めっちゃ切れてるじゃん」

			　いつもは穏やかなアゲーラが憤激しているのに気付き、エスプリは溜息を吐く。

			　こうなってはもはや制止は不可能。というか、好都合というものだった。

			　アゲーラが本気を出すのならば、見守るのが正解なのだ。

			　ところが、空気を読まずにガルシアが叫ぶ。

			「お前等はよ、クソみてーに弱いだろうが。さっさと諦めて死ね！　安心していいぞ。お前等の御主人様達も、どうせ始末されてる頃合いだからな。だからあの世でも、今まで通り仕える事が出来るだろうさ！」

			　このガルシアの発言も、エスプリを通してカレラに伝わっている訳だ。

			　しかも今回はカレラだけではなく、『思念伝達』によって全員で共有している模様。

			『ふざけた事を言う野郎だ』

			『アゲーラは何してるのさ。さっさとぶち殺せって言ったんだよね？　ボクを舐めてるの？』

			『おいおい、私に恥をかかせるなよ』

			『シオンがいなくて幸運だったな。アイツがいたら、作戦は台無しだったところだぞ』

			『それは言えてるな。おい、無理そうなら替わってやるから、さっさと決めろ』

			　とまあ、賑やかな事この上ない。

			　確かにシオンがいたら、アゲーラの望みなど無視されていただろう。そうなってもエスプリは困らないのだが、悪魔としての誇りに傷がつく。

			　というか、現在進行形で自分達の評価が落ちている気がした。

			（うわあ、最悪だ！）

			　というのが、エスプリの本音だった。

			　粗野な言動から雑魚そうに見えるが、ガルシアの実力は本物なのだ。だから意外と厄介な相手なのである。

			　だがしかし、こうなってはもう成果を出すしかない。

			　早くガルシアを倒さないと、幹部陣の怒りが自分達にまで及ぶのが確実だった。

			　それなのに、アゲーラは手を出す様子もなく回避に専念しているだけである。

			　致命傷を受けない限り、アゲーラに負けはない。しかし、勝てなければ意味がないのだ。

			　ならばエスプリが魔法で何とかしろという話になるのだが、これは現実的ではなかった。色々と試してみたのだが、ガルシアは魔法に対する高い耐性を有していると判明したからだ。

			「どうしたどうした！　逃げるだけしか出来んのか！」

			　調子に乗るガルシア。

			　それでもアゲーラに、反撃する素振りはない。

			「ちょっとアゲーラ！　マジでヤバイって。早くしないと、カレラ様が本気で怒っちゃうって!!」

			　付き従う悪魔達ですら、本気になった主の覇気には恐れ戦おののくものなのだ。その怒りが自分に向けられるのだとしたら、それはもう恐怖以外の何物でもなかった。

			　普段は飄ひょう々ひょうとしているエスプリだが、今は本気で焦っていた。それなのに、アゲーラは沈黙を守ったままである。

			　ちなみにゾンダは、我関せずとばかりに離れた場所でお茶の用意を始めていた。ここから出たら幹部陣に振る舞うつもりのようだが、エスプリからしたらふざけるなという話であった。

			「ちょっと、ゾンダ！　目を離した隙に、アンタは何をやってんのさ」

			「見てわかるでしょう。アゲーラ殿は怪我を負う様子もありませんし、暇なんですよ」

			「ふざけんなよ、テメー!!　何で私だけが、御方々からプレッシャーを与えられなきゃならないのさ!!」

			　噛みつくように叫ぶエスプリ。

			　余裕の笑みを浮かべて、ゾンダが言い返した。

			「フッ、知りませんよ」

			　ぶち殺すぞ、コイツ──と、エスプリは歯ぎしりした。

			　子爵級の癖に、伯爵級であるエスプリを恐れもしない。

			（まあ、ウルティマ様に仕えるなら、そのくらい図太くないと無理だろうけどさ）

			　とも思ったので、それ以上考えるのを止めるエスプリである。

			　ゾンダが役に立たない以上、アゲーラに頑張ってもらうしかないのだ。

			　アゲーラがブチ切れているのは間違いないので、攻撃しないのには理由があるはず。何か狙っているのだとしたら、それに期待を持つしかない。

			　ところが、ここでアゲーラがとんでもない事を言い出した。

			「エスプリよ、ワシが理解した事を伝えるぞ」

			「──何さ？」

			「どうやら悔しい事に、ワシの力だけではコヤツを倒すのは不可能のようでな」

			「はあっ!?」

			　マジふざけんなよ、とエスプリは思った。

			　勝てませんでした──などと、上司達に言えるはずがない。普段はお茶目なカレラだが、本気でキレたら手が付けられなくなるのである。

			　というか、今も観戦中のはずである。

			　上司達が怒り出す前に、アゲーラの真意を問い質す必要があった。

			「どういうこと？」

			「何、簡単な話よ。この男、武威を纏う事で、攻撃力だけでなく防御力も跳ね上がっておる。ワシの剣を何度当てようとも、斬る事が敵わぬと悟ったのだ」

			　究極付与アルティメットエンチャント『代行権利オルタナティブ』の権能である『討伐制覇』の効果が伝説級レジェンドの鎧の防御力と合わさる事で、ガルシアの守りは神話級ゴッズに相当するまでに高められていた。それを見抜いたアゲーラは、自分の剣が通らないと悟っていたのである。

			「……私の魔法が通じなかったのも、もしかしてそのせい？」

			「左様。動きは大した事がないが、傷を負わせられぬのでは話にならぬ」

			　アゲーラのもっともな意見に、エスプリも顔をしかめて頷くしかない。勝てないのならば、カレラにそう報告するしかないのだが、そうなると自分達の面目も丸つぶれとなる……。

			　アゲーラに言われるまでもなく、エスプリもガルシアを観察して、実力では劣る事を認識していた。

			　そもそもが、自分達の能力では、究極の力に及ばないのである。〝竜種〟ならば、単なる攻撃さえも究極能力アルティメットスキルを打破出来るだろう。それは、精神生命体としての最強の意思の力を備えているからだ。

			　エスプリ達も悪魔公デーモンロードであり、上位の精神生命体ではある。しかし、その意思の力は、究極能力アルティメットスキルに及ぶほどではなかった。

			　この現実を何とかしない限り、技量レベルで上回ろうとも勝利はないのであった。

			「ハーーーッハッハッハ！　どうやらやっと、実力の差を理解して諦めたようだな」

			　と、ガルシアが高笑いする。

			　槍を当てられないのは癪しゃくだが、それはそれで構わないと考えていた。何故ならガルシアの役割は、ここで敵を足止めする事だからだ。

			　敵が疲弊するまで待てば、勝利は約束されている。そこまで待たずとも、他の門を守る仲間達が敵を片付けて、応援に駆け付けてくれるはずだった。

			　だからガルシアは、慌てもせずに戦いを楽しんでいられるのだ。

			　そんなガルシアを見て、エスプリが舌打ちをする。

			　そして、真面目な声でアゲーラに問い質した。

			「アンタ、こうなるのを知っていて、近藤ってヤツに挑もうとしてたんでしょ？　何か勝利する策があるんじゃないの？」

			　それを聞いて、アゲーラはニヤリと嗤った。

			「無論、あるとも。ワシの秘策にはお主の協力が不可欠なのだ」

			　そう言われては、エスプリに断るという選択肢はない。

			「……言ってみなさいよ」

			　実は、エスプリがこう答えるように仕向けるまでが、アゲーラの策だったのだ。

			　飄々としているエスプリは、快楽主義者的な側面がある。アゲーラが普通に頼み込んだとしても、絶対に頷く事はないのだ。

			　仲間が困って泣きつく顔を見て喜ぶような性格をしているのが、エスプリという女悪魔である。それを熟知しているアゲーラだけに、エスプリが困り果てるまで追い込む事にしたのだった。

			（もっとも、それでカレラ様の逆鱗に触れれば、ワシまで粛清されかねなかったがな）

			　と、賭けに勝った事を喜ぶアゲーラ。

			　そのままエスプリの気が変わらぬ前に、その秘策を口にする。

			「意思の力を刃に変えて、敵を討つ。これしかあるまい」

			　恐らくだが、アゲーラが何をしてもガルシアには通じない。鎧の隙間を狙おうとも、全身を覆う武威に阻まれて刃が届かぬのだ。

			　神話級ゴッズにまで昇華された防御力というのは、見た目だけに留まらず完全に所有者の身を守っているのだ。

			　動きだけを見れば、アゲーラが軽くガルシアを上回っている。それでも有効打が難しいのは、これが理由であった。

			　であるならば、アゲーラもその領域まで至らねばならない。

			　剣の声に耳を傾け、剣と一体になる。その極意を究めるならば──

			　全身の力を集中させて、アゲーラは生まれながらに持っていた刀の声に耳を傾けた。そうする事で、一つの結論を得たのだ。

			「ふん。私達の意思では、アイツの鎧は貫けないんじゃないの？」

			「ワシを信じよ。エスプリよ、お主にはカレラ様ほどの才能はないが、それでも達人並みの技量レベルには達しておる。剣が好きではないのじゃろうが、筋は良い。であるからして、ワシの信頼を託すに足ると信じておるよ」

			「はあ？　アンタ、何を言って──」

			「ワシの背に手を触れよ。そして、後は任せたぞ」

			　アゲーラが何を言っているのか理解出来ず、エスプリは戸惑った。しかしそれでも、アゲーラを信じる事にしたのである。

			　棒立ちになるアゲーラ。

			　言われるままに、その背に手を触れるエスプリ。

			　そんな悪魔達を嘲笑うように、ガルシアが高らかに叫ぶ。

			「ようやく観念しおったか。良かろう、今直ぐに楽にしてやるぞ。そろそろお前等の飼い主である魔王リムルも、ヴェルグリンド様の手によって殺される頃合いであろう。下等な魔物の末路ではあるが、お前等も黄よ泉み路じの案内が出来て嬉しかろうて!!」

			「あ？」

			　その発言は、絶対に許されないものだった。

			「我等が神たるリムル様までも、下等な魔物と蔑むのか？」

			「しかも、言うに事欠いて……殺される頃合いですって!?」

			　エスプリを通して聞いていた、幹部達の気配も変わる。だがそれ以前にアゲーラが、そしてエスプリまでも、忍耐の緒が切れた。

			『よし、お前達。私が侮辱されても我慢した点は評価してやるが、ここで理性を保っているようなら、悪魔なんざ止めちまえ！　私が許す。そいつを今直ぐ殺せ!!』

			　カレラからの命令を聞くまでもなく、二人も元よりそのつもりだった。

			「エスプリよ、ワシの力を使いこなしてみせよ！」

			「何だか知らないけど、任せなさいよ。あのクソ野郎をぶち殺してやるわ!!」

			　憤怒のままに、二人は動く。

			　アゲーラは、意識を極限まで刀に投じて語りかける事で、一つの権能に目覚めていた。

			


			《貴方の願いに応えましょう。その心を研ぎ澄まし、その身を刃と成しなさい》

			


			　という美しい声が聞こえたような気がしたが、その真偽は不明である。しかし、その力は確かにアゲーラのものとなったのだ。

			「我が身は刃、敵を滅ぼす不滅の刃なり！」

			　アゲーラが叫ぶと同時に、エスプリの手には黄金の刀が握られていた。

			　究極贈与アルティメットギフト『刀とう身しん変へん化げ』──それが、アゲーラの獲得した権能だ。その効果は単純明快、アゲーラの肉体を刀に変化させて、その技量レベルを所持者に上乗せするだけのもの。

			　ただし、その所持者に高い実力があったならば、その効果は計り知れないものとなる。

			　エスプリは自然に、流れるような動作で刀を抜き放った。

			　黄金の鞘から抜き放たれた刀身も、輝くような白金の輝きである。そしてその残像が、八つの花びらを散らした。

			　その抜刀術の名は、〝朧おぼろ心しん命めい流りゅう〟最高奥義、八や重え桜ざくら──八はっ華か閃せん──だった。

			「死んだか、ゴミめ」

			「は？　……え？」

			　ガルシアには見えなかったし、理解も出来ない。

			　今、何が起きたのか。

			　防御一辺倒だった獲物が、眩まばゆく光って消えたように見えた。

			　刀になったのだと理解したが、どうして、という疑問を覚える暇などない。何故ならば、その前に殺されてしまったのだから仕方なかろう。

			　ガルシアは、自分の防御力に自信を持っていた。

			　究極の力の前には、あらゆる攻撃が無効化されるからだ。

			　それを破れるとしたら、ガルシア同様に究極の力でなければならない。今相手にしていた悪魔達からは、そんな力を感じられなかった。だから安心して、時間をかけて追い詰めていたのである。

			　それなのに、状況は一瞬にして変化した。

			　ガルシアの鎧は薄紙の如く切り裂かれ、その肉体は微塵切りにされた。

			　そう、一瞬にして八回も斬り刻まれて、思考する間も許されずに命を絶たれたのである。

			　──いいや、思考する時間だけは残されていた。

			　エスプリの手には、具現化された〝魂〟である小さな紅玉が載っていた。

			「ふーん、コイツの色は赤か。らしいっちゃらしい色だよね」

			「身のほどを知らぬだけだと思うがな」

			　エスプリの呟きに、人の姿に戻ったアゲーラが答える。そして、紅玉を忌々しそうに睨にらみつけながら吐き捨てるのだ。

			「主を侮辱されて、黙っている武士などおらぬわ、戯たわけめ！　しかし、やれやれだぞ。ワシは主を諌いさめるのが役割だというのに、小物の言葉で激昂してしまうとはな……」

			　そんなアゲーラに、エスプリが珍しく慰めの言葉をかけた。

			「まあまあ。今回はリムル様に対する侮辱だったから、仕方ないって。カレラ様だって許すって言ってくれてるんだから、気にし過ぎなんじゃない？」

			「まあ、そういう事にしておいてもらおうか」

			　そう応じつつ、アゲーラはもっと精進しようと誓うのだ。

			　そんなアゲーラを、エスプリが少し羨うらやましそうに眺めるのだった。

			


			　今、明確に──アゲーラは新たな能力スキルを手に入れた。

			　そして思い出す。

			　剣の極意に至る為に修行した、生前の自分を。

			　全ての記憶が蘇った訳ではないが、自ら極めた剣の極意だけは、再びその身に宿ったのだ。

			　いや、完全に再現されたと言うべきか。

			　〝朧おぼろ心しん命めい流りゅう〟という、魔を払う至高の剣技の全てが。

			　人間ニンゲンであった頃のアゲーラは、自分の魂は刀に宿っていると信じていた。

			　だからだろうか？

			　自身が刀に変じた事で、その記憶が蘇ったのだ。

			　そして、どうして自分が武士の姿を取っているのか、この時初めてその意味を識しったのである。

			　遥か昔、この世界で悪魔として転生する以前の彼は、侍であったのだ、と。

			（荒木白夜ビャクヤ・アラキというのが、ワシの名だったか。フッ、今更死んだ人間が迷い出ても、皆が混乱するだけであろうな……）

			　ハクロウの姿が脳裏を過る。

			　その弟子達は見事に育ち、〝朧流〟という新たな流派を継承していた。

			　魔物に心命は似合わぬと、アゲーラ自身が改名したのだ。その記憶が思い浮かんだのだが……。

			（クックック、リムル様に〝名付け〟られた事で、心命をも理解しておるではないか。であれば、ワシの出る幕などあるまいよ）

			　この世界で大鬼族オーガと番つがいになり、子が生まれた。女児であり、その娘が成長して産んだ子がハクロウだ。

			　そのハクロウが育てた者達が、この時代には大勢いた。

			　その最たる存在こそがアゲーラの主君たるリムルであり、リムルを育てた功績は全て、ハクロウに帰結する。

			　鍛えられ磨き抜かれた技が継承される──アゲーラには、その事が素直に嬉しく思えた。今更出しゃばるのは、無粋というものなのだ。

			　アゲーラはそう考え、思考を切り替える。

			　殺したゴミから興味は失せた。

			　アゲーラは踵きびすを返すと、今の主君であるカレラの下へと向かうのだった。
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			　門から出た悪魔三人は、幹部達からの歓声で出迎えられた。

			「よくやった、私も鼻が高いぞ！」

			　カレラがバンバンとアゲーラの背中を叩く。

			　それでアゲーラが死にそうになったのはご愛嬌だ。

			「皆様、軽食の用意が整って御座います」

			　そつなく並べられたテーブルの上には、淹れたての紅茶とサンドイッチが並べられていた。

			　ゾンダの仕事であるが、これもまた好評だった。

			　反省会は後回しにして、エスプリが紅玉をカレラに手渡した。

			「これが、無礼者の〝魂〟です。ちゃんと心核ココロを閉じ込めてありますので、自我は残っておりますよ！」

			「ナイスだね、エスプリ！　これでこの愚か者に、リムル様を侮辱した罰を与えてやれそうだ」

			「うんうん。ところでカレラ、それ、ボクに任せてくれない？」

			　口を挟んだウルティマに、カレラは紅玉を投げ渡した。

			「ベニマルさんがそれでいいなら、私は構わないよ」

			　そう言って、ベニマルの決断を待つ。

			「好きにしろ」

			　聞くまでもない話であった。

			　ベニマルには死んだ者までいたぶる趣味はないし、そもそも〝魂〟をどうこう出来ないので、ここは悪魔達に任せる他ないのだ。

			　本来なら、勝敗の決まった相手をどうこうするのは主義に反する行為である。しかし今回、ガルシアの発言は許容出来ないものだった。ベニマルとしても止める気にならず、かくして紅玉はウルティマの手に渡ったのだった。

			「それじゃあ、いくよ！　〝呪じゅ怨おん狂きょう滅めつ罪ざい”!!」

			　それは、ウルティマが精製する猛毒だ。

			　物理的な代物ではなく、精神体スピリチュアル・ボディーを破壊して星幽体アストラル・ボディーをも侵食するヤバイやつである。

			　〝魂〟が具現化された紅玉では耐える事など出来ようはずもなく、ガルシアはその苦しみに絶叫した。

			『止めろ、止めてくれぇ──ッ!!』

			　しかし、ウルティマは嬉しそうに嗤うのみ。

			「うんうん。効果は抜群だね！」

			「ちなみに、それはどういう効果なのかしら？」

			　テスタロッサが問う。

			　わからないのではなく、ガルシアに聞かせる為であった。

			「えっとね、〝魂〟が纏う力が消えるまで、苦しみを与え続けてくれるの。コイツはかなりエネルギーが多かったから、その分、長く楽しめると思うよ？　多分千年くらいだけど、その時には真っ白で綺麗な〝魂〟に生まれ変われるってわけ！」

			　楽しそうにウルティマが答えた。

			　ガルシアは声もなく嗚お咽えつする。

			　自分はどこで選択を誤ったのかと、今更ながらに後悔していた。

			「そう、それはとても良い事だわね。この者も自分の罪を贖あがなえるのだから、きっと感謝してくれるわね」

			　テスタロッサが、微笑みながらそう言った。

			　そんな訳ないだろ──とベニマルは思ったが、今回ばかりは助け船を出す事もなく、黙認したのだった。

			　ゾンダの給仕で、軽く休憩を挟む事になった。

			　そんな余裕があるのか疑問に思いつつ、場を持たせようとしてエスプリが口を開く。

			「正直、アゲーラが勝てないとか言い出した時は、どうしようかと思いましたよ」

			　和やかな今だからこそ、軽く愚痴りたくなったのだ。

			　アゲーラに何か策があるだろうとは思っていたが、見事に利用されてしまったのを根に持っているのである。

			「勝てないとは言っておらぬであろうが」

			　と言い返すアゲーラだが、実は自分の作戦に確信を持っていた訳ではない。成功したから良かったようなものの、『刀とう身しん変へん化げ』に失敗していたら目も当てられないところだった。

			「でもでも、せめて事前に相談しとけって話ですよ！　勝てたからいいけど、負けたら責任取れないでしょうが！」

			　いつもは安全圏にいるエスプリだけに、今回ほど必死になったのは久しぶりなのだ。だから余計に、アゲーラへの苛立ちが募るのである。

			　ウルティマが笑いながら頷く。

			「まあね、万が一にも敗北は許されないからね。というか、ボクが許さないし。そもそもさ、負けてもリムル様は怒らないだろうけど、死んだら駄目だからね」

			「そうだな。私もそう思ったからこそ、エスプリを通して監視していた訳だよ」

			　カレラは放任主義に見えて、アゲーラ達が負けそうになったら、真っ先に突入する気でいたのだった。

			　その観点から言えば、今度は幹部達による本気の攻略である。差し出がましいという思いもあるが、万が一の場合に対して備えておく必要はあったのだ。

			　そこまで話をしていて不安になったのか、エスプリがポツリと呟くように問う。

			「あの、シオン様は大丈夫ですかね？　私達の方は戦いが終わったのに、まだ出て来ませんけど……」

			　シオンならば大丈夫だと思っていたエスプリだが、急に心配になったのだ。

			　すると、平然とした顔をしてベニマルが答える。

			「問題ない。アイツの事だから、目的を忘れていそうな気配はあるが、苦戦している感じではないな」

			　同意するように頷くソウエイ。

			「熱中し過ぎだな。同じ攻撃を繰り返しても通じないのだから、違った攻め方も考慮すべきだろうに」

			　まるで目にしているかのようなその発言に、エスプリは疑問を抱いた。

			「……もしかして、中の様子を把握しておられるのでしょうか？」

			　ここで発言したのがテスタロッサだ。

			「当然でしょう？　わたくしが残るのも、幹部の皆様方に何かあった場合に備える為だもの」

			　ここで紅茶を噴き出したのが、カレラとウルティマだ。

			「──えっ!?」

			「ちょ、ちょっと待ちたまえよ、テスタロッサ。それじゃあ、何か？　エスプリからの情報を流さなくても、中の状況を把握していたのかい？」

			「勿論よ」

			　そう答えて、テスタロッサは二人に向けて笑みを深めた。

			　それを聞いてカレラが、何かを悟ったように叫ぶ。

			「もしかして、リムル様の戦う姿も鑑賞しているんじゃないのかい!?」

			「あっ！」

			　ウルティマも、その可能性に思い至ったのか飛び上がった。

			「ズルイじゃないか、テスタロッサ！」

			「ホント、そういうの良くないよ！　ディアブロもそうだけどさ、どうして自分だけ良ければそれでいい、って考えちゃうのかな!?　ここはさあ、ボク達の事も誘ってくれていいと思わない？」

			　カレラとウルティマが憤慨するが、テスタロッサは涼しい顔だ。

			　ベニマルやソウエイも同じく。情報収集を任される者としては、絶対に見逃せない一戦だと考えていたのだった。

			　ちなみに、シオンはその事に気付いていなかった。だから真っ先に、門へと飛び込んだのだ。

			　シオンがリムルの戦いを視ていたならば、絶対に終わるまで動こうとしなかっただろう。それがわかっていたからこそ、ベニマルはシオンに内緒にしていたのだった。

			　ともかく、不満そうなカレラ達を宥める必要があった。

			　仕方なく、ベニマルが説明を行う。

			「──という具合に、モスによる監視は実に便利でな。各々の監視を行わせようと、八門全てに侵入させておいたのさ」

			　問題なく成功したと、ベニマルは説明を締めくくった。

			　つまり、今もモスが情報収集を行っている、という事である。

			　中の敵に感知されないように、何もせずに動くなと、ベニマルは厳命しておいたのだった。

			「そうだったんですね。私も一応試してみましたが、他の門には触れられませんでした。敵を倒したのはアゲーラだって、そう判定されてるみたいです」

			「当然ながら、私も入れなくなっております」

			　何もしなかったゾンダはともかく、エスプリも次に挑む権利を失っていた。

			　ヴェルグリンドがどのように判断しているのかは不明だが、一度入ったら敵を直接倒さぬ限り、他の門に入れなくなるのが確認された訳である。

			「予想通りですわね」

			「ああ。最初から侵入させておいて正解だったな」

			　頷き合う、ベニマル、ソウエイ、テスタロッサ。

			「それじゃあ、私達の誰かが苦戦するようなら、テスタロッサが援護に参戦してくれるって事かい？」

			「ええ、そうよ。そうならないとは思うし、他にも気になる事があるのだけれど、もしもの時は駆け付けてあげるわ」

			「不要だね──と言いたいけど、リムル様の命令だものな。必勝を期すから、勇み足だけは止めてくれよ」

			　カレラが不敵に笑ってそう言うと、ベニマル達も同じ気持ちなのか頷いていた。

			　ここでベニマルが表情を改めて、カレラに告げた。

			「カレラ、お前の相手だが、油断するなよ」

			「それは当然だけど、何でかな？」

			「近藤だったか、そいつだけがモスに気付き、銃弾一発で仕留めやがった」

			「へえ……面白いじゃないか」

			　不敵に笑うカレラは、相手の強さに恐れを抱くより興味を持った様子である。

			「貴女の事だから心配はしていないけど、もしもの時はエスプリを通して助けを呼びなさいな」

			　テスタロッサがそう言うと、カレラは片手を挙げて応じる。

			　その態度が雄弁に、必要ないと告げていた。カレラらしいと、テスタロッサは微笑むのだ。

			　そして、幹部達による門の攻略が再開する。

			　一つはシオンが戦闘中なので残るは六つ。

			　ヴェルグリンドが守る門を除外して、今一斉に五つの門が開かれたのだった。

			


			[image: ]

			


			　シオンは一人、奮戦していた。

			　門の外は和やかな雰囲気だったが、今のシオンは鬼気迫る表情で敵と対峙している。

			　相手は〝ひとけた数字ダブルオーナンバー〟序列六位のミナザ、四騎士の一人であり女性騎士でもあった。

			　シオンは大きく肩で息をしつつ、忌々し気にミナザを睨む。

			「私をここまで手こずらせるとは、褒めてあげましょう！」

			　気迫を漲らせて、大音声で叫ぶ。

			　当のミナザも、決して無事とは言えない。

			　軍服は破れ、素肌が露わとなっている。しかし、色気は皆無だ。

			　それもそのはず。

			　ミナザはとっくに擬態を止めており、本来の姿となって全力を出していたからである。

			「黙れ！　お前こそ、褒めてあげるわ。その無駄な努力をね!!　私の子供達を倒したのは称賛してやるが、その恨みは晴らさせてもらうわよ」

			　ミナザの足元には、夥おびただしい数の蟲型魔獣インセクトの死骸があった。その全てが、シオンによって屠ほふられたのである。

			　そう、蟲型魔獣インセクトの上位存在である蟲型魔人インセクター、それこそがミナザの正体だったのだ。

			「フンッ！　その程度の雑魚など、私にとっては物の数に入りません。もっと強力な個体が多数湧き出る訓練場もありますし、慣れたものですから」

			「何ですって？」

			「フフフ、残念でしたね。私はこう見えて、経験豊富な女なのです。蟲型の魔人と戦うのも、貴女が初めてという訳ではないのですよ！」

			　疲労してはいるが、シオンの余力は十分だ。ドヤ顔を浮かべたシオンは、ミナザを見下すようにそう告げたのである。

			　そして、思い出したように続ける。

			「そう言えば……今思えばラズルも、蟲型魔獣インセクトというよりは蟲型魔人インセクターだったのですね。完全形態と言っていたし、間違いないでしょう」

			　それを聞き、ミナザの顔色が変わる。

			「ラズルだと？　あの西方の守護神を倒したのが、貴様だと言うのか!?」

			　シオンはフフンと頷いた。

			「一人で相手をした訳ではありませんが、倒したのは私です。強敵でした」

			　それを聞き、ミナザは「そうか」と呟いた。

			　それから顔を俯かせて、クックックと笑いだす。

			「そうか、アイツを始末してくれたのか！　ヤツはね、私達を裏切ったのよ。私達は異界よりの侵略種族アグレッサーなのだけど、ルドラ陛下が我等を受け入れて下さった事で、ようやく安住の地を得たのよ。それなのに、我等に恭順の意を示さずに勝手な真似を続けるとは、度し難い愚か者だったわ」

			　そう説明されても、シオンにはピンッとこない。

			　何言ってんだコイツ、という目でミナザを見るだけである。

			　ただ、一つ気になる事があったので、この機会に聞いてみる事にした。

			「一つ聞きますが、お前達はラズルの他にも、同胞を各地に派遣したりしていましたか？」

			　シオンが気になったのは、仲間であるゼギオンやアピトの事である。

			　もしかして知り合いだったら、ミナザを殺すのは不ま味ずいかも知れない。そう考えて、念の為に問いかけたのだった。

			「異界には、数多あまたの種族がいるわ。たまに開く〝冥界門〟を通って、様々な侵略種族アグレッサーがこの世界を狙っているわよ。私達蟲魔族インセクターや、それに近しい性質を持つ幻獣族クリプテッド。それに、妖魔族ファントムなんてのもいるわね。私達は悪魔族デーモンと違って半精神生命体だから、こちらの世界でも時間をかければ具現化出来るのよ」

			　答えがなくても気にしないシオンだったが、ミナザは律儀に教えてくれた。

			　ミナザの言う〝冥界門〟とは、ディアブロ達に馴染み深い言葉で〝地獄門〟というのだが、シオンはフーンと思っただけだ。

			　ミナザが言うには、冥界は三大種族が覇権を争う場なのだという。並行世界もあり、そこは悪魔族デーモンが君臨する地獄なのだそうだ。

			　非常に貧しく、糧となるものがない世界。だから彼女達は、虎視眈々とこの世界を狙っているのだと言う。

			　遥か昔から版図を広げるべく、同胞を何度も派遣していたらしい。軍団蜂アーミーワスプのような蟲型魔獣インセクトも、そうした侵略種族アグレッサーの一種なのだった。

			「ま、中にはまつろわぬ種族もいて、少々困った事になったりするけどね」

			　そうした者の代表が、シオン達が倒したラズルだ。

			　ミナザ達が一枚岩ではないという証左なのだが、シオンは別の事を思い出していた。

			　アピトやゼギオンは、何者かから逃げ延びたところを、リムルに拾われたのだったな、と。

			（敵と断定して間違いないでしょう！）

			　特に根拠がある訳ではないが、シオンはそう判断した。直感を信じた訳だが、こういう場合に外した事がないのが自慢なのだ。

			　今回も、シオンの直感は当たっていた。

			　それは偶然ではない。

			　シオンは一度死んで蘇った事で、リムルと──そのスキルであるシエルと──深く繋がっているのである。故にその演算能力が干渉し、シオンが得た断片的な情報から、正しく真実を見抜いていたのだった。

			「要するに、貴女は敵ですね？」

			「ハハハ、今更何を言う！　貴様が時間稼ぎに付き合ってくれたお陰で、私は私の可愛い子供達を再び蘇らせる事が出来るのよ！」

			　そう叫ぶなり、ミナザの下半身が膨れ上がった。軍服のスカートに隠れて見えなかったのだが、ミナザは下半身にも幾つもの口が生えていたのだ。そして、その一つ一つの口から一斉に、禍まが々まがしい卵が生み出されていたのである。

			「ハハハハハ！　強がっているようだけど、今の貴様は私の子供達と戦って疲れ切っていますね。この数を相手に勝てると──ッ!?」

			　勝ち誇っていたミナザの言葉が止まった。

			　当然だ。

			　シオンが〝真・剛力丸〟を一閃させただけで、数多の蟲型魔人インセクターが薙なぎ払われたのだから。

			「ば、馬鹿なッ!?　私の子供達が……ルドラ陛下のお力添えで、圧倒的な力を有する戦士に生まれ変わっていたはずなのに……」

			　ミナザの力は、アピトの『女王崇拝ハハナルモノ』と似た権能である。

			　その名をユニークスキル『貪食再誕ワキデルモノドモ』と言って、生み出した子供達の死骸を喰らう事で、何度でも再生させる事が可能なのだ。また、ルドラから貸与された究極付与アルティメットエンチャント『代行権利オルタナティブ』によって補強され、再誕に必要な時間も大幅に短縮されていたのである。

			　生み出された数多の蟲型魔人インセクターは、ミナザが誇るようにシオンにとっても強敵だった。個々の実力も上位魔人に相当し、中には魔王種に匹敵するほどの猛者も交じっていたのである。

			　だが、しかし。

			　苦戦はしたが、シオンはその全てを倒している。

			　であるならば、二度目はないのだ。

			　ユニークスキル『料理人サバクモノ』の真骨頂である『最適行動』によって、蟲型魔人インセクター達は一瞬にして倒されたのだった。

			　ミナザは驚愕した。

			　自分が出ずとも、子供達を何度もけしかけるだけで相手を疲弊させる事が出来る。そうした戦法を得意としていただけに、シオンのような規格外の存在を前に混乱したのである。

			　だが、そこは流石の女王だ。

			　過ちを繰り返したりはせず、憤怒の形相で立ち上がった。

			「許さないわよ。我が子達よ、女王たる母に力を貸しなさい!!」

			「面白い、受けて立ちましょう！」

			　子供達の力を我が物とし、戦闘形態へと移行するミナザ。それをシオンは、〝真・剛力丸〟を構えて嬉々として迎え撃つ。

			　そして、長い戦いが始まったのだ。

			


			　一進一退の攻防が続いていた。

			　ミナザの攻撃がシオンを傷付けるものの、『超速再生』が発動して瞬時に癒やされる。

			　そしてシオンの攻撃は、ミナザの外骨格に傷を付ける事が出来ずにいた。伝説級レジェンドの防具を取り込み究極付与アルティメットエンチャントで守られた今のミナザは、神話級ゴッズでも傷付けるのが困難なほどに強固なのである。

			　ミナザの素早さはシオンを凌駕しているが、力はシオンの方が上だ。防御力はミナザが上で、回復力はシオンが優勢であった。

			「ええい、またこれですか。蟲型は硬くて、本当に厄介ですね」

			　どんな小さな傷でもいいので、ミナザの外骨格を砕きたいシオンである。そうすれば後は、『料理人サバクモノ』によってどうとでも料理出来るのだ。

			　そうさせてなるものかと、ミナザも必死である。シオンを舐めていた訳ではないが、予想を遥かに上回る強さに、正直に言えば危機感を抱いていた。

			（信じられない。この形態になった私と、ここまで互角に戦えるとは……）

			　魔素エネルギー量が膨大なのは見た目通りだが、それだけならば苦戦するはずなどなかった。シオンが厄介なのは、乱雑に見えて剣の腕前がかなりのものであるからだ。

			　ベニマルには及ばないが、師であるハクロウには認められていた。

			　つまり、免許皆伝の腕前なのだ。そこにシオンの剛力が合わさって、ミナザにとっては悪夢のような暴れっぷりを披露していたのだった。

			　しかし、シオンにしても不本意である。

			　さっさとミナザを倒して次に行きたいのに、思った以上に強いからだ。

			（流石は、帝国の最上位にいる戦士ですね。リムル様が仰っていた通り、油断出来ぬ相手のようです）

			　などと、今更ながらに考える。

			　シオンは普段から、深く考える事をしないのだ。ここにきてようやく、どうにか攻略の糸口がないか考え始めたほどである。

			　まさに今更の行為であるが、ここで頭を使う事に気付けただけでもマシなのであった。

			　かと言って、ちょっと頭を使ったくらいで良い考えが閃ひらめくものではない。ないのだが、シオンにはシエルの加護があった。

			


			《貴女には力があります。あらゆる可能性の中から最適な種族を選ぶのに時間がかかっていましたが、決定しました。貴女に相応ふさわしいのは>──》

			


			　その声を聞いて、シオンは思い出した。

			　リムルから褒美を授かった際に色々聞かれたような気がするが、シオンは深く考えなかった。全て任せますと答えた覚えはあるが、それから何も変化がなかったな、と。

			　他の仲間達が進化しても、シオンは気にしなかった。

			　ベニマルは、妖鬼オニから進化して〝炎霊鬼えんれいき〟になった。まさしく、鬼神きしんの如き力を手に入れた訳である。

			　それに対してシオンは、いまだに悪鬼オニのままだった。

			　それでも気にしなかったのは、そのままでも十分に強かったからだ。

			　だが、それではミナザに勝てなかった。

			　シオンが力を求めるのは必然であり、その望みに応じて〝魂の回廊〟が繋がったのだ。

			


			《──〝闘とう霊れい鬼き〟が良いでしょう。上位の聖魔霊でありながら、物質的に無類の強さを誇ります。続いて、能力スキルの検証ですが──》

			


			　お任せします──と、シオンはアッサリ丸投げした。そしてそのまま、ミナザに集中する。

			　シオンの態度は無愛想だったのだが、何故かその声から嬉しそうな気配がした。それはシオンの気のせいだったのかも知れないが、現実に起きた変化がある。

			「な、なんなんだ、貴様ッ!?　その、迸ほとばしるような強烈な妖気オーラは……今まで手を抜いていたとでも言うつもりかァ──ッ!?」

			　精神は肉体を凌駕する。

			　故に、シオンの心の声が求めるままに、種族的覚醒が促進された。その進化の可能性はシエルの手によって管理され、最適なものが選出されたのである。

			　珍しくも強力な上位の聖魔霊──〝闘とう霊れい鬼き〟へと、シオンは進化したのだった。

			　その肉体は『無限再生』を有しており、魔素がある限り不滅である。

			　その肉体から繰り出される攻撃は、物理的なダメージに留まらず精神面をも破壊する。

			　弱点となる属性を持たない精神生命体でありながら、あらゆる属性に対する優位性があった。

			　精神生命体エネルギークリーチャーの天敵とも呼べる存在へと、シオンは進化したのである。

			　シオンの進化は、その肉体をも創り変えた。

			　より戦闘に特化するように、最適化された身体へと。

			　シオンは半ば、本能によってそれを悟る。

			　晴れ渡る青空の下で大きく伸びをしたように、清すが々すがしく爽やかな気分であった。

			　シオンはその手に持つ愛刀〝真・剛力丸〟を構えた。

			「待たせてしまいましたか？　ですが、貴女との時間ももう終わりです」

			　丁寧な口調で、ミナザに話しかけるシオン。

			「舐めるな！　お前が力を隠し持っていたように、私も真なる姿を顕現させてやったぞ!!」

			　その言葉通り、ミナザの姿は更なる異形と化していた。自身の寿命すらも削り、より攻撃性を増してシオンに対抗しようとしたのだ。

			　そして、勝負は始まり──

			「我等が安住の地を奪おうとする者よ、苦しみの中で死ぬがいい！　究極付与アルティメットエンチャント『代行権利オルタナティブ』全力解放──出でよ、湧き出る者共!!　我が身を糧として喰らい、その本能のままに敵を──」

			「天地活殺崩誕カオティックフェイトッ!!」

			　──一瞬で決着が付いた。

			　ミナザが行おうとしていた邪悪で禁断の最終攻撃は、その全貌を見せる前にシオンの剣で打ち砕かれたのだ。

			　木っ端みじんに砕け散った肉片を前に、シオンが告げる。

			「煩うるさい上に、口上が長すぎましたね」

			「……な、一体何が……」

			　ゴロリと転がっていた肉片の一つは、半分以上欠けたミナザの頭部だった。

			　逃れられない死が迫っている事に気付いたミナザだが、現実を受け入れられずに動揺している。

			　そんなミナザを冷たく見下ろし、シオンが問う。

			「介錯は必要ですか？」

			　ミナザにとって、シオンは相性最悪だった。

			　〝闘とう霊れい鬼き〟へと進化する前は、究極能力アルティメットスキルの有無で互角だっただけの話。いや、究極能力アルティメットスキルを持たぬシオンを相手に互角でしかない時点で、ミナザに勝利は有り得なかったのだ。

			　シオンは進化した結果、その意思の力が究極の領域に達している。シオン愛用の大太刀も進化して、〝神・剛力丸〟とでも呼ぶべき神話級ゴッズへと至っていたのだ。

			　ミナザの力が借り物でなければ話は違っていたのだが、今のシオンの相手をするには力が及ばなかったのだった。

			「ぐ、は……ば、馬鹿な……つ、強すぎるわ。だ、だけど、私の子供達が、き、貴様を……」

			　もはや目が見えぬのか、ミナザがそう口にする。

			　しかし、彼女の希望は既に打ち砕かれていた。シオンの天地活殺崩誕カオティックフェイトで、生きるモノ全てが斬り刻まれていたのである。

			「そうなるといいですね」

			　シオンの言葉は慈悲だった。

			「……優しいのね。そんなに甘いと……蟲むし魔ま王おう様には勝てな────」

			　ミナザの気力はそこで尽きた。

			　その寿命も失われ、ここにシオンの勝利が確定する。

			「……蟲魔王？」

			　ミナザの残したその単語は、とても重要な意味を持つものだった。

			　しかし、シオンはまるで気にしない。

			「まあ、私には関係のない話でしょうね！」

			　と、清々しいまでの割り切りを見せて、記憶に留めようともしなかったのだ。

			


			　かくして、異界からの侵略者であったミナザは、子供達と一緒に哀れな最期を遂とげた。

			　皇帝ルドラの庇護を得て、蟲魔族インセクターの楽園を築こうとしていた女王は、その野望の達成を目前にしてこの世から消え去ったのである。
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			　ヴェイロンは、悪魔公デーモンロード七柱の内、第二位の実力者である。公爵級という、四千年以上不敗の実力者なのだ。

			　であるにもかかわらず、目の前の武人の姿を模したマルコに歯が立たず、床に伏すという屈辱を味わっていた。

			　マルコはユニークスキル『変装者ナジムモノ』によって近藤の姿を模す事で、究極付与アルティメットエンチャント『代行権利オルタナティブ』を正しく使いこなしていた。近藤の技量を我が物としており、無駄がないのだ。

			　ヴェイロンとて強者なのだが、マルコの方が一枚上手なのだ。高い技量レベルを誇るヴェイロンだからこそ、膝を屈する程度で済んでいるのである。

			　悪魔として研鑽された戦闘能力が、まるで歯が立たない。空恐ろしいほどの現実なのだが、ヴェイロンに恐怖心はない。それどころか、内心では今の状況を楽しんでさえいる。

			　当然だ。

			　主であるウルティマや並み居る幹部達の前で勝てると豪語した以上、必ず勝利しなければならないのである。

			「悪魔よ、ヴェイロンという名でしたか？　健闘は称えてあげますが、何度やっても無駄ですよ。貴方の実力は見抜きました。今の私ならば、十分に対処可能なレベルです」

			「で、あろうな。小生も本気を見せていないのだから、貴殿の評価は実に正しい」

			「何？」

			　降伏を勧めようとしたマルコだが、ヴェイロンの反応に訝いぶかし気な表情を浮かべる。

			　マルコの見立てでは、ヴェイロンとの間には天と地とも言える実力差が存在した。近藤の強さが圧倒的である証拠なのだが、今のマルコにはそれが自分の実力なのである。

			　だからこそ、ヴェイロンの言い方に腹を立てる。

			　悪魔公デーモンロードたるヴェイロンだが、その魔素エネルギー量はマルコの四分の一以下なのだ。先程は一対一ではなかったから手こずったが、今はヴェイロン一人。邪魔も入らないので、マルコが圧倒的に有利なのである。

			　それなのに、ヴェイロンは立ち上がって嗤うのだ。

			「他人のモノマネでは小生には勝てぬぞ。何故ならば、私が得意とするのもモノマネだからです」

			「は？　何ですって？」

			「贋がん作さくは、真作に及ばぬ。これが真理なのは理解しておりますかな？」

			「何が言いたい？」

			　苛々したようにマルコが問う。

			　問答などせずに斬りかかればいいのにと、ヴェイロンは内心でせせら笑った。

			「教えてあげましょう。小生が考える最高の作品とは何なのか、それこそが──」

			　そう叫ぶなりヴェイロンは、新たに得た権能を発動させる。

			　………

			　……

			　…

			　ヴェイロンはウルティマの執事である。

			　長く付き従い、その身の世話を全て任されていた。主の求めに応じて、何事にも対処しなければならなかったのだ。

			　料理という専門的な分野はゾンダに任せていたのだが、その他の物事はヴェイロンの管轄だったのである。

			　そんなヴェイロンが編み出したのが、何者にもなれる便利な力──ユニークスキル『物真似師マネルモノ』なのだ。

			　この『物真似師マネルモノ』ならば、ヴェイロンが視た人物に化ける事が可能となる。

			　まさにマルコの『変装者ナジムモノ』と似た能力スキルなのだが、その精度は『物真似師マネルモノ』の方が上だった。

			　だがしかし、マルコは皇帝ルドラの権能によって強化されている。それを考慮すればヴェイロンに勝機などないのだが、そんな事は言われるまでもない話であった。

			　何故ならヴェイロンがマネルのは、マルコが真似た近藤よりも強い人物だからだ。

			　マルコに再現可能だったのは、近藤の実力の八割以下である。高過ぎる実力者の再現など不可能なのは、同じような能力者であるヴェイロンにはお見通しだった。

			　だからヴェイロンが選択したのは、彼の主をも魅了した超常の存在。魔王リムルを模写する事で、その力の一端を我が物にしようと考えたのだ。

			　ところが、そんなヴェイロンに声が聞こえた。

			


			《それは許可出来ません。ですがその代わりに、お前にも力を授けましょう》

			


			　それは〝世界の言葉〟と似て非なるもの。

			　最初は戸惑ったヴェイロンだが、その意味を理解すると同時に感涙にむせびそうになった。

			（私は、私如きまで、その愛で見守られているのですね!!）

			　神に祈るように、ヴェイロンは感謝の念を捧げる。

			　そしてヴェイロンは、己のスキルが進化した事を悟った。

			　物真似であろうとも、人を感動させれば芸術となる。それを証明するかの如く、その権能からは確かな力が感じられた。

			　究極贈与アルティメットギフト『真贋作家アーティスト』──それを獲得したからこそ、ヴェイロンはマルコに勝てると確信したのである。

			　………

			　……

			　…

			　マルコの前に現れたのは、鋭い眼光を備えた若武者であった。

			「……誰だ？　いや、誰でも構うものか。近藤中尉以上の剣士など、自分は知りません。貴方が誰の真似をしようと自由ですが、それでも勝機などありませんよ」

			　ヴェイロンが真似た若武者だが、その姿はアゲーラによく似ていた。それもそのはず、荒木白夜ビャクヤ・アラキの若き日の姿だったのである。

			　この結果こそ、ヴェイロンが到達した物真似の極致だった。

			　ヴェイロンは思う。

			　真の贋作家ならば、真似ようとする画家が全盛期だった頃の絵をも模写出来るものなのだ、と。

			　ウルティマの求めに応じてあらゆる分野の芸術を究めようとしたヴェイロンだからこそ、その考えに行き着いたのだ。

			　実際には会った事もない人物だろうが、『真贋作家アーティスト』ならば全盛期の力を再現可能である。まさしく反則的な権能なのだ。

			　そして更に、ここでヴェイロンは己の力を解放する。

			　彼の主であるウルティマが、リムルより力を授かった事で進化した。その恩恵によって、ヴェイロンもまた力を増した。今のヴェイロンの魔素エネルギー量ならば、魔王どころか覚醒魔王にも匹敵するのだ。

			「な、何ッ!?　先程とは別人の如き気配ではないか!!」

			　驚愕するマルコ。

			　ヴェイロンはそんなマルコを無視して、その手に一本の刀を具現化させた。悪魔特有の『物質創造』である。

			　アゲーラが『刀とう身しん変へん化げ』した刀を模した偽物に過ぎないが、それは究極贈与アルティメットギフト『真贋作家アーティスト』の効果が上乗せされた代物なのである。限りなく本物に近い性能を有しているのは間違いなかった。

			　ヴェイロンはマルコを一瞥して告げる。

			「そうですな。確かに、近藤という男は侮あなどれぬ。ですがねえ──」

			「……ですが、何だと言うのだ？」

			「カレラ様が戦いに向かわれたので、その命運も間もなく尽きるかと思われますぞ」

			「ハハハ、何を馬鹿な！」

			　バカバカしいとマルコは笑った。

			　近藤が敗北する姿など、マルコには想像もつかなかったのだ。

			　両者は睨み合う。

			　互いの主張が相容れない以上、後は実力でもって決着を付けるしかないのだった。

			　両者、同時に動いた。

			「梅ばい花か──五ご華か突とつ──!!」

			「真贋超越妙技ギャラリーフェイク──八や重え桜ざくら──八はっ華か閃せん──」

			　今ここに、物真似が本物となった。

			　ヴェイロンの放った八つの剣閃が、五本の剣筋を打ち払う。そして残る三本の剣閃が、マルコの両腕を斬り飛ばした。最後にピタリと、首筋に刃を当てて停止する。

			「あっ、あっ、あぁっ……」

			　両腕からの激痛で、マルコの変化が解けた。

			　流れ出る血を止めようとするも、マルコにはもう両方の肘ひじから先がないのだった。

			「フフフ、殺しはしませんぞ」

			「クッ、自分を人質にでもするつもりか？」

			「いいえ、まさか」

			　ここでヴェイロンも変化を解き、ニタリと嗤う。

			「小生は、ウルティマお嬢様の執事なのです。ですので、お嬢様を喜ばせる為ならば、何でも行う所存なのですよ」

			　答えにならぬ答えを口にするヴェイロンに、マルコは底知れぬ恐怖を感じた。

			「自分に何をする気だ？」

			　思わずそう問いかけてしまったマルコだが、その反応はもう、ヴェイロンの術中に嵌はまったようなものだった。

			　ヴェイロンは答える。

			「お嬢様は、とても残虐な御方でして。自分に敵対する者の苦痛に満ちた感情が、何よりの大好物なのですよ。直ぐには殺さず、少しずつ少しずつ身体を腐らせたりね。私はねえ、そうしたお嬢様を諫いさめる立場なのです。それなのに、ああ、それなのに！」

			　聞きたくない──と、マルコは思った。

			　しかし、ヴェイロンは無情だ。

			「大好きなのです。小生も、強者が情けなく懇願する姿を見るのが、何よりの快楽に思えるのですよ！」

			　だからマルコは最高のオモチャなのだと、ヴェイロンの声なき声が告げていた。

			「や、止めて下さい。降伏する。何なら、今後は絶対に逆らわないと誓いましょう。だから──」

			　マルコがそう哀願し始めてしまったが、それを責める事など誰にも出来ないだろう。今まで敗北を知らなかっただけに、守勢に回ると弱いのだ。

			　それに、マルコの実力は確かなものだったが、その精神までは鍛えられていなかった。究極の力も貸与されただけであり、自ら極めた訳ではないのである。悪魔の中の悪魔であるヴェイロンならば、そのような相手の恐怖心を引き出す術に長たけているのだった。

			「うーん、残念！　悩むまでもなく、お断りしますね」

			「どうして!?」

			「だって、帝国の方針も同じでしょう？　私はね、その考え方に賛同する者なのですよ」

			「え……」

			「一度戦争を仕掛けたならば、降伏など認めてはならない。素晴らしいじゃないですか！　弱い者は、最初から全面服従すればいいのです。負けた上に交渉を求めるなど、恥ずかしくて出来ない。実に共感せざるを得ない考え方ですよ」

			「そ、それは……」

			「違いませんよねえ？　今まで貴方達がしてきた事なのですから、自分の番になったら嫌だとか、そんなワガママは通じない。ですので──」

			　ここでヴェイロンは、耳まで裂けるほど口を歪めて、嫌らしく嗤った。紳士然とした執事姿だからこそ、その笑みはより嫌らしく、見る者の心に爪痕を残す。

			「責任を取れよ、小僧。そうして、ウルティマお嬢様を喜ばせるのだ」

			　ヴェイロンは本性を現した。

			　ウルティマの第一の眷属らしく、残虐で残忍で、情け容赦のない悪魔。それがヴェイロンなのだった。

			「た、助けて……助けて下さい、近藤中尉ッ!!」

			　マルコの助けを求める叫びが、近藤に届く事はない。

			「うーん、その叫び声も心地いいのですが、他の皆様の迷惑になりかねません。ですので、暫く静かにしていて下さい」

			　そう言うなりヴェイロンは、無造作にマルコの舌を抜き取った。

			「グモッ!?　ウーウーウー!!」

			　マルコの声なき声が、現世と切り離された異界の中に響く。

			　この後のマルコの運命は──
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			　ソウエイは上機嫌だった。

			　こっそりとリムルの戦いを観戦していたのだが、リムルが大勝利を収めたからである。

			　その戦いを観戦出来たのは僥ぎょう倖こうだった。

			　リムルはヴェルドラとヴェルグリンドを同時に相手取り、優位に立っているように見えた。更にはヴェルドラを喰らい、進化までして見せたのだ。

			　その上で、ソウエイならば抗う事も出来ないような猛攻を意にも介さず、ヴェルグリンドを圧倒してのけたのだった。

			　そんなリムルだが、どれほど強くなったのか見た目だけでは判明しない。〝魂の回廊〟を通じて探ろうにも、ソウエイにはまるで感じ取れなかったのだ。

			　だからこそ、それを知りたいと思うのは、ソウエイだけの願望ではなかったはずだ。

			　少なくともディアブロは、最後まで動こうとしなかった。今も間違いなく、リムルの側にいるはずである。

			　抜け駆けしやがってあの野郎──と思うものの、ディアブロの言い分や目的が理解出来るだけに、表立って苦情を言えないのだ。

			　腹が立つと言えば、テスタロッサもだ。

			　しれっと居残りを宣言していたが、その意味を考えれば複雑な心境になるソウエイである。

			　それでも彼女の思惑がわかるだけに、ソウエイも反対はしなかった。

			　こちらにいるヴェルグリンドは不利を悟ったのか、リムルとの戦いの途中から、ルドラを守るべく動き出していた。他の七門を破るまで出て来ないという保証などないのである。

			（あの狡猾なテスタロッサならば、そうなる可能性を読んでいないはずがない。なのにそれを指摘しなかったという事は、自分だけで何とか出来ると思っているのだろうな。あのヴェルグリンド様を相手に勝てるとは思えないが、大した自信だ）

			　ソウエイは、テスタロッサの思惑を正確に見抜いていた。

			　テスタロッサは恐らく、ヴェルグリンドとの再戦を狙っているのだ。ソウエイでは勝てぬ相手に挑もうとするのだから、嫉妬心を抱くくらいは許して欲しいと思うソウエイだった。

			　ソウエイは思う。

			　ベニマルもまた、テスタロッサの考えを読んだ上で認めているのだろう、と。

			　何故ならば、ベニマルでもヴェルグリンドには勝てないからだ。

			　炎を得意とするベニマルでは、炎の化神とも呼べるヴェルグリンドには攻撃が通じない。時間稼ぎにすらならぬ可能性があり、まだテスタロッサの方が適任だと考えられたのだった。

			　ちなみにソウエイでは、ヴェルグリンド相手に数秒しか耐えられないだろう。空間を支配出来るヴェルグリンドには、ソウエイの得意とする技が何一つ通用しない。そして逃亡すらも許されず、業火で焼き尽くされて終わりである。

			　そうなると理解してしまえるだけに、ソウエイとしては面白くない。面白くないが、テスタロッサを認めるしかないのだった。

			　という訳でソウエイは、リムルの勝利に上機嫌になりながら、自身の力不足に不満を抱くという、実に複雑な心境のままに仕事に専念する事にした。

			　敵を殺せというリムルからの命令は絶対であり、それに従う事に迷いなどない。そもそもソウエイにとっては、敵を排除するのは自然な事だったからだ。

			（さっさと終わらせて、リムル様の側に馳せ参じるとしよう）

			　リムルへの忠誠心を更に高めつつ、ソウエイはその昂たかぶる心の命じるままに門を潜ったのだ。

			


			　敵の気配を捉えた。

			　ソウエイはためらいもせず、真っ直ぐにその敵を目指す。

			　円形闘技場を模しているのは、どの門の中も共通だ。

			　その中央に、目的の人物が立っていた。

			「よお、お前が俺の相手かい？」

			　ニヤニヤと笑うその男は、〝ひとけた数字ダブルオーナンバー〟序列四位のガードナーである。

			「せっかく来てくれたんだ、自己紹介くらいはしてやるぜ。俺の名はガードナー。ルドラ陛下の守護を任されている。短い時間となるだろうが、ま、せいぜい楽しませてくれや」

			　そう言って、ガードナーは値踏みするようにソウエイを見る。どうやっていたぶってやろうかと、秘めたる加虐趣味を疼うずかせていた。

			　それに対し、ソウエイは無言。

			　いや、少し間を空けてから溜息を一つ吐いた。

			「お前如きを始末する為に、俺の貴重な時間が奪われたのか」

			　忌々しそうにそう吐き捨てたのだが、それを聞き逃すようなガードナーではなかった。

			「……何だと？」

			「俺の名はソウエイだ。もし降伏するというのなら受け入れてやるが、そんな気はないだろう？」

			「当たり前だ！」

			　ガードナーはソウエイの態度に激昂した。戦う前からソウエイの策に嵌っているのだが、本人にその自覚はない。

			「ソウエイだったか、聞いているぜ。近藤さんが調べていたが、魔物の国で情報局の真似事をやってたんだろ？　って事は、直接戦闘は不向きって事だろうが！」

			　勿論、近藤の調査がそんなに生なま温ぬるい訳もなく、ガードナーとてソウエイの実力がそれなりのものだと知っている。その上で、敢あえて挑発しているのだ。

			　そんな真似をしなくても勝てると思っているが、それで冷静さを欠いてくれたら儲けものと考えている。

			　底の浅い戦法であり、ソウエイの挑発に乗ってしまっている時点で意味はない。

			「低能め。御託はいいから、さっさと始めるぞ」

			　ソウエイはこの短い時間で、ガードナーの実力を見切っていた。そうとも気付かず、ガードナーは無謀にもソウエイに斬りかかった。

			　ガードナーの武器は、両手に持つ青龍刀である。ナイフよりも肉厚で大きな刃は、扱いづらいが強力だ。その流れるような連続攻撃は、まるで舞いを踊っているかのように見事であった。

			　力強さと鋭さ、そしてガードナーの高い技量が兼ね備わった攻撃であった。しかし、ソウエイには通じない。

			　フッと影に潜るソウエイ。ガードナーの青龍刀は空を斬り、勢い余って体勢が崩れる。

			　そこを見逃すソウエイではなく、ガードナーの足元にある影から飛来した銃弾が、獲物の胸に吸い込まれた。

			「ガハッ!?」

			　血を吐き倒れるガードナー。

			　影からトドメを刺しに現れたソウエイの手には、小型拳銃であるワルサーＰ99があった。リムルがカイジンに造らせた試作品を、ソウエイもこっそりと入手していたのだった。それを影空間から撃てるように練習していたのだが、その成果が心臓を撃ち抜かれたガードナーである。

			「フッ、他愛もない」

			　どんな強者であろうとも、油断した瞬間を突けば一撃で仕留められる──そうした持論を持つソウエイであったが、流石にその手段が通用しない相手もいると理解している。

			　しかしガードナーはその限りではなく、見事に策が功を奏した形だった。

			　何しろ今の銃弾には、ソウエイの持てる技能の全てが込められていたのだ。ユニークスキル『隠密者シノブモノ』の『超加速』と『一撃必殺』に加えて、毒、麻痺、腐食効果まで付与している。

			　弾丸の初速は『超加速』によって音速の数十倍に達し、その威力に『一撃必殺』が上乗せされた事で、精神体スピリチュアル・ボディーをも破壊する事が可能となった。

			　これに各種状態異常が加わるのだから、ガードナーの死は確実。ソウエイでなくても、誰もがそう判断したであろう。

			　ところが──

			「馬鹿め、油断しやがったな！」

			　門に向けて歩き出したソウエイの背後から、そんな声が発された。そしてその前に、ソウエイの首が切断されて、胸からは青龍刀が生えたのである。

			「あー、こういう真似は面倒くせーな。こういうお利巧ぶった野郎をぶっ殺すにはいいんだが、一瞬で勝負が決まっちまうから面白みに欠けるぜ」

			　その発言の主は言うまでもなく、死んだはずのガードナーである。

			　死体は横たわったままだったが、ガードナーは五体満足で立っていた。その理由とは、ガードナーが得た特殊能力によるものだ。

			　究極付与アルティメットエンチャント『代行権利オルタナティブ』──『並列存在』というのが、ガードナーがルドラより貸与された権能だったのである。

			　膨大な魔素エネルギー量を誇るヴェルグリンドと違って、ガードナーは〝聖人〟級としては並レベルである。覚醒魔王に匹敵するものの、何体もの『別身体』を生み出せるほどではなかった。

			　たった一体だけなのだが、それで十分だったのだ。

			　どんな狡猾な相手でも、それが本体である以上、偽物だとは見抜けないものなのだ。そうした油断を誘って、一体を囮として本体によって強襲するのが、ガードナーのやり口だった。

			　必勝ではあるが、それでは満足出来ないのがガードナーである。

			　何故ならガードナーは、命乞いをする相手をいたぶるのが趣味だからだ。このやり方では、相手が命乞いする間も与えずに殺してしまうのだった。

			「おい、生きてるか？　って、そんな訳ねーよな」

			　そう文句を言いつつも、ガードナーは自分の役目を忘れていない。門への侵入者は確実に殺す必要があり、ソウエイが死んだか検分しなければならないのだ。

			　そんなガードナーの耳に、「やはりな」という冷たい声が届いた。

			　首を落とされ心臓を貫かれたソウエイの身体は、黒い霧となって霧散した。

			「しまった！」

			　と叫ぶガードナーだが、今更気付いてももう遅い。

			　ソウエイの策に乗って冷静さを失っていなければ、あるいはそれが『分身体』だと気付けたかも知れない。しかし、それは〝もしも〟の話であり、後から議論しても意味がないのだ。

			　ガードナーの失敗が、結果へとつながるのみ。

			「囮にするなら、『分身体』で十分だ。お前には、その力はもったいなかったようだな」

			　ソウエイの声が冷たく響く。

			　その指摘は実に的確で、ガードナーの心を抉えぐった。

			　実はガードナーは、ヴェルグリンドに会った事があったのだ。

			　〝聖人〟になりたての頃、〝元帥〟の正体が麗しい女性であると知り、勝てると調子に乗った。その結果、優雅に座るヴェルグリンドの見守る前で、御遊び程度の『別身体』を相手に惨敗したのである。

			　その時に強く憧れを抱き、心の底から渇望したのが、ヴェルグリンドの権能だった。ガードナーが愛用する青龍刀も、ヴェルグリンドより賜った代物という徹底ぶりだったのだ。

			　それを見抜けぬようなソウエイではない。

			　ガードナーは最初から、ソウエイの手の平の上で踊らされていたのだった。

			「クソがぁ──ッ!!」

			　絶叫するガードナー。

			　絶対的な状況で、心を揺さぶられてしまった。

			　自分の能力に疑いを抱いてしまえば、それが究極の力であればあるほどに影響を受けてしまう。そこを狙って、ソウエイが動かないはずがないのだ。

			「納得したら、お前は死ね！」

			　そう告げて、ソウエイはユニークスキル『隠密者シノブモノ』を発動させようとした。

			　その時、ガードナーが奥の手を切った。

			「うおおおおおおおお──ッりゃああっ!!　こ、これで、どうだ？　どれもが俺の本体、俺も死ぬが、お前も道連れにしてやるぜィ」

			　複数の『別身体』による一斉攻撃。どれもが本体であり、どれか一つを倒しても意味がない。

			　ガードナーが生命を燃やして実行する『並列存在』を用いた究極攻撃であった。

			　それは、瞬きをするよりも短い時間での出来事である。故に、『隠密者シノブモノ』によるトドメを狙っていたソウエイには、回避するのが困難なタイミングとなった。

			　ソウエイが使う『分身体』の最大の弱点は、本体以外にはユニークスキルを発動出来ないことにある。複数の『分身体』を同時に操る事が可能なソウエイでも、この弱点だけは克服出来ずにいた。

			　それこそが『分身体』と『別身体』の違いなのだから当然だ。

			　本体が近くにいれば発動しているように見せかける事は可能なのだが、それでは時間差が生じてしまう。格上相手には隙となるだけなので、トドメを刺すには本体でなければならないのだった。

			「クッ!!」

			　ソウエイは油断したと思った。

			　トドメを刺す瞬間こそが一番危険であり、気を抜いてはならないというのが常識だ。それをわかっていながら危機に陥るなど、ソウエイからすれば赤面ものの失態である。

			（お許しを、リムル様！　必ずや生き残って見せますので、この償いは後ほど──）

			　と、ソウエイはガードナーの最後の攻撃に備えようとした。死ぬ事が許されない以上、絶対に生き残らねばならぬからだ。

			　しかしその時──

			


			《許しません。だからソウエイ、お前にも力を授けましょう》

			


			　ソウエイは、不思議な声が聞こえた気がした。

			（これは、この声はもしや──いや、ダメだ!!）

			　瞬間的に理解する。

			　この声については、あらゆる追及や考察をしてはならない、と。

			　情報を司る部門を任されている者としては失格だが、ソウエイは即座にそう判断したのである。

			


			《それでいいのです。お前に授ける権能の名は──》

			


			　生まれながらにある力であるが如く、ソウエイはその権能を理解した。そして同時に、百万倍に引き延ばされた意識野にて、自分の『分身体』が『別身体』へと変化したのを悟った。

			　それはつまり、ソウエイも『並列存在』を獲得した事を意味するのである。

			「ひゃはははは！　俺も死ぬが、コイツもこれで終わりだぜ。ざまあ──」

			「遺言はそれで終わりか？」

			「ば、馬鹿な!?　これは間違いなくお前の本体──」

			「その通りだ。そして、こちらも俺の本体というだけの話だよ。理解したら、死ね」

			「クソがぁ──ッ!!」

			　今度こそ、ガードナーには何も残されていなかった。

			「千せん手じゅ影えい殺さつ」

			　ソウエイの影が伸び、千の手腕となってガードナーを捕縛した。

			　たった今、ソウエイが獲得したばかりの、究極贈与アルティメットギフト『月影之王ツクヨミ』の権能の一つ、『月の瞳』の効果である。影を意のままに操る事が出来るその権能は、ソウエイととても相性が良かった。

			　影を通して、世界各地の様子を調べる事が可能。そして、影あるところなら何処へでも『移動』が可能となるのだ。これと『並列存在』を併用すれば、腕だけを複数創り出して影から攻撃するといった戦法も可能なのだった。

			　身体を拘束されたガードナーが、苦し気に叫ぶ。

			「せいぜい勝ち誇るがいい。どうせお前達など、ヴェルグリンド様やグラニート様が──」

			　その言葉は、最後まで言い終える事なく潰ついえた。

			　ソウエイの『一撃必殺』によって、ガードナーの命は散る。

			「ヴェルグリンド様は、リムル様に敗れたよ。そしてグラニートとやらも、俺よりも強いベニマルが向かっている。恐らくは俺と同様──いや、お前には関係のない話だったな」

			　ソウエイはそう言い残し、ガードナーを闇に呑ませて消し去ったのだった。

		

	
		
			

			


			第五章　皇帝の真実

			


			　ダムラダは一人、八門の一つを守護しつつ考える。

			　どうしてこんな事になってしまったのか、と。

			　………

			　……

			　…

			　状況は最悪だった。

			　ユウキは皇帝ルドラの手に落ち、彼の仲間達と同様、自由意思を奪われている。面倒を見てやれとルドラから命じられてしまった以上、ダムラダとしては逆らえない状況だった。

			　しかも今は、ルドラから別命が発せられた。

			　ユウキの面倒を別の者へと引き継いだ後、皇帝旗艦に搭乗する流れとなったのである。

			　そして始まった空中大決戦。

			　〝元帥〟の正体がヴェルグリンドなのは、序列六位までは教えられていた。

			　ただし、他言無用。

			　これは絶対の命令であり、本国を離れる事が多かったダムラダなどは、記憶操作までされていたほどの重要機密であった。

			（そうだった。私はあの方と約束したのだ。そして、それは──）

			　〝元帥〟がヴェルグリンドに変じる姿を見て、その事を思い出したダムラダ。それと同時に、明確に色々な記憶が蘇ってきていた。

			　一番大事なルドラとの約束だけは覚えていたが、どうしてそれを行わなければならないのか、その理由までも思い出したのだ。

			（さて、どうしたものか……）

			　悩んでいる時間はない。

			　少し前に見た魔王リムルは、とても善良でそこまでの脅威には思えなかった。ヴェルグリンドの創り出した異空間に捕らえた以上、ヴェルドラ捕獲作戦の邪魔も出来ないはずだったのだ。

			　確かに、ヴェルドラの支配は成った。これにより、ルドラはギィに対して有利な状況となった訳だ。

			　だが──ダムラダにとっては、そんな事などどうでもいいのだ。

			　それどころか、ルドラにとってさえ……。

			　霧が晴れたような明瞭な思考で、ダムラダはルドラにとっての最善とは何なのかを考える。

			　しかし、その答えが出るよりも早く、魔王リムルが動き出してしまった。

			　それは、未曽有の暴威であった。

			　どうして脅威ではないなどと考えたのか、ダムラダは自分を問い詰めたい気分になる。

			　ヴェルグリンドの封印を抜け出した事からも、そのヤバさは間違いない。

			　しかし、それ以上に。

			　現れたリムルを見た瞬間、ダムラダは自分の認識が甘かったと悟ったのだ。

			　リムルが金色に光る眼で、ダムラダ達を一瞥した。それはとても冷たい眼光で、ダムラダ達の事を敵とすら認識していないように思われた。

			　近藤が即座に対応したが、その攻撃は通じなかった。

			


			　──その程度か？　だったら警戒するまでもない。お前等は後回しだ。せいぜい恐怖するがいい。俺が相手をしてやるまで、殺されないようにしろよ──

			


			　と、リムルの目が物語っているようだった。

			　リムルにとってダムラダ達は、もう既に死んだものとして扱われているのではあるまいか。それは皇帝ルドラも例外ではなく、このままではみんなまとめて殺されるとダムラダは感じたのである。

			　リムルにとっての、この状況における戦術的勝利条件とは何か？

			　それは、二つの案件を満たす事だ。

			　一．ヴェルドラの奪還。

			　二．侵略者の排除。

			　ヴェルドラは、魔王リムルの盟友だった。そんなヴェルドラの自由意思を奪うなど、リムルにとっては断じて認められぬ話であろう。

			　ここに来たという事は、ヴェルグリンドを相手にする覚悟があるという事だ。ダムラダから見ても、その勝負の行方がどうなるかは未知数である。

			　遥か彼方の頂上決戦であり、ダムラダ如きに推し量れるものではないのだった。

			　そして、侵略者の排除についてだが。

			　リムルは平和主義だと聞いているが、間違っても無抵抗主義ではない。過去に幾度もの侵略行為があったが、その全てを退けているのだ。

			　その手段は問われない。

			　ヴェルドラの協力もあって、魔物の国は連戦連勝なのである。

			　帝国の侵略行為を、リムルは絶対に許さないだろう。

			　交渉の時間は終わっている。であれば、取るべき手段は帝国兵の皆殺しになると思われた。

			　そうなると、駆け引きなど意味がない訳で、最後まで戦い抜くしかないのである。

			　両者共に戦時協定など定めていないという条件下では、降伏したとて許される保証がないからだ。

			　それを嫌って交渉に来たリムルを、罠に嵌はめたのが帝国側だ。次は信用されないだろうから、全ての交渉窓口が閉ざされたと考えるべきであった。

			（もっと本気で、陛下をお止めすべきであったな）

			　ダムラダもまた、帝国の戦力に驕おごっていたのだ。

			　負けるはずがないと考えていただけに、勝利条件など好きに定められると過信していた。

			　帝国の武威を見せ付け、徹底的に相手を叩きのめし、叛はん意いを失くさせてから併呑する。指導者層を一新したり、傀かい儡らいに変えたり、戦争に勝ちさえすれば好き放題であった。

			　そうして版図を広げてきたのが帝国なのだが、今回は大誤算である。

			　互角の戦力でのぶつかり合いである上に、皇帝ルドラでさえ無事である保証がないときた。

			　ダムラダが憂鬱な気分になったのも、無理のない話なのだった。

			


			　ところで、ダムラダの真の悩みは、自分とルドラの約束についてであった。

			　リムルがルドラまで殺すつもりなのは間違いない。

			　そうなるとダムラダは、自分がどう動くのが正解なのか悩ましくなる。

			　ダムラダとしても、ルドラとの約束を守りたい気持ちはある。しかしそれは、あくまでも自分の手で成し遂とげたいと思っているのだ。

			　だがしかし、リムルを相手に勝利するのも難しく思えて……。

			　ダムラダは戦慄しつつ、状況を分析する。

			　旗艦が恐るべき魔法によって包まれ、生き残った者が八門を守る形になった。

			　果たしてこれは、互角と言えるのだろうか？

			　ダムラダには、自分達が途と轍てつもない間違いを犯したようにしか思えなかったのだ。

			　………

			　……

			　…

			　そして、今。

			「待たせちゃったかな？」

			　ダムラダの目の前には、楽しそうに笑う少女がいる。

			　恐るべき強さを感じさせるその少女の正体は、この世界における最強の一角、七柱いる〝原初〟の悪魔の一柱ヒトリだ。

			　〝名〟はウルティマ、魔王リムルの配下である。

			「〝原初〟を配下に加えるだけではなく、力まで与えたというのか……」

			　間近に見れば、なお凄まじい。

			　あの恐るべき死の祝福デスストリークが、精度も威力も桁外れになっていた時点で、悪魔達の進化は確実だった。

			　リムルは監視されているのもお構いなしに、途方もなく巨大な悪魔召喚門サモンゲートを開いた。そして呼び出した配下達に、何事か行っている気配があったのだ。

			　それを調査する時間はなかった訳だが、その答えはウルティマが教えてくれていた。

			　楽しそうに、ウルティマは笑い声を上げた。

			「アハハハハハ、やっぱりわかっちゃう？　そうなんだよね、リムル様が力をくれてさ、今のボクって絶好調なんだよ！」

			　とても嬉しそうなウルティマとは対照的に、ダムラダにとっては悪夢のような話だった。

			　〝原初〟に力を与える──自分で予想しておいて何だが、そんな真似が単なる魔王に出来るはずがない。

			　あのギィ・クリムゾンでさえも、配下の〝原初〟達を進化させてなどいないのだ。それを思えば、魔王リムルの所業が如何いかに異常なものであるか理解出来ようというものだった。

			　だが、だからと言って負ける気はないダムラダである。ルドラとの約束を果たす為にも、ウルティマという悪魔に全力で挑む必要があった。

			「私はね、常に最善を目指していた訳ではない。たとえ苦難の道を選ぼうとも、結果的に目的を果たせるなら、それでいいのだよ」

			　ダムラダは悩むのを止めた。

			　圧倒的な力を誇示するウルティマを見ても、臆する事なく構えを取る。

			「ふーん、やっぱりやる気なんだね」

			「当然だ。陛下の騎士たる私の力、存分に見せてやるとも」

			「それは楽しみ。それじゃ、始めよっか！」

			　かくして、〝ひとけた数字ダブルオーナンバー〟序列二位たるダムラダと、〝残虐王ペインロード〟ウルティマの戦いが始まったのである。

			


			＊

			


			　ウルティマは薄く嗤わらい、ダムラダを観察していた。

			　人間としては信じられぬほどに強い力を感じる。聖せい人じんとしても別格だ。

			　進化していなかったら勝てなかったかも知れないと思えるほどに、その構えには隙がなかった。

			（アレだね。ヒナタさんに匹敵しそうな感じだね。あの人は魔物の天敵みたいな存在だったけど、この人は純粋に対人、対個体相手に技量レベルを磨いてきた感じかな。そういうタイプって、本当に厄介なんだよね）

			　ウルティマの知る限り、自分の技量レベルを磨いている相手は厄介だ。ハクロウが良い例だが、千差万別の技であらゆる状況に対処してみせるのである。

			　その応用力こそが、強さの秘訣であった。そしてそれは、上位存在にとっては無縁のものだったのだ。

			　………

			　……

			　…

			　悪魔とは、人と比べると圧倒的に高次の存在である。

			　魔力を解放するだけで、それが攻撃となるほどだ。

			　そんな悪魔族デーモンの頂点の一角がウルティマだった。彼女は生まれながらに、魔力の扱い方──完璧な魔力制御を熟知していたのである。

			　努力など必要としなかった。

			　ただ願えば、それは実現される。それこそが魔法であり、その圧倒的な万能性の前には敵など存在しないのだ。

			　自分に勝てる存在など、同格たる〝原初〟達か、あるいは〝竜種〟のような規格外の存在だけだ──と、ウルティマはつい最近まで信じていた。

			　ところが、その認識は間違いだった。

			　ウルティマがそれを自覚したのは、ヴェルグリンドとの戦いの場でだ。

			　圧倒的に格上の存在であるヴェルグリンドを相手に、ウルティマ達は善戦した。一割程度の力とはいえ、『別身体』の一つを倒す事に成功したほどだ。

			　逆に言えば、力の使い方を誤れば格下に敗北する事もある、という事を学んだのだ。

			　その後の戦いでも、学ぶべき事は多かった。

			　ただでさえ最強の存在である〝竜種〟が、緻密なまでに高度な魔力操作を行って見せた。その結果、魔法を得意とする種族であるウルティマ達を、魔法で圧倒してみせたのである。

			　どうしてそんな真似が可能なのか、戦っている最中はわからなかった。しかし、今のウルティマならば理解出来る。

			　その秘密こそが、究極能力アルティメットスキルを魔法に上乗せする行為であった。

			（究極能力アルティメットスキルを使えば、魔法の制御も精度が増すんだね。そりゃあ、ボク達では勝てなかった訳だよ）

			　ヴェルグリンドが牽制で放った魔法ですら、あの時のウルティマには処理するだけで精一杯の威力であった。

			　カレラに至っては、自分の得意とする魔法をより上手に扱われるという、これ以上にない屈辱を味わっている。

			　そう、屈辱である。

			　そして、幸運でもあったのだ。

			　あの戦いを体験する機会を得た。そして、決定的な敗北に至らずに生き残れたのだから。

			　スキルの効果を魔法に組み込むだけで、こうも威力が倍増するなどと、ウルティマは今の今まで思いもしなかった。あの戦いを経験した事で、新たな可能性に気付けたのだ。

			（確かにボク達は、基本能力ポテンシャルがとても高い。だからと言って、それに頼りすぎるのも問題なんだね。もっと工夫すれば、もっともっと強くなれるんだ！）

			　最強であるウルティマは、今まで力を欲した事などなかった。しかし今回、自分もそれが欲しいと願ったのである。

			　ただでさえ無敵の強者が、努力と研鑽を積み重ねて更なる高みを目指したならば、どこまで強くなれるのか？

			　その答えがヴェルグリンドであり、ギィ・クリムゾンなのだろう。

			　そういう観点から言えば、自分の趣味を追求するディアブロも、規格外の存在なのは間違いない。

			　テスタロッサは兎とも角、努力などした事がないウルティマやカレラとは、その点がまったく違ったのだ。

			　ウルティマは七柱いる〝原初〟の中でも、自分が一番未熟である、という自覚がある。それでも、ミザリーやレインとは互角だろうが……本気で戦えば、テスタロッサやカレラには負ける気がしていた。

			　テスタロッサは優雅に完璧。

			　自信家で、他者を見下すのが悪い癖。

			　カレラは傲岸不遜で適当。

			　その気になれば完璧に何事でも出来るだろうに、すぐに興味を失い適当に投げ出してしまう。

			　そして、ウルティマは……。

			　テスタロッサほどには精密な魔力操作が出来ないし、カレラほどの大魔力も持っていない。ディアブロを除く三柱の〝悪魔王デヴィルロード〟の中では、ウルティマが一番劣るだろう。

			　何事においても、中途半端。才能の塊である故に、熱中するという経験がないのである。

			　こうして考えると、ウルティマとカレラは似ている面が多い。だからこそライバルとして、長きに渡って争い続けていた訳だ。

			　それでもカレラは、最近剣術という趣味を見つけている。

			　ウルティマは素直に、それが羨うらやましいと感じていたのだった。

			　だが、それも今日で終わりだ。

			　覚醒する機会に恵まれたウルティマは、願う通りの力を手に入れる事が出来たのだった。

			（一番伸び代があるのも、ボクなんだよね！）

			　そう考えるようになり、今となっては笑い話に思えるウルティマである。

			　これも全ては、主となったリムルのお陰だ。

			　どうしてリムルにそんな真似が可能なのか、ウルティマにはわからない。しかし、どうでもいい話であった。

			　重要なのは、より高次の存在になれるかどうか。

			　そして、リムルの役に立てるかどうかなのだから。

			　アゲーラの戦いを見守りながらも、ウルティマはずっと願い続けていた。その思索の果てに、不思議な声が聞こえた気がした。

			


			《その願いを形にする為に、少しだけ手助けしましょう》

			


			　そして完成したのが、究極能力アルティメットスキル『死毒之王サマエル』だ。

			　ありとあらゆる生命体の弱点を見抜き、それに適した状態変化を生じさせる〝毒〟を生成する。それが、究極能力アルティメットスキル『死毒之王サマエル』の権能だった。

			　この力を得た今、ウルティマは負ける気がまるでしないのだ。

			　だが、しかし──

			　ウルティマは、ここで思い出す。

			　技量を磨け、力に頼り過ぎるな、と──ディアブロが常に言っていた事を。

			　ゼギオン相手に負け続けていたから、小言を言われているものだとばかり思っていた。ディアブロは性格が悪いので、イヤミを言っているんだとも思っていた。

			　しかしそれは、ウルティマの勘違いだった。

			　イヤミという意味合いがあったのは事実だろうが、自分達の事を思っての発言でもあったのだ。

			　どのようにして力を制御するかで、その強さに天と地ほども違いが出る。ディアブロはそれを教えてくれていたのだった。

			　そう理解してからは、ディアブロの言葉の数々が思い出される。

			（与えられた力は、頼るだけでは身に付きませんよ──か、確かにそうだよね！）

			　ウルティマは今、深く納得していた。

			　名前をもらった直後に言われたセリフだったが、確かにその通りだと思った。

			（そう言えばディアブロって、余程の事がない限りリムル様から与えられた力を使わなかったもんね。単に舐めプしてるだけだと思っていたけど、ちゃんと理由があったんだね）

			　ならば自分も──と、ウルティマはこの機会を利用して、成長の糧にしようと考えた。ダムラダという男は油断のならない相手なので、全力を出すには丁度いいのである。

			（まったく。ディアブロのヤツ、ボク達を戦わせて鍛えようだなんて……ボク達を見み縊くびり過ぎだよね。そんなふうに思われてたってテスタが知ったら、マジ切れして大変な事になっちゃうよ？　いや、テスタは敢あえて乗っかったのかも知れないけどさ。でもまあ、せっかくだし……ボクも利用させてもらっちゃおうかな）

			　ダムラダという強敵さえも、ウルティマからすれば練習相手に過ぎないのだった。

			　初めて自ら願い手に入れた究極能力アルティメットスキルを使いこなし、勝利を掴んでみせる。そうすれば、ウルティマは間違いなく成長出来るはずであった。

			　ウルティマは心に誓う。

			　望まずとも手にしていた〝力〟ではなく、自ら望み手に入れた〝権能〟を完璧に使いこなして、この戦いに勝利してみせよう、と。

			　そうする事で、証明するのだ。

			　ただ望むだけではなく、自分もリムルの役に立てるのだ──と、ウルティマはそう考えるのだった。

			　………

			　……

			　…

			　戦いは苛烈を極めていた。

			　力で上回るウルティマの攻撃を、ダムラダの技が受け流す。全身の闘気を集中させる事で、正面から相殺する事もあった。

			　臨機応変に無駄なく対応する、それこそがダムラダの底力である。

			　ウルティマは素直に感心し、面白いと思った。

			　ダムラダとの戦いで、多くの事に気付けたからだ。

			（なるほど、こういう流れなら体が崩れないのか。これならゼギオンさんにも通じそうだよ！）

			　ゼギオンは強すぎて、接近した瞬間に倒されてしまった。実戦形式の訓練ならいざ知らず、格闘訓練の相手には向かなかったのだ。

			　その点、ダムラダは適度な好敵手として、最高の相手だったのである。

			　ウルティマは、自分がどれだけ恵まれていたのか悟った。圧倒的な魔力があれば、どのような攻撃でも簡単に防げた。また、攻撃面では力業だけで、あらゆる敵を粉砕出来たのだ、と。

			　理解しているつもりだったが、たった今、実感として認識したのであった。

			　両者の力は高まり、戦いは激しさを増していく。

			


			[image: ]

			


			　力は拮抗し、勝負の行方はわからない。

			　一見そう見えるのだが……。

			「アハハ、楽しいね！　ゼギオンさんが相手では、こんなに長く乱取りが続かなかったもん」

			　心から楽しそうなウルティマ。

			　対するダムラダは、苦々し気な表情である。

			「私との戦いを稽古扱いするとは……舐められたものだな」

			　そう口にするものの、ダムラダとて内心では気付いているのだ。

			　このままでは、敗北するのはダムラダである、と。

			　ウルティマは今も成長中なのに、ダムラダは既に全力だった。

			　戦いを楽しむ余裕などなく、どうやってウルティマを倒そうかと、その持てる技量の全てを駆使して挑んでいるのである。

			　そもそも〝原初〟の悪魔というのは、魔法の申し子のような存在なのだ。この世の物理法則すらも書き換えるような存在を相手にしては、生半可な攻撃など通用しないのである。故にダムラダは、全ての攻撃に究極付与アルティメットエンチャント『代行権利オルタナティブ』の効果を付与する事で、ウルティマにダメージを与えていた。

			　二千年以上の長き時を研鑽に費やしただけあって、呼吸するように権能を行使出来る。それがルドラより貸し与えられたものだと忘れるほどに、ダムラダにとっては馴染み深いものとなっていた。

			　それに加えて、悪魔には枷かせがあった。今は解き放たれてしまったようだが、その魔素エネルギー量には限界が定められていたのである。

			　その影響によって、ウルティマよりも〝聖人〟であるダムラダの方が、エネルギー総量が上であった。だからこそ、ウルティマと互角に渡り合えているだけだったのだ。

			（私が攻撃すればするほど、手の内を晒さらしているようなものだな。しかし、大技を繰り出したところで、通用するとは思えぬ。これは……勝てぬ、か？）

			　ダムラダが血を吐く努力の上に身に付けた技を、ウルティマは一目見て盗んでいく。それならば速攻で勝負を決めれば良さそうなものだが、そんな真似をすれば隙が生じて自滅してしまうとわかりきっていた。

			　今もウルティマが繰り出した同威力での多重攻撃を、全て同時に相殺して見せたのだが……ウルティマは悔しがるどころか嬉しそうな表情なのである。

			「凄いね、お手本みたい！」

			　そう言われて、逆にダムラダの方が悔しい思いをする始末だ。

			　ダムラダは追い詰められていた。

			　出し惜しみ出来る立場にない上に、手の内を見せるなりそれを真似されるのだ。まるで乾いた砂が水を吸収するかの如く、ウルティマが成長していくのを実感出来たのだった。

			（ハハハ、笑うしかないな）

			　思わずそう自嘲する。

			　〝原初〟がここまで恐ろしい存在であったとは、ダムラダは思いもしなかった。

			　他人には、互いの実力は拮抗しているように見えるだろう。しかしながら、その均衡は間もなく崩れる。片方が成長し続ける限り、いずれは天秤が傾く事になるからだ。

			　それこそが、厳然たる現実なのだ。

			　そして、その時が訪れる。

			「あはっ！　ボク、段々わかってきちゃった！」

			　そう叫ぶなり、ウルティマの雰囲気が変わった。今まではダムラダの技を盗む為に、力を温存していたのである。

			　力を解放したウルティマの背に、六対──十二枚の翼が広がる。蝙蝠の羽のように羽毛のない飛膜は、艶やかで滑らかで薄紫色に輝いていた。

			「行くよ！」

			「クッ!?」

			　ウルティマが宣言するなり、十二枚の翼が同時に動き出す。多種多様に形状を変化させつつ、ダムラダを狙うのだ。

			　刃のように薄いもの、針のように鋭いもの、拳のように塊になったもの、臨機応変に変わりつづける翼は、逃げ惑うだけでも困難だ。まして、対処しようとしたならば……。

			　拳状となったそれを受け流そうとしたダムラダは、拳が交差した瞬間に吹き飛ばされた。今までとは比べようもないほどの力が込められており、ダムラダでは相殺出来ないほどの苛烈なる威力だったのである。

			　しかも恐るべき事に、ウルティマの力はどんどんと上昇中であった。魔素エネルギー量の上限がなくなった今、望めば望むだけ力が増すとでも言わんばかりに、その増加する勢いに陰りは見えなかった。

			「チィ!!」

			「あははははっ！　ボクはね、そういう表情が大好きなんだ」

			「フンッ！　舐めるなよ、小娘。威力は凄まじいが、当たらなければいいのだ」

			　ダムラダは今まで以上に気力を振り絞り、その攻撃を避よける事に専念した。

			　口では平気そうに振る舞っているものの、内心では危機感が募つのっている。

			　このままでは勝てない。

			　しかし、ウルティマに隙はない。

			　ないならば作るまで──と、ダムラダは敢えて捨て身の行動に出る。

			　翼の一つがダムラダの足を貫いた。ダムラダが避け損なったように見えるが、それこそがダムラダの作戦である。

			　強大な力を誇る種族は、傲慢になりやすい。自分の勝利を確信したならば、ウルティマといえども油断するはず──というのが、ダムラダの狙いだった。

			「あははははっ、避け続けるんじゃなかったの？　それとも、疲れちゃったかな？」

			　邪悪な笑みを浮かべたウルティマは、攻撃の手を緩めてダムラダをいたぶり始めた。重要な部位ではなく、四肢を穿うがつように翼が動き始めたのである。

			（そうだろうとも。お前達は強い。だからこそ、我々を見下し、肝心な時に失敗するのだ）

			　ダムラダは、自分の作戦が成功すると確信した。

			　そして、傷付き倒れたフリをしつつ、ウルティマに向けて全力の一撃を叩き込もうとする。

			「聖せい覇は崩ほう拳けん！」

			　それこそが、ダムラダの必殺奥義。

			　〝聖人〟としての全力の闘気を、『代行権利オルタナティブ』で練り上げた一撃だった。

			　これを喰らえば、どんなに強大な悪鬼羅刹であろうとも消滅した。〝原初〟たるウルティマも、肉体が破壊されては消え去るより他ないのだ。

			　勝ったと思ったダムラダだったが、勝利の余韻を感じる事は出来なかった。ウルティマにトドメを刺そうとして、何故か悪寒を感じたのである。

			　崩れ去ったのは翼の一枚。形状変化してウルティマを模していたようだが、ダムラダはそれを見抜く事が出来なかった。

			　それに気付いた時は、既に手遅れ。

			「死し毒どく崩ほう拳けん！」

			　ウルティマが、ダムラダの胸を貫いていた。

			


			

			


			　ダムラダの真似をして貫ぬき手てに膨大な魔力を集中させているが、究極能力アルティメットスキル『死毒之王サマエル』を発動させる事で、完璧に制御している。しかも、五本の指の爪が紫色に染まっているのは、『死毒之王サマエル』の権能である『死毒』によるものだった。致死量を遥かに超える威力によって、ダムラダの守りは突き崩されたのである。

			　これにて、勝敗が決したのだ。

			「グフッ！」

			　ダムラダは喀かっ血けつし、その場に崩れ落ちる。

			「あははははっ、残念！　ボクの狙い通りでした!!」

			　コダマするのは邪悪な嗤い声だ。

			　ダムラダはもう一度立ち上がろうとして、失敗した。

			　全身から力が抜け出て、立つどころか拳を握る事すら出来そうになかった。

			　しかし、それでも気力を振り絞って、ウルティマを睨にらみ据える。

			「馬鹿者が、それは崩拳ではない。貫手だ。一度見ただけで、私の真似が出来るものかよ……だが、威力は、申し分……なかったぞ……。見事、だ。さしずめ、〝紅蛇死毒手ブラッディーバイト〟とでも言ったところ、か……」

			　それだけ言うとダムラダは、満足そうに天を仰いだ。

			　空を見上げ、少し悔しそうに苦笑した。

			　今回の戦は完敗だ。

			　ギィとの決戦に挑む以前に、魔王リムルによって叩き潰された。

			　精鋭には生き残る者がいるかも知れないが、もはや建て直しは不可能だろう。

			　次の機会を待つ余力など、皇帝ルドラには残されていない。それ以前に今のルドラは──

			


			　陛下──と呟き、ダムラダは自分の一生を振り返る。

			　………

			　……

			　…

			「ダムラダ、聞いてくれるか？」

			「何ですか？　つまらない愚痴なら、ヴェルグリンド様に言って下さいよ。それとも、ヴェルグリンド様への文句ですか？　でしたら、私ではなく直接本人に。私まで文句を言っていると思われるのは心外ですので」

			「お前は本当に冷たいヤツだな──って、そうじゃなくてよ。真面目な話なんだ」

			「……何でしょう？」

			　聞きたくなかった。

			　ルドラの目を見た時から、それが真面目な相談なのは気付いていた。

			　しかし、それを聞いてしまえば、今のような関係がなくなってしまう。

			　ダムラダはそれが嫌だったのだ。

			「俺はどうやら、転生する度に心が摩耗するらしい。いや、ギィが言うところの〝魂〟ってヤツなのかも知れないが、それはどうでもいいんだ。大事なのは、俺が俺ではなくなるかも知れないって、事だな」

			　〝勇者〟であるルドラの転生は、魔法によるものではない。その強大過ぎる力を継承する為の、特殊な儀式なのである。

			　神ならざる人の身でありながら、究極の精神生命体である〝竜種〟をも超える力を得た代償。それを管理するのは、ルドラ自身の権能であった。故にダムラダでは、解決方法を提示する事など出来はしない……。

			「〝魂〟の摩耗、ですか。そして、陛下が陛下ではなくなる、と……」

			「ああ、そうだ」

			「面白い冗談ですね。ですが、それを真に受けて仕事を減らして差し上げるほど、私は甘くありませんので」

			「ちぇっ、相変わらず真面目なヤツだな、お前って」

			「それが取り柄だと思っておりますよ」

			「はは、確かにな。つまんねー事を言ったな。忘れてくれや」

			「ええ。そうさせてもらいましょう」

			　忘れられる訳がない。

			　ダムラダは逃げたのだ。

			　今の関係を維持したくて、ずっとルドラに仕えていたいと願ったから。

			　そして、時は移ろう。

			「ああ、やっぱりだ。俺は生まれ変わる度に、何か大事なものを少しずつ失っているらしい。それが何なのか、俺自身にもわからねーのが問題だな」

			「陛下……」

			「なあ、ダムラダ」

			「はい」

			「勅令だ。俺が俺じゃなくなったら、お前の手で俺を殺してくれ」

			「ルドラ様！」

			「こんな事、ヴェルグリンドには頼めないだろ？」

			　私にも無理です──という言葉を、ダムラダは必死に飲み込んだ。

			　それが親友であるルドラの心からの願いであるならば、否と答える事など出来はしないのだ。

			「やれやれ、弱気な事で。ですが万が一そうなった場合、私がちゃんとルドラ様の後始末をすると約束しますよ。ですから安心して、政務に励んで下さい」

			「フフッ、相変わらずだな、お前。任せたぜ」

			　それが、遠い日の約束。

			　そして、更に時は流れる──

			


			「余は疲れた。余の『正義之王ミカエル』の暴走を抑えるのにも、限度がある。絶対的な〝正義〟など、突き詰めれば〝邪悪〟と大差ない。万人が認める正義など、この世には存在しないのだから」

			「陛下……」

			「ダムラダ、余との約束だが、覚えているな？」

			「勿論で御座います」

			　その返答を聞いたルドラは、「ならば良い」と言って笑った。

			　表情を改め、厳かに命令を下す。

			「ダムラダよ、勅命である。お前がしくじった時に備えて、『正義之王ミカエル』を打ち破り余を倒せる者を探し出せ！　お前にこのような頼みをするのは心苦しいが……余が余である内に、万全を期しておかねばならぬのだ」

			　その命令はルドラ自身の抹殺命令に等しかったが、ダムラダは頷くしかなかった。

			「御言葉、確かに承りました」

			　ダムラダの返事を聞くなり、ルドラは「すまないな」と呟いた。

			　誰に言うでもなく、遠い目をして語り出す。

			「思えば、友より託された『正義之王ミカエル』だが、余には過ぎたる力だったのやも知れぬ。ギィとの勝負に勝とうが負けようが、次が最後の使用になるであろう。使いこなすつもりだが……もしも暴走する兆しがあれば、遠慮は要らぬ。余ごと止めるのだ」

			「御意」

			「──頼んだぞ」

			　そう告げるなり、ルドラは目を閉じた。

			　そして、遠い日に交わした〝星王竜〟ヴェルダナーヴァへの誓いを思い出し、それを守りきれない自分に悔しさを滲ませる。

			　その口から漏れ出た小さな呟きは、「──約束が果たせなかったその時は、あの世で詫びるとしよう」であった。

			　ダムラダはそれを聞かなかった事にして、静かにその部屋から退出したのである。

			　………

			　……

			　…

			　自分の口から漏れ出た血で咽むせて、ダムラダは現実へと引き戻された。コンマ数秒にも満たない時間、意識が飛んでいたようである。

			（──陛下、申し訳……御座いません。私めは……勅命、果たせませんでした……）

			　またも消えそうになる意識の中で、ダムラダは悔恨の念を口に出そうとする。しかしそれは叶わず、またも血を吐くだけとなった。

			　後悔。

			　しかし、安堵もあった。

			　敬愛する主を弑しいする者を探し出す──その勅令はダムラダにとって、苦痛でしかなかったからだ。

			　長い間苦しんできた。

			　当然だ。

			　ダムラダにとっての皇帝ルドラは、昔のままの輝ける英雄だったのだから。

			（貴方を……貴方様を殺せるはずがないではないですか!!　どうして私なのですか。他の者でいいではないですか！　貴方がいなければ、こんな世界に未練などない。私ならば、死出の旅路にだろうが御一緒しますよ──）

			　それが、それこそがダムラダの本心だったのだ。

			　ギィとルドラの勝負など、ダムラダにとってはどうでもよかった。大事なのはルドラの意思であり、それを反映させるこの世界なのだ。

			　ギィ・クリムゾンは傲慢な魔王であるが、道理のわからぬ暴君ではない。その支配は絶対だが、ちゃんとしたルールを己に定め、それを頑なに守り続けていた。

			　ギィとルドラの理想は違うものだったが、決して相容れないという事はなかった。ダムラダからすれば、十分に折り合いのつけられるレベルに思えたのだ。

			　ギィは自ら動かないだろう。

			　その確信があったからこそ、ルドラもダムラダに勅命を発したに違いないのだ。

			　互いに認め合っているのに、どうして勝負にこだわるのか。

			　ダムラダはそれが疑問だった。

			　しかし、ルドラの意に背く事など出来ようはずもなく、結局、その命令に従って世界各地で活動を始める事になったのだ。

			　皇帝の下を離れて幾久しく、候補は見つかった。

			　神楽坂優樹ユウキ・カグラザカという少年は、超特異体質である『能力殺封アンチスキル』の保有者だった。

			　究極能力アルティメットスキルすらも無効化する彼ならば『正義之王ミカエル』にも対抗出来ると喜んだダムラダだったが、結果は惨敗だった。ユウキはルドラの手に落ちてしまい、もう頼りにならない。

			　こうして切り札を失ったダムラダだったが、ここにきて疑問が生じていた。

			「……どうしてルドラ陛下は、ユウキを支配したのだろうな？」

			「え、何？」

			　意図せず漏れ出た呟きに、ウルティマが問い返す。

			　ダムラダはそれに答えもせずに、そのまま思索を続けた。

			　ルドラ自身が、自分を殺せる者を探せとダムラダに命じた張本人なのだ。それなのに、それを邪魔する理由がわからない。

			　いいや、違う。

			　ダムラダが認めたくなかっただけだった。

			　兆候は最初からあったのだ。

			「──やはり、そうなのだな……陛下は、ルドラ様はもう……」

			　熱に浮かされたようにダムラダが呟く。

			「もう、何なのさ！」

			　苛いら立だつように叫ぶウルティマだったが、その声がダムラダに届く事はない。

			　ダムラダは今、自分の考えに没頭していたのだ。

			　死に逝く前の閃ひらめきとでも言おうか、ダムラダの思考は冴えわたっていた。故に、真実へと辿り着く。

			


			　ルドラは理想に燃えていた。

			　世界を統一し、恒久の平和を樹立する。

			　争いと貧困をなくし、人類が発展する事を夢見て。

			　全人類が統一されて平和になれば、誰もが平等に暮らせるようになる。そう信じたルドラは、〝統一国家の樹立〟を目指したのだ。

			　人間は理解し合える生き物なのだ、と。やがて一つの意思に纏まとまり、より良い世の中を創り出していける存在なのだと、心の底から信じていた。

			　みんなの為に〝勇者〟になって、大いなる苦難を背負いこんで。多くの人々に笑って暮らして欲しいという願いの為に、ルドラは奔走していたのだ。

			　ダムラダは、そんなルドラが好きだった。

			　だが、しかし──

			　ルドラの理想は、夢のままに終わっていた。

			　達成される日が来る前に、ルドラ自身が変質してしまったのだから仕方ない。

			（私達が追い求めた理想は、とっくの昔に潰ついえていたんだな……）

			　ダムラダはそれを認めて、悲しい気持ちに包まれた。

			「泣いてるの？」

			「……ああ」

			「死ぬのが怖いから？」

			「……違う。約束を──」

			「約束？」

			「……ああ」

			　逃れようのない死が、ダムラダを捉えて離さない。

			　それはどうしようもないと諦めもつくが、ルドラとの約束を守れないのだけは、ダムラダにとって我慢ならぬ事なのだ。

			　ルドラの意思が消えたのならば、果たして今のルドラの正体は誰なのか？

			　そんなもの、答えは一つしかない。

			　ルドラが友──〝星王竜〟ヴェルダナーヴァより与えられた究極の力、究極能力アルティメットスキル『正義之王ミカエル』に決まっていた。

			　ルドラの精神が崩壊する前に、ダムラダは勅命を果たす必要があった。

			　それなのに……どうやらその役目を果たす事も出来ず、ダムラダの寿命は尽きようとしている。

			　自分の無能さを罵りたいダムラダであったが、まだ状況は最悪ではないと思い直した。

			　何としても『正義之王ミカエル』の暴走を止めなければならない。もしもダムラダが失敗したならば、その任務を託せる者を探し出しておかなければならなかった。

			　それこそがルドラからの勅令であり、ダムラダが守るべき約束なのである。

			　ダムラダが探し出したのはユウキだが、もう一人、心当たりがあった。

			　恐るべき魔王、リムル。

			　最大の敵は、同時に希望でもあったのだ。

			「陛下を……ルドラ様を、弑して差し上げて欲しいのだ……」

			「は？　なんでボクが？」

			「お前でなくてもいい。魔王、リムルに……伝言、だけでも……頼めないだろう……か？」

			「いやいや、そこはボクに頼もうよ。どうせボクもルドラってヤツを殺すつもりだったし、引き受けてあげなくもなかったんだからさ」

			　ウルティマは気紛れだ。

			　だから素直には応じないが、ダムラダの事は気に入っていた。

			　短い時間での戦いだったが、無限の寿命を持つウルティマにとっては量より質なのだ。凝縮された濃厚な戦いを味わえただけで、全て許せる気分になっていたのである。

			「──それなら、もう一つ……頼みたい…………」

			「何さ？」

			「あの方を……マサユキという少年を……お守りして……」

			　ダムラダには確信があったのだ。

			　マサユキこそが──

			「まあ、いいけど。でもさ、報酬はあるんだよね？」

			　悪魔はタダ働きなどしない。

			　それは絶対のルールではないので、抜け道などいくらでもある。

			　ただ今回は、ウルティマのワガママだ。ダムラダを困らせてみたくなって、質問したのだった。

			　しかし、そんなウルティマの問いかけを聞いて、ダムラダは安堵した。心が解放されるような安らぎに包まれて、穏やかに答える。

			「報酬は、私の全て。〝魂〟もろとも……この身に刻んだ私の〝技〟を……お前に託そう……」

			「合格、かな」

			　渋々といった表情で答えたウルティマに向けて、ダムラダは破顔した。

			　そして──

			「──ルドラ陛下……今、お傍に参ります…………」

			　それがダムラダの最期の言葉となる。

			　眠るように息を引き取ったダムラダ。

			　元ナスカ王国の宰相にして、統一皇帝ルドラ・ナム・ウル・ナスカの親友。

			　〝拳聖〟ダムラダは、その長き生涯にようやく幕を下ろしたのだった。

			


			　異空間にある円形闘技場にて、ウルティマが一人、ポツンと佇む。

			「あーあ、つまんないの。心核ココロが消えちゃった。せっかくリムル様に献上しようと思ったのにな……」

			　と、どこか寂しそうに呟いたウルティマは、ダムラダの遺体を十二枚の翼で優しく包み込んだ。

			　契約に従い、ダムラダの全てを我が物としたのだ。

			　それが、結末。

			　ダムラダとウルティマの戦いの決着だった。

			


			　──一人の〝拳聖〟がその生涯を終え、新たな〝拳魔〟が生まれた──

			


			　ダムラダは、最後の最後に、最悪の悪魔の一柱ヒトリに最凶の力を与えてしまったのだ。

			　彼がその事を知れば、慙ざん愧きの念に堪えなく思っただろうか？

			　それとも、自身の技の後継者を得て幸福に思ったかも知れない。

			　ダムラダが逝った今、それを知る術すべはない。

			　生き残った者達が、その心を慮おもんぱかるしかないのだ。
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			「さて、貴殿の相手はワシが行おう」

			　円形闘技場の中央にて、アゲーラが近藤に宣言した。

			　近藤は眉をピクリとさせたのみで、無言のまま軍刀に手をかける。アゲーラに応えるでもなく、そのままチラリとカレラを見やった。

			「安心するといい。私が立会人をしようじゃないか」

			「笑止。信用出来るはずがない」

			　ようやく口を開いた近藤だが、その言葉はなかなかに痛烈だ。どうせ敵なのだから、二人同時にかかって来いと言っているのである。

			　しかし、カレラは動じない。

			「まあ、そうだろうね。二対一が卑怯だなどとは思わないし、君に対して手加減するつもりもない。ただし今回は、そこのアゲーラたっての願いなんだ。私の事は気にせず、楽しんでくれたまえよ」

			　言うだけ言って、自分は無関係だとばかりに石壁の上に座り込んだ。

			　近藤は肩を竦すくめて答える。

			「茶番だな。だが、その心意気だけは買ってやろう」

			　そして軍刀を抜き、アゲーラと対峙したのだ。

			「感謝するぞ。それでは、いざ尋常に──」

			　パーンという乾いた音で、その口上は遮られた。アゲーラは胸を押さえて、その場に崩れ落ちる。

			「貴様！」

			　一瞬にして距離を詰めたカレラが、近藤とアゲーラの間に割り込んだ。アゲーラの首を落とすべく振るわれた近藤の剣は、カレラの剣によって止められたのだ。

			「フン。この速度で間に合うか」

			　右手に硝煙を燻くすぶらせる南なん部ぶ式しき大おお型がた自じ動どう拳けん銃じゅうを構え、左手一本で軍刀を振るった近藤が、カレラに向かってそう言った。

			「間に合うと思っていたんだろう？　君が本気なら、アゲーラは滅んでいた。違うかい？」

			　近藤は、アゲーラとの勝負を受けるとは口にしていなかった。だからこれは、確認しなかったアゲーラの落ち度である。

			　それに、トドメの一撃も全然本気ではなかった。剣を受け止めたカレラが、その事実を一番良く理解している。

			　近藤ほどの強者なら、正面からアゲーラと戦っても負けはしなかったはずだ。剣だけの勝負なら、あるいはいいところまで行っただろう。しかしそれでも、結果的には近藤の勝利は揺るがなかったはずである。

			　それなのに不意打ちまでしたのは、カレラが控えていたからなのだ。

			　敵の言葉を信じるなど言語道断。まして悪魔の言葉など、耳を傾ける方が愚かなのである。

			　不確定要素をなくすというのは、戦いの鉄則なのだ。

			「さて、何の事かな。俺も暇ではない。貴様達の茶番や戯ざれ言ごとに付き合っている場合ではないのだ」

			　近藤はカレラへと向き直り、話にならんとばかりに鼻で笑う。

			「まあいいさ。君がその気なら、次は私が相手をするまでだね」

			「その剣でか？」

			　近藤が指し示したカレラの剣は、今の一撃で亀裂が入っていた。何度も打ち合えば折れる事間違いなしであり、それに気付かぬカレラではない。

			「まさか。代えはあるけど、それよりも、もっといいものがあるんだ。アゲーラ、わかっているだろうね」

			「……無論です。我が流派の末裔と剣を交わせなかったのは残念ですが、これもワシの教えに従っているのだと思えば、文句も言えませんな。気に食わぬのは、ワシを舐めて戦闘力を奪うに留めた事でしょうか」

			　そう言いつつ、アゲーラが立ち上がった。

			　既に、胸の穴は塞がっている。近藤がアゲーラを撃った弾丸は〝消滅弾イレーザー〟といって、込めた魔力に見合うだけのエネルギーを消失させる効果がある。これが〝呪壊弾ネクロシス〟ならば、アゲーラは立ち上がるのも困難だったはずだ。

			　カレラが見抜き、アゲーラが気付いたように、近藤が手を抜いていたのは明白だった。

			　だが──だからこそアゲーラは、まだ戦える。

			「──刀とう身しん変へん化げ」

			　アゲーラが一本の刀へと変化した。それを手に取るのは、言うまでもなくカレラである。

			　カレラの魔力がアゲーラを満たし、その失われたエネルギーが復活する。その結果として刀身は輝き、アゲーラの気力が充実しているのを物語っていた。

			「愚かな。剣に生きる同志だと思えばこそ、見逃してやったのだがな……」

			「私の眷属は戦いが大好きだからね、それは余計なお世話というものだよ」

			「そうか。今となっては、どうでもいい話だ。その者は、開祖を騙かたるという許されざる罪を犯した。俺の全力で以もって、その報いを与えてやろう」

			　近藤にとっては、アゲーラを手にするカレラも同罪なのだろう。

			　明確な敵意を剥き出しにして、本気の構えを見せたのだった。

			


			　戦いが始まって半刻。

			　カレラは地に膝を屈していた。

			　信じられない事に、近藤は恐ろしく強かったのだ。

			　まさしく、達人。

			　カレラからしても、想像を超えた化け物だった。

			　カレラは自分が強いと知っている。

			　しかし同時に、上には上がいるのも理解していた。

			　実際、ディアブロには勝てなくとも、他の者達に負ける事はないと思っていた。それなのに、ゼギオンに軽くあしらわれてしまったのだ。

			　今回の戦いでも、ヴェルグリンド相手にいいとこなしである。

			　だから近藤にいい様にあしらわれたとしても、驚いたりはしなかった。それどころか、ワクワクして気分が高揚しているほどだった。

			　カレラはゴロリと地面を転がり、近藤から距離を取る。そしてそのまま勢いよく立ち上がり、再び正眼の構えを取った。

			「やるじゃないか！　私の剣技もアゲーラから褒められたんだが、君には及ばないようだ」

			「黙れ。力業だけで俺の相手を務めておいて、その言い草は癇かんに障る」

			　近藤も近藤で、カレラの戦闘センスには不気味なものを感じていた。今は遊んでいる場合ではないので、最初から全力である。剣技だけではなく、究極能力アルティメットスキル『断罪之王サンダルフォン』の権能も惜しげもなく使っているのだ。

			　それなのに、カレラを仕留めきれずにいた。

			　それだけでも驚嘆に値すると、近藤は内心では戦慄していたのだ。

			　どうやら簡単な相手ではないと、互いが互いの事を認識した。

			　そこから更に、戦いは激しさを増していく。

			　カレラが力任せの剣撃を近藤に叩き込み、その行動を阻害する。近藤は軽く刀を受け流しつつ、右手に握る銃でカレラを狙った。

			　その弾丸に込められた権能は、魔法の解除。

			　その弾丸の名は、〝解呪弾ディスペル〟という。

			　近藤がそれを撃った理由は、カレラの次の行動を見れば判明する。

			　呪文の詠唱もなく、瞬時に重力力場が形成されたのだ。力業だと近藤に指摘されたカレラだが、それを反省するではなく、更に力に頼った。自分には影響しない魔法を発動し、近藤の動きを阻害しようと考えたのである。

			　近藤はそれを見越して、〝解呪弾ディスペル〟を選択したのだった。

			　この汎用性の高さこそが、近藤の強みだ。

			　究極能力アルティメットスキル『断罪之王サンダルフォン』には大別して四つの効果があり、近藤は時と場合に合わせて、それを使い分けているのである。

			　〝破界弾リムーブ〟は、対象の防御結界を壊す。

			　〝解呪弾ディスペル〟は、魔法効果を打ち消す。

			　〝呪壊弾ネクロシス〟は、対象の魔力回路を破壊する。

			　〝消滅弾イレーザー〟は、高密度の魔力弾だ。対象の性質を見抜く事で、エネルギーを消耗させる効果もあった。

			　これら全ての効果を併せ持つのが、最強の弾丸たる〝神滅弾ジャッジメント〟である。

			　カレラは今までも、敢えて呪文を唱えた魔法攻撃を行っていた。

			　今回への布石だった訳だが、その全てが魔法を発動させた瞬間に全て解呪されてしまっている。近藤の読みは正確で、その選択に間違いはなかった。

			　しかも、隙あらば各種弾丸を撃ち込んで来るのだ。

			　その性質を見極めて対処しなければ、カレラが手痛い目に遭ってしまう。もしも油断していたならば、一瞬にして勝負は終わっていたであろう。

			　近藤は、実に冷静に戦闘分析を行っていた。

			　感情を荒立てたりせず、機械的ですらあった。

			　敵の弱点や魔力の流れを見破り、的確な対処を行う。

			　それだけ。

			　基本に忠実に行動する事で、近藤は帝国軍最強の地位を守っているのである。

			　感情任せのカレラとは対照的なのだが、どこか似通っている二人なのだった。

			　カレラはやれやれと首を横に振りながら、近藤へと親し気に問いかけた。

			「厄介だね。どうして私が魔法を使うとわかったんだい？」

			　近藤もまた、呼吸を整える仕草をしつつカレラに応じる。

			「フッ、簡単な話さ。俺ならばそうする、と思ったからだ」

			「なるほど。実にわかりやすい説明だ」

			　改めてカレラは、近藤という男に好感を持った。それと同時に、今までに類を見ないほどの強敵であると、認識を強く持つ。

			（魔法を発動させる為の魔力の流れを読んで、的確にその流れを断ち切っているクセにさ。よく言うよ）

			　俺ならばそうする──などと、とんだ言い訳もあったものだ。カレラは苦々しく思いつつも、その表情は喜びを隠し切れないものとなっていた。

			　全力で戦える相手がいるというのは、それだけで嬉しいものなのだ。

			　魔王レオンなど、ギィも認める強者である。満足する戦いになると思われたのだが、カレラが仕掛けた挑発に乗って来る事はなかった。

			　残念で腹立たしく、不満を募らせていたのだが……近藤が相手ならば、心行くまで戦いを楽しめそうである。

			　カレラにとっては勝ち負けよりも、戦いの過程こそが大事なのだった。

			「いいね、実にいい。近藤と言ったか、君は最高の敵だよ！」

			　カレラは心から称賛したのだが、近藤は鼻で笑って受け流すのみだった。

			　言葉では語らず、その剣で意見を述べる。

			　鋭い斬撃がカレラへと繰り出された。

			　左手一本で振り回されているというのに、その剣筋はブレもせず、達人が魅せる演武よりも綺麗である。

			　カレラは近藤の連続斬りを、アゲーラの技量と己自身の直感を頼りにさばいていく。

			　しばしの剣けん戟げきを交わす内に、カレラは近藤に僅かな癖がある事を見抜いた。

			　左手に刀、右手に銃。

			　それが近藤の戦闘スタイルなのだが、銃を撃つ瞬間に視線と指先が連動しており、弾丸の射線が読めるようになったのだ。

			　カレラでなければ見抜けなかったであろう小さな癖だが、勝負を決定づけるには十分過ぎるほどの致命的な欠点である。

			（ここだ！）

			　完全なタイミングで、カレラは剣を振り払った。

			　銃を撃とうとしていた近藤は、その動きに対応出来ない。思わずといった様子で、無理やりに銃を翳かざしてカレラの剣を受け止めて見せた。

			　その反応速度は流石さすがの一言だが、それだけで止まるカレラではなかった。

			「舐めないでもらいたいね！　これで君の手札を一つ、奪わせてもらったよ！」

			　身体を捻るようにした無理な体勢で受け止めた結果、カレラの剛力に抗う事が出来なかったようだ。近藤はむざむざと、銃を手放す事になってしまったのである。

			　コロコロと地面を転がる南部式大型自動拳銃。

			　近藤に一矢報いたと、カレラは有頂天だ。

			　だが、しかし──

			　ゾクリとした気配。それを感じるなり、カレラは本能に従ってその場から飛び退いた。

			　空を薙なぐのは、近藤の剣だ。

			「チッ、仕留め損ねたか」

			　ボトリと地面に落ちたのは、切断されたカレラの左腕である。神輝金鋼オリハルコン製の骨格をも物ともせずに、近藤の剣によって断ち切られたのだった。

			「貴様ァ!!」

			　激昂するカレラ。

			　しかし心は冷静に、屈辱に震えつつも現実を認める。

			　自分は、このままでは近藤に勝てないだろう、と。

			　その証拠に近藤は、両手で軍刀を構えていた。

			　その姿は完成された美であり、今までとは風格すら違って見える。

			　近藤は最初から銃に頼るつもりなどなく、敢えて隙を作ってカレラを誘うのが目的だったのだと、そう理解する他なかった。

			　だとしたら、カレラは近藤に見み縊くびられていた事になる。

			　剣だけでも互角以上に戦えただろうに、それを見せずに小細工を弄するなどと……。

			（私を簡単に仕留める為の策だったのだろうが……これほどの達人が実力を誇示するでもなく、こんな姑息な真似をするとはね。許せないな）

			　そう認識して、カレラは吼ほえた。

			「人間風情が、舐めた真似をしてくれる!!」

			　激情のままに近藤を八つ裂きにしようと、カレラは一歩前に踏み出そうとした。

			　しかし、その瞬間。

			『お待ち下さい、カレラ様』

			　カレラの刀に変化しているアゲーラが、カレラに話しかけてきたのである。

			


			　カレラとアゲーラは、今は一心同体に近い状態だ。当然ながら『思念伝達』で繋がっているので、心での会話も可能なのである。

			　そして、カレラの権能によって百万倍に引き延ばされた意識野にて、二人の会話が始まった。

			『何だい、アゲーラ？　今は忙しいから、邪魔するなら君も殺すよ？』

			『落ち着いて下さい、カレラ様。そうやって冷静さを失っては、近藤の思う壺ですぞ』

			『そんな事はわかっているさ。でもね、アイツは私を虚仮コケにした。王たる私をだよ？　絶対に許せないじゃないか』

			　最近では、カレラを止めるのがアゲーラの役目になっていたが、今日ほどにブチ切れたカレラを見たことがないアゲーラである。それでもここで止めなければ、カレラの敗北は必至なのだ。

			　アゲーラは懇々こんこんと、カレラへの説得を試みた。

			『いいですか。近藤が最初から剣に頼らなかったのは、カレラ様を見縊っていたからではありません』

			『何故だい。どう考えても、私を舐めているじゃないか！』

			『違います。むしろ、正反対の理由なのですよ』

			『はあ？』

			『カレラ様を脅威だと認識していたからこそ、近藤は己の手の内を隠し通そうとしている。誰もが皆、カレラ様のように生まれながらに強くありません。強敵との戦いを念頭に置くのは、戦士として当然の行いなのですよ！』

			『じゃあ何かい？　アイツは私を認めている、と？』

			『その通りですとも!!』

			　アゲーラは、ここぞとばかりに力説する。

			　近藤のスタイルは、あれはあれで完成していた。しかしその本質は、アゲーラの流派を引き継ぐ剣士である。そちらが本気なのは間違いないが、だからこそ、最初から晒さずにここぞという時に切り替えたのだ、と。

			　銃を撃つ際に見せた隙も、神経をすり減らすような鍛錬によって作られたものであろう。それを使って見せたのも、カレラを強敵だと認めているからに違いない。

			　そうでなければ、そこまで手の込んだ真似をして、敢えてリスクを負う必要がないからである。

			『……なるほど、言われてみれば確かに』

			　アゲーラの説得の甲斐あって、カレラは冷静さを取り戻して納得してくれた。

			　ほっと一安心するアゲーラであった。

			『心配をかけたね、アゲーラ。お陰で、私も目が覚めたよ』

			『それは何よりですな』

			『もう君を心配させないと、約束しようじゃないか』

			　そう宣言したのを最後に、カレラは再び近藤へと向き直った。そしておもむろに、自分の顔面を一発、裏拳にて殴打したのである。

			　その本気の一撃で、カレラの頭が爆発したかに思えた。

			　しかしカレラは平然と、近藤に向けて笑って見せたのである。

			「やあ、驚かせてしまったかな？　すまないね、ちょっと冷静になれていなかったよ。君に侮あなどられたと、勘違いしてしまった。しかし、人間というのは凄いものだな。勝利する為に、本当に色々な小細工を弄するとはね。私達にはない発想だったから、少々驚いたよ」

			　カレラはそう笑いつつも、敵を侮るのは止めだと考えている。

			　決して油断している訳ではなかったが、アゲーラがいなければ近藤の策に乗せられるところだった。

			　今のカレラは、自分勝手な真似が許されていた昔とは違うのだ。

			　魔王リムルの忠実な部下として、その命令に従って行動しているのである。

			　敗北ならともかく、死ぬなど許されないのだ。

			　カレラは自分の心を戒めた。

			　その為の一撃であり、覚悟の表明でもある。

			　カレラは、近藤を認めたのだ。

			　自分達と同格である、と。

			　適当な性格のカレラらしからぬ、実に生真面目な思考であった。

			「まさか、ね。まさか、この私が……人間なんかを相手に、本気を出す事になるなんて、ね」

			　最強の種族であるという驕おごり故か、ついつい本気を出せていなかった。それなのに、近藤が手を抜いていると勘違いして、アゲーラに諭される始末である。

			　カレラは自分の失態を自覚し、ようやく本気になったのだった。

			　近藤は、凄惨なまでのカレラの笑みを見て、美しいと思った。

			「悪魔が本気になったか。脆弱な人間としては、歓迎すべきではない事態だな」

			　初めて表情を動かし、カレラを敵として認める。

			「ならば俺も、本気で相手をしよう」

			　そう宣言した近藤は、初めて〝鎧〟を着用した。

			　意思の力で具現化した制服ではなく、ルドラより与えられた神話級ゴッズを変化させた純白の霊装だ。

			　それは、旧帝国海軍の礼衣を模していた。

			　そこまで大きく見た目が変わった訳ではないが、雰囲気はまるで別人である。

			　近藤にとって、海軍時代の礼衣は死に装束でもある。中尉として部下達を死なせてしまった罪、それを背負って生きる事を誓った。その覚悟を思い出せるように、これを纏って戦うのだ。

			　カレラはそんな近藤を見て、深く大きく魔力を解放した。

			　そして、名乗る。

			「魔王リムル様の忠実なる下僕シモベにして、〝聖せい魔ま十じゅう二に守しゅ護ご王おう〟の一人。〝破滅王メナスロード〟カレラだ。私の誇りにかけて、貴様を殺そう」

			　近藤も応える。

			「元、帝国海軍中尉、近藤達也タツヤ・コンドウだ。今は、帝国皇帝近衛騎士団インペリアルガーディアンの団長をやっている。その挑戦、受けて立とう」

			　両者は互いに睨み合い、静かに力を高めていく。

			　これより、本気の戦いが始まるのだ。

			


			＊

			


			　カレラは落ちている左腕を拾い、軽く切断面を合わせた。するとそれだけで、何事もなかったかの如く元通りにくっついた。

			「理不尽だな」

			「まあ、そう言うなよ。リムル様から頂戴した大切な身体だからね、傷一つとして残す訳にはいかないのさ」

			　軽い調子で会話をしているが、両者ともに相手の隙を窺っている。

			　カレラが腕を治癒するのを待ったのは、近藤にも思惑があったからだ。

			　拳銃を手放した今、近藤は剣一本で戦う事になる。それこそが〝朧おぼろ心しん命めい流りゅう〟本来の姿なのだが、逆に言えば、他に何も奥の手が残っていないという意味でもあった。

			　近藤は今、本気となっている。

			　それはつまり、近藤が己の全てを賭けている事を意味していた。

			　両手で剣を構える今、どんな敵にも負けない自信もあった。

			　近藤はユニークスキル『解読者ヨミトクモノ』で、カレラの動きを把握する。筋肉の動きは当然として、その全身を満たす魔力の流れも、魔法が発動する気配さえも、余すことなく読み取っていた。

			　その権能は究極能力アルティメットスキル『断罪之王サンダルフォン』に連動しており、ユニークの領域を遥かに超えた性能となっている。だからこそ、カレラの力が異常な増殖を始めた事を見逃さなかった。

			　カレラの暴虐ぶりを象徴するかのような、凄まじいエネルギー。それなのに、大いなる意思に統一されているのか、その流れに淀みはない。

			　普通なら暴発しそうな激流でありながら、完璧なまでにカレラの支配下に置かれていたのである。

			　化け物め──と、近藤は思った。

			　せっかく切り落とした腕も、今では痕跡すら残っていない。服までも修繕されているのは、冗談としか思えぬ有様だ。

			　その荒れ狂うエネルギーが集うのは、アゲーラが化けた妖刀である。カレラと一心同体になっているせいで、力の循環が完成していた。

			　近藤からすれば忌々しい話なのだが、それ以上に厄介そうな気配に気付いてしまう。信じ難い事に、カレラの魔力の中心にて、悍おぞましいまでの力の結晶が生まれようとしていたのだ。

			　それが何なのか、近藤には心当たりがあった。

			　自身も獲得したからわかるのだが、それは、心の形が具象化する際に見られる代物なのだ。

			（コイツ……やはり間違いない。究極能力アルティメットスキルを獲得しようとしているのか!!）

			　それを確かめるなり、近藤は動いた。

			　敵がどれだけ強大であろうとも、速やかに排除する必要がある。そう判断したからこそ、本気の証あかしである礼衣を纏ったのだ。

			　つまりは、敗北など許されない。どのような手段を用いようとも、勝たねばならぬ。

			　そして勝利した者こそが、正義なのだ。

			　カレラを検分しつつも、近藤は準備を終わらせていた。

			　残されたのは剣一本。それに全力を傾けて、カレラに向かって斬りかかる。

			「いいね、いいよ！　その迷いのない眼、ゾクゾクさせてくれるじゃないか！」

			　嬉々としたカレラの叫びに耳を貸す事もなく、近藤は剣を振るった。

			　カレラの妖刀に受け止められたものの、近藤の軍刀の威力は絶大だ。もしもその妖刀がアゲーラの意思を宿していなければ、今の一撃で折れ砕かれていたかも知れないほどに。

			　近藤は更なる連撃を加えていく。

			「貴様ッ!?」

			　思わずカレラが呻うめいたほどに、それは鋭く重い斬撃だった。

			　その威力の秘密は、軍刀に込めた意思にあった。

			　近藤の究極能力アルティメットスキル『断罪之王サンダルフォン』は、弾丸に込めるだけの権能などではなかった。近藤の意思を、その〝魂〟とも呼べる軍刀に宿した時にこそ、真骨頂を発揮するのである。それこそが近藤の奥の手であり、本気の姿なのだった。

			


			　そして始まった近藤の猛攻に、カレラは防戦一方となった。

			　近藤としては、カレラが究極の力に目覚める前に、勝負を終わらせるつもりだった。あらゆる技を駆使して、カレラを追い詰めていく。

			　カレラが暴力を制御して絶大な力を発揮しても、近藤は顔色一つ変えずに全てを弾いてみせた。

			　カレラよりも近藤の方が、戦闘技術が上回っていたのだ。

			　かろうじて勝負が成り立っていたのは、カレラの魔素エネルギー量が膨大な上に、アゲーラの技量レベルが上乗せされていたからであった。

			　それがなければ、とっくにカレラは滅ぼされていただろう。

			　今もまた、〝消滅弾イレーザー〟の権能が込められた斬撃が、カレラの左脇腹を斬り裂いていく。

			　何度か四肢に喰らった斬撃に〝呪壊弾ネクロシス〟の効果が込められていた事で、カレラの魔力回路が狂わされていた。その結果、カレラとアゲーラの同化にまで影響が出始めていたのだ。

			「貴様……」

			　呻きつつ、歯を剥き出しにして近藤を睨むカレラ。

			　誤算であった。

			　近藤は強いと思っていたが、本気を出せば何とかなると考えていたのだ。

			　しかし、近藤はそんなに甘い相手ではなかった。

			　アゲーラの力を借りてなお、カレラを凌駕するほどの超人だったのである。

			（人間が……ニンゲン如きがァ!!　〝聖人〟に覚醒しているとはいえ、単なる人間如きにここまで追い詰められるとはね……）

			　カレラは自分を不甲斐なく思いつつ、斬り裂かれて魔力が漏れ出ている左脇腹へと右手を添えた。

			　回復を促すも、魔力回路が狂わされているせいで効果が薄い。

			　本来なら、その程度の傷は意識せずとも修復されるのだ。それなのに、意識してもこの様であった。

			　如何に豪胆で大雑把なカレラとて、今の状態が最悪なのは認識していた。

			　意志の強さが、力の優劣をも左右する。

			　まして近藤は、究極の力を自力で獲得したほどの人物なのである。無限の寿命を持ちながら日々を勝手気ままに過ごしていたカレラと比べたら、その高潔さは比べるべくもなかった。

			　ここに来てカレラは、我が身を苛さいなむ苦痛とともに理解する。

			　技量もまた、与えられただけでは意味がないのだ。

			　自ら願い獲得してこそ、その本質を活かす事が出来るのである。

			　種族としての格、身体能力の高さ、生命力、その全てでカレラが圧勝している。

			　技量だって、アゲーラのお陰で並んでいた。

			　それなのに勝てない。

			　それどころか、敗北寸前だ。

			（このままでは、負ける？　つまり……滅ぶしぬというのか？　最強たる我等──悪魔族デーモンの、王の一柱ヒトリたる、この私が──ッ!?）

			　それは、絶対に認められない。

			　カレラの誇りが許さない。

			　何よりも、カレラの最愛の主君たる、魔王リムルの命令に逆らう事になる。

			　そのような事態になったならば、自分を百万回殺しても飽き足らぬほどの大失態であると、カレラは怯えた。

			　恐れるものなど何もないカレラが、リムルの命令を守れない事に恐怖したのである。

			「それだけは、断じて認めない!!」

			　そう叫ぶなりカレラは、血走った眼で近藤を睨み付けた。

			　強引に傷の再生を行い、身構える。

			　より深く、より強く、カレラは願った。

			　目の前の男に勝ちたい、と。

			　今までカレラは、自身の絶対的な悪魔の力だけで戦っていた。

			　しかし、それでは駄目なのだ。

			　究極と呼ばれる位階に棲む者達には、決して届かない。

			　ディアブロしかり、目の前の近藤しかり。

			　究極の力に目覚めた者達には、絶対に勝てないのだと理解した。まして、頂点たるギィ・クリムゾンには及ぶべくもなかったのである。

			　力を増やす事だけを考えるのでは駄目だった。

			　それだけではどう足あ掻がいても、強者にとっての餌にしかなれないのである。

			　ここまで追い詰められて、カレラはようやく悟った。

			　本当に強き者と戦うならば、より深く自分自身を理解する必要があるのだ、と。

			　その為に必要なのは、何よりも強き意志だ。

			　精神生命体であるカレラが、その本質とも言うべき意思の力を求めた瞬間であった。

			


			《ならば少しだけ、手助けを行いましょう》

			


			　そんな声が聞こえた気がした。

			　すると次の瞬間、カレラの心の奥深くでモヤモヤしていた〝何か〟が、明確な形になるのが感じられたのである。

			　カレラはソレに意識を向ける。

			　カレラの決意が、願いが、形となったソレ。

			　今までは、自分の中で暴れ狂うだけの力だった。それを力で抑え込み、制御しつつ利用していたのだが、その力も自分自身なのだと認める事にした。

			　そして、解放する。

			　究極の力には、名前が必要だった。

			


			　──私の〝力〟よ、名を授けようじゃないか。リムル様より賜った役目を全うする為にも、我が権能となりて、更なる力を解放せよ。君の名は──究極能力アルティメットスキル『死滅之王アバドン』だ!!　──

			


			　アバドンとは、滅ぼす者、破壊者を意味する。

			　そして、奈落の王。

			　〝破滅王メナスロード〟たるカレラに、実に相応ふさわしい権能であった。

			　カレラは遂に手に入れた。

			　全てを破壊する、絶対的な〝力〟を。

			


			　──究極能力アルティメットスキル『死滅之王アバドン』──

			


			　カレラの願望の具象化。

			　ひとたび解放すれば、敵対者に確実な破滅をもたらすであろう、恐るべき権能だった。

			　カレラは強敵と出会った事により、初めて力を欲した。それが実った事で、カレラと近藤の戦いにも決着の時が訪れようとしていたのだった。

			


			＊

			


			　冗談ではない──と、近藤は思った。

			　せっかく仕留める寸前まで追い詰めたカレラが、目の前で究極の力に目覚めたのだ。近藤からすれば、ふざけるなと言いたい話であった。

			　近藤は幾度となく、カレラに致命打を与えたつもりだった。それなのに、カレラは何度倒れようと立ち上がって来たのだ。

			　〝破界弾リムーブ〟の権能で『結界』を斬り裂き、〝呪壊弾ネクロシス〟を込めた斬撃でカレラの魔力回路を乱した。そうして着実にダメージを蓄積させた後、トドメとしての〝消滅弾イレーザー〟の権能だったのだ。

			　とっくに決着となっているはずだった。

			　それなのに、本気となった近藤でもカレラを倒しきれずに、力を覚醒させてしまったのである。

			　近藤は自分のミスだと痛感していた。

			（やれやれだ。〝神滅弾ジャッジメント〟が残っていれば──）

			　そう思ってしまったのは、近藤が少しばかり弱気になったからかも知れない。

			　〝神滅弾ジャッジメント〟とは、一日に一発だけ生み出せる切り札であり、最強の一撃である。しかしそれは、つい先程ヴェルドラを弱める為に使用したばかりであった。

			　生死を賭した戦いでないものねだりをするなど、近藤らしからぬ愚行である。

			　ただでさえ強大な敵が、未知なる力を得た。それを知ってしまったばかりに、暗あん澹たんたる気分に陥ってしまったのだった。

			　しかし近藤は、気力を奮い立たせる。

			　礼衣を纏った以上、覚悟を揺らがせる事なく戦い抜かねばならぬのだ。

			　近藤は思わず、カレラに向けて初めて感情を吐露した。

			「お前達は、理不尽だ」

			　人間は脆弱だと嘲あざ笑わらうが、それも当然だろう。

			　種族としての〝格〟の違いは、埋めがたいほどに大きく広がっているのだ。

			　近藤からしても、思わず愚痴ってしまうほどに。

			　それを聞いて、カレラは満足そうに頷いた。

			「ああ、当然だな。私達は最強の種族だからね。だが君も、大概に理不尽だと思うよ？」

			　カレラなりの、最大の賛辞であった。

			　カレラはもう、近藤を自分達と同等の存在だと認めている。だから最大限の敬意を表して、全力で以て挑むのだ。

			　近藤に剣を向けて、油断なく身構えるカレラ。右手と左手に『死滅之王アバドン』を発動させて、巨大な力を循環させていく。

			　近藤とカレラの間合いが、白と黒の光で満たされた。

			　膨大な魔素がエネルギーに変換され、余波だけで吹き飛ばされそうになるほどだ。

			　カレラは意識の集中により、そのエネルギーを全て制御する。

			「君に、私の全てを見せてやろう」

			「……遠慮願いたいものだな」

			「フフッ、つれない事を言うもんじゃないよ。君を認めたからこそ、私のとっておきの大魔法を見せてあげるんだからさ！」

			　それを聞いて、嫌な予感がする近藤。

			「……」

			　人の都合などお構いなし、それがカレラという悪魔だ。

			　魔王レオンもそれで苦労させられたのだが、その時のカレラは本気ではなく遊びであった。余計に性た質ちが悪いという話でもあるが、本気になったカレラの相手をしなければならない近藤からすれば、レオンの方がマシだと言いたいであろう。

			　ディアブロを含めた四柱よにんの〝悪魔王デヴィルロード〟の中で、今のカレラが最大の魔素エネルギー量を誇っている。これまでは完全に制御出来なかったのだが、『死滅之王アバドン』を獲得した事でその欠点が消えている。

			　今のカレラならば、ヴェルグリンドに匹敵するほどの魔法制御が可能なのだ。

			「滅びをくれてやる。消え去れ！　〝終末崩縮消滅波アビスアナイアレーション〟──ッ!!」

			　〝重力崩壊グラビティーコラプス〟をも凌駕する、究極の魔法。

			　カレラが理想とする、最大最強の攻撃魔法であった。

			　重力崩壊力場に奈落の底から呼び出した物質を放り込む事で、想像を絶するような極大エネルギーの奔流を発生させる魔法だ。

			　そのエネルギーの制御は勿論、指向性を持たせる事さえ至難の業であるのは言うまでもない。

			　本来ならば惑星上で使用するような魔法ではないのだが、カレラは迷いなくぶっ放した。

			　一歩制御を間違うと、星すらも消し飛ばす魔法である。

			　冥界で練習した際も成功した例ためしはない上に、物質界での使用はこれが初めて。今まで一度も成功した事のない魔法を、ためらう事なく使用した訳だ。

			　この場にテスタロッサ達がいたならば、何がなんでもカレラを止めただろう。しかし、この場にはカレラを止められる者などいなかった。

			　アゲーラもいたが、カレラを制止しろと言うのは酷な話である。むしろ、一番恐怖したのは近藤ではなく、その魔法のヤバさを知っているアゲーラだったのは間違いないであろう。

			　そして、近藤はというと。

			　カレラの準備動作を見ただけで危険を察知し、宣告を聞く前から『断罪之王サンダルフォン』を展開させていた。

			　その速やかな状況判断こそが、近藤の近藤たる所以ゆえんなのだ。

			　だが、今回は相手が悪かった。

			　〝終末崩縮消滅波アビスアナイアレーション〟はデタラメなまでのカレラの魔力を前提とした極大魔法であり、その範囲も広大だ。ここが異界でなければ、どれだけの被害が出るかわからぬほどである。

			　下手をすれば、異界すらも破壊しかねない──と、近藤は推測する。

			　もしもそうなったならば、近藤を目標とするこの魔法の射線上の物質は、全て消滅する事になるだろう。

			　そう看破していた。

			　異界が破壊された場合、皇帝ルドラにまで被害が及びかねない。

			　ルドラの防衛は万全なのだが、それでも万が一という事がある。そんな事態になるのは防がねばならなかった。

			　それだけではない。

			　近藤は、もっと厄介な事実に気付いていた。

			　カレラの構えから察するに、あの凶悪な魔法すらも囮なのだ。アレを凌いだとしても、その後には本命となる妖刀の一撃が振り下ろされるだろう。

			　そうなれば対処は不可能。

			　あらゆる犠牲を惜しまず、ここで打ち勝つしか生き残る道はない。

			　近藤は、覚悟を決める。

			　自分の愛刀を鞘に仕舞い、その時を待つ。そして、カレラが魔法を発動させると同時に動いた。

			　己の全てを賭して、抜刀する。

			「八や重え桜ざくら──八はっ華か閃せん──」

			　ハクロウが見せた技を、この場で再現したのだ。

			　それに込める権能は、一日に一度しか使えないはずの〝神滅弾ジャッジメント〟である。

			　ここで限界を超える事が出来ねば、近藤に待つのは破滅のみ。だからこそ、必ず出来ると信じて、近藤は己の可能性に賭けたのだった。

			　〝魂〟の力が輝きを増す。

			　それは近藤のものなのか、それともカレラの輝きなのか……。

			　少なくとも、両者が全力を尽くしているのは間違いなかった。

			　近藤の刃が、〝終末崩縮消滅波アビスアナイアレーション〟が発生させる狂暴なエネルギーの奔流を斬り裂いていく。

			　目を見開くカレラだが、その口元には笑みが浮かんでいた。

			　近藤の全身を、激しい痛みが貫く。

			　最高の守りである神話級ゴッズの礼衣でさえも、破滅の力を防ぎきる事が出来なかったのだ。

			　しかし、近藤は怯まない。

			　信念のままにカレラの首を狙って、八つの華を咲かせるのだ。

			　カレラは、近藤の上をいった。

			「甘いな。今こそ見せよう、アゲーラの経験を我が物とした、私の最高の技を!!」

			　それは、言葉であって言葉ではない。

			　刹那の時間の中で、カレラの意思が近藤に伝達されたのである。

			　近藤の抜刀速度を超越する、百の剣閃。

			　その技の名は、〝朧・百ひゃっ華か繚りょう乱らん〟と言った。

			　耐え難き暴威に、近藤の軍刀が折れ砕ける。

			　その直後、カレラの最後の一撃が近藤を袈裟懸けにした。

			　………

			　……

			　…

			　近藤は、全身から力が抜けるのを感じた。

			　限界は、とっくの昔に超えている。

			　目を閉じて、仰向けに倒れた。

			　近藤の生の終わりは近い。

			（中途半端な──）

			　そう思い、自嘲する。

			　結局、何事も為せなかった。

			　祖国を守る事も、ルドラとの約束を守る事も。

			


			　──余の友となれ、達也タツヤ──

			


			　ああ、俺は……、貴方との約束も守れませんでした。

			　近藤の胸に去来するのは、後悔の念だ。

			　果たされなかった約束を思い、胸が張り裂けそうになる。

			


			『達也よ、頼みたい事があるのだ』

			『何なりと。俺も貴方の友として、出来る事なら何でもしますよ』

			　そうだ、俺は恩返しがしたかった。

			　友と呼んでくれたルドラに、この世界で生きる意味を与えてくれた事に、感謝の気持ちを伝えたかったんだ。

			　だからと言って、あの願いは酷いじゃないか……。

			『遠い昔、余はダムラダに頼み事をした。余が理想を見失ったならば、友であるお前の手で止めて欲しい、とな。しかし、余は長く生き過ぎた。ダムラダは優しいから、余を自分の手にかけるなど出来まい。酷な頼みをしたものだと、後悔しておるのだ』

			『それは……』

			『だから、達也よ。お前ならば、冷静な判断で余を弑せるであろう？　ダムラダの邪魔をして、お前の手で余を止めてくれ』

			


			　嫌だ、と思った。

			　自分だって、ルドラに生きていて欲しかったから。

			　ルドラは冷静で、理知的で、覇気に富んでいて。

			　近藤にとっての憧れだった。そして、得難き主君だったのだ。

			　祖国を守れず、この世界で自刃しようとしていた近藤を止め、友となった男。

			　偉大なる英雄、皇帝ルドラ。

			　それでも頷いてしまったのは、ルドラの苦しみを知ってしまったからだろう。

			　ルドラの身体は──その輝ける〝魂〟は、とっくに限界だったのだ。

			　正義之王ミカエルという特殊な権能を制御する為に、何度も転生を繰り返した結果だろう。

			　近藤はユニークスキル『解読者ヨミトクモノ』によって、その事実を誰よりも深く理解していたのである。

			　おそらくは、ヴェルグリンド以上に。

			　ヴェルグリンドは、ルドラを愛するが故に盲目的になっていた。ルドラがダムラダや近藤にした願い事を知れば、激怒するのが間違いないほどに。

			　ルドラが近藤に願いを託したのは、ある意味で当然だったのである。

			　頷いたからには守らなければならない。

			　何故ならば、それが約束というものだからだ。

			　しかし、その時期はまだまだ先である。

			　ルドラはいまだ健在で、その権能をしっかりと制御していたからだ。

			　……果たして、本当にそうだろうか？

			　今思えば、小さな違和感があったのだ。

			　時折見せる冷たい瞳と、冷徹過ぎる判断力。

			　近藤はそんなルドラしか知らないが、ダムラダが苦悩しているのは知っていた。

			　ルドラが本当に健在だったのならば、どうしてダムラダが苦悩する必要があったのか？

			　考えてみれば可お笑かしな話であった。

			（いつからだ？）

			　ダムラダが本格的に動き出したのは、果たしていつからだったのか。

			（もしかして俺は、大事なものを見落としてしまったのか？）

			　命じられるがままにダムラダの邪魔をしていたが、それは大失態だったのかも知れない。

			　出会った頃のルドラは、確かに輝ける存在だった。

			　それなのに近藤が、ルドラの変質を見逃してしまったのだ。

			　そう悟った瞬間、近藤は心が晴れ渡るのを感じた。

			　心の枷が解き放たれたような──

			（──そうか、俺はとっくに……『正義之王ミカエル』の支配下にあったのか……）

			　不甲斐ない、そう嘆く。

			　そうだ。

			　ダムラダがルドラを弑そうとした時に、邪魔をするのではなく先に行動すべきだったのだ。

			　そうすれば、ルドラを止める事が出来ていたはずだった。

			（俺は、何という失態を……）

			　今となっては、取り返しがつかない。

			　近藤が『正義之王ミカエル』の支配から解放された理由はわからないが、最も早はや、指一本さえも動かせない状態となっていた。

			　このまま朽ち果てるのを待つばかり。

			（俺は、役立たずです。貴方の苦悩を共に背負う事も、貴方の苦しみを和らげる事も、何一つとして出来なかった。それに……貴方を解放するという約束さえも……）

			　ルドラを止めるという役目だが、どう考えても果たせそうにない。

			　このまま、悔恨と共に生の終わりを──

			　………

			　……

			　…

			「おい、何を寝ている。続きを闘やろう！」

			　眠りを邪魔するように、話しかける声が聞こえた。

			　薄く目を開けると、今まで自分と死闘を演じていた敵が、不機嫌そうに覗き込んでいた。

			　輝く金髪の、目の覚める様な笑みを浮かべた悪魔。

			　やはり、とても美しかった。

			（──無茶、言うな。俺はもう死にかけているのだ、戦える訳があるまい）

			「あ？　まだ決着が付いていないだろう。そんなのは駄目だな」

			（ふ、ふふ。決着、か。そうだ、な。やはり……お前は、理不尽だ……）

			　通じているとは思えないが、カレラの言葉を聞き微かに笑う近藤。

			　カレラ自身、既にエネルギーが尽きかけて、消滅寸前になっているだろうに──と、そう思うと笑みが込み上げていた。

			　身体を起こそうとして、失敗する。

			　無様だった。

			（やはり自分は、何も為せそうにない、な）

			　それに比べ、目の前の悪魔は自由で純粋で……。

			（羨ましいよ、本当に）

			　心から素直に、そう思えた。

			　だから近藤は、自分でも意味がわからぬ言動を取る。

			「た、頼みがある。俺の、銃で、陛下、を……」

			　敵であるカレラに、自分の役目を託そうとしていた。

			（何をやっているのだ、俺は。今まで戦っていた相手に、馬鹿な願いをしたものだ）

			　敗北者の願いなど、嘲笑されるのがオチであろう。

			　そう思うのに、何故か言葉にしてしまっていた。

			　カレラは、地面に転がっていた南部式大型自動拳銃を拾い上げた。

			「コレか？　壊れてるぞ」

			　それもそうかと、近藤は薄れゆく意識で思う。

			　もしかしたら願いを聞いてくれるのかと、少し甘い考えをしてしまっていた。

			　悪魔はそんなに優しくない。

			　現実は非情で、近藤はそれをよく理解していた。

			　意識が遠くなっていく。

			　如何に精神生命体たる〝聖人〟になったとはいえ、近藤は元は人間だ。その〝魂〟が壊れてしまっては、復活など不可能なのである。

			　カレラの一撃は、近藤に致命傷を与えていた。

			　末端から崩壊しているのが、実感出来ている。

			　この段階からの復活は不可能であった。

			「フン。こんなオモチャが壊れたくらいで、もう諦めるのか？　私を苦しめたお前らしくもない。せっかく気持ちよい戦いだったのに、興醒めだぞ」

			　敵だったカレラから励まされるとは思わなかった。

			　だから近藤は、最後の気力を振り絞って苦笑する。

			「クッ、クク、確かに……愉快だ。自分の無様さが、滑稽……だよ……」

			　その言葉を残し、意識を手放そうとした。

			　しかし──

			「待て、まだ逝くな。皇帝とやらを殺してやってもいい」

			（……？）

			「鈍いヤツ！　報酬は何だ？　悪魔を働かせるなら、契約が必要なのは常識だろうが！」

			　カレラは本来、交渉など絶対に不可能な悪魔なのだ。

			　それなのに何故か、近藤の願いを聞いてやってもいいような気分になっていた。

			　しかし、タダ働きだけは絶対に認められなかったのだ。

			　慌てたようなカレラに、近藤は笑みが抑えられない。

			　ますます愉快な気持ちになっていた。

			　敵であった悪魔。

			　その照れたような慌てた姿に癒やされて。

			（俺の全て──〝魂〟すらもくれてやるから、頼む）

			　言葉はもはや声にならない。

			　近藤は最後の力で目を見開き、強靭な意志を込めてカレラを見た。

			　悪魔を信ずるなど、自嘲ものではあった。

			　けれども、その美しさを脳裏に焼き付けながら、願いを託す。

			　伝わっていると思うのは、近藤の勝手な幻想なのかも知れない。

			　それでも──不甲斐ない自分を救うべく、最後の希望に賭けたのだ。

			　声なき声はカレラに届いた。

			「その願い、聞き届けよう。我、〝破滅王メナスロード〟たるカレラの名において、契約は成立した！　お前の願いは叶えられるだろう」

			　厳かに宣言されたその言葉を聞いて、近藤は微笑した。

			　力の入らぬ手を意思の力だけで動かし、カレラに差し向ける。その指先が触れるのは、カレラが壊れていると断言した拳銃だった。

			　近藤の指が触れた瞬間、南部式大型自動拳銃が黄金色に輝いた。近藤の力を浴びてその材質も変化し、神話級ゴッズへと生まれ変わったのだ。

			　そして近藤の〝魂〟も、拳銃を通してカレラに受け継がれる。ただし、その心核ココロは含まれていなかった。

			　カレラは知っていた。

			　悟りを開き罪なき者へと至った人間の心核ココロは、魂を縛ったとしても自由には出来ない事を。

			　如何なる制約も受けずに輪廻の輪から解き放たれて、約束の場所へと旅立つのだ。

			　即ち、解脱。

			　カレラはそれを、寂しく思った。

			「フン、面白くないな。久々に骨のある相手だったのだぞ……」

			　そう呟くのと同時に──

			


			《ならば──究極能力アルティメットスキル『死滅之王アバドン』に、『断罪之王サンダルフォン』を統合しましょう》

			


			　そんな声が聞こえた気がした。

			　カレラは慌てて、手に持つ拳銃に意識を向ける。

			


			

			


			　これでもう寂しくないでしょうと言わんばかりに、黄金の輝きが力強さを増したようだ。

			　それは紛れもなく近藤の形見であり、カレラの新しき相棒であった。

			「そうか……お前は、私と共にあるのだな」

			　そう語りかけると、拳銃が瞬いたように思えた。

			　それと同時に、力が流れ込んで来るのが感じられる。

			


			　──貴様は魔力チカラの使い方が大雑把すぎる。手伝ってやるから、もっと上手く俺を使いこなすがいい──

			


			　という、近藤の声が聞こえた気がした。

			　次の瞬間、全てを理解する。

			　一瞬にして、近藤の権能を我が物としたのだ。

			「おせっかいなヤツ。私を子供扱いするのは止めてもらおうか」

			　最後まで生意気な人間だ──と、カレラはそう思った。

			　もう寂しさは感じなかった。

			　カレラは立ち上がる。

			「見事な勝利、おめでとうございます。このアゲーラ、感服仕つかまつりました」

			「君もね。よくぞ生き延びたと褒めてあげるよ」

			「フフッ、カレラ様から褒められるなど、面はゆいものです」

			　笑っているが、アゲーラは満身創痍だ。

			　カレラの膨大な魔力を注ぎ込まれながら、近藤の剣技をその身で受けたのだ。その煽あおりで砕ける寸前だった剣化が解けた今、消滅しなかったのが不思議なほどの大怪我となって、アゲーラにフィードバックされたのだった。

			　それでもアゲーラは、満足そうな笑顔である。

			「近藤という男だけどさ、君の弟子の末裔だったんだろう？」

			「そのようですな」

			「人間というのも、馬鹿にしたもんじゃないね。技を継承して、積み重ねていく事が出来るんだからさ」

			　アゲーラは嬉しそうに頷く。

			「君より強かったのは、ちょっとどうかと思うけどね」

			　アゲーラは嫌そうに顔をしかめた。

			「ワシより強かったのは、あの男が例外だっただけでしょう。剣だけで戦っておれば、ワシが勝っておったのは間違いありますまい」

			「よく言うよ」

			　そして二人は大笑いする。

			　負けず嫌いな点だけ見れば、よく似た主従なのだ。

			　笑うカレラの視線の先には、崩壊しつつある異界の裂け目がある。そこから見えるのは、皇帝ルドラが座する姿だ。

			「征ゆくぞ。まだまだ戦いはこれからだからね」

			　カレラはいつものように、不敵な笑みを浮かべて歩き出す。

			「無論、御供致しますとも。我等の前に立ち塞がる者共に、恐怖を刻んでやりましょう！」

			　カレラに続くアゲーラ。

			　死に至りそうな大怪我なのに、それを気にする事なく平然と。

			　敵はまだまだ残っている。

			　そして──

			　何より重要なのは、約束は果たされねばならぬという事なのだ。

			


			[image: ]

			


			　〝ひとけた数字ダブルオーナンバー〟序列三位であるグラニートは、帝国を古くから支える英雄である。

			　帝国の礎を築き、千年の平和を実現せしめた立役者。

			　帝国臣民からは〝軍神〟と讃えられた事もある、歴史書にも記されるような大人物であった。

			　今では表舞台から消え去ったものの、皇帝ルドラの腹心として、四騎士の長を任されていた。

			　あらゆる武器や格闘術を使いこなす戦闘士ウォーリアであり、その体格は見事なものだ。

			　二千歳を越える長齢だが、オールバックに撫でつけられた黒髪と短く整えられた黒くろ髭ひげによって、若々しい印象を与えている。

			　そんなグラニートと対峙するのは、〝赫怒王フレアロード〟ベニマルだ。

			


			　両雄は円形闘技場の中央で向かい合った。

			「我はグラニート。帝国の守護者である」

			「ベニマルだ。魔王リムルの副官とでも思ってもらおう」

			　簡単に名乗り合った後は、戦うのみ。

			　そう思っていたベニマルに、グラニートが笑みを浮かべて話しかける。

			「まあ待て、我の話を聞く気はないか？」

			「内容によるな」

			「何、簡単だ。貴殿の事は調べさせてもらった。なかなかな強者だと報告にあったぞ」

			「そいつは光栄だ」

			「フフフ、別におだてている訳ではない。我も幾人も強者を屠ほふってきた故、目が肥えていると自負しておる。そんな我から見ても、貴殿は合格だ。下手な魔王など相手にもならぬであろうな」

			「何が言いたい？」

			　この時点で、ベニマルはイラつき始めていた。

			　交渉するのを嫌う訳ではないが、ここまで戦いが過熱してしまった今となっては、悠長に話し合いをしている場合ではない。降伏するというなら話は別だが、グラニートの様子を見るに、それはなかった。むしろ、ベニマルに降伏を勧めてきそうな気配であった。

			　その予想は的中した。

			「貴殿達がここまで強いとは予想外でな、驚いておるのだ。近藤も不甲斐ない。情報局の怠慢で、我等が帝国を危機に晒しおった。思った以上の被害が出ては、決戦どころの騒ぎではなくなるのでな。我としては、ここらで手打ちにすべきではないかと考えておるのだ。どうだ、我の部下になると誓わんか？　そうすれば、貴殿だけでなく貴殿の部下達も、我が責任を持って面倒を見ると誓おうではないか」

			　実に都合のいい話であった。

			　負けそうになったから、敗北を認めずに停戦しようと持ち掛けている。第三者から見れば、そうとしか思えぬ提案であっただろう。

			　しかし、実際には違う。

			　グラニートは、負けるとは考えていないのだ。

			　戦力が大幅に失われたから、それを補給する為にベニマル達を取り込もうとしているのである。

			　それを直感的に見抜いたからこそ、ベニマルは余計に腹立たしい気分になっていたのだった。

			（コイツ……俺達を手駒にするつもりか？　だが、その自信を裏付けるだけの実力はありそうだな）

			　ベニマルは冷静に、グラニートを評価する。

			　この異界でその提案をしたという事は、他の門内部の状況を把握しているという事だろう。単なる護衛というだけではなく、戦術的な視野も兼ね備えた武人であると見み做なすべきであった。

			　そんなグラニートの提案だが、ベニマルからすれば一考の価値すらない。

			「俺の部下達はいいとして、リムル様はどうなる？」

			「残念だが、あの魔王は危険よな。貴殿達の忠誠を確かめる為にも、討伐するのに協力してもらわねばなるまいて」

			　そんなところだろうと、ベニマルは思っていた。

			　リムルを倒す為に協力などと言っているが、単に同士討ちをさせたいだけだろう、と。

			　勿論、それで生き残れば仲間に加えるつもりなのかも知れないが、そんな不確実な話を信用するほどベニマルは馬鹿ではない。

			　それ以前の話として、リムルを裏切るなど言語道断なのだ。

			「話にならんな。俺達がリムル様を裏切る事など、断じてない」

			　話を聞いてみたのは、ベニマルとしても時間稼ぎをしたかったからだ。

			　実は先程から、何者かの〝声〟が聞こえていたのである。

			　どこか懐かしく、心地好い響きのその声は、ベニマルに一つの提案を持ちかけてきた。

			


			《ベニマルよ、貴方が望む力の形に、少し手を加えてもいいですか？》

			


			　という怪しげな許可を求められた訳だが、普通ならば絶対に頷かない。だがしかし、ベニマルは何故か了承してしまっていた。

			　自分の種族が精神生命体である〝炎えん霊れい鬼き〟に進化した訳だが、ベニマルはそれだけで満足していなかった。リムルから究極能力アルティメットスキルを貸し与えられた経験を参考に、自力での獲得を目指していたのである。

			　その目的は半ば達成されていた。

			　リムルとヴェルグリンドの戦いや、その他の仲間達の奮闘を見て、ベニマルも悟りを開いていたのである。

			　自分の得意とする炎の力を、ユニークスキル『大元帥スベルモノ』へと統合して。

			　リムルの権能である『絶対切断』は再現出来なかったものの、愛刀の〝紅ぐ蓮れん〟はクロベエの手によって神話級ゴッズ並みに鍛え直されている。それに『黒炎』を纏わせれば、武器の性能差を理由にして負ける事などないだろう。

			　鍛え高めた技量レベルと、〝炎えん霊れい鬼き〟になった種族特性、それらを統合させた『大元帥スベルモノ』は、究極の頂に到達する寸前だったのだ。

			　そこで聞こえた謎の声。

			　自分が了承した事でどのような変化が訪れるのか、ベニマルはその結果を見届けようと考えた。

			　だからこそグラニートとの会話に応じたのだが、リムルを裏切るように言われて後悔した。

			　そのような提案を聞くだけで不快であった。

			　もういいとばかりに太刀を抜き、グラニートに向けて構える。

			「おいおい、短気は良くないぞ。魔物というのは、弱肉強食。強い者には従うものだろう？　魔物にとっては、主を鞍替えするなど日常茶飯事なのではないか？」

			　というグラニートの発言を聞いて、頭が沸騰しそうなほどの怒りを感じるベニマルである。

			　自分は総大将となり、冷静さを身に付けたと自負していたのだが……。

			（フフッ、これではシオンを笑えんな）

			　そう自嘲するも、怒りを我慢するつもりなどなかった。

			「抜け。貴様とは、これ以上の会話など無意味だ」

			　それを聞いて、グラニートは首を振って「やれやれ」と呟く。

			「わからんな。これは慈悲であり、我からの最大限の譲歩なのだぞ？　貴殿の立場を尊重し、痛めつける事なく部下として採用してやろうと言うのに……」

			　本当に不思議そうに、グラニートはそう言った。

			　自分の強さを疑っていない。

			　ベニマルよりも圧倒的に強いと思っているからこその発言である。

			　それが理解出来るだけに、ベニマルの怒りは激しさを増すのだ。

			　まだ我慢して斬りつけない理由は、ただ一つ。

			　グラニートに、自分の発言を後悔させる為であった。

			「負けた言い訳がしたくて、のらりくらりと会話を続けるつもりか？」

			「カッカッカ、吐ぬかすではないか。その意気は買うが、少しは身のほどを知った方がいい。我の部下共は驕りがあったのか、三名とも敗北してしまった。陛下に顔向け出来ぬところだが、貴殿が首を縦に振ってくれさえすれば、今までよりも戦力が増加する訳だ。我としても嬉しいし、貴殿達も死ななくて済む。良き関係が築けるであろう？　そして、我の発言を聞いて理解したであろう？　我は決して、貴殿達を捨て駒として利用する気などないのだよ」

			　ベニマルの苛立ちに気付いているだろうに、グラニートはぬけぬけと言い放つ。

			　そして腹立たしい事に、その言葉は紛れもなく本気だと感じ取れた。

			　グラニートには英雄としての覇気があり、その風格が小細工など必要ないと雄弁に物語っているのだ。

			「貴殿も大将なら、よく考える事だ。貴殿の心一つで、部下達も救われるのだぞ？　それに、だ。残酷な事実を教えてやるが、近藤やダムラダは本当に強いのだ。ダムラダと我は古くからの盟友でな、ヤツの人柄もよく知っておる。まあ、我の方が強いが、〝原初〟が相手だろうが負けはせぬ実力者なのだよ。それに、近藤だ。ヤツは新参者だというのに、我等に匹敵するほどの実力者よ。危険過ぎるから陛下が支配下に置かれておるが、〝原初〟といえども勝てはすまい。つまりルドラ陛下に挑む為には、ヴェルグリンド様や我を含めて、四名もの絶対強者を倒さねばならんのだ。貴殿にも、それが不可能だと理解出来るであろう？」

			　コイツ、意外と口が軽いな──と、ベニマルは思った。少しだけ怒りが鎮火したので、ちょっとは情報収集に努める事にする。

			　カチンとくる言葉も含まれていたが、それを我慢するだけで帝国の内情を探れるのならば、ベニマルとしても文句はないのだった。

			　気になったのは、皇帝が近藤を支配下に置いている、という件である。やはり皇帝ルドラは、何らかの支配系スキルを保有しているとみて間違いなかった。

			「黙って聞いていれば、勝手な事を。俺達が勝てないと決めつけられるのは心外だな。それに、仮に従うとして、心まで支配されるのは真っ平御免だぞ？」

			「カッカッカ、ようやく興味が湧いてきたか？　そうだろうとも。大鬼族オーガは優秀な傭兵集団だったと聞いておるし、条件によっては我等に与くみすると思っておったわ。それに、安心するがいい。貴殿が心配しておるように、確かに陛下は人の心を支配する事が出来る。だがな、そこは心配しても意味がないのだ」

			「……」

			「ふむ、納得しておらぬか。まあそうだろうが、難しいな。支配されたのならば、それは誇るべき事だと思えばいい。有能でなければ無視されるからのう。それに、近藤も支配されておるのだが、本人にその自覚などないのだ。知っておるのは我だけだから、少し可哀想に思わなくもないがな」

			「やはり、話にならんな」

			　本当に論外だった。

			　グラニートの言い分は、理解出来なくもない。

			　支配されている本人が気付いていないのだから、誰も不幸になっていない。そうした理屈なのだが、だから納得しろと言われて頷く者などいないだろう。

			「そうか？　貴殿が心配する必要がないのは、本当なのだがな。信じてもらえぬだろうと、別の切り口から説明したが、貴殿や貴殿の仲間達が支配される事など絶対にないと断言出来るぞ」

			「何故だ？」

			「弱いからだ」

			「ほう……」

			　ベニマルの怒りが再燃する。

			　グラニートの口調は、それがハッタリでも何でもないとわかるほどに自然であった。侮辱しているつもりもなく、自然体でベニマル達を弱者だと断言しているのである。

			　ベニマルは進化して強くなったと自覚していたので、ここまで見下されるとは思ってもみなかったのだ。

			「まあ聞け。敵であれば強者の部類だが、仲間になるのなら支配するほどの価値がない。今は近藤だけでなく、ユウキの小僧も支配されたようだが、陛下はヴェルドラ様まで支配なさった。そこに貴殿達を加えるほどの余力があるとは思えんし、忠誠を誓うなら自由行動をお認め下さるはずだ。何しろ、貴殿達が全員で挑んだとしても、我には及ばぬからのう」

			「本当に大した自信だ。だがな、俺も自分の強さには自信があるんでね。これ以上の御託は聞く気もねーし、どちらの言い分が正しいのか、行動で決着をつけようじゃないか」

			　ベニマルは肩に担いでいた太刀を、もう一度構えなおした。有用な情報を得られるかと思ったが、これ以上は不快になるだけだろうと見切りをつけたのである。

			　グラニートは、面白くなさそうに大きく溜息を吐いた。

			「魔物というのは度し難い。せっかく差し伸べてやった手を振り払うとは、現実が見えていないというのは悲しいものだな。仕方なし。貴殿を懐柔するのは諦めて、ミナザを倒した者と交渉する事にするか」

			　ベニマルはフッと笑った。

			「止めておけ。シオンは俺よりも頭が固いぞ」

			　それを聞いたグラニートは、初めて真顔になった。

			「ほう……？　自己紹介はしていなかったと思うが、ミナザが誰なのか知っているのかね？」

			「戦地で情報収集するのは当然だろう？　リムル様からも、そこは徹底しろと教育されているんでね」

			「ふむ、興味深い。ヴェルグリンド様がお創りになった異界の中で、どうやって情報を得たのやら。やはり惜しいな、貴殿ほどの人物を殺すのは」

			　そう言いつつも、グラニートはようやく剣を抜いた。どんな武器であろうと巧みに扱えるのだが、使い慣れた剣は手に馴染むものである。

			　ベニマルに向けて剣を構えた瞬間、グラニートの雰囲気がガラリと変わった。それまでの穏やかな態度は綺麗に消え去り、鬼き神しんもかくやというほどの覇気が放たれる。

			　怒髪天を衝つくを体現したかの如く、その短髪が逆立っていた。

			「〝燕雀安くんぞ鴻鵠の志を知らんやえんじゃくいずくんぞこうこくのこころざしをしらんや〟というのが、異世界の故事にあるらしいな。意味としては、小物には大人物の考えなど理解出来ぬというところらしいが、貴様がまさしくそれよ。我が優しく諭しておる間に、素直に従っておれば良かったのだ」

			「この期に及んでまだ説法か？　いい加減飽きたぞ」

			「フンッ！　ならば死ね!!　破軍・激震烈衝はぐん・げきしんれっしょうッ!!」

			　グラニートは初撃から、最大威力の必殺技を繰り出した。それで終わると確信しての行動である。

			　グラニートが得意とするのは、敵の分析だ。

			　ルドラより貸与された究極付与アルティメットエンチャント『代行権利オルタナティブ』の権能──『敵てき状じょう看かん破ぱ』によって、相対した相手の戦闘能力を見極める事が可能なのである。

			　それによってグラニートは、ベニマル達の力を正しく把握していた。だからこそ、自分達が負けるはずがないと確信していたのである。

			　勿論、『敵状看破』も万能ではない。もしも敵対者が究極能力アルティメットスキルに覚醒していた場合、その権能を知り得るのは不可能だった。

			　だがしかし、その者の魔素エネルギー量を見れば、どの程度の権能なのかを推測するのは容易たやすい事だったのである。

			　その点、ベニマル達は脅威ではなかった。

			　ベニマル、ソウエイ、シオン、それに悪魔達。グラニートの目には、誰一人として究極能力アルティメットスキルを獲得していないのが丸わかりだったのである。

			　〝原初〟達は厄介だったし、彼女達とは交渉が成立しないのはわかりきっていた。だから悪魔達がやって来たら始末するつもりだったのだが、グラニートの前に現れたのはベニマルだったのだ。

			　究極能力アルティメットスキルに目覚めかけている有望株だが、グラニートの敵ではない。それが、グラニートから見たベニマルの評価であった。

			　魔素エネルギー量が凄まじいが、それでもグラニートの半分以下である。脅威ではないと判断するのは、ある意味で当然だったのだ。

			　それに、グラニートは驕ったり油断したりしていた訳ではない。

			　敵が究極能力アルティメットスキル保有者ならば、相性次第では苦戦する可能性はある。戦いが長引けば、敵が生命の危機を感じて覚醒する可能性もあるだろう。

			　だがしかし、会話しているだけで、いきなり力が増す事など有り得ないのである。

			　だからグラニートは、敵に一切の反撃を許さぬように、圧倒的な実力で完膚なきまでに仕留めるつもりだったのだ。

			　獣人族ライカンスロープのように『変身』を隠し持っていないのも把握済みである以上、ベニマルの勝機など万に一つもなかった。

			　だからこそ、グラニートの勝利も間違いないはずであり──

			「ぬるい。豪語していた割には、大した事がないな」

			「な、何ィ──ッ!?」

			　想像外の出来事が起きていた。

			　ベニマルを木っ端微塵にするだけのエネルギーを込めた破軍・激震烈衝はぐん・げきしんれっしょうが、ベニマルの太刀によって受け止められていたのである。

			　それは、有り得ない光景だった。

			　グラニートの装備は、全身が神話級ゴッズなのだ。ベニマルの太刀もかなりの優れモノだったが、真の神話級ゴッズには及ばぬはずであった。

			　いや、それ以前に──

			「馬鹿な、馬鹿な、馬鹿なァ──ッ!!　何故だ、どうして貴様が、究極能力アルティメットスキルを獲得しておるのだァ──ッ!!」

			　グラニートが絶叫するのも当然だった。

			　今の今まで影も形もなかった究極能力アルティメットスキルを、突然獲得する事などあっていいはずがないのである。

			　慌てふためくグラニートに対し、ベニマルは涼し気な態度だ。

			「何を不思議がっている？　漢オトコとは、常に成長するものだろうが！」

			　などと偉そうに言っているが、その内心は冷や汗まみれだった。

			　まさしくグラニートの剛剣を受け止めた時こそが、ベニマルが力を得た瞬間であった。そしてその刹那で、グラニートの力を正しく把握出来たのである。

			　もしもタイミングが少しでもズレていたら、ベニマルは恐るべきダメージを負っていただろう。下手をすれば死んでいた可能性もあり、とてもではないが笑える心境ではなかったのだ。

			（危なかった。まさか、コイツがここまで実力を隠していたとはな……油断していたつもりはないが、この力がなければ負けていた、か）

			　グラニートの長話に付き合って良かった──と思うベニマルであった。

			「さて、次は俺の番だな」

			　ベニマルは気持ちを切り替えて、敵に集中する。

			　結果的に生き延びたのだから良しとして、反省は後回しだ。

			　たった今獲得したばかりの権能は、まさしく自分が思い描いていた理想形であった。だからベニマルは、呼吸するような気安さで、出し惜しみせずに披露する。

			　究極能力アルティメットスキル『陽炎之王アマテラス』──シエルが、ヴェルグリンドの権能を解析して得た情報を反映させた、恐るべき究極の力を。

			　ベニマルの太刀〝紅ぐ蓮れん〟が、黒い輝きを纏う。ベニマルの権能の象徴──『陽炎ようえん』だ。

			　陽炎とは、ここでは二つの意味を持つ。

			　カゲロウと読む、気象現象。そこから転じて、実体がなく、焼けず、凍らず、切り裂けない、〝隠おん形ぎょう法ほう〟の極意となる。

			　もう一つの意味は、言うまでもない。

			　太陽の光、超高熱の炎である。

			　その二つの特性を持った魔炎に、ベニマルの剣技が加わる訳だ。その威力がどれほどまで高まるのか、ベニマルにも想像がつかないほどであった。

			　グラニートはグラニートで、〝軍神〟の名に恥じぬ対応を見せる。

			　驚愕したのは一瞬、直ぐに冷静になりベニマルの弱点を探り始めた。

			　究極能力アルティメットスキルを獲得した為か、魔素エネルギー量は大きく減少している。それでも並の魔王など歯牙にもかけぬほどなのだが、グラニートの三分の一程度になっていた。

			　未知なる権能は脅威だが、全力の一撃ならば打ち勝てると判断する。

			　そして叫んだ。

			「舐めるなよ、魔物風情が！　次は遠慮などせん。この我の全身全霊の力で、貴様を打ち破ってくれるわ!!」

			　かつての帝国軍において、グラニートの実力はヴェルグリンドに次ぐものだった。事実、ダムラダよりも強く、近藤が相手でも互角の勝負になるだろう。

			　それは今でも変わらない。

			　本気になる機会がなかっただけで、伊達にルドラの警護を任されている訳ではないのである。

			　そんなグラニートが全力を出して、ベニマルを叩き潰そうと動いた。

			「くたばれ、破軍・激震烈衝はぐん・げきしんれっしょう──ッ!!」

			　先程と同じ技だが、威力のケタが違う。

			　荒ぶる覇気が迸ほとばしり、大気が放電して雷光が走った。

			　だがしかし、それらはベニマルを通過するのみ。

			　陽炎は、いかなる攻撃にも捉えられないのだ。

			　その時、轟ごう音おんが響いた。

			　この空間ではなく、別の異界にて何事かが起きたのである。

			（カレラめ、凄まじい真似をする）

			　ベニマルの脳裏には、カレラが何をしたのか克明に映し出されていた。

			　勿論、モスを通してではない。究極能力アルティメットスキル『陽炎之王アマテラス』を獲得した際に、リムルと〝魂の回廊〟で繋がっている配下達の視野まで〝視える〟ようになったのだった。

			　だからベニマルは、カレラの技も把握したのだ。

			「とっておきを見せてやろう。俺も見たばかりの技だが、まあ、やってやるさ」

			「な──」

			　グラニートには反応出来なかった。

			　攻撃に転じたベニマルの技で、微塵切りにされて燃やし尽くされてしまったからだ。

			　それにしても、凄まじいのはベニマルだ。

			　その動きはまさに陽炎。ヴェルグリンドの権能を解析して反映させた『陽炎之王アマテラス』には、『光熱支配』という自身をも加速させる事が可能な権能が備わっていたのだ。

			　それを用いればベニマルも、灼熱竜覇加速励起カーディナルアクセラレーションには及ばぬものの、神速の剣閃が放てるようになったのだった。

			　無敵にして、威力と速度を兼ね備えたその技は──

			「〝朧おぼろ黒こく炎えん・百ひゃっ華か繚りょう乱らん〟という。ま、聞こえていないだろうがな」

			　ベニマルはそう言い捨てるなり、スッキリとした表情で背を向ける。

			　グラニートは本当に強かった。

			　しかも計算高く、用意周到な上に状態は万全だった。

			　それなのに敗北したのは、一言で言えば〝運が悪かった〟のだ。

			　ただ一つ反省すべき点があるならば、敵は倒せる時に叩く、というセオリーを無視してしまった事だろう。

			　ベニマルはそう思い、自分はその轍てつを踏まぬようにしようと、心に刻んだのだった。
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			　ヴェルグリンドは焦っていた。

			　リムルによって、自分の『別身体』が喰われてしまったからだ。

			　恐怖すべきは魔王リムルである。

			　喰われた『別身体』とは、意思の疎通が出来なかった。こちらの思念は深淵に飲み込まれ、反応が返ってこないのだ。

			　エネルギーを注いでも、底なしの沼に嵌はまるだけに思えた。意味がないと判断し、ヴェルグリンドは唇を噛む。

			　自身のエネルギー総量の凡およそ半分が、回復する気配もなく失われてしまった。無敵と信じていた『並列存在』が破られた事で、平静さを保つのも困難だったのである。

			　今のヴェルグリンドは、万全の状態に比べて二割程度の魔素エネルギー量しかない。リムルに勝つのは不可能だと判断し、至急この場から逃亡する必要があると決断せざるを得なかった。

			「ルドラを、あの人を危険には晒せない……」

			　そう考えたヴェルグリンドは、門の守護など放棄する事を決意した。幸いにもと言うべきか、まだ誰も攻めて来ていないので、迷わずに外に出る。そこで誰かに邪魔されるようならば、ついでに始末すればいいとの判断だ。

			　案の定、八つの門に囲まれたその場所に、何名かの人影を確認する。

			「あら、そんなに慌ててどうしたのかしら？　何か忘れ物でもしたのですか、ヴェルグリンド様？」

			　寛くつろいだ様子で紅茶を嗜たしなみながら問うのは、この場の支配者然としたテスタロッサだった。

			「……原初の白ブラン──」

			　笑みを深めるテスタロッサを、ヴェルグリンドは忌々しく睨みつける。気が急せいているだけに、厄介な相手の出現が腹立たしかった。

			　そんなヴェルグリンドと対照的に、テスタロッサは優雅に微笑ほほえむ。

			「その呼び方は止めて欲しいと、お願い申し上げたはずでしょう？　それとも……喧嘩を売っていらっしゃるのかしら？」

			　笑顔のままだが、その目は笑っていない。

			　実力では圧倒的に格上であるヴェルグリンドを相手に、一歩も退ひかぬ構えである。

			「あれだけ痛めつけてあげたのに、私とやる気なの？」

			「ええ、よろしくてよ。わたくしは別に、勝つ必要などないのですもの。貴女を相手に、時間を稼ぐだけで十分なのですわ」

			　そう答えながら立ち上がったテスタロッサに、ヴェルグリンドの拳が迫った。

			　衝撃波で砕け散るテーブルや椅子。エスプリやゾンダは、巻き込まれぬように避難済みだ。

			　テスタロッサは軽やかに舞う。

			　触れるだけで消し炭にされそうな熱量と、視認するのは不可能なほどの速度。そんなヴェルグリンドの猛攻を、敢えて受ける必要などないのだった。

			　技量レベルはともかく、両者の魔素エネルギー量には十倍近い差がある。ヴェルグリンドが二割ほどしか残っていないにもかかわらず、それだけの格差が横たわっていた。

			　それなのに、テスタロッサは余裕の態度だ。

			　勝つのは困難。それは、ヴェルグリンドを倒す手段がないからだ。

			　倒さずに時間を稼ぐだけならば、テスタロッサの実力なら何の問題もないのだった。

			「だからお前達は嫌いなのよ!!」

			「あら、残念だこと。わたくしは、ヴェルドラ様の姉上である貴女を、心から尊敬しておりますわよ」

			「白々しい。ならば私の邪魔をするのを止めて、そこを退どきなさいな！」

			「その申し出ですが、お断り致しますわ。わたくし、こう見えて負けず嫌いなの。だ～か～ら、ここでキッチリと仕返しさせてもらいますわね！」

			　それが、テスタロッサの本音であった。

			　ヴェルグリンドと真っ向勝負しても勝てないが、嫌がらせだけなら問題ない。他の幹部勢がそろうまで持ち堪こたえなくても、もう間もなくすればリムルが到着するだろう。

			　その時点で、テスタロッサの勝利が確定するのだ。

			（ああ、リムル様の勝利は本当に素晴らしいものでした。あの圧倒的なヴェルグリンド様を、赤子の手をひねるように翻弄なさって。わたくしも、負けてはいられませんわね）

			　ヴェルグリンドの手の内は、リムルが詳つまびらかにしてくれている。だからテスタロッサとしては、絶対にこの機会を逃すつもりなどなかったのだ。

			　交差する紅と白。

			　一方は苛烈に、一方は優雅に。

			　恐るべき速度で紅白模様を織りなしながらも、一度の接触もなく再び対峙する。

			「馬鹿な……さっきまでとは、まるで別人……」

			「そうですわね。自分でも驚いているのですが、わたくしも究極能力アルティメットスキルを獲得してみたのです。そのせいかと思われますわ」

			　何でもない事であるかのように、テスタロッサが気軽に答えた。

			　事実、テスタロッサは待ち時間を利用して、新たな力の獲得を願ったのである。その結果、自分の心の形を具象化する事に成功したのだ。

			　その時に、不思議な〝声〟が聞こえた気がしたのだが、それは気のせいであると割り切った。本能で正解を選ぶのが、テスタロッサという悪魔なのだった。

			　気になる権能だが、その名を究極能力アルティメットスキル『死界之王ベリアル』という。

			　ルミナスの『色欲之王アスモデウス』と同じく、〝生と死〟を司っていた。ただし、より〝死〟の側に傾いていたのは、テスタロッサの性質を反映していたからに違いない。

			　彼女にとって敗北は、絶対に認める事の出来ない屈辱であった。まして死ぬなど、絶対に認められない出来事なのである。

			　悪魔が進化する条件に、〝限界値まで力を蓄えてから二千年以上年を重ねる〟というものがある。一度の敗北も許されないという意味でもあるが、ここで言う敗北とは、即ち滅びであった。

			　肉体を消失して地獄に戻される現象を、敗北と呼称しているのである。

			　なので厳密に言えば、〝引き分け〟は敗北にカウントされないのだ。

			　ただし、逃亡は別である。

			　精神生命体は、自身の心に左右される存在だ。相手に勝てないと認めて挑むのを止めた時点で、それは敗北となるのだった。

			　世の中にはディアブロのように、本当の意味で不敗を守り抜いている頭のオカシイ悪魔もいるのだが、そんなのは極少数。片手で足りるほどの人数しか、テスタロッサも把握していない。

			　心が折れなければ、それでいいのだ。

			　だからテスタロッサは、ゼギオンに挑むのを止めなかった。勝つまで止めなければ、それは敗北ではないのである。

			　今回も同じだ。

			　ヴェルグリンドから逃げなければ、いつかは勝利する──テスタロッサはそう信じているのだった。

			「究極能力アルティメットスキルを獲得した、ですって？」

			「ええ。ディアブロの自慢がウザかったというのも理由の一つですが、先程の戦いで自分の力不足を痛感したのが大きいですわね。スキルが心の有り様である以上、我等には必要ない。そう思っていたのですが、それは浅せん慮りょというものだったようです」

			「……」

			「自分の願望と向き合えたからでしょうか、力の使い方がより研ぎ澄まされたような感覚ですわね」

			　ヴェルグリンドも究極能力アルティメットスキル『救恤之王ラグエル』を保有しているだけに、テスタロッサの言葉の意味が理解出来る。だからこそ余計に、この場からの撤退が困難になったのを自覚した。

			「本当に、忌々しい……」

			　思わず洩もれ出た文句に、テスタロッサが嗤う。

			「最高の誉め言葉ですわね」

			　その反応に、ヴェルグリンドの怒りが頂点に達しそうになったその時──空間を歪ませるほどの大規模爆発が生じた。

			　それによって正気を取り戻したヴェルグリンドが、驚きつつも振り返る。

			　門の一つが、見事に吹き飛んでいた。

			　そこに顔を見せるのは、金髪の悪魔、カレラである。

			　ちなみに、レオンの悪名のいくつかは、カレラの所業によるものなのだが、それは今は関係ない。

			「やあ、どうやら間に合ったみたいだね。私も負けっぱなしは癪しゃくだから、参加させて欲しいんだ」

			「うふふふふ、駄目よカレラ。意地悪を言うつもりはないけど、貴女、傷だらけじゃないの」

			「近藤って男は強かったからね。まあ満足したし、今日は譲るとしようか」

			　そう笑いながらもフラつくカレラに、エスプリが駆け寄ってその身体を支えた。ゾンダがそつなく椅子を用意し、カレラをそこに導く。

			　アゲーラもいたが、そちらは放置されていた。

			「カレラが我慢するんなら、ボクもワガママを言うのを止めておくね。ちょっと疲れちゃったし、今日は大人しく見学しとくよ」

			　いつの間にかウルティマも、カレラの横に座っている。気が付けばヴェイロンが、抜かりなく椅子を用意していたのだった。

			　続々と集う悪魔達。

			　勿論、それだけに留まらない。

			　シオンが、ソウエイが、ベニマルが、各々の門から姿を現した。

			　それを確認して、ヴェルグリンドは顔を引き攣つらせるしかない。自分の陣営の強者達が、全員敗北したのだと悟ったからだ。

			　テスタロッサの戦術的勝利。

			　ルドラとヴェルグリンドの願いは、今まさに潰えようとしていたのだった。
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			　大空から大地へと視点を移して──

			　戦場から急激に、戦いの熱が冷めようとしていた。

			　そんな中、ラプラスはヴェガを伴って、カガリを目指して駆けていた。

			　禁忌呪法：妖死冥産バースディだが、とっくに終了しているようだ。もっと正確に言うならば、ヴェルグリンドの協力を止めた事で、カガリが制御を失ったのだろう。

			　何体の妖死族デスマンが生み出されたのかは不明だが、活動開始まではまだ時間があるはずだった。

			　妖死族デスマンに宿った意思次第では、生まれながらに強力な戦士となり得る。だから他の誰よりも早く、その身柄を拘束する必要があったのだ。

			　ラプラスがそう考えたのだから、他にも当然、同じような結論に辿り着く者もいる。儀式を手引きした近藤中尉が、それに気付かぬはずがないのだ。

			「チッ、やっぱり手を打っとったんか」

			　ラプラスが現地に辿り着いた時、そこでは帝国の将兵が、軍用車にカガリ達を運び込んでいる真っ最中だった。

			「ほう、貴方はラプラスでしたね。なかなか強いと聞いていますが、戦いは避けられない感じでしょうか？」

			　ラプラスにそう声をかけたのは、色の違う軍服を着用した優男だった。近藤中尉の白い礼服も目立つが、その男の真っ赤な軍服は異様な気配を放っていた。

			　それなのに、強そうではない。

			　どこか作り物めいた人形のような顔をしており、性別が男にも女にも見える不思議な人物だ。

			　凡庸としているふうにも見受けられ、派手な軍服を着ていなければ、印象にも残らないだろう。

			　──いや、軍服に目がいくからこそ、その男の印象が残らないのかも知れない。そんなふうに観察しつつ、ラプラスは慎重に応対する。

			「せや、ワイはラプラスいうもんやが、アンタがその人を帰してくれるっちゅうんなら、戦う必要はあらへんのやで？」

			「フフフ、それこそ無理な相談ですね。ほら、向こうでも戦いは続いている。私だけが逃げる訳にもいきますまい」

			　その者はやる気だった。

			　ならば仕方ないと、ラプラスも戦闘の構えを取る。

			「ならしゃーないけど、アンタは誰なんや？」

			　教えてくれれば儲けもの、というだけの問いだった。

			「私ですか？　そうですね、知らなくても当然なのかも知れませんね。私は、序列十位を預かる者です。帝国の歴史を支えているのはこの私、〝フェルドウェイ〟なのですよ！」

			　その者、フェルドウェイ。帝国に常在し、万が一にも〝ひとけた数字ダブルオーナンバー〟に欠員が出た際には、スペアとしての役割が期待されている人物だ。

			　ラプラスも噂には聞いた事があったが、こうして目にするのは初めてであった。

			「せやったんか。アンタが、スペアと呼ばれる男なんやな」

			「男ではありません。もっとも、女でもありませんけど」

			「ややこしいな」

			　会話をしつつ、ラプラスはフェルドウェイの様子を窺う。気負うでもなく、自然体。構えを取るでもなく、さりとて逃げ出す素振りもない。

			　つかみどころのない人物であった。

			　焦じれたのは、ヴェガだ。

			「俺様に任せろよ。あんな野郎、ひねりつぶしてやるぜ」

			　そう言いつつ前に出ようとするのを、ラプラスが慌てて止めた。

			「まあ待てや、絶対に先走るな言うたやろがい！　会長達を人質に取られとるようなもんやし、迂闊に手出し出来んのや」

			　フットマンやティアも健在だ。今もまだ、大勢を相手に奮闘していた。彼等を呼ばれたら、それこそ戦況がどう動くか読めなくなってしまうだろう。

			　ラプラスは慎重に、相手の出方を探ろうとした。しかし、それは意外な人物の登場によって邪魔される。

			「ヴェガ、手伝え。ラプラスは裏切り者だ。ここで始末するぞ」

			「──ッ!?」

			　強烈な殺意に、その場から退避したラプラス。その耳に届いたのは頼もしきボス──神楽坂優樹ユウキ・カグラザカの声だった。

			　なのにその内容は、ラプラスの望むものではなかったのである。

			「ボス、正気に戻ってや！　他人の意のままに操られるなんて、アンタらしくもないやないか!!」

			　マリアベルの支配にも抗ってみせたユウキだ。その精神力ならば、どんな精神支配にも抵抗レジスト出来るはずなのだ。

			　しかし、ラプラスの声は届かない。

			　ユウキは迷いない動作で、ラプラスへと襲いかかってきたのだった。

			　それを見て、困惑していたヴェガも嬉しそうに歪んだ笑みを浮かべる。

			「そうかよ、ボス！　そいつを始末したら、俺様に喰わせてくれるんだろうな？」

			「ああ、いいぜ。君が強くなるのは大歓迎さ」

			「流石はボス、話がわかるぜ！」

			　強い方につく。それが、ヴェガという男である。

			　倫理観や道徳観は欠如しており、野生動物よりも本能だけで生きているのだ。

			　だから、自分の裏切り行為を悪だとも感じずに、嬉々としてラプラスに向けて攻撃を開始した。

			　ユウキとヴェガ、どちらか片方だけならば、まだ対処も出来ただろう。だが、両者を同時に相手にするのは、流石のラプラスでも厳しいものがあった。

			（チィ、このままでは不ま味ずいな。会長を救うどころか、ワイが殺されかねん。しゃーない、ここは一旦離脱して……）

			　ラプラスがそう考えたのは、戦略的には正解である。

			　しかし、それは叶わない。

			「フフフ、逃げようとしても無駄ですよ。ラプラスでしたか、貴方は狡猾な上に、用心深い。逃がすと厄介そうなので、貴方にはここで死んでもらいます」

			　その言葉の通り、ラプラスの転移は失敗した。

			　高みの見物をしていたフェルドウェイが、この戦闘領域一帯を『空間支配』した結果であった。

			「クソったれ！」

			　ユウキからの激しい蹴しゅう撃げきに、ヴェガがタイミングを合わせて気弾を乱れ撃ちする。ヴェガは脳筋だが、戦闘センスだけは確かなのだ。

			　逃げ道は塞がれた上に、勝機は小さい。いや、ユウキがいる限り皆無であった。

			（アカンか、ワイもここまでか──）

			　それでも、簡単に諦めるつもりのないラプラスである。ユウキの精神支配が解けるという僅かな可能性に賭けて、隠し通していた本気の力を見せる事にした。

			「死ね！」

			「アホんだら！　死ぬのはお前や」

			　ユウキからの攻撃の合間に、不用意に接近してきたヴェガへと蹴りを入れた。これによって、ヴェガは当面の間、立ち上がる事すら出来なくなった。

			「へえ、やるじゃないか」

			「まあな。ボスほどやないが、ワイもかなり強いんやで？」

			「知ってるさ。だからせめて、ボクの手で殺してやるよ」

			「──ッ!?」

			　小さな違和感。それに気付いたラプラスは、慌ててユウキの顔を凝視する。

			　それはやはり、見慣れた顔で……。

			　油断だった。思わず考え込んでしまったラプラスは、ユウキの拳に反応するのが遅れてしまったのである。

			　しまった──と、心の中で絶叫する。

			　だが……痛みはやって来なかった。

			　ラプラスの眼前で、ユウキの拳が何者かの手によって遮られていたからである。

			「クフフフフ。やれやれ、リムル様からお叱りを受けてしまいました。お前達のせいですよ？」

			　ディアブロだった。

			　どういう意味や──と、思わずツッコミたくなったラプラスだが、そんな場合ではないと自重する。

			「ディ、ディアブロはん。助けに来てくれたんか？」

			「はあ？　どうして私が──っと、その通りです。ラプラスでしたか、君を助けに来てあげたのですよ。ですので、リムル様にはちゃんと、私に助けられたと強調して伝えて下さいね」

			


			

			


			　嫌そうな表情から一転、ニコニコとした笑顔になって、ディアブロはそう言った。

			（こないに胡散臭い笑顔、ワイは見た事ないわ）

			　胡散臭さに定評のあるラプラスがそう思ったのだから、ディアブロも大したものだ。もっとも、全然褒められたものではないのは言うまでもない。

			「わ、わかったで。ディアブロはんには大層お世話になったちゅうて、リムル様には伝えますわ」

			「宜よろしい！　それでは、助けて差し上げますよ」

			　実はディアブロ、リムルから「お前、ここで何やってんの？」と怒られたのである。

			　みんなが頑張っている中で、一人だけリムルの戦いを見学していたのだ。怒られて当然だった。

			　ディアブロにも、リムルを護衛していたという大義名分いいわけがあったのだが、自分の命令など完全に忘れ去っている様子のリムルに対して、そんな言葉など口には出来なかったのだった。

			　勝手気ままなディアブロを振り回せるのは、この世でリムルただ一人。それがまたしても、証明された瞬間であった。

			　そんな訳でディアブロは、働けと命じられて飛び出したのだ。そしてモスからの報告を聞き、この場へと急行したのである。

			　別にラプラスを助ける為ではなく、怪しげな者達を全員始末するつもりだったのだ。

			（クフフフフ。ここでこの男に恩を売れたのは幸運でした。これで、リムル様からの評価も回復する事でしょう）

			　などと、もう勝った気でいるディアブロである。

			「それで、そこのユウキは同盟相手だから見逃すとして、ん？　なんだ、妖よう魔ま王おうじゃないですか。ずっとこの世界を狙っているのは知っていましたが、そうでしたか。ルドラと手を組んだのですね？」

			　ディアブロの視線が止まった先には、薄ら笑いを浮かべていたフェルドウェイがいた。その笑みが消え去り、能面のような表情でディアブロを見る。

			「──そうか、お前は黒の王ノワールか。近藤の調査で〝原初〟が魔王リムルの手下になったとあったが、真実であったのだな」

			「今の私には、ディアブロという名前がある。貴方が何をしようと関知しませんが、リムル様の邪魔をするというのならば、容赦はしません。敵対するなら、覚悟する事です」

			「よく言う！　いつも我等の邪魔をする、忌々しい悪魔の癖に!!」

			　激しい憎悪を込めて、フェルドウェイはディアブロを睨みつけた。その殺意だけで、常人ならば即死しそうな勢いである。

			　しかしディアブロは平然としたもので、余裕の表情でフェルドウェイを挑発するように嗤った。

			「まあいい。ここで貴様とやりあっても、私が勝利する可能性はゼロだからな」

			「御安心を。私が勝つのも不可能でしょう」

			　暫しばし睨みあった後、先に口を開いたのはフェルドウェイだ。

			「今日は退こう。次も私の邪魔をするようなら、その時は覚悟する事だな、ディアブロ」

			「ふむ。まあ、私の名を覚えた事に免じて、ここは見逃して差し上げますよ。ですが、貴方を殺す手段は用意しておくので、肝に銘じておくように」

			　それだけの言葉を交わした後、再び両者は睨みあった。そして、もう用事はないとばかりに、互いの存在を無視して動き出す。

			　フェルドウェイは、カガリやユウキ達に命令を下した。

			「ルドラ陛下が心配です。旗艦に戻るので、さっさと準備しなさい」

			　それに応じて、様子を見守っていたユウキが戦闘態勢を解いた。ヴェガもふらつきながら立ち上がり、ユウキに続いてカガリ達の方へと退いていく。

			　フットマンやティアも呼び戻されて、フェルドウェイの『空間支配』にて、誕生したての妖死族デスマンを含めた全員が、この場から転移して行ったのだった。

			


			　ディアブロはその場に残り、モスと連絡を取っていた。敵が妖魔王フェルドウェイだと知った今、対抗出来るのが自分だけだと判断した。そして、嫌々ながらも後始末に動いたのである。

			　フットマンやティアが退いた事で、戦場での戦いは終息した。全員の無事を確認してから、怪我人への処置も適切に指示した。

			　モスは有能な上に、ベニマルとも繋がっている。ディアブロは、ここでの仕事は終わったと判断した。そして、フェルドウェイ達が消えた後、自分も転移で旗艦まで飛んだのだった。

			　残されたのは、ラプラス一人。

			「なんや、またワイは置いてけぼりかいな……」

			　そう呟いて、ガックリと肩を落としたのである。

		

	
		
			

			


			終章　姉と弟

			


			　ヴェルグリンドを喰って、落ち着いた。

			　周囲を見回す余裕も生まれたので、戦場を見渡してみた。

			　森にも酷い被害が生じていたが、首都〝リムル〟はどうやら無事みたいである。都市の周囲が更地になっているし、多少の被害は出たみたいだが、ゲルド達が守り通してくれたみたいだ。

			　一安心であった。

			「で、お前、ここで何やってんの？」

			「こ、これはこれはリムル様。私はですね、リムル様の邪魔をする者が出ないようにですね……」

			　俺がヴェルグリンドと戦っている間、ずっと視られているのには気付いていた。正直、うっとうしかったのだが、注意する余裕がなかったのだ。

			　で、今に至る。

			　俺が文句を言うのも当然なのだ。

			「いいから。他の皆が頑張っているんだから、お前も仕事して来い」

			「!?　し、承知しました……」

			　悲しそうな瞳で俺を見てから、ディアブロは去って行った。

			　アイツだけは、本当に何を考えているのやら。

			


			《主様マスターの邪魔をする者が出ないように、護衛していた──という名目で、観戦していたのでしょう。正直に言って、不要でした》

			


			　シエルさんも、ディアブロにはウンザリしていたみたいだね。

			　いつになく辛しん辣らつだった。

			　ともかく、これで落ち着いてヴェルグリンドの対処に戻れる。

			　説明と説得はヴェルドラに任せたのだが……。

			


			　話を聞いてみるとヴェルドラは、全ての責任を俺になすりつけていた。

			　オイオイ、問題児ばかりかよ──と、イラッとした次第である。

			　俺を悪者にする事で、ヴェルグリンドの怒りの矛先をそらそうと考えたのだろう。

			『という訳でですな、我は自分の無事を姉上にお伝えしたかったのだが、リムルが許可してくれなかったのです。こうして同じ立場になった今なら、我が言っておる事を理解して下さるであろう？』

			　──ってな感じに。

			　まるで、怒られるのが嫌で友達のせいにしている駄々っ子である。

			　ヴェルドラに説得を任せたのが失敗だったのだ。

			　だが、確かに。

			　自分が死んだと思い込んで激昂していた姉を相手に、ノコノコと顔を出すのは気き不ま味ずい、それは理解出来なくもなかった。

			　その気持ちはわかるのだが、俺のせいにするのはどうなんだ？

			　それって単に、面倒ごとを押し付けられているだけなのではあるまいか。

			　説得を頼んだはずなのに、余計に俺への風当たりが強くなりそうな──って、駄目じゃん！

			　これ以上、ヴェルドラに任せておけない。

			　今のヴェルグリンドの立場がヴェルドラと同じなのだと、ちゃんと説明しようと思った。

			


			《その前に、報告があります》

			


			　何かな？

			


			《ヴェルグリンドを解析していて判明したのですが、彼女は何者かの、恐らくはルドラの権能の支配下にあった模様。その影響を解除出来ますが、いかが致しますか？》

			


			　おいおい、とんでもない爆弾発言だな。

			　しれっと報告されたけど、返答に困るわ。

			　ヴェルグリンドを『解析鑑定』しているのは、シエルさんならやると思っていた。だから驚きもしないのだが、ヴェルグリンドが支配されていたと聞いては黙ってはおれない。

			　というか、その犯人はルドラで間違いないのか？

			


			《ほぼ、確定です。〝魂の回廊〟を通してカレラと近藤達也タツヤ・コンドウの戦いも観察していたのですが、近藤もルドラに支配されておりました。それと同様の状態であろうと推測します》

			


			　詳しい説明を聞くと、ベニマルが相手をしたグラニートとかいうヤツが、ペラペラと答え合わせまでしてくれたそうである。

			　敵ながら、馬鹿だなと思った。

			　これを反面教師とするように、周知徹底させる必要があると思う。

			　だがそれは、帰還してからの課題であった。

			　目下の問題は、ヴェルグリンドをどうするか、だ。

			　ヴェルドラが当てにならないのは証明された。なので、俺の口から説明しようと思ったのだが、ルドラの精神支配の影響があるのなら、聞く耳を持たない可能性の方が大きい。

			　さて、どうしたものか……。

			


			《せっかく取り込んだのですから、ヴェルグリンドをヴェルドラと同じ立場にする、というのはどうでしょう？》

			


			　え？

			　それってつまり、ヴェルドラみたいに俺と〝魂の回廊〟で繋いで、究極能力アルティメットスキルにしちゃうってこと？

			　そんな真似が可能なの？

			


			《問題ありません。今のリムル様は〝竜種〟と同等以上の存在であり、魔素エネルギー量にも余裕があります。ヴェルグリンドを取り込むのも、十分に可能かと》

			


			　でもそうすると、ヴェルグリンドの自由意思を奪う事になったりは……しないか。

			　ヴェルドラに対して、俺が何かを強制する事は出来ない。頼み事をする際も、了承を得て働いてもらっているのだ。

			　というか、ヴェルドラは結構好き放題している。

			　今もそうだが、保身に入る時は俺を売る事も辞さないのである。

			　そういう時はオヤツ抜きの刑に処しているが、考えてみれば苦労させられているのだ。

			　仮に、俺に不利益な行動を取る場合でも、解放状態を解除するのは不可能だ。エネルギーの補給を止める事は出来るけど、ヴェルドラを消したりは出来ないのである。

			　しかも、〝竜種〟の魔素エネルギー量は巨大だから、生半可な事では失われない。ヴェルドラが納得して自分の意思で戻らぬ限り、ヴェルドラは自由に活動出来るのだ。

			　つまりは、そこに強制力はないという事。基本的にヴェルドラを解放している時、何かを強制するのは無理なのである。

			　それを思い出した俺は、ヴェルグリンドも同様の形になるのだと気付いたのだった。

			　ヴェルドラと同じ立場にしてからヴェルグリンドを『解放』すれば、手っ取り早く俺の無実を証明出来るだろう。

			　これ以上誤解されて、とばっちりを受ける事もない。

			　姉弟喧嘩？

			　知らん知らん。

			　そんな事までは、俺の監督範囲ではないのだ。

			　という事なので早速、ヴェルドラと同じ状態にしてしまおう。

			


			《不安なら、ヴェルグリンドに制約を設けますか？》

			


			　むむ？

			　制約って、そんな事まで可能なのか……。

			　逆らえないように条件を付けるというのは、今後の事を思えば必要なのかも知れない。

			　だけど……それって俺の主義に反するんだよね。

			　最悪、ヴェルグリンドが納得しないようならば、このまま『虚数空間』に隔離しておく方がマシだった。

			　強制なんてしたら、それこそルドラと同列になってしまうしね。

			　俺に協力しなくても、それはそれで構わない。

			　邪魔さえしないと誓ってくれれば、どこかで勝手に暮らしてくれても問題ないのだ。

			


			《了解しました。それでこそリムル様だと思います》

			


			　方針は決まった。

			　それでは、実行する事にしよう。

			　まずは挨拶から。

			「やあ、ヴェルグリンドさん。ご機嫌は──」

			「貴方、リムルね？　ふざけないで！　私をここから出しなさい!!」

			　自分の『虚数空間』の中に意識を向けた訳だが、ヴェルグリンドが暴れる暴れる。

			　その現場をイメージしてみれば、美女に迫る怪しいスライムといった感じであろう。

			　まさに、犯罪者。

			　それは俺です──って、人化したらセーフ。

			　いや、これはこれで……十六歳くらいの美少女が妖艶な美女に迫る形になるね。

			　かなり妖しい雰囲気になるが、仕方ないのだ。

			　これも俺の無実を証明する為である。

			　俺はイメージで、ヴェルグリンドに手を翳かざした。

			　そのままルドラの権能を喰って『解除』し、ついでに〝魂の回廊〟を繋いでしまう。扉は両方にあるので、ヴェルグリンド側が心を開いてくれなければ、俺との意思疎通は出来ないようにした。

			　語りかける事は出来るので、無駄にはならないと思いたい。

			　それらの作業は、何の問題もなく終了する。

			　暴れていたヴェルグリンドも大人しくなったのだが、その急激な変化に俺の方が驚いたほどだ。

			「リ、リムルよ？　貴様、まさか姉上に、不埒な真似をしたのでは……？」

			「ば、馬鹿野郎！　する訳ねーだろ！　大体だな、お前がちゃんと説得してくれてたら、俺が苦労しなくても済んだんだよ!!」

			　と、喧嘩を始めそうになった俺達だったが。

			「黙りなさいな！」

			「あ、はい」

			「すみませぬ！」

			　いきなり一喝されて、俺とヴェルドラは同時に頷いたのである。

			　正直、怖かった。

			　ヴェルドラが苦手意識を持つのも納得だった。

			「これはどういう事なのかしら、リムル？」

			「ど、どういう事かと言われましても……」

			　何のことやら、サッパリわからん。

			「私には、向こうの『別身体』の声が聞こえるようになったのに、こちらの声は向こうに届かないわよ？　貴方、一体何をしたのかしら？」

			　凄い美人に顔を覗き込まれて、俺はドキッとしてしまった。

			　顔に吐息がかかって、クラッとなる。

			　凄くいい匂い。

			　本来なら呼吸する必要がないからか、ヴェルグリンドの息はとても甘く香かぐわしかった。

			


			《今はそんな場合ではありません。ヴェルグリンドの疑問は、ルドラの支配から解放したのが理由でしょう》

			


			　少し怒ってる？

			


			《気のせいです》

			


			　そ、そうかな？

			　でもまあ、深く追及するのは止めて、シエルさんから説明を受けた。

			　それによると、話は単純だった。

			　俺の目の前にいるヴェルグリンドは精神支配を受けていないのだが、向こうの『別身体』はルドラの支配下にある訳だ。だから情報が流れぬように、『無限牢獄』にて遮断しているとの事だった。

			　こちらの情報は遮断しつつ、向こう側の情報だけを得られるのだ。

			　これによって、向こうのヴェルグリンドは追い詰められた状態にある。ルドラの支配下にあり、いまだに俺が何を考えているのか理解出来ずにいる訳だ。

			　まさしく一方通行。

			　シエルさんが凄い事をしているのは理解したが、俺ももう驚かなくなっていた。

			「つまり、その意識の差を解析していけば、貴女が支配されていた事も証明出来ると思うんですよ」

			「うむ、流石さすがはリムルよな。姉上、ここはリムルを信じて──」

			「黙りなさい！」

			「はい！」

			　口を挟んだヴェルドラが怒られたが、少しだけスッとしたのは秘密である。

			　ヴェルドラを怒鳴りつけた後、ヴェルグリンドは何やら考え込んでいる様子。俺が言った、向こうの『別身体』との差異を探っているのだろう。

			　俺も仲間達の視線を通して、旗艦上での状況を把握する。

			　戦いは最終局面だった。

			　そして、ヴェルグリンドの疑惑を晴らすような出来事が、今まさに発生したのだった。

			


			＊

			


			　ヴェルグリンドを囲む俺の仲間達。

			　ちょっぴり卑怯な感じだが、それは事情を知らぬ者が見た場合の話である。

			　実際には、ヴェルグリンドが弱っている状態であろうとも、全員で挑んでも勝利するのは難しいのだ。

			　それはともかく、ヴェルグリンドが創り出した異空間は綻んでおり、今にも崩れそうになっていた。と思ったら、ディアブロがやって来てアッサリと壊してしまった。

			「原初の黒ノワール……」

			「ディアブロだよ。アイツ、俺が見てなければ有能なんだよな」

			「クアッハッハッハ！　ヤツは我にオヤツをくれるからな。我も気に入っておるのだ」

			　買収されてるよ、この人。

			　ヴェルドラがディアブロの事を褒めても、話半分で聞くようにしようっと。

			　そんな事を思いながら成り行きを見守っていると、ヴェルグリンドがルドラを守るように一歩さがった。

			　ルドラはこんな状況になったというのに、悠然とした態度で椅子に座ったままだ。

			　大した度胸。それとも、自信かな？

			　そんなルドラを見て、真っ先に動いた者がいる。

			　カレラだ。

			　カレラはその手に握った黄金の拳銃で、迷う事なくルドラを撃ったのである。

			　しかもその弾丸は──

			「アレは、我を弱らせた技だな？」

			「〝神滅弾ジャッジメント〟よ。近藤が一日に一度しか撃てない最強の弾丸なのに、どうして原初の黄ジョーヌが……」

			　俺はシエルさんが教えてくれたので、事情を知っている。

			「原初の黄ジョーヌじゃなくて、カレラね。どうやら近藤に勝利して、ルドラを頼むと託されたようだよ」

			　そう説明すると、「まさか近藤も……」とヴェルグリンドが呟いた。

			　困惑するヴェルグリンドを置き去りに、状況が動く。

			『ルドラ！』

			　と叫んだ向こうのヴェルグリンドが、ルドラを庇うように両手を広げて立ち塞がったのだ。

			　神速の弾丸に間に合うあたり、やはり化け物じみた身体能力である。しかし、〝神滅弾ジャッジメント〟も生半可な威力ではなかった。着弾したヴェルグリンドの右肩から右腕を吹き飛ばし、威力を減じる事なくルドラに当たったのである。

			　だが、しかし。

			　驚くべき事に、ルドラは無傷だった。

			　その表情は余裕そのもので、カレラの攻撃が無駄になると知っていた感じである。

			「なんなんだ、あれ？　どうしてあの攻撃を無効化出来たんだ？」

			「わからん。チラリと『結界』が視えたが、アレを完全に無効化する性能とは信じ難い」

			　その光景に驚く、俺とヴェルドラ。

			　ヴェルグリンドも信じられないのか、「どうして……」と呟いてその場に座り込み、地面に両手をついてしまった。

			「ど、どうされたのだ、姉上!?」

			　慌てふためくヴェルドラに、ヴェルグリンドが小さく答える。

			「お前の友達の言う通りだったわ。私は本当に、ルドラに支配されていたのね……」

			　そう悟ったヴェルグリンドが、ルドラについて語ってくれたのだ。

			　ルドラが無事だったのは、鉄壁の守りがあるからなのだと。

			　その防御は絶対であり、何人なんぴとであっても破壊は不可能。

			　ただし、条件があった。

			　臣民や配下達の皇帝への忠誠心がエネルギー源であり、皇帝に忠実な者がいなければならなかった。

			　そして、欠点もあった。

			　この防御は常時発動型の完璧なものではあったが、発動中にはその他一切の行動が出来ないという制約があるのだそうだ。

			　その能力こそが、究極能力アルティメットスキル『正義之王ミカエル』が誇る〝王宮城塞キャッスルガード〟であった。

			　カレラの〝神滅弾ジャッジメント〟を防いだ事からもわかる通り、ほぼ無敵と言っても過言ではない。

			　使用中は攻撃出来ないものの、それは部下に任せればいい話なのである。

			「そ、そんな権能チカラがあったのなら、姉上が庇う必要などなかったではないか！」

			　うん、俺もそう思った。

			　ヴェルグリンドが答える。

			「そう。だから私も、本来なら庇うフリをして、攻撃に転じるのが正解だったはずなのよ。それなのにあんな行動をしたという事は……」

			　無理をしてまでルドラを庇った時点で、ヴェルグリンドも自分が『思考誘導』されているのだと理解したのだ。

			　そしてルドラは、絶対領域〝王宮城塞キャッスルガード〟を維持して動かない。

			　そのはずだったのだが──

			「──なっ!?」

			　驚きの声を上げたのは、ヴェルグリンド。

			　そして俺達は絶句していた。

			　瞬時に〝王宮城塞キャッスルガード〟を解除したルドラが、右腕を失いつつも駆け寄ったヴェルグリンドの胸を貫いたからである。

			　これではまるで、ヴェルグリンドをわざと──

			「そう、そうだったの……あの人は、私の愛したルドラは、もういないのね……」

			　ヴェルグリンドの瞳から、涙が零こぼれ落ちる。

			　嘆くヴェルグリンドの言葉を証明するように、ルドラが高らかに嗤わらった。

			「ハハハハハ！　ヴェルグリンドよ、余の役に立てる事を光栄に思え。お前の力、有効に活用してやるぞ」

			　ルドラがそう言うなり、向こうのヴェルグリンドが苦しそうに蹲うずくまった。

			「あれは、ユウキの『奪命掌スティールライフ』ね。ルドラは──いいえ、『正義之王ミカエル』にはね、支配している対象の能力スキルを自在に扱える、という権能もあるのよ」

			　何それ、反則じゃん。

			　ヴェルグリンドの説明に、俺とヴェルドラは顔を見合わせた。

			「ルドラの相手はお前に任せたぞ！」

			「馬鹿を言うでないわ！　我が最強なのは今更議論するまでもない話だが、面倒そうな相手はお断りなのだよ!!」

			「パフェ作ってやるから」

			「それは魅力的だが……ぐぬぬ」

			　互いになすりつけあう俺達を、ヴェルグリンドが呆れたように眺めていた。

			　そのせいか、涙も引っ込んだようである。

			　良かったと思ったのは、言うまでもないのだ。

			　さて、と。

			　ヴェルグリンドの力を奪ったルドラだが……。

			「ルドラが『正義之王ミカエル』というのは、どういう意味だ？」

			　思い当たることはあるが、ヴェルグリンドの口から聞いておきたい。そう思っての質問だ。

			「ルドラはね、とっくに限界だったのよ。何度も転生を繰り返した結果、魂をすり減らしていたの。だからアレは、ルドラであってルドラではないわ。とっくの昔に、『正義之王ミカエル』に取って代わられていたのね」

			　と、ヴェルグリンドが寂しそうに答えてくれた。

			「いやいや、主の願望より生み出されたスキルが、その主を害する事などあるまいよ」

			「いいえ、違うわ。ルドラの『正義之王ミカエル』はね、ヴェルダナーヴァより与えられた権能だったの。ルドラが自らの意思で獲得したのは、『誓約之王ウリエル』なのよ。私達の兄であるヴェルダナーヴァが復活しない今、消失したまま行方不明なのだけれどね」

			　……。

			　俺が持ってるんですけど？

			　言い出せない雰囲気だし、黙っておこう。

			　ヴェルグリンドが説明を続けてくれた。それを要約すると、ルドラが転生を繰り返したせいで魂の力が弱まり、『正義之王ミカエル』を制御出来なくなったのではないか、という事だった。

			　それを聞いて、スキルが宿主を裏切ったというよりは、別の見方が出来るような気がすると思った。

			


			《──確かに。私が『正義之王ミカエル』と同じ立場だったならば、仮初の宿主を支配してでも、真の主であるリムル様の復活を目指すでしょう》

			


			　そんな気がしてた。

			　神智核マナスとなったシエルは、どんなに不可能と思えるような挑戦であろうと、決して諦める事はないんじゃないかな、と。

			　だから俺には、『正義之王ミカエル』の考えも理解出来なくはないのだ。

			　だが、だからと言って……。

			「放置は出来ないな。『正義之王ミカエル』も恐らくだが、自由意思を持つ神智核マナスへと進化したんだろう。ならばその行動目的は、ルドラが目指していたものとはまったく異なるはずだ」

			「神智核マナス？　それって一体……というか、待って、待ちなさい！　リムル、貴方は『正義之王ミカエル』が何かを狙っていると考えているの？」

			　そう聞かれたので、答えておく。

			「ヴェルダナーヴァの復活だろ？　その為には、ありとあらゆる犠牲を厭いとわぬと思うよ」

			　だから放置しておけないと、俺は説明した。

			　ヴェルグリンドは顔を青あお褪ざめさせている。

			　そしてその時、今まさにルドラと対峙している方のヴェルグリンドに向けて、新たに出現した人物が何かを仕掛けた。

			


			《あれは、妖魔王フェルドウェイですね。ディアブロが倒せぬと判断して見逃しましたが、どうやら、仲間達を置いて戻ってきたようですね》

			


			　ディアブロが倒せないのならば、なかなかの強者なのだろう。だが、サボりたかっただけのように思えるのは、俺の気のせいだろうか？

			　まあいい。

			　フェルドウェイは強者らしく、覚醒魔王でも抵抗が難しい『空間支配』による攻撃を、ヴェルグリンドに向けて仕掛けている。

			　傷付き、弱体化したヴェルグリンドでは、それに抵抗出来る力など残っていなかったようだ。

			『フハハハハ！　あのヴェルグリンドが、〝時空転送〟によってこの世界から消失しましたよ!!　これで、残る〝竜種〟はあと二人。幸さい先さきのいいスタートですね、ルドラ──いいや、ミカエル様』

			　フェルドウェイがルドラの事を、ミカエルと呼び直した。

			　ヴェルグリンドの推測が証明された感じだ。

			　突然の出来事にもかかわらず、ベニマルやディアブロが素早く反応しようとする。しかし、俺は慌てて『思念伝達」を行い、それを止めた。

			　妖魔王フェルドウェイが底知れなかったのも理由の一つだが、ミカエルと呼ばれたルドラの反応が知りたかったからだ。

			　それに──俺には視えていた。

			　ルドラの身体から、不思議な物質が抜け出ていくのを。それが飛ばされたヴェルグリンドへと纏まとわりついていた。まるで、その身を守ろうとしているように。

			　そして、今のルドラの身体からは、その不思議な物質が全て消え失せてしまったようだ。

			　果たして、その反応は……。

			『ふむ、悪くない。ヴェルグリンドの力が余のものとなり、ルドラは消えた。後は、ヴェルドラとヴェルザードの力を取り込めば、あの御方の復活が成就するであろうよ』

			　ミカエルと呼ばれたルドラは、それを当然の事として受け入れた。

			　これで確定。

			　俺の敵はルドラではなく、ミカエルだったのだ。

			　そしてその目的は、〝星王竜〟ヴェルダナーヴァの完全復活だったのである。

			『それは重畳で御座います、ミカエル様』

			『うむ。ヴェルザードはどうとでもなるが、厄介なのはヴェルドラよな』

			　そんなふうに、会話が続く。

			　ベニマル達の事など眼中にないという態度である。

			　だが、それも当然であろう。

			　制止しなかったシオンやテスタロッサ達が攻撃を仕掛けたのだが、その全てが〝王宮城塞キャッスルガード〟によって封じられたのだから。

			　当然ながら、フェルドウェイも守られているので無傷であった。

			　厄介極まりない。

			　だが、今はそれよりも。

			「ルドラ、あれはルドラよね？　まだ欠片が、魂の欠片があそこにあったのよ──ッ!!」

			　俺にしか視えていないと思っていたのに、ヴェルグリンドも感じ取ったようである。視えていたのかは疑問だが、ヴェルグリンドはルドラの残ざん滓しを追い求めようとしていた。

			「落ち着いて──」

			「黙りなさいな！　早く行かないと、消えてしまうじゃないの!!」

			　それはまるで駄々っ子で、怒った表情なのに泣き叫んでいるかのようだった。

			　俺は、『思考加速』によって時間を引き延ばす。

			　そして、ヴェルグリンドと二人だけの世界が出来上がった。

			「落ち着いてくれよ。今外に出たら、貴女はまた、ルドラの支配下に置かれてしまうだけだ」

			「でも！」

			　どこに飛ばされたのか、行き先はわかるのだろう。

			　だがしかし、その先で行き詰まるはずだ。

			　この世界に戻れる保証もなく、ルドラを救うなど夢のまた夢。恐らくは、不可能だろう。

			


			《このままでは、貴女に先はない》

			


			「うるさいわね！　だったら……私にどうしろって言うのよ？　このままルドラを諦めるなんて、私には出来ないのよぉ──ッ!!」

			　それは、ヴェルグリンドの本心であった。

			　俺ではなくシエルの声だったのだが、それに気付かずに激情を爆発させていた。

			


			《可能性はあります》

			


			「──ッ!?」

			


			《貴女が、私の『能力改変オルタレーション』を受け入れるならば》

			


			　それは、甘い誘惑であった。

			　答えなど、聞くまでもない。

			「受け入れるわ。それで願いが叶うのならば」

			　ヴェルグリンドがそう答えたのは、至極当然だと思ったのだった。

			　………

			　……

			　…

			　ヴェルグリンドが応諾した瞬間、声が響いた。

			


			《ヴェルグリンドの意思を確認しました。最初に行うのは、『救恤之王ラグエル』への干渉切断です》

			


			　それを聞いている内に、ヴェルグリンドは気持ちを落ち着ける。

			　その声に導かれるままに深く自身の身体を精査すると、確かにソレがあったのだ。

			　自分の心核ココロの奥深くに刻まれた『救恤之王ラグエル』に、何らかの干渉が行われていた形跡があった。今は遮断されていたが、これを残したままでは危険なのは間違いない。

			（これが原因だったのね──）

			　と、ヴェルグリンドも悟る。

			　それと同時に、思い出した。

			　究極能力アルティメットスキル『正義之王ミカエル』には、王権発動レガリアドミニオンと対を成す権能があった事を。

			　それは確か、遠い昔に聞いた覚えのある記憶だ。

			　ヴェルダナーヴァが生み出した権能は、純然であれば天使系と称される。そしてその全ては、『正義之王ミカエル』の絶対支配に逆らえないのだ。

			　それこそが──〝天使長の支配アルティメットドミニオン〟であった。

			　ヴェルグリンドの『救恤之王ラグエル』も例外ではない。『正義之王ミカエル』と繋がる極細回廊が構築されており、その影響力から逃れられなかったのである。

			（──そうだった、どうして忘れていたのかしら？　天使系の究極能力アルティメットスキル保有者は、兄上には逆らえなかった。それを誰よりも嫌っていたのが兄上であり、だからルドラの『誓約之王ウリエル』と交換したんだったわ）

			　自分が支配された理由にも納得だった。

			　兄であるヴェルダナーヴァが構築した仕組みならば、それに抵抗するのは不可能に近いのだ。

			（確かに、私には先がないわね……）

			　リムルの言う通りだったと、ヴェルグリンドは泣き出したい気分になった。

			　ところが。

			　ヴェルグリンドが諦めかけた瞬間、不思議な声が聞こえたのである。

			


			《──『救恤之王ラグエル』の下準備が終了しました。これに、不要となった『誓約之王ウリエル』を統合します》

			


			　はあっ!?

			　──と、ヴェルグリンドは叫びそうになった。

			　ルドラの為に探し求めていた『誓約之王ウリエル』が、こんなところで見つかったのだから当然だ。

			　というか、ヴェルグリンドは今になって気付いた。

			　さっきから聞こえている声が、リムルのものではなかった事に。

			　それは幻聴などという生易しいものではなく、明瞭で力強い意志を感じさせる声だった。〝世界の言葉〟に酷似していたが、柔らかく洗練されており、優しさのような感情まで感じさせた。

			　色々と聞きたい事は多いが、今問題にすべきは、その言葉の意味だった。

			「ちょ、ちょっと待って！　私に『誓約之王ウリエル』をくれるというの？　というか、統合ってどういう意味なの!?」

			


			《そのままでは『正義之王ミカエル』に従うしかないのならば、改変してしまえばいいのです。『誓約之王ウリエル』にも支配回路を発見しましたので、廃棄するついでに、貴女専用の新しい能力スキルを創り出すエサにしようかと》

			


			　無茶苦茶だった。

			　本当に、ツッコミどころ満載の解答だった。

			　けれどヴェルグリンドが気にしたのは、たった一つの問いだけだ。

			「それを行えば、ルドラを捜しに行けるのね？」

			


			《可能である、そう肯定します》

			


			　可能ならば、迷う必要はなかった。

			　ヴェルグリンドは、希望を胸に抱いて応諾する。

			　いや、既に。

			


			《ヴェルグリンド、貴女の意思は確認済みなので、二度目の応諾は不要です。これより『能力改変オルタレーション』を発動します》

			


			　その声──シエルには、止める気などなかったのだ。

			　シエルが『能力改変オルタレーション』を発動させた瞬間、有り得ないほどの力の波動が、ヴェルグリンドの身体を駆け巡った。

			　そして、全身を優しく包み込む。

			


			《〝灼熱竜〟ヴェルグリンドの『救恤之王ラグエル』と『誓約之王ウリエル』を統合し、究極能力アルティメットスキル『炎神之王クトゥグア』へと進化させます……成功しました》

			


			　幻想的で荘厳な声で、シエルが高らかに宣言した。

			　そしてその瞬間、ヴェルグリンドは全てのくびきから解き放たれたのである。

			　………

			　……

			　…

			　シエルの言葉にウンウンと頷いていたら、俺の『誓ウ約リ之エ王ル』が譲渡されてしまった。

			　許可を出しちゃった俺が悪いのだが、思わず茫ぼう然ぜんとなってしまったのは当たり前だと思う。

			　仲間達との絆の集大成が『誓ウ約リ之エ王ル』だったんだが……。

			


			《問題ありません。『救恤之王ラグエル』に統合したのは、『誓約之王ウリエル』の残ざん滓しに過ぎないのです。その本質は、新たな権能である『豊穣之王シュブ・ニグラト』に受け継がれておりますので》

			


			　──えっ!?

			　疑問が尽きない。

			　シエル先生は俺の知らぬ間に、色々と凄い事を仕出かしている予感がする。

			　聞くのが怖いほどだが、今注目すべきはヴェルグリンドだ。

			　成功したようで何よりだった。

			「おめでとう、ヴェルグリンドさん。これでもう、外に『解放』しても大丈夫だな」

			　俺が笑顔でそう声をかけると、何故か凄い形相で睨にらまれた。

			　思い当たる節がない訳ではないので、俺はそっと目を逸そらしてしまった。

			「色々と、本当に色々と聞きたい事が多過ぎるほどあるのだけど、今はいいわ。それで、これから私を解放してくれるのかしら？」

			　もう問題なさそうなので、俺は頷いた。

			　シエルが言うには、ヴェルグリンドに『誓約之王ウリエル』を与えた事で、ルドラの〝魂〟に反応するようになっているそうだ。

			　なので、欠片を見つけて回収するのも不可能ではない、との事。

			　それを聞いて、俺は思った。

			　もしかしたら、シエルの言う残ざん滓しこそが、ルドラの心の形である『誓約之王ウリエル』の〝核〟だったのかも、と。

			　だとしたら、ヴェルグリンドは常にルドラと共にある訳だ。

			　世界中に散ってしまったルドラの〝魂〟を捜し出せるのかどうか不安だが、ヴェルグリンドならやり遂とげそうな予感がした。

			「それじゃあ、取り敢あえず『解放』っと！」

			　そして俺達三人は、精神世界から現世へと戻って来た。

			　時間を引き延ばした感覚はそのままに、俺達は別れの挨拶を行う。

			「ありがとう、リムル。迷惑をかけたわね」

			　本当だよ。

			　俺だってなあ、言ってやりたい文句がいっぱいあるんだよ！

			　だが、怒らせると怖いので黙っておいた。

			「今なら貴女の『並列存在』とも繋がるだろうから、迷う心配はないと思うよ。その後が大変だと思うけど、頑張ってね！」

			　と、無難な応援に留めておいた。

			　ところが。

			「姉上、もしも駄目であったとしても、我がおりますぞ！　なので嘆かず、気軽に頑張って下され！」

			　ヴェルドラが、とびっきりの笑顔でそう言った。

			　この空気の読めなさ、流石である。

			　これにはヴェルグリンドも、どう反応したものか迷った様子。そしてその答えは──

			「お前は本当にバカね。バカでバカで、可愛い弟。無事でいてくれて良かったわ」

			　そう言って、ヴェルグリンドは照れたように笑ったのだった。

			　それからヴェルグリンドはもう一度、何故か知らないけど俺を凝視した。

			　美人に間近で見られると、緊張して身体が動かなくなってしまう。

			　ドキドキしていたら、何故か呆れた様子で頭を横に振っていた。

			「それじゃあ、またね」

			　そしてヴェルグリンドはそう言い残し、颯爽と『転移』して去って行ったのだ。

			


			＊

			


			　さて、と。

			　次はベニマル達の応援だ。

			「お前も行くか？」

			「無論だとも」

			　時間にして、一分未満。ミカエルへの攻撃は、いまだに続いていた。

			　〝王宮城塞キャッスルガード〟には通用していない。だがまあ、それで正解である。

			　攻撃を止めた瞬間、敵の攻撃が開始されるからだ。

			　だからベニマルやディアブロも、シオン達を制止せずに傍観しているのである。

			　敵は二人のみ。

			　ここで倒しておきたい気持ちは山盛りだが、残念ながらそれは不可能だった。〝王宮城塞キャッスルガード〟がある限り、ミカエルへの攻撃が通用しないからである。

			　だが、それで言うなら条件は同じ──

			「フハハハハ！　貧弱ですねえ。アナタ方の攻撃など、ミカエル様には通じませんねえ」

			　高笑いしているフェルドウェイが、攻撃の合間を狙って権能を発動させようとしていた。

			　妖魔王というのは伊達ではないらしく、その場にいる俺の仲間達全員を、まとめて異空間に放り出してしまうつもりのようだ。

			「サヨウナラ、皆さん。もう会う事もないでしょうけど──何ィ!?」

			　攻撃が発動した瞬間を狙っていたのは、俺も同じなのだ。フェルドウェイの邪魔をしつつ、その場に顕現したのだった。

			「魔王リムル……」

			「初めまして。妖魔王フェルドウェイさん」

			


			

			


			　厭味ったらしく応じてやると、その表情から笑みが消えた。

			「礼儀を知らぬ田舎者が」

			「あん？　ずっと都会に憧れてる侵略種族アグレッサーさんには言われたくありませんね」

			　更に挑発してやると、能面のような表情になった。

			　激昂せず、冷静に怒りを蓄積するタイプか。

			　一番面倒な相手である。

			　その時、俺達の会話を黙って聞いていたミカエルが、余裕の態度で割り込んできた。

			「フフフ、隠れて余を観察していたのではなかったのか？　仲間達を犠牲にして、攻略方法を探っているのだとばかり思っていたぞ」

			　仲間達を犠牲にする気はなかっただけで、半分以上正解だな。ま、どうでもいいけど。

			「どう思ってくれても結構。それよりもさ、ここで決着をつけるか？」

			「フッ、豪気なことだが、余に勝てるつもりか？」

			「さあね。けどまあ、一応は忠告しておいてやる。お前の権能が天使系スキルへの絶対支配である事も、お前を信じる者がいる限り〝王宮城塞キャッスルガード〟を破れないという事も、ちゃんと理解している。その上で言えば、帝国を焦土と化し、生きとし生ける者を全て殺し尽くせば、お前の優位性は奪えると思わないか？」

			　完全にハッタリである。

			　俺だって、そこまでやるつもりは微塵もない。

			　だがしかし、俺の仲間達に犠牲が出るのと天秤にかけるならば、迷う事なく実行するだろう。

			　それだけの覚悟は、とっくに完了しているのだった。

			「……どうやら、余もお前を舐めていたようだ。お前とは、敵対すべきではなかったか」

			「そうだな。気高い理想も崇高な使命も、俺には何の関係もない。お前の目的にも、共感出来る部分もあった。だからさ、俺に迷惑をかけなければ、好きにしてくれて構わなかったんだ」

			　だが、もう遅い。

			　暴走を始めてしまった今のミカエルは、間違いなく俺達にとっての災いとなるからだ。

			　今はまだいいが、今後、どうしても利害が対立するとシエルが予言したのである。ならば俺は、それを信じて行動するのみだった。

			「……」

			　ミカエルは思案しているのか、沈黙している。

			　それならばと、俺は自分の意思を伝える事にした。

			「お前達が俺や俺の仲間達に手を出そうとするなら、二度と馬鹿な真似が出来ないように徹底的に叩き潰す」

			　そして、恐怖を叩き込んでやる。

			　今は確かに〝王宮城塞キャッスルガード〟を破る手段がない。

			　だがしかし、俺には頼もしき相棒である〝シエル〟がいるのだ。

			　必ずや、攻略法を見つけ出してくれるはずであった。

			　それに──

			　俺の大事な仲間達に手を出すというなら、その時は容赦しない。

			　たとえ如何いかなる手段を用いようとも、ミカエルを倒す──と、俺は心に誓ったのだった。

			「なるほど、な。ならば、今は退ひこう」

			「──ッ!?　宜よろしいのですか、ミカエル様？」

			　フェルドウェイが驚いたように問うが、ミカエルは鷹揚に頷いて撤退の意思を示した。

			「時期尚早なのは、我等も同じよ。ここで戦えば、両者共に不本意な結末になりそうだしな」

			　俺も同感だ。

			　さっきの手段を行えば、勝利の可能性はあった。

			　だが、それは俺の主義に反するのだ。

			　問題の先延ばしなのは否めないが、ここは時間を稼ぎたいというのが本音なのだった。

			「それじゃあ、今日は解散って事でいいな？」

			「良かろう。それにしても……完全復活を遂げた祝うべきこの日に、思わぬ試練が与えられたものよ。ギィ・クリムゾンが最大の障壁だと思っていたが、まさか取るに足らぬと思っていたスライムがな……」

			　そう言い残し、ミカエルとフェルドウェイは去って行った。

			　行き先は恐らく、帝国ではない。

			　俺の監視魔法〝神之瞳アルゴス〟に、何の反応もなかったからだ。

			　そして、モスからの報告でも異常ナシとの事だった。

			「忌々しいな、ホント。どこに行ったのか、それさえも不明ってか」

			　思わずぼやくと、ベニマルが笑った。

			「ですが、リムル様。御命令通り、全員無事です。今はそれを祝して、家に帰ろうじゃないですか」

			　それもそうだな。

			「それじゃあ、帰るか！　今日はもう疲れたし、腹も減った気がする。シュナに頼んで、何か美お味いしいものでも用意してもらおうじゃないか！」

			「宴だな？」

			　それもいいね。

			　俺はヴェルドラに頷き返す。

			「それじゃあ帰って、パァーッといくか！」

			　俺の言葉で、皆の顔に笑顔が戻った。

			　課題は残ったけれど、皆で無事を祝える事を感謝しようと思ったのである。

			


			[image: ]

			


			　ヴェルグリンドは旅を続ける。

			　昨日も、今日も、そして明日も。

			　足を止める事なく、ヴェルグリンドは歩き続ける。

			　………

			　……

			　…

			　あの時、リムルと別れて飛んだ先は、時間すらも超えた異世界であった。フェルドウェイに飛ばされた『並列存在』と無事に再統合したのは、どことも知れぬ異界の狭はざ間まだったのだ。

			　大気どころか大地すらないその場所で、ヴェルグリンドは時間の感覚もなく漂流するはめになったのである。

			　ヴェルグリンドが〝竜種〟でなかったら、その場所で野垂れ死んでいたかも知れない。けれど彼女には、『空間支配』と無限の寿命があった。

			　寄る辺となる場所に辿り着くまでの間、考える時間だけは豊富にあった。ヴェルグリンドは、自身の身に起きた信じがたい出来事に、思考が停止しかけていたのである。

			　情報量が処理量を超過していた。

			　異空間を漂流するという非常事態で、逆に冷静さを取り戻せたのだった。

			　ヴェルグリンドは考えた。

			　情報の膨大さとその異常さに、考える事を放棄していたが、時間の許す限り考えた。

			　そして、何よりも重要な事実に思い至ったのである。

			　そもそもの問題は、どうして兄が構築したシステムに逆らい、ヴェルグリンドが自由を得られたのかという疑念だ。

			　この現象を可能とする者など、思い当たるのは一人しかいなかった。

			　あの、飄ひょう々ひょうとしたスライム。

			　魔王リムルという名の、愚弟ヴェルドラの盟友──

			（まさか、まさか!?　あのスライムは……）

			　究極能力アルティメットスキルをも自由に改変し、ヴェルグリンドに自由を与え、その権能を大きく向上──更なる高みへと進化させた。

			　それは断じて、人の手によって為せる事ではない。

			（そんな出で鱈たら目めな事は、我が兄ヴェルダナーヴァにしか為せぬ業。もしも、もしもそんな真似事を可能とする存在がいるとするならば…………）

			　有り得ぬ想像に、ヴェルグリンドは身震いした。

			　意識を向けてみれば、究極能力アルティメットスキル『炎神之王クトゥグア』が反応する。それは、『救恤之王ラグエル』とは比較にもならぬほどの力強さだ。

			　それに何より──

			　ルドラの鼓動とリンクしているかのように、取り込んだ欠片が反応を示していた。

			（フフッ、あのスライムの正体なんて、どうでもいいわね。あれはリムル。ヴェルドラの盟友で、私の恩人なんだわ）

			　辿り着いた結論がそれだった。

			　そしてようやく思考ループから抜け出し、ヴェルグリンドは現実へと意識を向けたのである。

			　………

			　……

			　…

			　いくつもの世界を巡り、時代を駆け抜け、ヴェルグリンドは〝魂〟の欠片を集め続けた。

			（愛しているわ。愛しているのよ────ルドラ!!）

			　ルドラに会いたいというその一心で、ヴェルグリンドは数多あまたの困難に打ち克かってきたのである。

			　そして、ついに──

			　高層ビルの立ち並ぶ大都会で、その少年を見つけたのだ。

			


			

			


			　歓喜と、決意。

			　その少年は、欠けたる全てを有していた。

			　それに加えて、ヴェルグリンドの持つ残りの欠片を与えたならば……。

			　だが、果たしてそんな真似をしてもいいものなのかと、ヴェルグリンドは苦悩した。

			　それをしてしまえば、少年の運命を大きく変える事になってしまう。

			　無限の寿命を持つヴェルグリンドならば、ここでその少年の寿命が来るまで、見守り続ける事も可能なのだ。

			（そうね、何も慌てる事はないわ。早く貴方に会いたいけれど、焦りは禁物だものね）

			　ヴェルグリンドはそう考え、少年に背中を向けて歩き出そうとした。

			　しかし、その時──

			　輝ける欠片が、自らの意思で少年へと飛翔したのだ。

			　誰の目にも留まらぬその〝魂〟の欠片は、吸い込まれるように少年と融合する。そしてその衝撃で、少年はこの世界から消え去ったのである。

			　ヴェルグリンドの手に残ったのは、始まりの欠片のみ。

			「もしかして、貴方も？　私と会いたいと思っていてくれたのかしら？」

			　その欠片に語りかけるように問いかけて、そうだったらいいな──と、ヴェルグリンドは思った。

			　そして──

			　自分も少年の後を追う為に、『炎神之王クトゥグア』を発動させたのだ。

		

	
		
			あとがき

			


			　今回も無事に、15巻をお届けできる運びとなりました。

			　前回は締め切りがオーバーして、ちょっとだけ気を付けよう、とか言っていた記憶があったりなかったりするのですが、今回も残念ながら、十日ほどオーバーしてしまいました。

			　この点こそもっと猛省し、次回こそはもう少しだけ、気をつけたいと思います！

			　しかし実際、今回は早い段階から編集Ｉ氏と相談していたのです。

			


			「ちょっと厳しいかもです」

			「頑張りましょう！」

			「続く、というのは駄目なんですよね？」

			「前回が引っ張っているので、今回はキリ良く纏めて欲しいですね」

			「ですよね。でも、ページ数が……」

			「大丈夫ですよ！　もう何ページになっても気にしない事にしましたから！」

			


			　そうじゃないんだよ！　と、その時は内心で突っ込んだものです。

			　この巻は登場人物が過去最多で、初登場のキャラまで何名かいます。セオリーを無視しているのは承知ですが、仕方ないなと割り切っていました。

			　そんな訳で、各シーンを書くにあたって文章量がどんどんと増えていったのですよ。

			　なので、途中で区切って次巻へ続くとしたかったのですが……それは駄目だと却下されてしまいました。

			


			「わかりました。そういう事ならやっぱり、発売月を一ヶ月延ばすのも検討しておいてください」

			「うーん……ギリギリまで頑張りましょう！」

			


			　とまあ、両者譲らずに時は流れて……。

			　僕も吹っ切って書き進め、文章量がとっくに14巻を超えた頃。

			


			「調子はどんな感じですか？」

			「うーん、やっぱり厳しいです。多分このままでは、十日ほどは確実にオーバーしますね」

			「わかりました。それでは僕も覚悟を決めました」

			「おお、つまりは発売日は十月に？」

			「違います。十日のオーバーなら何とかなるので、九月発売で行きます！」

			


			　マジかよ、と正直思いましたね。

			　そっちの方向で覚悟を決めちゃったか、と。

			　十日だけで済む保証などなかったのですが、しかし、Ｉ氏の決意は変わらず。

			


			「ページ数は過去最大になると思いますけど……」

			「そこは気にせず、締め切りに間に合うように頑張って下さい！」

			「……了解」

			


			　という形で押し負けてしまい、どうにかこうにか間に合わせた次第です。

			　で、その結果として、本作が過去最大の文章量となったのでした。

			


			＊

			


			　こうしてお届け出来た本作ですが、反応が気になるところです。

			　面白かったと思ってもらえれば、これに勝る喜びは御座いません。

			　内容はWEBとの乖離が激しくなり、もはや別物と言っても過言ではないほど。次巻の内容も今から考えようかと思っておりますので、是非とも楽しみにお待ち下さいませ！

			　当作品である『転生したらスライムだった件』を支えて下さっている皆様、携わって下さった全ての方々に最大の感謝を。

			　それではまた、次巻でもお会い出来るように願っております!!

		

	




























item/image/ph_tobira6.jpg
BEVR






item/image/ph_slime15_ill006.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/ph_tobira5.jpg
B> OH e S 15 B






item/image/ph_slime15_ill005.jpg
M e ..) r

) \'Mﬁ‘ﬁi f)/
Vi /

, N {”»/» 7

:

\N\b
\M /W/

\\\\l/\\\h
\

\\{ “((A‘ »}t‘:‘
\\‘ \l \ \

W





item/image/ph_tobira.jpg
Qﬁﬁbt.





item/image/ph_slime15_ill004.jpg





item/image/line.jpg





item/image/ph_toc.jpg
M | RRIEEREUE

REERIEEIE

-3 (934

EEWVSOR

B EHE

B

T i S 105 K

gV

111

187

257

321

397





item/image/ph_slime15_ill003.jpg





item/image/ph_tobira0.jpg
[ 250 R I






item/image/okuduke.jpg
GC NOVELS
ThtEWL

BELESASALIESfE ©

20191083 MhRFEST

B8

e #oDIE—

TSN HPERR

wE RERIEA

®T 1ERAEE

ENRIFR KA LA

71T HASHAIOTHI U

T104-0041 HREBHPRXIMFET-3-7 IFAVEIL
[AR7SERI TEL 03-3206-1641,FAX 03-3551-1208
[#R&HB]ITEL 03-3551-9563,/FAX 03-3297-0180
http://micromagazine.net/

ISBN978-4-89637-923-5 C0093
©2019 Fuse ©MICRO MAGAZINE 2019 Printed in Japan

FEIINREIT S VISRICESS] (http://syosetu.com/) ICIBBENTL Ve D%, MED LBFLLZEDTY,
EAfIIN/ NN —ICRRLTHIE T,
BT, ETADBEIIEHBHABICTHRIER L VELETOT, BB EBRICEEILES,

FEOEMEHIS. BFEEELOANERE, BUSNTVET,
ZOMBEI T4V THY, REDAN. Bk #BEELI—DBRHVEA.

PIT—hDBREWV

AN ZRTA—RELIZURL (http://micromagazine.net/me/) &
ZHRAO L. FBICEATH7Tr—MoZHALEEL,

WA —RTZANEHBL TOEY (—EBHEL TUWRWVEESHUET) .
BHIMMOTIER, B - X—VEEROBRICADZBERIETRIBEEN,

Ea
. - ” 7104-0041 RFMPRAKHE-3-7 IFIVENL
TP — MO BB B LT o R o

TRBFEE R THODE—FE MR






item/image/ph_slime15_ill010.jpg





item/image/ph_tobira1.jpg
B R5et






item/navigation-documents.xhtml



目次




						
					表紙
				


						
					目次
				


						
					序章　灼熱竜対暴風竜
				


						
					第一章　絶望の時
				


						
					第二章　解放されし力
				


						
					第三章　激化する戦場
				


						
					第四章　八門堅陣
				


						
					第五章　皇帝の真実
				


						
					終章　姉と弟
				


						
					あとがき
				


						
					奥付
				









item/image/ph_kuchie1.jpg
Story by Fuse, Illustration by Mitz Vah

152/
YA

QRIELES
A4

Eokqtt

GC NOVELS





item/image/ph_slime15_ill002.jpg





item/image/ph_tobira2.jpg
B EEVROR






item/image/h4.jpg
Regarding
Reincarnated to Slime 15
Story by Fuse, lllustration by Mitz Vah






item/image/ph_slime15_ill001.jpg
L
?3(—//%.// 47

e EPT





item/image/ph_kuchie3.jpg
\

é@@ﬁi%f%ﬁ@ﬁ?&ﬁ: wndﬁf%LL
%@B%mem?\m,@ﬁawb@ 8] Q E AW 1Y 208

= ¥ K
Mjg [ %bubkoxol\ﬁ&wﬂjg%b? p4°

\ T :é
@

NE VU Ry OLIRE

%hi%%mtaﬂﬁéhfbé

,\)/ \\






item/image/ph_slime15_ill009.jpg





item/image/h3.jpg





item/image/ph_tobira3.jpg
(b Rl 115






item/image/ph_slime15_ill008.jpg





item/image/h2.jpg
Fuse

KHEAEDYF ) —v

BHLED LN 2 B &GO D, M
LD WiZ e HZEROLH UMK IC KD
D1 THlikEHIGL, TICE 5,

&
HoE—
Illustration

Mitz Vah

DKL TEBY T, TBLVELBME
LRV KEEL—F- LB
MY LN TBIEATESLIMELT
VSR THVET,






item/image/ph_kuchie2.jpg





item/image/ph_tobira4.jpg
]

n
M
=
4






item/image/ph_slime15_ill007.jpg





